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　プロローグ　LOST　パーティ喪失






　彼らは走っていた。髪かみを振ふり乱みだし、息を切らせ、額ひたいを汗あせでびっしょりと濡ぬらしながらも一心不ふ乱らんに走っていた。

　地下深くに遺い棄きされた遺い跡せきであろうか。回かい廊ろうらしき道は荒あれ果はて、崩くずれた壁かべの破は片へんだの倒たおれた石柱だのが散乱していた。足を取られて転てん倒とうしようものなら裂れつ傷しようは避さけられない。だが彼らは足を止めなかった。転んだところで所しよ詮せんは怪け我がをする程てい度どの話。しかしあいつらに追いつかれようものなら、この地の果ての暗い遺跡からもう出ることはできないのだ。実じつ際さい、ここに来たときには九人いた仲間たちは、今は六人になってしまっていた。

「おい、魔ま術じゆつ師しども、早くしろっ」軍服を着た若わかい男が分かれ道で立ち止まり、振り返って怒ど鳴なった。「早くしないとあいつらが……」

「スチュアート、逃にげろ！」

　彼の上官であるマーティン軍ぐん曹そうがその若い男に叫さけんだ。「えっ……」と間の抜けた声を漏もらして分かれ道の先を見たスチュアートの表情が凍こおりついた。次の瞬間、その分かれ道の先から飛び出した『何か』が彼を鷲わし掴づかみにした。それは巨きよ大だいな手に見えた。スチュアートはそのまま分かれ道の向こうへと引きずり込こまれた。

「アーッ!!」

　絶ぜつ叫きようが響ひびいた。「いやだっ、助けてくれっ！」この世のものとは思えぬおぞましい悲鳴だった。救いを求める力ない指先だけが廊下を曲がった先から見えた。壁を掴んで何とか逃げようとするが、ずるずると引きずり込まれ、剥はがれた爪つめと血の跡あとが壁に残った。

「おい、ハワード！」呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしている黒ローブの魔術師の一人の肩をマーティンは掴んだ。「何をやっているんだっ。早くスチュアートのことを助けてくれっ」

「……無理だ」ハワードと呼よばれた二十代半ばの青年は首を振った。「今のは『邪骸鬼ニユクス』だ。あれに取り込まれたらもう助からない」

「『無理だ』だと!?　簡かん単たんに言うなっ。この道を行こうと言ったのはお前だぞ!?　あんたら貴き族ぞくは俺おれたち軍人の命なんか何とも思ってないんじゃないのか!?」

「もうイヤだっ」と叫んだのはハワードと並ならんで立ち尽つくしていたブラウニングという黒魔術師だった。ハワードと年は同じくらい。ややふっくらとしたいかにもお坊ぼつちゃん育ちといった風ふう貌ぼうだった。彼は顔を覆おおって泣き叫んだ。「僕ぼくらは出れないんだっ。この街から出る方法なんてないんだ。あの崖がけを降おりるべきじゃなかったんだ。女王は我われ々われを帰き還かんの叶かなわぬ場所へと送り込んだんだっ」

「よせ、ブラウニングっ。民間人の前でみっともないところを見せるなっ」

　ハワードが状じよう況きようとはまったく関係のないことを喚わめき散らしながらブラウニングのことを小こ突づいた。マーティンはうんざりした。こんなクソ魔術師どもの世話なんてもう御ご免めんだ。こいつらは偉えらぶっていても何もできないお坊ちゃまばかりだ。ここから出たら軍に退たい任にん届とどけを出して、生しよう涯がいイギリスには二度と近づかない……もし出れたら、だが。

「……ねえ、あんたらさ～」

　遅おくれて走って来た赤いローブをまとった魔術師の女が呼こ吸きゆうを整えながら言った。

「男三人が雁がん首くび揃そろえて寝ね惚ぼけてんじゃないの？　道の向こうのアイツ、もうすぐスチュアートちゃんのことを食い終わるわよ。その後、誰だれから食べられるか相談でもしてたのかしら～？」

　スチュアートの悲鳴はもう聞こえず、曲がり道の向こうから何かを啜すするようなおぞましい音が響いてきていた。三人の男はごくりと唾つばを飲み込んで後ずさった。

「ですがマルゼス導どう士し。この道を行かなければ部屋に戻もどれないじゃないですか？　どうしろと言うんですか」

「あのね～、ハワードちゃん。自分で決めたことが失敗したからって逆ぎやく切ぎれしちゃダメでしょ？　何か考えましょ～ね」

　クラウディア・マルゼスは人をおちょくった口く調ちようで言い、ハワードは顔を真っ赤にしてそっぽを向いた。

　まったく……とその光景を見ながらマーティン軍曹は心の中で呟つぶやいた。確たしかにクラウディアの言う通りハワードは無む能のうだ。指し揮き官かんヅラしてああだこうだと指し示じを出すが、すっとんきょうなものばかりで、おまけにここ一番というところで踏ふん張ばりがきかない。だが何と言っても最悪はこの女め狐ぎつねだ。どんな時でも人をおちょくるのを忘わすれないこの女が一番タチが悪い。こんな地下の探たん索さくにハイヒールを履はいて来やがって、さすがに呆あきれて履き替かえるよう注意すると、「イヤよ～。だってシューズを履くと足首が太く見えるんですも～ん」と完全に人を馬ば鹿かにした顔で言ってのけた。

（ったく……よくもまあこんな珍ちん奇きな奴やつらばっかり揃えたもんだ。魔術師側のメンバーを編へん制せいしたのは女王だそうだが、貴族の魔術師どもにはこんな奴らしかいないのか？）

「……戻るぞ」ハワードは言った。「さっき通った四つ辻つじになっている所に広いスペースがあった。そこに魔ま方ほう陣じんを描えがいて、朝までもたせる」

「だ、だけどハワード。そんなの描いてる暇ひまなんてないよっ」

「いいからやるんだっ。『赤』の連中なんぞに馬鹿にされて悔くやしくないのかっ」

　ハワードはキッとクラウディアを睨にらんだ。しかしクラウディアの方は涼すずしい顔で、もう一人のメンバーである赤魔ま術じゆつ師しの女の子の頭をぺしんと叩たたいて「ほら、アイリス。戻るわよ」と言った。そのアイリスという十代半ばの女の子は「はーい、わっかりましたーお師し匠しようさまー」と、場の空気をまったく読まない元気な声で言った。

　四つ辻まで戻ると、ハワードはブラウニングに「お前が魔方陣を描け。俺は術言ワードの準じゆん備びをする」と言ってチョークを投げた。ブラウニングは頷うなずいてかりかりと床ゆかに複ふく雑ざつな紋もん様ようを描き始めた。クラウディアとアイリスは通路の前後に分かれ、それぞれの杖つえを取り出して攻こう撃げき呪じゆ文もんの準備を始めた。

　アイリスは魔術の能力で師匠クラウデイアに遥はるかに劣おとる。そちらの援えん護ごをしようと拳けん銃じゆうを抜ぬいて反対側に向かおうとしたマーティンをクラウディアが「ちょっと待って」と呼よび止めた。

「ねえ、マーティンちゃん。あんたもちょっと冷静になりなさいよ～」

「俺がだと!?　お前が、だろう？　いちいち人をからかってばっかり。いったいどういう性せい格かくをしてるんだっ」

　と思わず言ってしまってから、相手が自分のクビなど簡かん単たんに飛ばせる魔術師協会の重じゆう鎮ちんであることを思い出した。しかしクラウディアはにんまりと笑った。

「クビになる、って思ったでしょ？」

「……どのみちここから出たら辞やめるつもりだ」

「一時の感かん情じように任まかせると後で後こう悔かいするわよ～。ああいう権けん力りよくを振ふり翳かざしたがるお坊ぼつちゃんとぶつかる役はわたしがやってあげるから、あんたは仲ちゆう裁さい役やくをやってちょうだい。まったく、しっかりしてよね。あんたまで冷静さを欠いたらやってられないわよ。後は泣き虫と、ウチの天然ボケ娘むすめだけなんだから……ん、どうしたのよ、ヘンな顔しちゃって」

「……いや、あんたが一番マトモだったことに驚おどろいているだけだ。どう見ても、あんたが一番やっかいな奴だと思ってた」

「やめといた方がいいわよ～。わたし惚ほれっぽいから」

「俺が口説いているように聞こえたとしたら、あんたも相当に参っているということだな」

　クラウディアは一いつ瞬しゆんだけ素すの表ひよう情じようになった。意外と『相当に参っている』というのは図星だったのかもしれない。だがクラウディアはすぐにいつもの愉ゆ快かい犯はんの顔に戻ってくすりと笑ってみせた。タフな女だ、とマーティンは思った。

「マルゼス導士、率そつ直ちよくなところを聞かせてくれ。俺たちはここから出れると思うか？」

「出れるといいんだけどね～。わたし、やりたいことがまだ山ほどあるし」

　と、そのとき「お師匠さまーっ」とアイリスの声が廊ろう下かに響いた。

「し、静かにしないかこの馬ば鹿か娘むすめっ」ハワードが術言ワードの詠えい唱しようをやめて怒ど鳴なる。

「わたしが言って聞かせるわ」

　さらりと言ってクラウディアは魔方陣の準備をしているハワードたちの横を通り抜ぬけた。マーティンもついて行った。

「どうやらわたし、大発見してしまったみたいでーすっ」

　とアイリスは壁かべを指差し元気いっぱいの声で言う。

「どこが大発見なのよ」

「へへ……見ててくださいね」アイリスは石を拾い上げてひょいと壁に向かって投げた。するとその石は壁にぶつからず吸すい込まれて行った。「この壁、本当は存在してないです。『幻影イリユージヨン』が掛かけられてます」

「……確かに大発見ね」

　クラウディアは術言ワードを唱えた。すると壁に、パリッ、パリッ、と小さな雷いかずちが走り、テレビを消すかのように壁が消えてそこにぽっかりと穴が現あらわれた。壁が崩くずれてできた穴に『幻影』イリユージヨンの魔術が掛けられて偽ぎ装そうされていたのである。ハワードとブラウニングは作業をやめて集まって来た。

「何かあるわね」

「なぜ断だん言げんできるのですか、マルゼス導どう士し？　魔導の仕掛けが施ほどこされていたのはここだけではありません」

　やや挑ちよう戦せん的な口調でハワードは訊たずねた。

「他ほかの場所はトラップだったけど、これは隠かくすための魔術だわ。ここが遺い棄きされて八百年近くももつような『幻影イリユージヨン』をかけておくほどの意味のある場所。それに……」

　とクラウディアはしゃがみ込み、横穴の入口に顔を近づけて、ふーっ、と息を吹ふきかけた。積もっていた塵ちりが飛び散り、入口の床の部分に埋うめ込まれていた金きん属ぞくのプレートが姿すがたを現した。一行は息を飲み込んだ。

　アルファベットのＺＯゾＳＯソにも見える幾き何か学がく模も様よう。数百年の昔、魔術師協会に君くん臨りんした史上最高の魔術師ゾルアス・ソリヴィエの紋章。恐らくはこの迷めい宮きゆうをデザインした男。その紋章が刻きざまれた場所には魔導の罠わなの数々が仕掛けられていた。

「いやだっ。もういやだっ。こんな所にはもういたくないっ」

　泣き喚わめくブラウニングを押おしのけ、ハワードがアイリスに言った。

「ショーエンワイスのお嬢じようさん、試ためしてみてくれますか？」

「はーい」

　アイリスは術言ワードを唱え始めた。先さき程ほどクラウディアが唱えたのとは比くらべ物にならぬ複雑な詠唱と、繊せん細さいな手の動き。ＳＡＳSpecial Air Serviceで初歩の呪じゆ文もんぐらいは叩たたき込まれているマーティンだったが、如い何かなる系けい統とうの呪文かさえも分からない。この少女が魔ま術じゆつを学び始めたのはほんの数か月前だそうだが、悲ひ運うんの天才魔ま術じゆつ師しで知られる祖そ母ぼの血は脈々と彼女に受け継つがれているようだった。

　唱え終わると彼女の手の中に一見金属に見える塊かたまりが現れた。歯車とバネが組み合わさったそれは、高級時計の内部で重力による針はりの動きの微び差さを調整する機き構こうトゥール・ビヨンを思わせた。アイリスがそれをそっとプレートの上にそっと載のせると、歯車が猛もう烈れつな勢いきおいで回転し始め、床ゆかに埋め込まれた金属のプレートが淡あわい光を放つ。

　が──次の瞬しゆん間かん、トゥール・ビヨンの歯車がギリギリと軋きしんだと思ったら、甲かん高だかい音を立てて破は裂れつしてしまった。破は片へんは床に飛び散り、魔術の力が切れたのだろう水が床に吸い込まれるように消しよう滅めつした。そして『幻影イリユージヨン』がまた復ふつ活かつしたのか、横道は幻まぼろしで隠された。

「……ダメです。とても手が出せません」アイリスは悲しそうに首を振ふった。「けど……もう少し時間をいただければ仕組みぐらいは分かるかもしれません。そうすれば……」

「全員でチームを組んでゾルアス・ソリヴィエに挑戦ってわけね。でもその前に休まないと本当に……」

　彼女がそこまで言ったときであった。

　カツン、と遠くで岩が転がる音がした。クラウディアは素す早ばやく魔術の光を消す。全員が息を殺して耳を澄すました。気のせいであってくれ……そう願いながら。

　だが小さな音がした方向から、タッタッタッという足音がこちらに向かって走り出した。一直線にこちらに向かって。間ま違ちがいなくこちらの存在に気づいている。

　魔術師たちは荷を下ろし、術言ワードを唱え始めた。マーティンも拳けん銃じゆうを抜いた。ブラウニングはガチガチと口元が震ふるえて術言ワードを唱えられないでいた。しかしマーティンも似にたようなものだった。意思とは無関係に指先が震えて照しよう準じゆんが定まらなかった。

「最悪ね」

　クラウディアがマーティンの思考を読んだかのように、やや引きつった笑え顔がおで言った。

　マーティンは「まったくだ」と答えてどうにか撃げき鉄てつを起こした。



    

  
    
      　ＡＣＴ．１　終わりなき戦いの始まり






　夕日が私し立りつ中なか野の台だい高校の校こう舎しやをオレンジ色に染そめていた。今年のカレンダーも残すところ僅わずか二枚まいになり、陽ひはもうだいぶ短い。校門から校舎へと続く道は積もった落ち葉で一足先に冬へと衣ころも替がえを済すませている。

　深ふか津つ薫かおるは校舎二階にある自分の教室の窓まど際ぎわの席に座すわり、ぼんやりと放課後のグラウンドを眺ながめていた。

　トリプル・クラウンと渾あだ名なされる魔術師を巡めぐる事じ件けんから五日ほどが過すぎていた。

　山やま間あいの駅での戦いでエスクードのエージェントにも数人の犠ぎ牲せいが出てしまったため、特とく殊しゆ任にん務むのみに招しよう聘へいされる薫もその応おう援えんに引ひっ張ぱり出されたりしていたものだが、増ぞう員いんの都合もついたとのことで本来の状じよう態たいに戻もどり、あの嵐あらしの日が嘘うそのようなのんびりとした数日が続いていた。

（だからって、もうすぐ夜が始まるっていうのに、こんな所でぼんやりしてるのもエージェントとしてどうなんだって話なんだけどな……）

　薫の視し線せんの向こう、グラウンドのど真ん中を占せん領りようした女子ラクロス部の生徒たちの中に一ひと際きわ目立つ金きん髪ぱつの少女の姿すがたがあった。ルクレシア・グレンヴィル。イギリスの魔術師協会から派は遣けんされて来て、薫とパートナーを組んでいる少女である。彼女と違って部活をやってるわけでもない薫がこうして放課後の教室で時間を潰つぶす羽目になっているのは、あの事件以来どういったわけか彼女は薫に登下校を共にすることを強要しているからで、薫はルーシアが部活が終わるのを待たされているというわけである。

「やっほー、かおるー。もうちょっとだから待っててねー」

　薫に気づいてルーシアがグラウンドから手を振ってきた。するとすかさず教室の後ろの方から「ブゥーッ」という声が聞こえた。男子生徒の一いち団だんが、親指を下に向けた『地獄へ落ちろゴー・トウ・ヘル』のサインで薫にブーイングをしていた。

「だから～、ルーシアとは何でもないって言ってるのに」

　ブーイングは収おさまるどころかさらに大きくなる。ルーシアと薫のことを囃はやし立てるのはこのクラスのお約束なのだが、ここ数日は車で送り迎むかえまでしてもらっているので本気でアウェイな感じだ。

　ともあれ言い訳わけすればするほど加熱炎えん上じようするのは世の常つねだ。薫は中指を立て返し、図書館から借りて来た最近凝こっている料理のレシピ本を鞄かばんから取り出して読み始めた。移うつり気な学生たちは薫をからかうのにも飽あき、またそれぞれに話に花を咲さかせた。

　どこにでもあるごく普ふ通つうの放課後の光景。だが薫は結けつ構こうこういう空間が好きだった。

　自分にも作れそうな料理をリストアップしながらレシピ本を半分ほど読み終えた頃ころ、閉へい校こう時間の予よ鈴れいが鳴った。ルーシアはグラウンドを後にして部ぶ活かつ棟とうに向かっていた。「さてと……」薫も文庫本を鞄に戻して席を立った。夜が、始まる。

「じゃあね、また明日あした」

　と、クラスメイトに挨あい拶さつして教室の出口へ向かおうとしたとき、一人の男子生徒が「あ……深津、そういえば俺おれ、お前に聞きたいことがあったんだ」と呼よび止めた。三み橋はしという剣けん道どう部ぶの生徒だった。

「お前ってさ、もしかして剣道をやってなかったか？」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、クラスに残っていた生徒たちは一いつ斉せいに吹ふき出した。「んなわけないじゃん。お嬢じよう様さまに殴られてばっかの深津がチャンバラなんてやるかよ」クラスメイトたちに全面否ひ定ていされ、三橋は「そうかなあ……深津のことだと思ったんだが……」と不ふ思し議ぎそうに首を捻ひねった。

　だが、薫だけは固まったままだった。保ほ健けん室しつの常じよう連れんで『病弱』で通っている華きや奢しやな青年の瞳ひとみには剣けんのんな光が瞳に浮うかんでいた。なぜ彼はそのことを知っているのだ？　確たしかに自分は幼おさない頃から剣道をやっていた。しかしその経けい歴れきはエスクードが別人のものと書き換かえているし、この学校では武ぶ道どうの類たぐいをやっていることは完全に隠かくしているつもりだった。

「やってないよ」そう答えてから薫は何気ない口く調ちようを作って三橋に聞いた。「でもどうして剣道なんて出てきたの？」

「いやな……この前、高校剣道の大きな大会があったんだが、優ゆう勝しようした高校に篠しの崎ざきっていうやけに強い主しゆ将しようがいたんだ。ところがそいつ、『俺なんかよりもずっと強い奴やつがいた』って言っててな。それがなんか女みたいな顔をした小こ柄がらな奴で、深津っていう名前だっていうんだ」

「篠崎……？」

「篠崎ケンジ……いや、ケンゴだったかな？　北ほく星せい高校の奴だ。言われてみると中学生のとき地区の剣道大会で、一人別次元に強い奴がいたのを思い出してな。俺らが習った剣道とはまるで違ちがう我が流りゆうみたいな感じなんだが、誰だれも一本も取れなかったんでよく印象に残ってる。その篠崎って奴と話してたら、何かお前のことの気がしてきたんだが……」

（あ……）

　そこからか……と、薫は納なつ得とくした。薫はその篠崎という人物を知っていた。篠崎健けん也や。エスクードに入るより以前に通っていた北星高校の男子生徒で、中学生の頃から同じ剣道場に通っていた。そういえば彼に頼たのまれて剣道の試合に出たことがあった。そう、あれは薫がエスクードに入ることになったまさにその日のことだった。試合を終えて家に帰ると兄の真ま澄すみが帰き宅たくしていて、そして一緒に聖せい堂どうに行き、そこでレイニーとソフィア・リヴィエールと出会い──。

　最初は笑っていたクラスメイトたちが、「え……本当なの？」という顔をし始めていた。三橋は意気込ごんで「やっぱお前か？」と訊たずねてくる。

「いや、人違いだよ」

　首を振ふって言うと、クラスメイトの横を通り抜ぬけて教室の出口へと向かった。以前の高校とはずいぶん離はなれた場所にあるから、昔の知人と会うこともないだろうと考えていたのだが、どこでつながっているか分からないものだ。

　甘あまかったな……と薫は思った。自分の過か去こを知る者が現あらわれたことがではない。誰かがもし薫の過去に疑ぎ問もんを覚えて調べて行けば、魔ま族ぞくとの戦いで命を落とした養父や、闇やみの世界に連れて行かれた兄のこと、あるいはエスクードの存そん在ざいまでもが浮かび上がらないとも限かぎらない。そしてエスクードという組そ織しきは時に冷れい酷こくに、魔族の存在を隠いん蔽ぺいするための行動を取る。三橋が突とつ然ぜんに学校から姿すがたを消し、どこかに半はん永えい久きゆう的に隔かく離りされるぐらい平気でする。そもそもそのことに関する配はい慮りよが甘すぎたと思ったのだ。

　教室の出口へと向かう薫にクラスメイトたちが「じゃあなー」「お嬢様によろしくなー」などと口々に言う。

　いつもの光景。迷めい惑わくだけどちょっと楽しい、毎度毎度のお約束のやり取り。血の臭においしかしない夜が始まる前、ここで雨宿りするのが好きだった。だけどもうそれも終わりにしなくてはならないようだ。

　薫は校舎を出て校門へと落ち葉の積もった道を歩く。校門の前にルーシアの車が停まっていた。校舎を出るとききっと胸むねが苦しくなるだろうな……と思ったが、「まあ仕方ないか……」という諦てい観かんがあっと言う間にそれをどこかに押おし流していった。

（……僕ぼく、よく口にしちゃうけど、『仕方がない』ってイヤな言葉だったんだな……）

　自分の呆あきれるぐらいの物分かりのよさを自覚したとき、薫の胸はようやくズキリと小さな痛いたみを覚えた。

　　　　◇




「いいじゃないのそれぐらい。深しん刻こくに考えすぎよ」

　ルーシアのリムジンに揺ゆられながら薫が事の次し第だいを話すと、彼女は怒おこったように言った。

「それぐらいでバレやしないって。探たん偵ていじゃないんだから、同級生があんたの過去まで調べたりしないわよ。もしバレたって『高校生の妄もう想そう』で終わりでしょ。エスクードだって高校生にまで口くち封ふうじとかしないわよ」

「だってさ……」

「だって、何よ？」

　薫は言おうとした言葉を飲み込んだ。

　──だってさ、僕、エスクードがそういうことをするのを実じつ際さいに見ているから。

　だがそれを彼女に言う気にはなれなかった。

「……やっぱ僕、学校を辞やめるよ。誰に迷めい惑わくを掛かけるか分からないから」

「何よ、いい子ちゃんなんだから。どうせ長は谷せ川がわのジジイに小言を言われるのがイヤなんでしょ。わたしは絶ぜつ対たいに辞めないからね。せっかく友達もできたんだから」

「何だよその言い方」さすがに薫もカチンとくる。「別にルーシアにまで付き合ってもらおうなんて思ってないよ。ルーシアはルーシアで勝手に行けばいいじゃないか。僕と違って素す性じようがバレる心配もないんだからさ」

　ルーシアは「ふんっ」と不ふ機き嫌げんに顔を背そむけた。それで会話が途と切ぎれた。

　しばらく無言のまま車は走った。車は都心へと向かい、千ち代よ田だ区に入る。彼女の滞在しているマンションは赤あか坂さかにあるのだが、このところ学校が終わるとエスクードの任にん務むのないときは千代田区にある国会図書館に通っているらしい。

　夕焼けから藍あい色いろに変わりつつある空に国会議事堂の屋根のシルエットが見えてきた頃ころ、ルーシアが沈黙に耐たえられなくなったように口を開いた。

「……正直に言うわよ。今度ラクロス部のみんなで旅行に行こうって話してたの。でもどうせあの長谷川のジジイが『旅行だって!?　君は任務を何だと思ってるのかね？』とか嫌いや味み言うでしょ？　貴方あなたがジジイの矢や面おもてに立ってくれれば、こっちも楽だったのに」

「……どうりで他人のことなのに熱心だと思った」

　薫が苦笑いすると、ルーシアは唇くちびるを尖とがらせた。

「そういうわけじゃないわよ。あんたのそういういい子ちゃんなところ直した方がいいと思うし。それにさ、わたしだって旅行なんてまずいって分かってるけど、『あの馬ば鹿か娘むすめ』になっているときにあいつが勝手に友達と約束しちゃったんだからしょうがないじゃないの。違ちがう？」

『しょうがない』と言うわりにはルーシアは嫌々行くようには見えなかった。彼女の『しょうがない』は自分の『仕方ない』とはまるで意味が違っているように聞こえた。

「ま、いいんじゃないの。行っちゃえば？」

「……どうしたのよ。あんたがそんな不ふ真ま面じ目めなことを言うなんて気持ち悪い」

「『気持ち悪い』はないだろ……。ま、東京を空けるって二、三日だろ？　いざとなったら僕だけで何とかするから、司祭がダメ出ししても無む視しして行っちゃえば？」

「ホント!?　ありがとっ」

　ルーシアは嬉うれしそうに破は顔がんし、ふんふんと鼻歌を唄うたいながら鞄かばんの中からキャンプ用品のパンフレットを取り出して眺ながめ始めた。ちゃっかり計画はだいぶ進しん展てんしているようだった。

　車は国会図書館の飾かざり気のない門を潜くぐった。

「じゃあわたしはここにいるから、任務があったら呼よんでちょうだいね。休みが貰もらえるそうだし、一生懸けん命めいご奉ほう仕しさせていただきますわ。キース、教きよう皇こう庁ちようのお方を丁てい重ちようにお送りしてあげてちょうだいな」

　うきうきした様子でルーシアは車から降おり、運転席に座すわる従じゆう者しやのキースに気取って言った。「自じ宅たくでいいのか？」と薫のことが大だい嫌きらいなキースがぶっきらぼうな口調で聞いてきて、薫は「お願いします」と言ってからふと思い出して訂てい正せいした。

「あ、そうだ。すみませんけど近所のスーパーで降ろして下さい。ちょっと食材を買いたいんです」

「この前も買いに行かなかったか？」

「ああ……僕だけじゃなくてレイニーさんの分もあるから」

　と薫が言った瞬間、ピタッとルーシアの足が止まった。ルーシアはくるりと振ふり返り、つかつかと薫の元に一直線にやって来た。

「何よあんた、あの女に食事の準じゆん備びをさせられてんの？」

「って言うか勝手にやっているんだけど……。食事を作るのは好きだし」

「そういえばあんた、最近料理の本とか読み込んでいるわよね？　ヘンだとは思ってたけど、つまりそれ、あの女のためってこと？」

「まあ……レパートリーを増ふやそうかなって思って」

　トリプル・クラウンの事じ件けんが終わってから薫の生活には変化がもう一つあった。事件で来日して以来レイニーはずっと薫の家に泊とまっているのだ。とは言っても彼女は夕ゆう暮ぐれと共に姿を消し、帰って来るのは薫が学校に出で掛かけるのと入れ違いだから顔を合わせる機会はほとんどない。ただ学校に行く前に朝食の準備をして出掛けるのが唯ゆい一いつのコミュニケーションであった。話もできないのは残念だったが、その代わり薫は彼女のために作る食事にかなり気合を入れていた。今日も新たなメニューのため仕込みをしておくつもりだった。

「……降りて」

「はい？」

「だから降りろって言ってんのっ。あんたに頼たのみたいことがあったのを忘わすれてたわ。付き合ってちょうだい」

「な、何だよそれ。僕が魔ま術じゆつ師しの調べ物の手伝いなんてできるわけないじゃないか。それに買い物をしとかないとスーパーが閉しまっちゃ……」

「いいから来なさいってのっ！」

　ルーシアはドアを開けて薫の腕うでを掴つかみ、無む理り矢や理り引ひっ張ぱり出した。「ちょ、ちょっとっ」「うるさいのっ」薫は拉ら致ちされるかのように国会図書館の中に連れて行かれてしまった。

　一いつ般ぱん客きやくへの開放時間も終わり、図書館にはローブ姿すがたの魔術師たちがちらほらいた。

「そこで待ってなさい」

　ペットの犬に「伏ふせっ」と命令するような調子で薫に命じると、彼女は受付カウンターにいる黒いローブ姿の司書の女じよ性せいの元へと行き、何やら書類に書き込んだ。調べ物をするというからには入館手続きか何かだろう。

「レディ・グレンヴィル、それでそちらの男性は確たしか教皇庁の方じゃなかったかしら？」

「ええ、小間使いに連れて来たんです。我わが師クラウディア・マルゼスの名前で本国の方から申しん請せいを出してもらってるはずですけど」

（小間使い……）

　まあ、これぐらいいちいち声を出してツッ込むほどのことでもない。

　二人はエレベータに乗り込んだ。ルーシアは魔術師のパーティに来たときのように術言ワードを唱えて隠かくし階のボタンを出す。地下の七階と八階が魔術師協会専せん用ようのスペースだ。七階で二人はエレベータを降おり、カーペットの道の先にある『不思議の国のアリス』の扉とびらを潜った。

「えっ……」

　薫は声を漏もらした。以前に来たときには眩まばゆい明かりの下もとのパーティ・スペースだったのに、薄うす暗ぐらい部屋にカビ臭くさい書しよ架かが森のように整然と並ならんでいた。おそらくパーティのときにこれらを運び出したわけではなく空間を入れ替かえたのだろう。バスケット・ボールほどの大きさのある円えん錐すいを二つ組み合わせたような物体が数すう個こ、ほんのりとした明かりを照らしながら書架の間をゆっくりと移い動どうしていた。薫たちが部屋に入るとそのうちの一つがスウッと音もなく寄よって来て、犬がくんくんと鼻を鳴らすみたいに薫たちの身体からだを調べて飛び去って行った。

「今のは？」

「照明器具、兼けん、パトロール・クリスタル。今あんたの個人データを覚えたから、逃にげてもどこまでも追ってくるわよ」

「……どういう意味？」

「だからそのままの意味よ。あれに狙ねらわれたくなかったら、そこでおとなしく座すわって待ってなさい」

　ルーシアは書架の森の中に消えて行った。毎日ここで調べ物をする彼女のために用意されたのだろうか、真新しい丸テーブルがポツンと置かれていた。ふと気づくと書架の陰かげからクリスタルがじーっと自分を見つめていた。万ばん国こく共通の無む抵てい抗こうの意思表ひよう示じに両手を挙げてみせてから、薫は椅い子すに座ってルーシアを待った。しばらくするとルーシアは五、六冊さつの本を抱かかえて戻もどって来た。

「ホントはさ、見習いのわたしはこういう所には入れないんだけど、あのクソババア、ここに顔が利きくのよね。どんなクソババアにも一つぐらいはいいところがあるものね」

「教皇庁の僕もクラウディアさんの名前で入れたぐらいだからね」

「ま、あんたも半分クラウディア一門みたいなもんだし」

「……被ひ害がい者しやの会の一員だけど、クラウディア一門なんかじゃないやい」

「『クラウディア一門なんか』とは何よ、『なんか』とは」

　他人に言われるのはやはりムカつくらしく薫の頭をぱこんっと叩たたくと、彼女は椅子に腰こし掛かけ、コンタクト・レンズから眼鏡めがねに交こう換かんして分ぶ厚あつい本を開いた。

「何を調べてるの？」

「あんたには関係ないでしょ。だいたい魔術のことを説明したってあんたには分からないじゃない。邪じや魔まだからちょっと静かにしててくんない？」

（……自分で「ついて来い」って言ったくせに）

　まあ、いつものことなのでツッ込むほどでもない。「ま、いいけどさ」心の中で呟つぶやいて、熱心に頁ページを繰くる彼女の姿をぼんやりと眺ながめた。今の人じん格かくのときは『ダサいから』と眼鏡を掛けたがらない彼女だが、調べ物には眼鏡の方が楽らしい。何だかちょっと新しん鮮せんに映うつった。

　せめて何か話してくれないと眠ねむくなっちゃうよな……などと思っていると、不意に薫は不ふ思し議ぎな感覚を覚えた。どういったわけだろう？　いつだったか、こうして本を読むルーシアの前に座って、ぼんやりとその姿を眺めていた気がする。でもいつだっただろう？　確かそのときも図書館だったような気がするが、学校と任にん務む以外で彼女と会ったことはないはずなのに……。

「あー、やっぱりダメっ。どれも怪あやしい噂うわさ話ばなしばっかり。いつから魔ま導どう書しよはゴシップ誌しになったのよ」

　ルーシアはパタンと本を閉とじた。その言葉で薫は我われに返った。

「やっぱここの本じゃ埒らちが明かないわ。薫、やっぱあんたに手伝ってもらうわ」

「何を手伝うの？」

「あれよ。禁きん忌き魔導書の書庫」

　ルーシアは部屋の隅すみにあるドアを指差した。部屋の角を使って造られた小部屋のようで、扉とびらには鎖くさりが掛けられている。魔術のことは何も分からない薫だったが、それでもあの扉の向こうから不気味な波動が蠢うごめいていることだけはハッキリと感じられた。

「あんた、ブラディミールは持ってるわね」

「持ってるけど……」

「ちょっとそれであそこの鍵かぎをぶっ壊こわしてきて」

「……はい？」

「だーかーらー、あそこの中の本ならもっと詳くわしいことが分かりそうでしょ？　だけどいくらクソババアの顔が利いても、見習いの身分じゃあそこにまで入れてもらえないわけ。だからあんたがあそこの鍵を壊して、あんたが逮たい捕ほされた隙すきにわたしはあそこの中の本を調べるの。あんたの入館許きよ可か証しようはクソババアの名前で出てるから、責せき任にんはみんなあのクソババアに行く。完かん璧ぺきでしょ。わたしは無関係で通すから、絶ぜつ対たいに口を割わらないでよね」

「な……」薫は絶ぜつ句くした後、叫さけんだ。「ぜ、全然完璧なんかじゃないやっ！　魔ま術じゆつ師し協会の施し設せつで教皇庁の人間がそんなことしたら、クラウディアさんの責任問題云うん々ぬん以前に僕がここから生きて出れないじゃないかっ」

　薫はビシッとパトロール・クリスタルを指差す。騒さわぎを聞きつけたのか、五、六個のクリスタルが集まり、攻こう撃げきすべきかどうか相談中といった感じだった。

「うっさいわね、ブラディミールの剣けん士しだったらそれぐらい相手なさいよ。わたしはどうしても調べたいの。これまでわたしがあんたにお願いしたことなんてあって!?」

「一日一回は何かしら言われてるっ！　ここに無む理り矢や理り連れて来たのをもう忘れたの!?」

「それは『命令』でしょっ。今回のは『お願い』。全然違ちがうじゃないのっ」

「『お願い』だったら拒きよ否ひできるだろっ」

「なによっ、わたしの言うことが聞けないのっ」

「ほら、やっぱり『命令』じゃないかっ」

　薫の反撃に、「うっ」とルーシアは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまるが、すぐに開き直り「ああもうっ、ああ言えばこう言う男ねっ」と手近にあった本を振ふり上げた。広こう辞じ苑えんなみの厚あつさのある魔導書は秘ひめられた魔力とは関係ナシに凶きよう器きだ。

　と　そのとき薫の携けい帯たいが鳴りだした。

「ちょ、ちょっとタンマ」

　薫は後ずさりしながら携帯を取り出す。ルーシアはまだ分厚い本を頭上高く構かまえてにじり寄よって来る。薫は「タンマだからねっ、電話掛けてる間はタンマだからねっ」と彼女から安あん全ぜん圏けんな距きよ離りを保たもちつつ携帯に出た。

「すみません、ちょっと取り込み中なんで、後で掛け直してくれませんか」

「……取り込み中？　いったいどうしたのかね？」

　電話の主はエスクード日本支し部ぶの筆ひつ頭とうであり、薫の直ちよく属ぞく上司である長谷川司し祭さいであった。つまりそれは任にん務むの呼び出しということだった。

「何があったんですか？」

「アルフェルムが海外渡と航こうの準じゆん備びをしている。奴やつが動くぞ」

「何ですって!?」

「目下の目的地はフランス。二時間後の便で出発だ。今、教皇庁でもフランスでも蜂はちの巣を突つついたような大おお騒さわぎになっている。我われ々われも空港の警けい備びにあたるから、すぐにお嬢じよう様さまと一いつ緒しよに成なり田たに来てくれたまえ。エスクード日本支部も総そう員いんをもってこの事じ態たいにあたる」

　薫は電話を切りルーシアに説明すると、彼女の顔色がさっと青ざめた。彼女の母国イギリスは海かい峡きようを挟はさんでフランスと隣となり合わせだった。二人は図書室を飛び出した。

「いったい何の目的で!?」

「分からない。でもあいつはここ百年、日本から出ようとしなかった。それが日本を出てどこかに向かうんだ。これは絶対に普ふ通つうじゃない」

　嫌いやな予感がしていた。とてつもなく嫌な予感が。

　エレベータを降おり国会図書館の建物を飛び出す。外はもう暗かった。駐ちゆう車しや場じようの方に回しているのかキースの車はなかった。ルーシアは携帯電話を取り出し、キースの番号に掛かけようとする。

　そのとき背はい後ごで、ジャリッ、という足音がした。

「お二人さん、何か急ぎの用事かい？」

　振ふり返った薫とルーシアは硬こう直ちよくした。宵よい闇やみに溶とけ込こむような漆しつ黒こくのローブに身を包んでそこに立っていたのは、盟主ロードアルフェルムの血の契けい約やくを受け闇の世界に連れて行かれた薫の実の兄、桂かつら木ぎ真澄であった。

　真澄はこちらに歩いて来た。薫は思わず身み構がまえるが、真澄は薫を歯し牙がにも掛けず無む造ぞう作さに近づいて来る。

「あ……」

　ルーシアが声を漏もらした。真澄の手には銀色のロッドが握にぎられていた。ケルヴィム。魔族のオークションでのあの騒ぎの中、ルーシアが置き忘わすれた彼女の愛用のロッドだった。

「なんかお前に会いに行く気になれなくて後回しになっちまったが、ちと旅行に出掛けるんでな。返しに来た」

「旅行ってまさか……」薫が言った。

「ほう、さすが情じよう報ほうが早いな」

「……今、ちょうど連れん絡らくを受けて空港に警備に行くところでした」

「やめときな。我わが君きみはただ旅行に行くだけさ。おめえらが余よ計けいな真ま似ねをしてご気分を害されたら、あそこら一帯が焼け野原になるかもしれねえぜ」

　普ふ通つうにアルフェルムに対して敬けい語ごを使う真澄。薫の胸むねにずくりと刃やいばが刺ささる。彼は以前には『我が君』という言葉を口にするときもっと皮ひ肉にくなトーンを滲にじませはしなかっただろうか？

「嘘うそだ……」薫はようやく口を開いた。「ただの旅行のはずはない」

　しかし真澄は「ふん」と鼻を鳴らし、ルーシアにケルヴィムを渡わたすと背せを向けた。薫はその背中に何も言うことができなかった。

「……あいつの正体が分かったぜ」

　真澄が足を止めてポツリと言った。

「あいつ？」

「あの駅で戦った、化物みたいな剣けんを持った魔ま族ぞくさ。おめえの両親の仇かたきでもある」

「確たしか……ハーシュハイザーとかいう……」

「そうだ」

「何者なんですか？」

　しばし沈ちん黙もくした後、真澄は言った。

「てめえは関かかわるな。こいつは下へ手たをすると魔族全体が揺ゆれるようなことがおっ始ぱじまる。教皇庁の連中など端は数すうだ。計算を間ま違ちがえないよう省略されちまうぜ」

　真澄が振り返った。魔族たちに対する憎ぞう悪おに満ちた、かつての『イカれた下げ法ほう使つかい』の瞳ひとみが薫を見つめていた。

「奴は必ず俺おれが殺やる。何があろうと必ずだ」

　　　　◇




　翌よく朝あさのスオンジアンティ聖せい堂どうにはエスクード日本支し部ぶの全セクション責せき任にん者しやが集められ、昨夜日本を飛び立ったアルフェルムに関する会議が開かれていた。

「ふう……疲つかれた」

　昼がだいぶ近くなってようやく解かい放ほうされ、ルーシアは大きな背せ伸のびをして言った。

「結局何も決まらなかったね」

「ま、しょうがないんじゃない？　相手が相手だし。あ、ちょっと待っててくれるかしら。実家の方に電話してくるから」

「実家？」

「あの変へん態たいがヨーロッパのどこかをウロついてんですもの、さすがに心配だわ」

　そう言ってルーシアは携けい帯たい電話を取り出しながら、聖堂一階のホールの隅すみの方へと走って行った。

（ヨーロッパのどこか、か……）

　ブルームクイストと真澄、それから数人の使徒を連れて日本を飛び立ったアルフェルムは数時間後無事に──と言うべきか──フランスに到とう着ちやくしたのだが、その後の行方ゆくえは知れていなかった。

　エスクードが見失ったわけではなかった。百年ぶりに盟主ロードの一人が動くというこの事態に、エスクードは奴やつが到着する前にパリ空港に数十人もの人員を配置して追つい跡せきの準じゆん備びをしていた。だが奴を刺し激げきして甚じん大だいな被ひ害がいが出ることを恐おそれたフランス政せい府ふが猛反発し、エスクードの撤てつ退たいを求めて揉もめに揉め、奴が到着する寸すん前ぜんフランス政府は軍を動かして空港内外に配置されていたエスクードのエージェントを拘こう束そくしてしまったのである。

　お陰かげで奴は行方不明。フランスとバチカンは一時国交断だん絶ぜつ寸前までいったが、バチカンのサン＝ピエトロ大聖堂付きの親しん衛えい隊長オーブリー・クーニーがフランスまで赴おもむき、ようやく先さき程ほど和わ解かいしたところだった。

　ともあれアルフェルムは目下行方不明。再ふたたび空港を利用した形跡はないからまだヨーロッパのどこかにいるとしか分からない。バチカンでは奴の襲しゆう撃げきに備そなえて最大レベルの警けい戒かい態たい勢せいだそうだが、この東洋の島国の部隊員たちにすることはなかった。

「……お待たせ。じゃ、行きましょうか」

　二人は聖堂を出た。外は晴れ渡わたり、ぽかぽかと暖あたたかな日差しが降ふり注いでいた。

「家の方はどうだったの？」

「ん……パパは留る守すだったけど、ママは『別に何もない』って。さすがに民間人にあの変態が動いているだなんて言えないから何かヘンな会話になっちゃって、逆ぎやくに『いきなり電話してきて、いやなことでもあったの？』とか心配されちゃったわ。もうっ、わたしを何なん歳さいだと思っているのかしら」

「いつもお母さんと電話してないの？」

「向こうから電話して来て喋しやべることはあるけど、こっちからはしないわ。これも修しゆ行ぎようだし。修行中に親に泣き言を言うだなんてみっともないでしょ？」

「あ、そっか……ルーシアって見習いから昇しよう格かくするために来てたんだっけ」

「当ったり前じゃない。あと一年半ぐらいでパートナーも解消。晴れてわたしも正式な魔ま術じゆつ師しね。昇格の儀ぎには呼よんであげよっか？　たぶん史上初めて魔術師の儀式に出席するバチカンの人間ってことになるでしょうけど。……ん、どうしたの？　ヘンな顔しちゃって」

「いや……そのことすっかり忘わすれてたから」

「ヘンな奴やつ」

　ルーシアは笑うと車に乗り込んだ。

「わたしちょっと寝ね不ぶ足そく気味だから今日は学校をサボるわ。あんたはどうするの？」

「この前の事じ件けんで殉じゆん職しよくした隊員に代わって『ジャベリン』に増ぞう員いんが来るんだけど、その人を夕方に空港まで迎むかえに行くことになってる。それまでは何もすることは……ないかな？」

「ホント学校辞やめるの？」

「うん……まあ……もう退たい学がく届とどけは書いたけど」

　彼女は「ふーん」と言ってしばらく黙だまった後、鞄かばんをごそごそとやりだした。

「『あの馬ば鹿か』ったらさ、あんたが学校を辞めるのをすっかり忘わすれててまた作っちゃったのよね」



    

  
    
      　ルーシアは鞄からハンカチに包まれた小箱を取り出した。彼女が『もう一人の彼女』になっているときにはいつも作ってくれるお弁べん当とうだった。最初の頃ころはかなりの殺人的な味付けだったのだが、最近はときおりやけに上う手まいときがある。

「ま、食べてやってよ。家ででもいいからさ」

「ありがと」

「乗ってく？」

「いや、自分で行くよ。ルーシアのマンションとは逆ぎやく方向だし」

「そ。じゃあわたし一度家に帰って休んだらまた国会図書館で調べ物してるから、あの変態のことで何か情じよう報ほうが入ったら連れん絡らくしてちょうだいね」

　そしてルーシアは映えい画が『アメリカン・グラフィティ』のワン・シーンのように車の窓まど越ごしに口だけ動かして「じゃあね」と手を振ふって、走り去って行った。

　薫はしばしそれを手にしたままその場に佇たたずんだ。学校を辞めたらこういうこともなくなるんだ、と今さらのように思った。

（ま、いっか。もう一日ぐらい。三橋とはクラスも違ちがうし、顔を合わせないようにすればいいんだから……）

　薫は暖かな日差しの中、最も寄より駅へと歩き出した。

　　　　◇




　一度家で着き替がえて私し立りつ中野台高校に着いたとき、ちょうど四時間目の授じゆ業ぎようが始まるところだった。

　校こう舎しやに入って行こうとした薫はグラウンドの片かた隅すみに見み慣なれぬ物を見つけて眉まゆを顰ひそめた。体育祭で使うテントが建てられ、その前には赤せき十じゆう字じのマークがついたキャンピング・カーほどの大きさの白いバンが停とまっていた。周囲には白衣を着た医い師したち。車の前には生徒たちが一列に並ならび、順番にその中に入って行っている。

（今日は何かあったっけな……？）

　首を捻ひねりながら教室へ向かった薫は、教室に入って今度は「あれ？」と声に出して呟つぶやくことになった。チャイムが鳴ったのに教室ではクラスメイトたちは着席もせず、昼休みのごとく騒さわいでいた。

「ねえ、どうしたの？」

　薫は隣となりの席の女生徒に聞いた。

「なんか採さい血けつ検けん査さがあるから自習だって。いまＣ組がやってるとこ。プリント、机つくえの中に入ってるよ」

　机の中を漁あさると自習のプリントと一いつ緒しよに健康診しん断だんの通知が入っていた。イラスト付きで採血検査の手順、それから検査によって判はん明めいする病気の一いち覧らんなどが書かれている。

「でもそんな予定なんてあったっけ？　確たしか採血検査って、事前に同意書を書かなくちゃならないんじゃなかったっけ？」

「分かんない。何か急に決まったみたいだけど」

　そんなことを話していると、教室の入口から「おいおいおいおいっ」などと叫さけびながら一人の男子生徒が駆かけ込こんで来た。彼は仲間たちが固まっている席に行くと携けい帯たい電話を取り出し「偵てい察さつして来たぜ！」と携帯の画面を見せる。

「んだよ、イマイチばっかりじゃん。看かん護ご婦ふ補ほ正せいを入れても60点以上はいねえな」

　どうやら採血検査の看護婦を物色して来たらしい。薫と話していた女生徒は聞こえよがしに「バッカじゃないの。ナースって聞くと反はん応のうしちゃって」と言うが、男子生徒たちは「うるせー」とお構かまいなしに盛もり上がる。

「いや、写真は撮とれなかったんだけどさ、実は一人すっげー美人がいた。ハンパじゃない。って言うか、あの美び貌ぼうはほとんど犯はん罪ざい。あー、でもどこの国の人なんだろ。絶ぜつ対たい日本人には見えなかったけど」

「おいおい、オマケに洋物かよ。やべ、興こう奮ふんしてきた。何で撮って来なかったんだよ、その洋物ナース」

「だってよ、こっそり遠くから撮ろうとしたんだけど、気づかれちゃって物もの凄すごい目で睨にらまれちったんだもん。……でもナースじゃなくて女医さんなのかな？　男物の真っ黒なスーツを着て、髪かみの毛は真まっ赤かで……」

　偵察の生徒がそこまで言ったところで、バンッ、という音が教室に響ひびき渡わたった。

　自習そっちのけで大騒ぎしていた生徒たちが静まり返り、音の方を向く。そこには顔を強こわ張ばらせて席を立った薫の姿すがたがあった。

「ど……どうしたの、薫君？」

　女生徒の問いに答えず薫は教室を飛び出した。

　グラウンドにやって来た薫はキョロキョロと採血検査の行われている周辺を見渡した。白衣を着て医師らしき格かつ好こうをした者たちの中に、数人知った顔がいた。薫の視し線せんに気づくと少し気まずそうに目で挨あい拶さつをしてきた。

（やっぱりこれは採血検査なんかじゃないっ）

　顔色を変えてバンの方へと歩き出そうとしたとき、冷え冷えとした女じよ性せいの声がした。

「……何の用だ、薫？」

　いつの間にか校舎の片隅に赤髪の美女が立っていた。口元には気だるく『カパーラの火の花』で作った煙草たばこをくわえ、今はとても看護婦には見えなかった。

「……レイニーさん、これはいったいどういうことなんですか？」

　薫は周囲に人がいないのを確かく認にんしてから訊たずねた。かなりの詰きつ問もん口く調ちようになっていた。

「『どういうこと』とは？」

「だって……だってこれはレディ・キィの採血検査じゃないですかっ！」

　薫の声のトーンが跳はね上がった。だが氷の美女の口から返ってきたのは変わらぬ感かん情じようの起き伏ふくのない声だった。

「だったらどうした？」

「『だったら』って……僕ぼくの学校で調査が行われるだなんて聞いていませんっ」

「なぜお前に報ほう告こくが来ると思うのだ？　お前はエスクードに入って来る情報の全すべてを把は握あくせねばならないような立場なのか？」

　確かにその通りだった。薫は急速に意気消しよう沈ちんし「……すみません」と呟いた。

「……レイニーさんがいるってことは、この学校にレディ・キィがいるってことですか？」

「たまたま近くで行われるから同行しただけだ。ここにいると分かっていたらとっくに保ほ護ごしている」

「そりゃ……そうですね……」

　笑ってみようとしたが笑え顔がおは作れなかった。レイニーに疑ぎ念ねんの目を向けてしまっているのが自分でも分かった。なぜ彼女はアルフェルムの件けんでの会議を欠席しながら、数かず限かぎりなく行われる採血検査の一つなどに姿すがたを現あらわしたのだろうか？　薫の瞳に浮かんだ疑念の色にレイニーが気づいていないはずはなかったが、彼女は何も言わずじっと薫が話し出すのを待っているように見えた。

「あの……僕、教室に戻もどります」

　薫は彼女に背せを向けた。しばらく歩いた所でレイニーが薫に訊ねた。

「……お前はレディ・キィがエスクードに保ほ護ごされたときのことを考えてはいるのか？」

「そりゃ……嫌いやでも考えてしまいます……」

　レイニーの顔を見ることができず、背を向けたまま答えた。

「我われ々われが喪そう失しつした最後のゲートは今にも封ふう印いんが弾はじけて開く際きわにある。次のレディ・キィが見つかれば、それを封ずるためその娘むすめは即そく座ざに死を求められるだろう。お前はそれを直ちよく視しできるか？　死を求められる少女の傍にいられるか？　何の咎とがもない少女に課せられた運命を直視することができず、エスクードを去った者もいる。お前の養父がそうであったし、何と言ったかな……あのトゲトゲ頭と一いつ緒しよにいた公こう認にん会計士のような面つら構がまえをした男も、きっと現げん場ばに戻るつもりはもうないのだろう」

「僕はソフィア様の死を目の前で見ました……でもこうしてエスクードを続けています」

「違うな。お前はソフィアの死を直視してなどいない。お前はただ立ち会っただけの傍ぼう観かん者しやでしかなかった。お前にとってソフィアは、ただ数日前に出会っただけの少女にすぎなかった」

「なっ……！」

　さすがに薫は顔色を変えて振ふり返った。しかしレイニーはいつもと変わらぬ、まるで雨のカーテンの向こうにいるかのような氷の表ひよう情じようでじっと薫を見つめていた。

「お前もわたしと同じ世界を歩いて行くのなら、きっとそれを知らねばならないときが訪おとずれるだろう。そのときお前がわたしと同じ決けつ断だんをできるか、見定めさせてもらおう」

　レイニーは地面を蹴けった。ほんの僅わずかな動作だったが彼女は四階建ての校こう舎しやより高く舞まい上がり、屋上を蹴ってどこかへと消えて行った。初めて会ったあの日、夜の闇やみの中に消えて行ったときのように。

　彼女の残した言葉の真意が掴めず、薫はしばし彼女が消えた空を見つめていた。

　それは『雨降りレイニー』の名を持つ彼女とは対照的な、透すき通るほどに晴れ渡った冬の空だった。

　　　　◇




　ふと気づくとルーシアは華か美びな応おう接せつ室しつにいた。手には紅こう茶ちやのカップ。まさにそれを口にする瞬しゆん間かんにルーシアは──実に奇き妙みようなことだが──『自分がその部屋で紅茶を飲もうとしていた』ということに気づいた。

「あれ……？」

　ルーシアはカップをテーブルに置いた。いったいここはどこだろうか？　彼女は周囲をキョロキョロと見み渡わたした。

　狭せまい部屋だった。彼女の自じ宅たくのクローゼットほどもなく、テーブルで部屋の半分以上が埋うまってしまっている。けれど部屋の趣しゆ味みは悪くない。テーブルも椅い子すも机つくえの上のティー・セットも壁かべ際ぎわに並ならんだ彫ちよう像ぞうや絵も、どれも見たこともない品だが、途と方ほうもない高こう価かな代しろ物ものなのが分かった。窓まどがないので閉へい塞そく感を覚えるが、こんな雰ふん囲い気きの書しよ斎さいを造らせようかしら……などと彼女は思った。

「でも……ここ、どこだったかしら……？」

　日本に住んでいるイギリス貴き族ぞくか誰だれかの家に招まねかれていたのだろうか？　だがいくら考えても思い出せない。いつどうやって来たかさえも覚えていない。

　それ以外にも何か落ち着かなかった。閉塞感のせいかと思ったがどうもそうではない。ルーシアは再ふたたび周囲を見渡した。テーブルには二つの席があり、自分の物の他ほかにも一つカップが置かれていた。どういうわけか分からないが、それは正面に向かい合わせに置いてあるのではなく、自分に寄より添そうように並んでいる。

　それがやけに気になり、向かい合わせに直そうとしたときだった。

　──お嬢じようさん。

　唐とう突とつに声がした。女じよ性せいの声だった。

　──早くここから逃にげなさい。あの女に貴方あなたの存そん在ざいが取り込まれてしまうわよ。

　ルーシアは驚おどろいて「誰!?」と訊たずねたが、もう声は聞こえなかった。

　声の主を探さがしてきょろきょろと周囲を見渡していたルーシアの背せ筋すじが凍こおりついた。「ひ……っ」彼女は掠かすれた悲鳴を漏もらす。この部屋に違い和わ感を覚えたのは当然だ。どうやってここに来たか覚えていないのも当然だった。なぜならこの部屋にはドアがなかったのだ。

「何なのここはっ！」

　ルーシアは叫さけびながら席を立とうとしたが、まるで腰こしから下が石せつ膏こうになったかのように動くことができなかった。

　──そんなに急がないで、ルーシア。

　背はい後ごから女性の声がした。先さき程ほどのどこか温あたたかい声とは別人の声。笑ってはいるが、凍いてつくような声だった。

　──邪じや魔ま者ものもいなくなったことだし、ゆっくりして行ってちょうだい。わたし寂さびしいの。

　ルーシアの肩かたに手が置かれた。ぞわぞわと赤い闇やみが背後から滲にじみ出てきた。ルーシアは悲鳴を上げることも、ましてや振り返ることもできずガタガタと身体からだを震ふるわせた。

　思い出した。ここは夢ゆめの中だ。自分はまた夢の中の世界に招かれたのだ。ここ最近、繰くり返し見る悪あく夢む。夢の中でルーシアはいつも『彼女』と会うのだが、起きるともう何も覚えていない。起きるとそのことは全すべて頭の中から消えてしまう。

（わたし……この声を知っている……）

　ここ最近の悪夢のことではない。もっと前から……ずっとずっと前の子供の頃からこの声を知っている。

　そう認にん識しきした瞬間、ルーシアの身体の束そく縛ばくが解とけた。

　──ねえ、こっちを向いて、ルーシア。

　見たくないっ……そう思っても身体が勝手に動いてルーシアはゆっくりと振り返る。見たくない、いや、見てはいけない……。

（ああ、貴方は！）

　ルーシアは悲鳴と共に目を醒さました。



「どうしたの、レディ・グレンヴィル？」

　女性の声が部屋に入って来た。机に突つっ伏ぷしていたルーシアが顔を上げると、受付の黒ローブの司書がルーシアのことを心配そうに見つめていた。

　ルーシアは周囲を見み渡わたした。自分の座すわった丸テーブルの上には山のような魔ま導どう書しよ。果てしなく続く書しよ架かの森。ああそうだ……とルーシアは思い出した。薫と別れたあと家で少し休んでから、外げ道どう祈き祷とう書しよのことを調べにまた国会図書館ここに来ていたのだ。

「ごめんなさい、少し寝ね惚ぼけたみたい。このところ夢見が悪くて寝不足なの」

「こっちに向かっていたらいきなり悲鳴が聞こえたんですもの、驚いたわ」

　ルーシアの頭に何かが引っかかっていた。何かとてもよくないこと。誰かに伝えなければならないこと……。だがそれはいつの間にか朝あさ霧ぎりのように彼女の頭から消えて行った。

「レディ・グレンヴィル、お客様がいらっしゃってますわ。ヘンドリクス卿きようが上に。本はわたしが片かた付づけておきますのでどうぞいらっしゃって下さい」

「ヘンドリクス卿が？」

　エレベータで一階に戻もどると、従じゆう者しやのキースと共に白髪しらが混まじりの上品そうな男性が待っていた。「その節はどうも。この場所に縁えんがあるようですね」ヘンドリクス卿はにっこりと笑って言った。魔ま術じゆつ師し協会の『円えん卓たくの十二席』の一人にして駐ちゆう日にちイギリス大使。先日の魔術師協会のパーティでトリプル・クラウンが騒そう動どうを起こしたときその処しよ理りにあたったのが彼だった。

「毎日熱心に調べ物に通ってらっしゃるそうですな。昇しよう格かく試験の準じゆん備びですかな？」

「まだ試験を受けることはお師し匠しよう様が許ゆるして下さらないの。『試練の塔とう』に入るのはまだ一年以上も先。わたくしの『法士』のローブ姿すがたをヘンドリクス卿にご覧らんにいれるのもそれ以い降こうということになりますわね」

「おお、そうでしたな。『試練の塔』には一人従者を連れて行っていいことになっていますが、やはりあの青年にお願いするのですかな？」

「それもいいですわね。でも薫さんを連れて行ったら、わたくしの力ではなく、彼のお力で合格したと思われてしまいそうですから。……それで今日は何のご用ようですの？」

　目上の人間に無作法だとは分かっていたが、ルーシアは話を促うながすためにそう訊ねた。

　ルーシアは早く図書室に戻って調べ物の続きをしたかった。あのときトリプル・クラウンが連れていた人造生物ホムンクルスの少女から聞かされた話。『自分の人格の一つは外道祈祷書が作った仮かり初そめのもの。自分の中にある書の頁ページがなくなれば、その人格も消しよう滅めつする──』本当かどうかは分からない。だがあれ以来、どうしてもそのことが頭から離れないのだ。

「おお、これはいけない。急ぎの用だったのです。レディ・グレンヴィル、今すぐにイギリスにお戻り下さい」

　唐突な話にさすがにルーシアは驚おどろいた。

「……どういうことですの？　わたくしが教きよう皇こう庁ちように派は遣けんされるのは二年間だったはずです。教皇庁と我われ々われの友ゆう情じようの間に何か重大な事じ態たいでも起きたのですか？」

「いえ、『帰還せよ』という意味ではありません。何やらレディ・グレンヴィルに頼たのみたいことがあると、女王陛へい下かがお呼よびなのです。教皇庁の方には既すでに伝えてありますので、ただちにお戻り下さい」

「けど……女王陛下がいったいわたくしなどに何のご用なのですか？　『頼みたいこと』というのもずいぶん抽ちゆう象しよう的てきな言い方ですが」

「それが……私にもよく分からないのですよ」ヘンドリクス卿は苦笑いを浮うかべた。「私も気になって色々と本国の友人たちに聞いてみたのですが、かなりのレベルで箝かん口こう令れいが敷しかれているようでしてね。数日前、やはり女王の命令で『何か』を探さがしに出で掛かけた一部隊が未いまだ帰き還かんしていないので、そのことと関係あるのではと……曖あい昧まいな情じよう報ほうで申し訳わけありませんが」

　またいつものおとぼけかな……と思ったが、彼の顔に浮うかんだ表情は本当に情報を得られてないと言っていた。彼は『円卓の十二席』の一人。魔術師協会を動かしている十二人のうちの一人である。いくら東洋の島国にいるからと言って、その人物さえ聞かされてないというのだろうか？

「……分かりました」

　ここで詮せん索さくしても仕方ない。ルーシアはイギリス貴き族ぞく。彼女たちにとって女王の言葉は絶ぜつ対たいであった。

「薫さんにご挨あい拶さつをして来ますので、少しだけお待ちいただいて……」

「いえ」とヘンドリクス卿はルーシアの言葉を遮さえぎった。「その必要はありません」

「でも……長い時間になるかもしれないのでしょう？」

「そうではないのです。女王はもう一人、お呼びになられているのです。……あの教皇庁の青年をね」

　　　　◇




　学校が終わると薫はそのまま成田空港に向かっていた。本日付で日本に赴ふ任にんして来る『ジャベリン』の増ぞう員いんを迎むかえるためにである。

　しかし薫の頭の中は採さい血けつ検けん査さに現あらわれたレイニーのことでいっぱいだった。

　先代のレディ・キィであったソフィア・リヴィエールが死んだそのとき、この世のどこかの女性がその任にんを負わされた。つまりはそのときこの世に存そん在ざいしていた全すべての女性にその可か能のう性せいがあったわけで、実じつ質しつこの世の全ての女性を探していかねばならない。そのために行われる採血検査は膨ぼう大だいな数となる。なのにレイニーはなぜ、そんな数かず限かぎりなく行われる採血検査の一つに姿を現したりしたのだろうか？

「どうしたんですか？」

　車を運転していたエスクードの隊員が怪け訝げんそうに聞いてきた。薫は「何でもないです」と答えた。

（やめよう……考えすぎだ）

　車は成田空港に着き、薫は隊員に待っててもらって空港ロビーに向かった。増員に関して詳くわしくは聞いていないのだが、そのことを聞くと長谷川司祭は妙みような顔で薫のことを見て、「バチカンめ、日本支部うちにあんな奴やつを押おし付けよって……」とか何とか苦々しそうに呟つぶやいていた。

　ヘンな人だったらイヤだな～……などと思いながらロビーの片かた隅すみで待っていると携けい帯たい電話が鳴った。ルーシアからだった。

「あ、薫。今どこ？」

「増員の人を迎えに成田空港に来てるけど」

「ちょうどよかったわ。女王様が貴方あなたとわたしを呼よんでるの。これからそのままイギリスに行くから、そこで待ってて」

「イギリスにこれから!?」薫は声を裏うら返がえして聞き返した。

「そう。何かわたしたちに頼みたいことがあるみたいなの」

「頼みたいことって？」

「詳しくは分からないけど、きっと重要なことよ」

「いや、でもさ、そんなの無茶だよ。いくら僕ぼくらが特とく殊しゆ任にん務む専せん門もんだからって、何日も日本を空けられるわけないじゃ……」

　と、そこまで言ったときだった。

「よお、薫。久ひさしぶりだなっ」

　という大声がターミナル・ロビーに響ひびき渡わたった。薫は「あっ……」と呟いた。電話の向こうでルーシアが「どうしたの？」と聞いてくる。「うん、迎えに来てたその増員の人なんだけど……知り合いだった」

　そこにいたのは身長を二十センチも水みず増ましするトゲトゲ頭と安全ピンつきの革かわジャンというコテコテなパンクス・ファッションに身を包んだガタイのいい男。以前に何度か任にん務むを共にし、友人となったパンクス神父、シド・ギーエンであった。

　ギーエンは周囲の大注目などものともせず薫の元までやって来ると、ドン、と薫の背せ中なかを叩たたいた。

「いやあ、日本に来れてよかったぜ。あれからずっとバチカンのサン＝ピエトロ大だい聖せい堂どう付きだったんだけどよ、オーブリーの奴とどうしても折り合いが悪くてよ。あのジジイ、俺おれと顔を合わせるたびに『その髪の毛をどうにかしろ』とか小言を言いやがんだぜ。たく、この頭は俺のライフ・スタイルの象しよう徴ちようだっつーの。切れるわけねえだろうが。なあ？」

「でも……エージェントとしてはちょっと目立つよね？　潜せん入にゆう調査とかもできないし」

「うるせえ、アホ。そういうのはそういうのに向いてる奴にやらせりゃいいんだよ」

　エスクード二千年の歴史の中で最悪の言葉遣づかいと称しようされるギーエンは、英えい語ご圏けんのテレビでは絶対に放送できないようなスラングだらけの言葉でさくっと言い切った。

（……そりゃ長谷川司祭も嫌いやがるわけだ）

　心の中で苦笑いしていると、電話の向こうでルーシアが「ちょっと、何やってんのよ」と苛いら立だった声で言ってきた。そういえばルーシアと電話で話していたところだった。

「ごめん、ギーエン。ちょっと待ってて。今ルーシアと電話で話してるから」

「……ルーシアって確たしか、おめえがパートナーを組んでいる貴き族ぞくの小こ娘むすめだよな」

　やけにギーエンが険けん悪あくな顔をしていることを不ふ審しんに思いつつ薫はルーシアの電話に出る。

「……お待たせ、ルーシア。それでさっきの話だけどさ、いくら女王が呼んでいるからって何日も日本を空けるだなんて無理だよ」

　案の定であったが、電話の向こうからすこぶる刺とげ々とげしい「はあ？」という言葉が返ってきた。

「だ、だってさ、アルフェルムが国を空けていて何が起こるか分からないし……」

「だっても何もないでしょっ！」ルーシアは猛もう烈れつな勢いきおいで怒ど鳴なった。「教皇庁あんたらは魔ま術じゆつ師し協会から人員わたしを派は遣けんしてもらってるわけよ!?　そっちはに散々世話になっているくせに、ウチの要よう請せいは断ことわるって言うの!?」

「確かにそれは一理あるけど……」

「『けど』何よっ！　わたしが『来い』って言ったらくればいいのっ！」

　と、そこまで彼女が怒鳴ったところで、薫の携帯電話がひょいと奪うばわれた。

「ちょ、ちょっとギーエン。何するんだよ」

「てめえ、貴族の小娘相手に何をビビってやがんだよ」ギーエンは薫をぐいっと押しのけて、電話に向かってスラングだらけの英語で言った。「おう、てめえが噂うわさのクソ貴族か？」

「ク……クソって……あんた、誰だれよ？」

「俺は薫のダチでギーエンっつーもんだ。横から聞いてりゃてめえ、何か滅め茶ちや苦く茶ちや言いやがって。貴族っつーのはホント、一いつ般ぱん庶しよ民みんを召めし使つかいみてえに思ってやがんな。薫もよ、『てめえみたいな我わが儘まま娘の世話は御ご免めんだ』って言ってるぜ」

「な、何ですって!?」

　薫は顔を真まっ青さおにして「言ってないっ！　そんなこと言ってないっ！」と叫さけぶが、ギーエンに襟えり首くびを掴つかまれてひょいっと投げ捨すてられた。

「女王が呼んでるとか言ってやがったな。クソ貴族どもが教皇庁ウチのブラディミールの剣けん士しを呼びつけるだなんておこがましいんだよ、アホ。鼻の穴あなに安全ピンをつけて引ひっ張ぱって来られたくなかったら、てめえから来いって言っておけ」

　言うだけ言うとギーエンは通話を切って薫に携帯を投げて寄よ越こした。

「尻しりに敷しかれてんじゃねえぞ。女っつーのはこうやってビシッと言ってやりゃあいいんだよ、ビシッと」

「ああ……何てことを……後で……後で僕が……」

　携けい帯たい電話がまた鳴り出した。ルーシアからだった。きっちり三本立ったアンテナが鬼おにの角に見えて、薫は電話に出られなかった。

　　　　◇




「ったく、気にいらねえっ」

　と、空港の待合室でギーエンは吐はき捨すてた。

　ルーシアからの電話を無む視しして空港を出ようとした薫たちは、空港に来ていたイギリス大使館の職しよく員いんに止められた。さっそく喧けん嘩かを始めようとするギーエンをどうにか押さえて聞いたところによると、女王からの招しよう待たいというのはイギリス大使館を通して教きよう皇こう庁ちように正式要請されていた。長谷川司祭に連絡を取ると「そういうことだからよろしく頼たのむ」とあっさりと許きよ可かが下りた。それはそれでよかったのだが、恐おそる恐るルーシアに電話してみると、「……これから行くから、あんたら覚かく悟ごしておきなさいよ」と地じ獄ごくの底から響いて来るような声で言われた。粛しゆく々しゆくと執とり行われるであろう鉄てつ拳けん制せい裁さいを想そう像ぞうし、薫はルーシアに金きん属ぞく製せいのロッドを返へん却きやくした真澄のことをちょっと恨うらんだ。

「なんで俺らがイギリスなんかに行かなくちゃなんねえんだよ。裏うらで手を回したりして、貴族ってのはホントに俺ら労働者階級を舐なめてやがるよな、薫？」

「……そんなに嫌いやなら来なきゃいいのに。別にギーエンは呼よばれてないんだから。……そういえばギーエン、イギリスで何か問題を起こして帰れなかったんじゃなかったっけ？」

　するとギーエンはおもむろに携帯電話を取り出し、どこかに掛かけ始めた。

「おい、長谷川のジジイ。俺がイギリスでやらかした事件のことは知ってんな？　俺は逃げも隠れもしねえから今回は逮たい捕ほはナシにするよう向こうの警ポ察リに言っておけ」ギーエンは電話を切り、じろりと薫を睨にらんだ。「あと何か問題はあるか？」

「ないみたい……残念だけど」

「最初からそう言えばいいんだよ、アホ。貴族なんぞに舐められたままでいられるかっつーの。俺は意地でも行くからな」

　せめてギーエンが女王の鼻にピアスを付けようとしないことを祈いのるばかりだった。

（……でもイギリス女王がいったい何の用なんだろう？）

　イギリスはバチカンと袂たもとを分かって既すでに五百年になる。その間、公式にバチカンの人間が招かれたことはない。薫は一度イングランド警けい察さつと共同任にん務むを行ったことはあったが、それだって公式記録には残ってないし、ましてやイギリス女王が直じき々じきに呼び出して何か頼みたいだなんて前代未み聞もんであった。

　コンコン、とドアがノックされ大使館職員が顔を出した。

「レディ・グレンヴィルが到とう着ちやくされました。専せん用よう機きの準じゆん備びも整っておりますので、どうぞこちらへ」

　ギーエンが拳こぶしの骨ほねをパキパキと鳴らしながら「くく……来やがったか……」と壮そう絶ぜつな笑えみを浮うかべた。薫は天を仰あおいだ。

　大使館職員の案内で応おう接せつ室しつを出て廊ろう下かを歩いていると、廊下の向こうからどたどたどたーっという猛もう烈れつな勢いきおいの足音が響ひびいて来た。

「ほう、やけに元気いいじゃねえか」

「あっ……」薫はそれの意味することに気づいた。「あのさ、ギーエン。もしかすると彼女、僕らの前で盛せい大だいにつっ転ぶかもしれないけど、見なかったことにしてあげてね」

「はあ？　なんだそりゃ？」

　廊下の角を曲がって現あらわれたルーシアはドレス姿すがただった。それもカジュアルめのではなく、夜会で着るような本ほん格かく的なフリルの付いた代しろ物ものである。しかしその上にはちぐはぐに魔ま術じゆつ師し協会の赤ローブ。髪かみの毛はボサボサで、眼鏡めがねを装そう着ちやく。背はい後ごから走ってついて来る従じゆう者しやのキースは、お土産みやげを買い込こんだのかリボンの付いた箱を山ほど抱かかえていた。

「どーもー、薫さ～ん！」

　腕うでをぶんぶんと振ふって走って来たルーシアは、ブレーキをかけようとして失敗して予想通り「はわわわわっ」と足をもつれさせた。なぜいつも同じ失敗ができるのか不ふ思し議ぎなのだが、いつものことなので慣なれている薫はルーシアを抱だき止めようとした。が、これは進歩と言うべきなのか、いつもは顔から地面に突つっ込む彼女は後方に引っくり返り、薫の手をすり抜ぬけて床ゆかに尻しり餅もちをついた。

「あははは……毎度毎度お恥はずかしいところを」ルーシアは起き上がり、ボサボサの頭を掻かきながら言った。「いや～遅おくれて申し訳わけありませんでした。何と言いましょうか、急にアレが始まってしまいまして」

　そこでギーエンの存そん在ざいに気づいたらしいルーシアはしばし目を瞬しばたたかせると、ビシッとギーエンを指差して言った。

「薫さんっ、ヘンな生き物がいます！」

「ああん？」

「わ、喋しやべりましたっ」

「んだとコラ。喧嘩売ってんのかてめえは？」

　予想とは違ちがう形の喧嘩が始まりそうになり、薫は慌あわてて二人の間に入った。

「え、えっと、さっき電話で話したと思うけど、彼はシド・ギーエンって言って、エスクードのエージェント。珍めずらしい頭をしているけど病気とかじゃないから。ギーエンはイギリス出身で、ちょうど帰国するところだったから一いつ緒しよに来てもらおうと思って」

「あ、電話のお方ですか。わたくし、ルクレシア・グレンヴィルと申します」



    

  
    
      　ルーシアはぺこりと頭を下げた。ギーエンは「さっきのクソ貴き族ぞくだと？」と眉み間けんに深い皺しわを寄よせてルーシアと薫を見み比くらべるが、薫は「えっ、何かおかしいところがある？」とばかりにとぼけた。彼女が二重人じん格かく者しやであることは極ごく身内の人間だけの秘ひ密みつである。

「でも、その頭、凄すごいですね。そんな代しろ物もの、初めて見ました」

「ま、てめえみてえな貴族のお嬢じようちゃんは見たことはねえだろうがな」

　険けん悪あくそのものの口調で言うが、ルーシアはまったく意に介かいさずしげしげと興きよう味み深ぶかそうにギーエンのトゲトゲ頭を眺ながめる。

「はい、とっても新しん鮮せんです。それって寝ねてるときにどこかに刺ささったりはしないのでしょうか？」

「そ、そりゃ……寝るときはそりゃ髪を洗あらうわけだから、普ふ通つうに垂たれるけどよ。スプレーで立ててるだけだから」

「では起きてるときはどうでしょう？」

「いや……その……やったことはねえけど、柔やわらかい物とかなら刺さるんじゃねえか？」

「なるほど。ちょっと待っててくださいね。忘わすれないようメモしておきますので」

　ルーシアはポケットの中を引っ掻き回して愛用のメモ帳を取り出すと、かりかりと書き込み始めた。「『ギーエンさんの頭は寝ているときにはどこにも刺さりません』……と。『でも起きているときには危き険けんかもしれない』……と。これ、重要ですから二重丸を付けておきますね……」喧けん嘩か腰ごしだったギーエンもさすがに勢いきおいを削そがれ、何と言おうか、どう対たい応おうすればいいか悩なやんでいる様子だ。

「……はい、終わりました。では薫さん、ギーエンさん、参りましょう。確か薫さんは一度任にん務むでイギリスに行ったことがあるんですよね？」

「うん」

「ギーエンさんは初めてですか？」

「いや……イギリス出身だってさっき言ったじゃねえか」

「これは失礼を」ルーシアはポンと手を叩たたいた。「ちょっとお待ちください。もう二度と忘わすれないようメモしておきますので」

　と、せっかくしまったメモ帳をまた取り出そうとする。さっきの今でどうしてなくせるのか不思議なのだが、「あれ？　ないです……」などとまたポケットの中の物を床ゆかに並ならべ始めた。

「あ、あのよ、忘れても怒おこらねえから、とにかく飛行機に乗らねえか？」

「はい。では改めて、参りましょうか」

「お、おうっ」

　二人は並んで飛行機へと廊ろう下かを歩き出した。どうやらギーエンは悪あく態たいをついた後にやり返してもらわないとペースが保たもてないようだ。

（これならしばらくは平和かもしんない……たぶんルーシアがもう一人の方になるまでだけど……）

　二人の後を追おうとしたとき薫のポケットの中で携けい帯たい電話がメールの着信を告げた。

　携帯を取り出した薫は、メールの差出人の名前を見て小さな声を漏もらした。

「ん、どうかしたか？」

　ギーエンが振ふり返って言った。

「いや、学校の友達からメール。飛行機に乗る前に返信したいから先に乗ってて」

　薫はメールを開いた。

『おひさ、薫。昨日さ、剣けん道どう大会で知り合った三橋が電話してきて、お前のことを聞かれたんだ。今は中野台高校に通ってんだってな。どうして日本に帰って来てるって教えてくれなかったんだよ。』

　そんな親しげな文面でメールは始まっていた。

　篠崎健也。以前薫が通っていた学校──まだエスクードのことも知らず普ふ通つうに暮くらしていたときに通っていた学校のクラスメイトだった。三橋が『中学時代に見かけた女みたいな顔をした剣けん豪ごう』のことが気になって篠崎に聞いてみたのだろう。

　まずいな……と薫は思った。今日のうちに既すでに退たい学がく届とどけは出していたが、薫が中野台高校を辞やめたことを知れば、篠崎は薫の自じ宅たく教会に訪たずねて来るかもしれない。

　もう過か去こを消すときがきたのかもしれない。戸こ籍せきを捨すて、かつての友達たちとの微かすかな繋つながりであった電話番号も変え、自宅教会も処しよ分ぶんし、以前にクラスメイトから『牧ぼく師し』と渾あだ名なで呼よばれていた『深津薫』という人間は消しよう滅めつさせるときが。

　だが薫にそんな決意をさせた篠崎のメールは、本当にどこにでもある友達からのメールだった。

　部員が怪け我がをしたので代わりに剣道の試合に出てもらったこと。あれから猛もう練れん習しゆうをして主しゆ将しようになり、大会で準じゆん優ゆう勝しようしたこと。そんな思い出話と近きん況きよう報ほう告こくを読んでいるうちに薫の口元に小さな笑えみが浮うかんでいた。

『じゃあ今度会おうぜ』という言葉でメールは終わっていた。さて、彼が自分を訪ねて来ようだなんて気を起こさせないにはどんな返信をすればいいのだろう……などと考えながら何気なくメールをスクロールさせていると、長い空行の後、『追Ｐ伸Ｓ』で続く文章があった。

　そこに書かれていた文字を読んで薫の全身の血が凍こおりついた。

『そうそう、今日、ウチの学校で採さい血けつ検けん査さがあったんだ。んで、ナースさん（かな？）の中にすっげえ美人がいてな。撮さつ影えいに成功したから送ってやる。感かん謝しやするように』

　添てん付ぷファイルを開く薫の手は震ふるえていた。

「これも……偶然たまたまなんですかレイニーさん？」

　薫は写メールに写った、鮮せん血けつのように赤い髪かみの美女に向かって訊たずねた。



    

  
    
      　ＡＣＴ．２　ハエレティーコールムⅡ






　ヒースロー空港に到とう着ちやくしたとき、ロンドンの街は宵よい闇やみに閉とざされていた。日本からイギリスまでの所要時間は八時間。日本とロンドン標ひよう準じゆん時じの時差も八時間。ちょうど出発したのと同じ時じ刻こくになる。

　空港にはロンドン名物の近この衛え兵へいではなく、防ぼう弾だんアーマーと重火器で武ぶ装そうしたイギリス陸軍のテロ対たい策さく特とく殊しゆ部隊ＳＡＳSpecial Air Serviceが警けい護ごにあたっており、一いつ般ぱんの滑かつ走そう路ろから離はなれた場所に停とまったのだが、気づいた客たちがターミナルの窓まどに寄よって「何事か？」とこちらを覗のぞいていた。

　薫かおるたち四人はロンドンの街へと向かった。薫たちが乗った車が通る道は全すべて封ふう鎖さされた上、ブロックごとに武装した兵士が配はい備びされていた。イギリスにはまだ教きよう皇こう庁ちようとの共きよう闘とうに強きよう硬こうに反対する者は少なくない。そんな過か激げき派はが教皇庁の人間を、しかもブラディミールの剣士の暗殺などに成功しようものなら共闘関係は水すい泡ほうに帰する。しかしギーエンなどはむしろ楽しそうに「面おも白しれぇ。堂々と貴き族ぞくをぶちのめせる機会なんざめったにねえぜ」などとパキパキと拳こぶしの骨ほねを鳴らしていた。

　警備の都合から車はテムズ川に沿って走り、時計塔クロツク・タワー『ビッグ・ベン』で有名な国会議事堂の前をぐるりと回って、薫たちを乗せた車は無事バッキンガム宮殿に入った。イギリス──イングランド──史上最も華か美びなる女王ヴィクトリアがその居きよとし、現げん在ざいも当代の女王エリザベスⅡ世が公こう務むを行っている、四百を超こえる部屋を持つ巨きよ大だいな宮殿である。実に五百年ぶりに教皇庁の人間がこの門を潜くぐったのである。

　だが順調にきたのはそこまでだった。

　薫たちは宮殿を入ってすぐの所にある『ジョージⅢ世ホール』側の小さな部屋に案内されると、「女王の準じゆん備びが整うまでここで待つように」と言われたっきり、紅こう茶ちやと茶ちや菓が子しをお供に長々と待たされていた。十五分ごとに鳴る『ビッグ・ベン』の鐘かねは、もう三回も鳴っていた。

「ああ、畜ちく生しよう、むかつくぜクソ女王がっ。ぜってーわざと俺おれたちを待たせてんだぜ。だいたい八十近いばーさんがこんな夜遅おそくまで起きてられるかっつーの」

　ギーエンが吼ほえた。彼が吼えた回数は『ビッグ・ベン』の鐘の鳴った数に三十を掛かけたぐらいの回数になる。

「……いい加か減げんにしておけよ、このパンクスが」ギーエンとはとことん反りが合わないキースが言った。「女王陛へい下かがそんなお前みたいな腐くされパンクスなどを苛いらつかせるだけのために貴き重ちようなお時間を使われると思うか」

「ああ、そりゃ確たしかにそうかもしれねえな。もう老い先も短けえだろうし」

　けけけっ、と笑うギーエンに、キースのこめかみに血管が浮うき上がった。

「おい、小こ僧ぞうっ」とキースは薫に言う。「お前のお友達をどうにかしろっ。女王陛下の前でこんな暴ぼう言げんを吐はかれたら、グレンヴィル家がお取り潰つぶしになるっ」

「え……何か言いました？」

　ぼんやりと俯うつむいて考え事をしていた薫は顔を上げて聞き返した。

「おい、薫。おめえ、さっきからどうした？　飛行機の中でも何かずっと難むずかしい顔で考え込こんでいたじゃねえか」

「ん……まあ」

　薫は言葉を濁にごした。

　薫は飛行機の中で一いつ睡すいもできなかった。あのことがずっと頭の中を駆かけ巡めぐっていたのである。

　篠しの崎ざきから送られて来た写メール。そこに写っていた赤あか髪がみの美女。

　偶然なのだろうか？　アルフェルムの件けんでの会議を欠席しながら中野台高校に採血検査に現あらわれたり、その翌よく日じつに自分のかつて通っていた学校に姿すがたを現したりしたことが。

　いや違ちがう。偶然のはずはない。彼女は不必要なことなどしない。美しき数式のように、解かい答とうまでの道のりを最短距きよ離りで進んで行く。ただ──彼女はその中で薫に何かを見せようとしている気がしてならなかった。微かすかに自分の足あし跡あとを残し、薫のことを試ためしているように。いったい何のために……。それが薫を悩なやませていた。

　コツン、と頭のてっぺんで音が鳴った。

「あたっ。何すんだよ、ギーエン」

「おめえまた何だか悩んでんだろ？」

「まあ……」

　薫がまた言葉を濁すと、ギーエンはじっと薫を見つめてから軽い調子で言った。

「言いたくなけりゃ言わなくたっていいさ。悩みなんてのは結局自分で解かい決けつしなくちゃなんねえんだ。それよりよ、今すべきことをしようぜ」

「そうだね……。それで、何の話だったの？」

「このパンクスをどうにかしろと言ったんだ。でないと女王陛下との謁えつ見けんで何をやらかすか分からん」

「うるせえ、クソったれ。こんなに長々と待たせるから悪わりぃんだよ。ぜってー嫌いやがらせだぜ」

　ぼんやりと考え事をしていて気づかなかったが、腕うで時ど計けいを見るとバッキンガム宮きゆう殿でんに着いてからもう一時間近くが経けい過かしていた。

「確かに遅いですね」

「仕方ないだろう。向こうにも準備があるのだろうから」

「準備、ですか？」

「女王の私し邸ていはこの宮殿のほんの一部に過すぎぬのだが、それは最深部にあり、そこには貴き族ぞくといえども立ち入ることはできぬ。入れるのはご親族を除のぞけば、『円えん卓たくの十二席』の方々と、ほんの数人の従じゆう者しやだけ。その一角に続く廊下は何重にも魔ま導どうの防ぼう壁へきが仕し掛かけられており、立ち入る資し格かくのない者が近づこうものなら、もう出て来られないそうだ」

　キースはそういうことを話すような場所でないことに気づいたようだが、薫とルーシアが──ついでにギーエンが──彼の言葉の続きを待っていたので、「まあ……これは噂うわさ程てい度どの話だが……」と前置きしてから続けた。

「バッキンガムへの侵しん入にゆう騒さわぎは何度かあった。皇こう太たい子し妃ひが亡なくなられたとき、俗ぞく悪あくなカメラマンが身分を偽いつわって宮殿に入るまでは成功したこともあった。だがそいつはもうどこにもいない。そいつの所しよ属ぞくしていた新聞社は恥はじ知しらずにも『表ひよう現げんの自由』だの『取材の自由』だのを叫さけんで釈しやく放ほうを訴うつたえたが、どの警けい察さつ署しよにもそんな奴やつは留りゆう置ちされてはなかったそうだ。新聞社は『警けい備びの者が手にかけたのだっ』などと騒いだが、真相は分からぬ。恐おそらくここバツキンガムの防壁を編あんだ魔ま術じゆつ師し協会上じよう層そう部ぶの化物どもしか分からぬ」キースは肩かたを竦すくめてみせた。「我われ々われがその防壁を無事通らせてもらう『隙すき間ま』を作るのに大おお忙いそがしなのだろう。無事成功することを祈いのっておけ」

　ぶつぶつ文もん句くばかり言っていたギーエンが「うっ……」と顔を引きつらせた。

「あ、分かりました」ルーシアが手をポンと叩たたいて立ち上がった。「つまりわたしにその手伝いをしろと言うわけですねっ。分かりました。これは腕うでが鳴りますっ」

「誰だれもそんなこと言ってねえわボケっ。てめえみたいなボケ娘むすめにやられたら、こっちが生きて帰れねえっつーの」

　ギーエンがルーシアの後頭部を叩はたいた。ルーシアはそのまま扉とびらまでつんのめって、べちゃ、と顔面から激げき突とつした。両手を広げたかなり面おも白しろい格かつ好こうでルーシアは扉に張り付いた。

「き、貴き様さまっ。さっきからお嬢じよう様さまのことをぽかぽかと殴なぐりおってっ！」

「そうだよギーエン。可哀かわい想そうじゃないか。あーっ、眼鏡めがねが割われちゃってるじゃないかっ」

「しゃあねえだろ、ボケてんだから誰かがツッ込んでやんなくちゃ」

「ボケているのではないっ。お嬢様はいつもそんな感じなのだっ」

「天然か……逸いつ材ざいだな」

　ギーエンはうんうんと頷うなずくと、予備の眼鏡と交こう換かんしていたルーシアの頭をバスケット・ボールのように両手で鷲わし掴づかみにして「ほれ」とばかりに薫の前に差し出す。

「薫、面おも白しれえからおめえもちょっとやってみろ。いちいちいいリアクションを返すぞ」

「あのねえっ」

「あ、大だい丈じよう夫ぶですよ、薫さん。昔もわたしがヘンなことを言うと真ま澄すみさんによく叩かれましたから慣なれております。あの……よろしければ薫さんもどうぞ」

　なぜだか分からないがルーシアは恥はずかしそうに目を伏ふせて自分の頭を差し出した。薫はぷるぷると首を振ふった。彼女がもう一人の彼女に戻もどったときの報ほう復ふくを考えれば、そんな命知らずな真ま似ねはできない。

　と、そのとき廊下から部屋の扉がコンコンとノックされた。

「おー、やっと来やがったか。遅おせぇんだよアホ」とギーエンがルーシアをぺしんと叩く。

「え……なぜ今のところでわたしが叩かれるのでしょうか？」

「うるせえ。クソ貴族どもの責せき任にんはおめえの責任だ」

　ギーエンはルーシアをヘッドロックして押おさえつけると、そのままペシペシと叩く。

「はわわわ～、ギーエンさん、痛いたいです、痛いです。タップするときにはどこを叩けばよろしいんでしょうか!?」

「ははは、おめえは本当に面おも白しれえなー」

「もうやめなってばさ。女王様に謁見をするんだから……」

　とイジメっ子なギーエンを叱しかっていた薫は、扉が開いて中に入って来た人物を見て絶ぜつ句くした。

「おやおや、何やら賑にぎやかですなあ」

　部屋に入って来た大おお柄がらな髭ひげ面づらの男は楽しそうに笑いながら言った。

　ノルデンフェルト──文字通り人間の皮をかぶって、イギリス貴き族ぞくに成りすまして生活している魔ま族ぞくであった。薫は先日の魔族たちのオークションでこの男に酷ひどい目に遭あわされていた。どうして貴様が……と言いそうになって、薫はその言葉をのみ込んで言い直した。

「……どうして貴方あなたがいらっしゃるのですか、ノルデンフェルト卿きよう？」

「おやおや、お忘わすれですかな教皇庁のお方？　私はここバッキンガムの警けい備び責任者を務つとめているのですよ。まあ、私が担たん当とうしているのは外周の警備ですが」ノルデンフェルトはつかつかと歩み寄よって来て、薫の手を無む理り矢や理り掴んで握あく手しゆした。「その節はどうも。色々ありましたが私もこうして無事イギリスに戻って来られましたよ」

　ノルデンフェルトは意味ありげにニマッと笑った。この男が人間になりすまして生活している魔族であることは、教皇庁と魔術師協会の人間では薫しか知らない。ノルデンフェルトの屋や敷しきには多くの使徒が配されており、もし教皇庁が何かやろうものなら無関係な人間に被ひ害がいが出ますよ、とオークションのとき薫を脅きよう迫はくしていた。

「ああ、紹しよう介かいしましょう。これは妻つまのセレーネです」

　ノルデンフェルトは、後ろにいた女じよ性せいを紹介した。年はノルデンフェルトと同じくらい──見た目は──の四十過すぎ。顔には皺しわが刻きざまれ始めていたが、おとなしそうで上品な深しん窓そうの女性という感じだった。

　薫はセレーネと握手した。「……はじめまして、教皇庁のお方。夫がお世話になっています」か細い声で言ってセレーネはもう片かた方ほうの手も添そえて薫の手を握にぎり締しめた。その瞳ひとみに浮うかんだ不安げな色を見たとき薫はハッと気づいた。

（この人……ノルデンフェルトの正体に気づいてるんだ……）

　そして彼女は教皇庁の人間である自分がノルデンフェルトを殺しに来たのではないかと気を揉もんでいるのである。

「ん……？　どうしました、教皇庁のお方？」

　ノルデンフェルトが怪け訝げんそうに言った。彼は妻が自分の正体を見み抜ぬいていることは露つゆほども考えていないようだった。そのことをノルデンフェルトが気づいたら奥おくさんの身が危あぶない……と薫は一いつ瞬しゆん思ったが、このおとなしそうな奥方は夫には絶ぜつ対たいにそれを気け取どられない気がした。

（……なんかヘンな関係だな……）

　新たな足音が近づいて来た。今度は複ふく数すう人にんだった。

　現あらわれたのは古風な剣けんと鎧よろいで武ぶ装そうした警備兵たち。それから二人の老ろう魔ま術じゆつ師しだった。老魔術師はそれぞれ赤と黒のローブを着ていた。ルーシアとキースが立ち上がって丁てい寧ねいな礼をした。

「遅おそくなったな、ブラディミールの剣士よ。ん……ご来客中だったのかな？」

　赤ローブの老魔術師が言った。彼がまとっているローブは魔術師の中の最高位『瑙のう士し』の物であった。

「こちらは『円えん卓たくの十二席』のお一人ケルセイレス師ですわ、薫さん」

　ルーシアが紹介する。ケルセイレスは薫の元にやって来て「ルクレシアがお世話になっておるのお」と言って握手をした。

「それから向こうの黒ローブのお方は、同じく『円卓の十二席』のお一人のウォルシンガム師」

　ルーシアに紹介されたウォルシンガムは口を『へ』の字に結んだまま薫にちらりと視し線せんを送っただけだった。聞こえていないと思ったのかルーシアは「ウォルシンガム様～。呼よんでますよ～」と手を振ふりながら言い、枯かれ木のように痩やせた黒ローブの老魔術師は少しムッとしたような顔をしたが、顎あごをくいっと動かして薫に挨あい拶さつをした。

「お、お嬢じよう様さま、後は私わたくしが紹介いたしますのでっ」

　真まっ青さおになったキースがルーシアを自分の後ろに引っ込めた。

「こちらのお二人が『赤』と『黒』の魔術師協会のトップを務められている。『円卓の十二席』ということではグレンヴィル卿やヘンドリクス卿と同じ位くらいだが、誰もそんな恐おそれ多いことは思っておらぬ。昔は双そう方ほうの協会を束ねた総そう帥すい位いが置かれていたのだが、今は女王陛へい下かがそれを務めていらっしゃるので、実じつ質しつこのお二人が魔術師協会のツー・トップということになる」

「まあ、そういうことじゃな。よろしく頼たのむぞ、ブラディミールの剣士よ」

　同じ『赤』の末まつ端たんにいるルーシアが薫の元に派は遣けんされているためか、ケルセイレスは比ひ較かく的友好的な口く調ちようで言った。

「……ケルセイレス」

　腕うで時ど計けいは嵌はめていなかったがウォルシンガムは自分の手首をトントンと叩たたいてみせた。

「では行こうか、ブラディミールの剣士、それからルクレシアよ」

「たく、待たせ過すぎだぜ」

　とギーエンが薫の後に続いて部屋を出ようとすると、じろりとウォルシンガムがギーエンを睨にらんだ。「な、何だよジイさん」さすがのギーエンもその静かな迫はく力りよくに気け圧おされる。

「おぬしは女王に呼よばれてはおらぬ。ここで待っておれ」

「んだと、コラっ。こんなに人を待たせて……うおっ……な、何だこりゃ……!?」

　ケルセイレスに掴つかみかかろうとしたギーエンはふらふらと床ゆかに膝ひざを付くと、そのまま骨ほねのない軟なん体たい動物のようにぐにゃりとなって床に倒たおれた。ウォルシンガムが冷たい視線でギーエンのことを睨んでいた。

「て、てめえらいったい何をしやがった……」

「元気な小こ僧ぞうじゃな……。グレンヴィル家の従じゆう者しやよ、わしらがいなくなってから治してやれい。今治すと掴みかかって来そうじゃ」

「は、はい。分かりましたっ」

　キースは背せ筋すじをピンと伸のばして答えた。ギーエンは床でぐにゃぐにゃになりながら「てめえら……ぜってーにぶっ殺してやる……」と呻うめいた。

「それじゃあ私たちもこれで」

　とノルデンフェルトが言って部屋を出て行こうとすると、「待つがよい」とケルセイレスが呼び止めた。

「女王に即そく位いされてここにお住まいになって以来初めて、女王のお部屋に続く『アスタウェルの回かい廊ろう』を開放した。警けい備び担たん当とう者しやとして、おぬしも一度女王のお部屋を見ておくといい」

「ちょ、ちょっとそれは……」

　薫は口を挟はさむと、ノルデンフェルトはとぼけて「ん……どうかなさいましたか？」と口元に笑えみを浮うかべて言った。

「いや……何でもないです……」

　薫とルーシア、それからノルデンフェルトは部屋を出て、二人の老ろう魔ま術じゆつ師しの案内で廊下を歩いて行った。

　廊下ですれ違ちがう警備兵や宮きゆう殿でんの使用人が次し第だいに少なくなっていき、王家の紋もん章しようが描えがかれた大きな扉とびらを潜くぐった所からまったく人の姿すがたがなくなった。廊下がＴ字に差し掛かかるたびに、カチャリ、とまるで何かのパズルが動くような音がして道がいきなり九十度回転する。薫たちが曲がり角を曲がるのではなく、回転する道が勝手に進むべき方向へと曲がり、実じつ質しつ直進しかしていない。「これはすごいですな……」とノルデンフェルトが呟つぶやく。これが『アスタウェルの回廊』とかいうものなのだろう。

「薫さん、急がないと置いて行かれちゃいますよ」

　ふと気づくと先を行く二人の老魔術師との距きよ離りがだいぶ空いていた。薫は足を速めるがどんどん二人との距離が開ひらいていく。薫とルーシアはほとんど駆かけ足になっていたが、前を行く老魔術師との距離はまるで縮ちぢまらない。

「ちょ、ちょっと待ってくれませんか、教皇庁のお方……」

　えっ、と振ふり返ると、薫たちとノルデンフェルトの間も開いていた。「な……何だこれは？」薫とルーシアは足を止めた。だが、止まっているというのにノルデンフェルトと薫たちの間がどんどん開いていく。

「……『アスタウェルの回廊』のトラップの一つじゃよ」

　いつの間にか薫の背はい後ごにケルセイレスがいた。そしてノルデンフェルトを挟はさんだ遥はるか向こうに『黒』のウォルシンガムの姿すがたがあった。ケルセイレスとウォルシンガムは挟んだノルデンフェルトに向かって、まるで双子のようにまったく同じ動作で術言ワードを唱え始めた。

「まさかこれはっ」

「そう。このノルデンフェルトを……いや、魔ま族ぞくの名ではトラウンダータじゃったかな？　奴やつを捕とらえるためのトラップじゃよ。この準じゆん備びをするために時間がかかったのじゃ」

　ノルデンフェルトの動きがぴたりと止まる。彼は身体からだを動かそうとするが何か巨きよ大だいなものに掴まれたかのように微び動どうだにできなくなる。「こ……これは……」彼の顔に驚きよう愕がくの表ひよう情じようが浮うかんだ。

「ちょ、ちょっと待って下さい。奴は自じ宅たくに……」

「大だい丈じよう夫ぶじゃ。そちらももう制せい圧あつしておる。これからおぬしらが女王に聞く話は魔族が大きくからんでおるのでな。奴のようにイギリス国内に潜ひそんだ魔族たちを一いつ掃そうしておったところなのじゃ」

　パタン、とノルデンフェルトが折り畳まれた。まるで平面であるかのように、折り紙を畳たたむかのように縦たてに半分に。パタン、と今度は横に。ノルデンフェルトは、彼を撮さつ影えいした写真の右上半身をハサミで切り取ったような奇きッ怪かいな形にされていた。

「……どうして私の正体を……？　人間などに暴あばかれるはずはないのに……」

　四つ折にされたままの形でノルデンフェルトが苦しそうに呟つぶやいた。

「女王のお力のことを忘わすれたか？　魔族よ、イギリス女王を少し舐なめておったようだな」

「そのようですね……それからイギリスの魔術師を舐めていたようです……」そしてまたパタンと畳まれる。「……お願いがあります、ケルセイレス師。妻つまは……セレーネは私が魔族であることは知らずに囲われていただけです。どうか寛かん大だいな処しよ置ちをお願いできないでしょうか？」

「魔族に言われずとも分かっておる。あの娘むすめはイギリスに生まれた女王陛へい下かの臣下。女王はイギリス国民をご自分の子こ供どもと同じく思ってらっしゃる。手は出さぬ」

「それを聞いて安心しました」パタン、とまた畳まれる。ほとんど顔だけになったノルデンフェルトが薫の方を見た。「ではこれで私は失礼します。貴方あなたと知り合えて楽しかったですよ、教皇庁のお方……」

　パタパタパタ、と続け様に畳まれていき、ノルデンフェルトはただ一つの点となり、そして消えた。ノルデンフェルトが消えると間延びしていた空間が一気に元に戻もどり、ノルデンフェルトの向こうにいたウォルシンガムが一いつ瞬しゆんにして目の前にやって来た。ノルデンフェルトが魔族であったことを知らないルーシアは何が何だか分からず、目を瞬しばたたかせていた。

「さて……」

　ウォルシンガムがくいっと顎あごで薫の背はい後ごを指した。振り返るとそこには王家の紋もん章しようが描えがかれた扉とびらがあった。

「女王陛下がお待ちだ」

　　　　◇




　扉の向こうにあったのは意外なくらいこぢんまりとした部屋だった。部屋には応接セットが置かれていたが、そこには女王の姿はなかった。窓まど際ぎわに置かれた椅い子すに腰こし掛かけて真っ暗な景色けしきを見ていた女じよ性せいがゆっくりとこちらを向いた。

「ノルデンフェルトはどうなりました？」

　窓際に座すわっていた女性──イギリス女王エリザベスⅡ世はケルセイレスに訊ねた。

「問題なく処しよ分ぶんいたしました」

「そう……急用で国外に出たことにして、しばらくは細君セレーネには伏ふせておきなさい。あの娘は賢かしこい子です。そのうち魔族に魅みせられた自分の過あやまちに自ら気づくことでしょう」

　表情を変えずに女王は言った。冷たくも聞こえるその口調は、にこやかに国民に手を振ってみせるテレビでのイメージとはだいぶ違ちがった。

　女王は静かに席を立ち、薫たちの元へやって来た。ルーシアがすっと足元に跪ひざまずいた。薫もそれに倣ならおうとしたが、「おやめなさい」と女王が制した。

「ここで貴方がわたくしに跪くと、どちらが上だとかややこしいことを言い出す面めん倒どうな人たちがいますから。握あく手しゆにしておきましょう」

　女王はちらりと背後の老ろう魔ま術じゆつ師しを見て言った。二人の老魔術師は少し顰しかめっ面つらになってごほんと咳せき払ばらいをした。

「はじめまして、ブラディミールの剣けん士し殿どの。イギリス女王として五百年ぶりの教きよう皇こう庁ちようからの訪ほう問もん者しやを歓かん迎げいさせていただきます。それからルクレシアも。貴方とは一度だけ会ったことがありましたね。あのときのことはよく覚えていますよ。確たしか五十ポンド紙し幣へいとサインペンを取り出してサインを求めたのでしたね？」

「は、はい。アレはいつも大切に持っております。ちょ、ちょっと待ってください。今お見せしますので……」

「貴方は変わりませんね」ローブのポケットの中身を床ゆかに並ならべ始めたルーシアの姿すがたに、女王は初めて笑え顔がおを見せた。「でも今度で結けつ構こうよ。あまり時間がありません。本題に入りましょう」

　薫とルーシアはテーブルへと促うながされた。呼よび鈴りんが鳴らされ奥おくの部屋からティー・セットのトレイを持ったメイドが現あらわれ、紅こう茶ちやを注ついで去って行った。ケルセイレスとウォルシンガムの二人の老魔術師は離はなれて壁かべ際ぎわの席に座ったが、涼すずしい顔の下でもし『教皇庁の小こ倅せがれ』が女王に何かしようものなら即そく座ざに後こう悔かいさせてやろうとそれぞれ──恐おそらくは先さき程ほどノルデンフェルトを封ふうじたクラスの──呪じゆ文もんを用意していた。

「ところでブラディミールの剣けん士し殿どの。セント・マイケルズ・マウントには行ったことはありますか？」

　女王はそう切り出した。唐とう突とつな質しつ問もんにその意図が分からないながら薫は「ありません」と首を振ふった。

「でも名前だけは聞いたことがあります。確か海に浮うかぶ修しゆう道どう院いんですよね？　セントSt.・マイケルズMichael's・マウントMountというからには大天使ミカエルSt. Michaelを祀まつった施し設せつですか？」

「そうです。初代ノルマン王家のウイリアムⅠ世が当時のイングランドで最初の王を名乗るよりもずっと昔から、その地にミカエルが降こう臨りんしたという伝説が残っています。……ルクレシア、貴方あなたはあそこに行ったことがあったかしら？」

　ルーシアもぷるぷると首を振った。

「そういえば貴方はあまり外に出ない子でしたね。……ではお見せしましょう」

　すっ、と女王は手を挙げた。

　その途と端たんであった。部屋が暗くら闇やみに閉とざされたかと思ったら、次の瞬間、薫たちは海岸にいた。切り立った断だん崖がいの上から夜の海に浮かんだお椀わんのような形の島を望んでいた。

　いや、移い動どうしたのではない。こんなに海の近くにいるというのに潮しおの匂においもしなければ潮しお騒さいの音も聞こえない。足元は岩だらけの崖がけだったが、足から伝わってくる感かん触しよくは柔やわらかな絨じゆう毯たんのそれであった。魔ま術じゆつによって部屋全体がスクリーンとなって海岸の景色を映うつし出しているのである。

「この修道院はここロンドンから三百マイルほど離れたコーンウォールという港町にあります。コーンウォールは有名な観光地。セント・マイケルズ・マウントにも毎年多くの観光客が訪おとずれています。ですが……」

　女王は新たな術言ワードを唱えた。すると薫たちがいるセント・マイケルズ・マウントを望む断崖に幻げん影えいのイギリス軍兵士たちが現れ、地面に手を伸のばして地面を開いた。岩に見せかけた人じん造ぞうの扉とびらであった。開いた扉からは地下に向かって螺ら旋せん階かい段だんが延びていた。

「これは!?」

「つい先日発見された隠かくし扉です」

　女王がスッと手を挙げる。すると薫たちは──幻影の中で──猛もう烈れつなスピードでその螺旋階段を降おりて行く。まるでジェット・コースターのような勢いきおいに、ルーシアが「はわわわ……」と声を上げる。

　階段は長く続いていたが、それが終わると小さな何もない部屋になっていた。そこには王家の紋もん章しようが刻きざまれた扉があった。

「よく見ておいて下さいね。貴方たちにはここと同じ物に行ってもらうことになります」

「ここと同じ物ですって？　それに『行ってもらう』というのはどういう意味ですか？」

「順番に説明します。まずはこの先に進みましょう」

　幻影の扉が勝手に開くと、そこは石いし造づくりの一直線の廊ろう下かになっていた。あっと言う間にそこを通り抜ぬけると廊下は行き止まりになっていた。また幻影の兵士が現れ、側面の壁かべのあたりをまさぐる。小さな石にイギリス王家の紋章が微かすかに刻きざまれていた。それを押おすと壁の一部がゆっくりと回転して開き始めた。隠し扉であった。そこには短い階段があり、その階段の一番上の隅すみにまた隠しスイッチがあり、その先が開いた。

　風景が変わった。変わらず地下の廊下であったが、明らかに宗しゆう教きよう的てきな色合いがあった。

「あの道はセント・マイケルズ・マウントの地下とつながっているんですか!?」

「地下約四百フィート。上の修道院からここに入るのは、今通って来た抜け道を通って来るのと同じぐらい複ふく雑ざつな手順で隠し扉を抜けて来ないとなりません。実じつ際さい、つい先日まで誰だれもその存そん在ざいを知りませんでした」

　扉の先はゆったりとした曲線を描えがいた通路になっていた。百メートルほど進むと質しつ素そな木の扉があった。扉が勝手に開く。そこには暗くら闇やみが広がっていた。あまりにも巨きよ大だいすぎる空間なので光が届かないのである。その広さは野球場よりも遥はるかに大きい。

「ここで海岸の隠し扉から通じる道は終わっていました。一辺が三千フィートもある巨大な部屋です」

「いったいここに何が？」

「何もありません。兵士たちに調べさせましたが何もないただの巨大な空間でした。恐おそらくここに祀られるべき『何か』が……祀られるべき聖せい遺い物ぶつや神体がなくて『空っぽ』になっている紛まがい物の施し設せつ……まあ、自分の国にある物に『紛い物』というのも何ですけど」女王は微笑ほほえんだ。「とりあえずここに関してはこれまでです。ルートは覚えましたか？」

「覚えましたが……」

「結けつ構こう」

　女王はパチンと指を鳴らした。すると薫たちは元の女王の部屋にいた。

「僕ぼくには何のことなのかさっぱり分かりません。女王は僕らに何を見せているんですか？」

「せっかちね、ブラディミールの剣けん士し殿どの。順番に説明すると言ったでしょう？」

　くいっ、と女王が目で合図をすると、『赤』のケルセイレスが術言ワードを唱えて異い空くう間かんからノート・パソコンほどの大きさの箱を取り出し、女王の前に置いた。女王が箱を開くとそこには様々な紙し片へんが詰つめ込こまれていた。どの紙にもびっしりと書き込みがされていた。ノートの切れ端はしであったり、楽がく譜ふの裏うら側がわであったり、あるいはナプキンであったり。とにかく余よ白はくがある物には手当たり次し第だいに殴なぐり書きをしたといった感じだ。

　それを手の中で弄もてあそびながら女王は薫に訊たずねた。

「夢ゆめは見ますか、ブラディミールの剣士殿」

「夢……ですか？」

　次々と飛ぶ話題に理解が追いつかずオウム返しする薫と、相手が理解できないことに無む頓とん着ちやくな女王を見かねたのか、ケルセイレスが口を挟んだ。

「女王は『夢見』の力を持ってらっしゃるのだ。夢見とはこの世の森しん羅ら万ばん象しようを見通す力。過か去こに起きたこと、今起きていること、そしてこれから起きることを夢を通して知ることができる。おぬしが今見た遺跡の隠された地下も女王陛下の夢に現れたものなのじゃ」

「そんな大たい層そうなものではありませんよ。『夢見』と言ってもわたくしの持っている力はほんの微び細さいなもの。せいぜい夕食のメニューが分かるぐらい。半分はハズレて好きじゃない野菜が出ることもあるのですが……」女王は手を止めた。「……ところがここ最近、わたくしの夢見の力が強まってきました。夢ゆめ見み師しはこの世界に大きな動きがあるときに生を受けると聞きます。もしかすると何かが起きようとしているのかもしれません」

　女王は手を止め、一枚まいの紙片を抜き出した。

「わたくしの預よ言げんは夢うつつにいるときに何かに筆記するという形で降りてきます。自分の意志で預言したいことを選ぶことはできず、起きたときにはもう何も覚えてはいません。大たい抵ていはどこの誰について預言した物かさえも分かりません。……ところがこのところ一人の男の名前が頻ひん繁ぱんに登場するようになり、やがてここ数日はその男に関することばかりが書かれました。正直、わたくしはそのことに恐きよう怖ふを覚えています」

　女王は「読めますか？」と言ってその紙片を差し出した。

「ゾルアス……ソリヴィエ……」

　通つう称しよう『ＺＯＳＯ』。数百年も昔に君くん臨りんしていた偉い大だいなる黒くろ魔ま術じゆつ師しの名。

「この預言の書ハシオクラム・ペーパーに依よれば、ＺＯＳＯはある建けん造ぞう物ぶつの地下深くに『ある物』を隠かくしたとあります」

「でも……なかったんですよね？」

「『ある建造物』というのがセント・マイケルズ・マウントとは言ってませんよ、剣士殿。あそこは紛い物……祀まつるべき神体の置かれていないレプリカなのです」

　女王は術言ワードを唱えた。今度は中空に小さな映えい像ぞうが現あらわれる。先さき程ほど見たセント・マイケルズ・マウントとそっくりな海に浮かぶ修しゆう道どう院いん。

「これは……フランスのモン・サン・ミッシェル……？」

「そう。モン・サン・ミッシェルは英語にすればセント・マイケルズ・マウント。どちらも『聖ミカエルの山』という意味です。類るい似じは遥はるか昔から指し摘てきされていましたが、それもそのはず。この二つは片かた方ほうが片方を模もして造られた双ふた子ごの施設なのです。つまり我わが国にあるセント・マイケルズ・マウントというのは、モン・サン・ミッシェルに潜せん入にゆうするときの予行練習をするために造られたレプリカです。もっとも、向こうモン・サン・ミツシエルは何度も増ぞう改かい築ちくを繰くり返していますから細部ではかなりの違ちがいが出ているでしょうが、いま貴方あなたたちが見たのと同様の地下のルートが存そん在ざいしていました。我われ々われはそこから、魔術師とＳＡＳの兵士で編へん制せいされた部隊を潜入させました」

「はーい、質しつ問もんです、女王様」ルーシアが元気よく手を挙げた。「そんな所に忍しのび込んだりして、フランスさんに怒おこられるんじゃないですか？」

「いい質問ね、ルクレシア。もちろん人様のお屋や敷しきにこっそり足を踏ふみ入れるのはよくないことです。けれど我が国が頭を下げて頼たのんだところで……まあ昔からあの国は我が王国に対して少しばかり意地が悪いですけど……断ことわられたでしょう。もちろん教皇庁が頼んだところで」

　と女王は薫に意味ありげな視し線せんを送る。ルーシアに対して見せた優やさしい笑え顔がおとはまるで別種の、この激げき動どうの王国を五十年もの長きに亙わたって守り続けた君主に相応ふさわしい挑ちよう戦せん的な笑みが浮うかんでいた。

「どういうことです？」

「フランスは危き険けんです。国の上じよう層そう部ぶに相当数の魔族が入り込んでいます。もしかすると政せい府ふぐるみで魔族に服ふく従じゆうしているのかもしれません。確たしか教皇庁もつい最近フランスに酷ひどい目に遭あわされたのではなかったですか？」

　薫は「あっ！」と声を上げた。先日、百年ぶりに日本を飛び立ったアルフェルムはフランスに降おり立ったのだが、フランス政府は「奴やつに手出しをして被ひ害がいが出ては困こまる」と言って空港に配されていたエスクードの隊員を拘こう束そくしたのだ。

「モン・サン・ミッシェルには魔族たちが住まっています。それも、いまこの世界の魔族たちを束ねる男が」

「まさかトゥロワヌですか!?」

「そう。本人の姿すがたは確かく認にんできませんでしたが、監かん視ししていたところ、そこに出入りする者たちから言って間違いはないでしょう。そして……」

　女王は間を置いて言った。

「そこにもう一人のロードが姿を現したのです」

　　　　◇




　干ひ潟がたに浮かぶ小島の頂ちよう上じようにモン・サン・ミッシェルの修道院はまるで古こ城じようのような風情ふぜいで建っている。

　急きゆう傾けい斜しやの崖がけの上にあり、潮しおが引けば海の上に孤こ立りつするその建物は、宗教建築物であるにも拘かかわらず天然の砦とりでであった。実じつ際さい、その通りの目的でも何度となく使われ、百年戦争の頃ころにはその地理的優ゆう位いによって僅わずか百十人の騎き士しで二万人の英国兵士を押し返したという伝説が残っている。

　島の平へい坦たんな部分には中世そのままの家が連なっており、意外なことに世界遺い産さんにも指定されているこの建造物には数十人の民間人が住んでいる。かつては修道院の修行者たちに食べ物を運んだその『モントワ』たちは、今は世界中から年間数百万人も訪おとずれる観光客を相手にしてレストランやバーを開き、島には観光客を泊とめるホテルさえあった。

　しかしモン・サン・ミッシェルは数日前から閉へい鎖さされていた。住民は全すべて近きん隣りんの街に退たい去きよさせられ、モン・サン・ミッシェルへと続く道には無ぶ骨こつな工事車両が並ならんでいた。

「ねえ……やめましょうよ……。ここ、すっごい警けい備びが厳きびしいって噂うわさよ……」

　モン・サン・ミッシェルへと続く道を歩きながらメアリーは、声を殺して恋人のノートンに言った。

「そんな心配しなくたって大だい丈じよう夫ぶだって。せっかくモン・サン・ミッシェルを見にわざわざ来たってのに、このまま帰れるかよ」

　二人は旅行者であった。先日教会で式を挙げ、新婚旅行に遠くアメリカからここフランスのモン・サン・ミッシェルまで来てみたが、数日前から『補ほ修しゆう工事』とやらで門もん前ぜん払ばらいを食くらってしまったのである。確たしかにメアリーはそれに憤ふん慨がいして「冗じよう談だんじゃないわ」とぼやいたものだが、まさかノートンが「忍しのび込もうぜ」などと言い出すとは思ってもみなかった。

「知ってるかいこの道のこと？　修道院に続くこの道はさ、今はこうしていつでも渡わたれるようになってるけど、一世紀前までは潮の満ち干ひで海に沈しずんだりまた現あらわれたりしてたんだぜ。干かん満まんの差が大きいもんで物もの凄すごい速度で水がやって来るから、水に飲まれて多くの巡じゆん礼れい者しやが命を落としたんだって」

　メアリーの気も知らずノートンはどのガイドブックにも載のっていそうな話を自じ慢まんげに大声で言う。

「……知ってるわよそれぐらい。それより帰りましょうよ。他ほかにも見る物は幾いくらでもあるじゃない。見つかって国外退去処しよ分ぶんになったらどうするのよ」

「大丈夫だって。……ああそうだ、じゃあこれは知ってるかい？」メアリーがびくつくもので面おも白しろくなったのか、ノートンは怪かい談だん話ばなしをするような口く調ちようを作って言った。「あまりにも多くの巡礼者が命を落としたもんで、ここには『モン・サン・ミッシェルに行くなら、遺い書しよを置いて行け』って言葉があるぐらいなんだぜ」

「……知ってる」

　メアリーはうんざりした口調で答えた。

「でも……それって本当かな？」

「えっ……？」

「もしかしてさ、俺おれたちみたいにこうして忍び込んだ奴が捕つかまって死し刑けいにされたのかもしれないぜ」

「よしてよっ、そんな話！」

　メアリーはついに爆発した。新しん婚こん旅行でちょっとばかりハイになっているのかもしれないが、そんな子こ供どもっぽい冗談を聞きたくなんかなかった。

「わたし、帰るっ」

　怒ど鳴なって背せを向けたメアリーは言葉を失った。そこにはいつの間にか燕えん尾び服ふくに身を包んだ中年の男が立っていたのだ。顔には疱ほう瘡そうの痕あとが醜みにくく残り、万力で押おし潰つぶしたように歪ゆがんでいた。あまりのことにメアリーはへたへたと腰こしをついた。

「驚おどろかせてしまって申し訳わけありません、お嬢じよう様さま。ですが早くお帰りになった方がよろしいかと思いますよ。ここは貴方あなたがたの来るような場所ではございません」

　執しつ事じのような格かつ好こうをした男は丁てい寧ねいな口調で言って、メアリーに手を差し出した。

「おい、貴き様さまっ」ノートンがつかつかと歩み寄よって来てその執事の格好をした男を突つき飛ばした。「人の妻つまに何をしてやがるっ。な、何だよ気色悪い顔をしやがってっ」

「よしなさいよノートン！　別に何もされてないわよっ。そんな言い方失礼でしょっ」

　と、メアリーが叫さけんだそのときだった。

　スタッ、スタッ、と何かが地面に着地する音がした。先さき程ほどこの執事のような男が現れたように、どこからともなく十人近い男たちが現れ、自分たちを囲んでいたのだ。黒いスーツを身にまとい、手には革かわの手て袋ぶくろ。月もない夜だというのにサングラスを掛かけ、僅わずかに見える肌はだと髪かみの毛を除のぞいて闇やみを切り抜ぬいて作ったかのように見えた。それは昼間「改かい装そう中ちゆうですので」と自分たちを追い返した者たちだった。

「そいつらは白銀ミスリルの盟主ロードのお知り合いか、ブルームクイスト？」

「いえ。我わが君きみに命じられた買い物の帰りにたまたま会っただけにございます」

　そうブルームクイストが答えるが早いか、メアリーは背はい後ごから黒服の男たちの一人に羽は交がい締じめにされた。「ひっ」メアリーはか細い悲鳴を上げる。男の手がメアリーの両の乳ち房ぶさへと伸のび、服の上から無む造ぞう作さに揉もみしだき始めていた。

「おいっ、貴様、人の妻に……」

　怒号を上げてノートンはメアリーへと向かおうとする。が、最初の一歩を踏ふみ出したところで足を取られ、顔面から石いし造づくりの地面に激げき突とつすることになった。先程ノートンを詰きつ問もんした男が足を払はらったのだ。何をする……と言う間もなく、男はノートンの背中を踏み付けにした。

「ここには来るなと言ったはずだ」

　凄すさまじい力だった。背せ骨ぼねがぎりぎりと音を立て、肺はいが圧あつ迫ぱくされる。「や……やめ……俺たちが悪か……」謝しや罪ざいの言葉を口にしようとするが、声が出せなかった。

　ノートンを踏み付けにする足に力が加わっていく。ばきっとノートンの胸で耳を塞ふさぎたくなるような音がし、激げき痛つうと共に口の中に血の味が広がる。肋ろつ骨こつが折れ、肺に突つき刺ささったのだ。「が……あがが……」だがノートンは悲鳴を上げることさえできない。

「もうすぐここで、ある高貴な方々が会合を持たれる」男はノートンを踏み付けにしながら言った。「本来我われ々われは教きよう皇こう庁ちようの者どもに気づかれぬよう見み張はっているのだが、お前らのような馬ば鹿かの相手もしなければならぬのがとても不ふ愉ゆ快かいだ」

　大きな音がノートンの背で鳴った。男の足がノートンの背骨をへし折ってそのまま胴体を貫かん通つうしていた。ノートンはもう動かなかった。

「きゃあああ！」

　恐きよう怖ふに硬こう直ちよくしていたメアリーが悲鳴を上げた。しかし周囲の男たちは冷たい笑いを浮うかべていた。

「ロードとその代理人の方々が集まる会議で我々も少し気が立っていてな」ノートンを無む惨ざんに殺した男はちらりとブルームクイストの方を見た。「その牝メスで英気を養っていこうと思うのだが、お前もやっていくか？」

　彼らはこの修しゆう道どう院いんの主あるじトゥロワヌの使徒だった。主人と折り合いの悪いアルフェルムの使徒であるブルームクイストが男色であることを分かった上でからかっているのである。

　ブルームクイストはメアリーを見た。羽交い締めにする男の片かた方ほうの手は乳房から彼女のスカートの中へと潜せん入にゆうし、卑ひ猥わいに蠢うごめいていた。「たすけて……お願い……」メアリーが瞳ひとみを潤うるませながら救いを求めていた。

「先程は優やさしいお言葉をありがとうございます。ですがお嬢じよう様さま。私わたくしには貴方あなたを助ける術すべはないのです。もし愛する人に操みさおを捧ささげているのなら舌したをお噛かみなさい」

　ブルームクイストは深々と頭を下げてモン・サン・ミッシェルへと歩いて行った。警けい備びの男たちがその背に侮ぶ辱じよく的な笑えみを投げかけた。

　メアリーの身体からだを弄もてあそんでいた男が、彼女の髪を引ひっ張ぱってバンへと行き、後ろのドアを開いた。「あ……ああ……」メアリーは絶ぜつ望ぼうに声を漏もらした。バンに微かすかに残った、消えることのない死し臭しゆう。男はメアリーを車の中に突き飛ばすと、ドアを閉しめ、床ゆかに転がっていたガムテープを彼女の口に貼はり、そしてズボンのベルトを外し始めた。そこから現あらわれたものはメアリーの知っているような男だん性せいのものではなく、緑色の鱗うろこに覆おおわれた爬は虫ちゆう類るいの頭部のような異い形ぎようのものであった。その先せん端たんから蛇へびの舌したのような物が這はい出て、透とう明めいの液えきを垂たらしながらぬらぬらと蠢いた。

　そんな現げん実じつ離ばなれした光景を見ながら「ああ、自分は死ぬんだ……」とメアリーは他た人にん事ごとのように思った。あの男たちに代わる代わる犯おかされた後、先程のノートンのように殺されるのだ。この男たちは自分やノートンに対して何の憐あわれみも持たない。

「さあて……」

　あたかも多くの巡礼者を飲み込んだ冷たい海のように、男がメアリーに覆い被かぶさってきた。

　　　　◇




「ちょ、ちょっと待って下さい」薫は混こん乱らんして言った。「モン・サン・ミッシェルがトゥロワヌに占せん拠きよされているって言うんですか!?　だって……だってあそこはカトリックの修道院ですよ!?」

　つまりは広こう義ぎの意味でバチカンの管理下にある場所ということである。

「我わが国にノルデンフェルトのような魔ま族ぞくが紛まぎれ込こんでいたように、貴方たちの中にも魔族の内通者がいるということね。もちろんカトリックと言ってもエスクードの存そん在ざいを知らぬただの宗しゆう教きよう家かもいますし、あそこはフランスの国家管かん轄かつ地ちですから、エスクード内部の者ではなくフランス国家による『人類に対する裏うら切ぎり』かもしれません」

「……ちょっと失礼します。電話を掛かけさせて下さい」

　長は谷せ川がわ司し祭さいに連れん絡らくをしようと席を立った薫を、女王は「お待ちなさい」と制せいした。

「まだそのことは伏ふせておきなさい」

「どうしてですか!?　こうしているうちにも内通者が何をするか……」

「内通者を排はい斥せきするために動けば、奴やつらに我われ々われが『気づいた』ということを気け取どらせることになります。そうなれば奴らは警備を固め、前の時のように潜せん入にゆうが叶かなわなくなります。我々が目的を果たすまでそのことは伏せておいて下さい。でなければ先に中に入った先せん遣けん隊たいの救出も叶わなくなってしまいます。もしそれが聞けぬというなら、わたくしはわたくしの臣民を守るため、事じ態たいが収しゆう拾しゆうするまで貴方を拘こう束そくします」

「先遣隊の救出？」

「そうです。二日ほど前から先遣隊からの生存確かく認にんの連絡が途と絶だえました。しかしそれは必ずしも全ぜん滅めつを意味しません。トゥロワヌとアルフェルムをはじめとするこの世界の魔族を統すべる者が集まり、あそこで何かが開かれようとしています。奴らは魔ま導どう防ぼう壁へきを張はり、そのために生存確認の連絡が途絶えているだけなのかもしれません。ですが先遣隊が持って入った食料と水は三日分だけ。彼らが潜入してから既すでにトータルで四日が経けい過かしています。彼らの救出を行い、そして彼らが探さがしていた物を回収して戻もどって来てもらうため、わたくしは貴方たちを呼よんだのです」

　女王はまた呼よび鈴りんを鳴らした。奥おくの部屋から今度現れたのはメイドではなかった。スーツに身を包み、髪かみをオールバックに固めたちょっと不ふ機き嫌げんそうな顔をした男。

「……エドモンドさん」

　薫はその男を知っていた。エドモンド・ギーエン。以前イギリスで共同任にん務むを行ったとき薫の世話を押し付けられたロンドン市し警けいの刑けい事じ。そして薫の友人、トゲトゲ頭のシド・ギーエンの兄であった。

「どうしてエドモンドさんがここに？」

「今は俺はイギリス陸軍にいるんでな。お前なんかと関かかわったせいで余よ計けいなことを知っちまい、ウチの腐くされ上司に『イギリスから追放になるかＳＡＳに入るか決めろ』と選せん択たくさせられたんだよ、クソ異い教きよう徒と」

　そこまで言ったところでエドモンドは女王の前で使うにしてはかなり刺し激げき的な言こと葉ば遣づかいであったことに気づいたらしく咳せき払ばらいをした。

「……俺は先遣隊に同行して途と中ちゆうまで行った。そんでもって今度は最後まで行かされる羽目になったっていうわけさ。まったく、お前らのようなクソ……」ゴホンと咳払い。「異教徒と付き合うとロクな目に遭あわないぜ」

「どうでしょう、ブラディミールの剣けん士し。わたくしの臣民を……子こ供どもたちを助けてやってはくれませんか？」

「……理由を全部聞いてませんね？　先遣隊の救出以外の理由を。先遣隊はいったい何を求めてそんな危き険けんな場所に行ったのですか？」

「言わなければ行ってくれないとは教きよう皇こう庁ちようも心が狭せまいのね」

　女王は挑ちよう発はつ的に言った。しかしそれは薫を怒おこらせてコントロールしようとしているのではなかった。女王は薫を試ためそうとしていた。返答次し第だいではそれこそ事が済すむまで薫を拘こう束そくし、自分らで解かい決けつを図はかろうとするだろう。

　薫はしばし考えてから答えた。

「……僕ぼくにはやらなくてはならないことがあります。この世のどこかにいるレディ・キィとゲートを護まもり、それから闇やみの世界に連れて行かれた兄さんを助けること。人の命に差をつけるわけじゃない。けど、僕がそこに行かなくちゃならない理由というのが分からなければ、トゥロワヌのお膝ひざ元もとに潜入するだなんてリスクは冒おかせません」

「夢ゆめよ」

「夢見の力……ということですか？」

「そう、夢が教えてくれたの。貴方あなたとルクレシアが行かねばならないと」

　少し間を置いてから女王は静かに話し始めた。

「……我われ々われは数百年前から一冊さつの書を追っていました。いえ、『書の頁ページ』と言うべきでしょうか。それに触ふれたある者は絶ぜつ大だいなる力を手にし、ある者は狂きよう気きの世界へと連れて行かれました。でもいずれにせよ待っていたのは不幸な結末。歴史に現あらわれるたびに書は多くの災さい厄やくを撒まき散らしてきました」

「外げ道どう……祈き祷とう書しよ」

「そうです。我々はそれの正体が何であるかは知りませんでした。単に魔ま術じゆつ師しを統すべる国として、その禍まが々まがしき力を世に放はなってはおけないと考えたのです。ヴィクトリア女王の頃ころに『外道祈祷書を見つけた者はそれを王家に提てい出しゆつするよう』という勅ちよく命めいが出ているのですが、魔術師の中にはそれを守らない者もいるようですね」

　女王は一度言葉を切った。さっきまではわくわくとした顔で女王の話を聞いていたルーシアは、今は黙だまり込んで床ゆかを見つめていた。

「……しかしわたくしの預言の書ハシオクラム・ペーパーにはそれが書かれていました」

　ルーシアが弾はじかれたように女王を見る。

「どうしました、ルクレシア？」

「あ、あの、それはいったい何なんですか？」

「今から話しますよ」

　ルーシアの身体からだは小こ刻きざみに震ふるえていた。薫は女王から見えないようにテーブルの下でそっと彼女の手を握にぎった。

　女王はまた預言の書ハシオクラム・ペーパーを薫たちに見せた。「ここです」と女王が指差す。しかしそこには何の文字も書かれておらず、ポッカリと空白になっている。よく見ればそんな空白が何なん箇か所しよもあった。文章が終わっているのではなく、文章の途中、名めい詞しが入るべき部分が歯は抜ぬけになっているのである。薫は冷たいものを覚えた。

「ＺＯＳＯはある者を書の形に封ふう印いんしました。そのとき彼女の名はこの世界から消しよう滅めつしたため誰だれも発音することはできず、文字にしようとしてもこうして空白になるだけです。その者こそ歴史の中から唐とう突とつに消え去った三人目のロード『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』。外道祈祷書は百に分ぶん割かつされた真紅の貴婦人の断だん片ぺんです」

　ルーシアの手が激はげしく震えた。薫はぎゅっと彼女の手を掴つかんだ。彼女の震えが少しでも治まるように。

「……しかしこの世には九十九頁目までしかありません。核かくとなる最後の一頁──それは『落丁の一頁』と呼よばれています。トゥロワヌはそれを探さがし続けています。まさか自分の足元に隠かくされているとは思ってもみなかったようですけれど」

「復ふつ活かつさせるのですね」

「いえ、それに関しては妙みような動きを見せているのでハッキリと断だん言げんはできません。ただ『落丁の一頁』を魔族に渡わたすわけにはいきません。それを回かい収しゆうし、そして先遣隊を助けて来て下さい。なぜわたくしの『夢』が貴方たちを選んだのかわたくしには分かりません。でも貴方たちには『書』と何か縁えんがある気がしてならないのです」

「……分かりました。行きます」

「ありがとう、ブラディミールの剣士殿どの」女王は異い教きよう徒とに頭を下げた。「先遣隊の持つ食料はもう切れています。一いつ刻こくの猶ゆう予よもありません。明日の朝、宵よい闇やみに紛まぎれて潜せん入にゆうしてもらいます。準じゆん備びはこちらでしますので、それまで少しでも休んでいて下さい」

　薫は時計を見た。夜の十時。フランスまで飛行機で二時間はかかるから、ほとんど寝ねる時間もないだろう。

「では僕は行きます」

　と席を立った薫を女王が呼び止めた。

「お待ちなさい。もう一つだけ話しておくことがあります。貴方あなたとの交こう渉しように持ち出すのは卑ひ怯きようだと思ったので言いませんでしたが、先遣隊には貴方の知り合いが二人います。ルクレシアにとっても知り合いの女じよ性せいが」

「え……？」

「クラウディア・マルゼス、それからアイリス・ショーエンワイス。ルクレシアにとっては師し匠しようと妹いもうと弟で子しですね。……ブラディミールの剣士よ。わたくしの子こ供どもたちを助けて来て下さい」

　薫とルーシアが顔色を失っていると、廊ろう下かからドタバタという騒さわがしい足音が聞こえて来た。二人の老ろう魔ま術じゆつ師しがスッと立ち上がり、エドモンドも懐ふところの拳けん銃じゆうに手を伸のばす。だが女王は微笑ほほえんで殺気立つ者たちを制せいした。

　扉とびらが勢いきおいよく開き、額ひたいに汗あせをびっしりと浮かべたトゲトゲ頭の男が現あらわれた。

「ちくしょう、クソ魔術師どもっ。何だ、あの気色悪い廊下はっ。死ぬかと思ったじゃねえかっ」

　どうやらウォルシンガムの魔術から解かい放ほうされると、報ほう復ふくするために追って来たらしい。

　しかしそこまで言ったところでギーエンは部屋にいたオールバックの男に気づいて「げっ……兄あに貴き」と呻うめいた。女王はにっこりと笑って言った。

「夢ゆめには出て来なかったけど、このトゲトゲさんもお役に立ちそうね」

　　　　◇




　フランス、モン・サン・ミッシェル──

　改かい装そう工事で封ふう鎖さされ、作業員しかいないはずのモン・サン・ミッシェルの修しゆう道どう院いん一階にある広間は、多くの来客でごった返していた。

　数は三十人ほど。どう見ても工事関係者には見えない。現げん代だい風のスーツ姿すがたや私し服ふくの者もいたが、大半は古風な時代がかった衣い装しように身を包んでいた。広間に作られた即そく席せきの宴えん会かい場じようで蝋ろう燭そくの明かりに照らされながらグラスを傾かたむけて静かに囁ささやき合っている光景は、まるで中世の一場面をそのまま切り抜ぬいたようであった。実じつ際さい彼らはゲートが開いてこの世界にやって来たばかりのその時代を好んでいた。

　黒い外がい套とうを羽は織おった恰かつ幅ぷくのいい男がそれをマントのように翻ひるがえして広間に入って来た。

　彼は薄うす暗ぐらい広間を見み渡わたして手近な席に腰こし掛かけようとしたが、中央から「ドライスディール」と彼の名を呼ぶ声がした。広間のほぼ中央に、スペースを広く取って特別な席が作られていた。そこには十の椅い子すがあり、一つだけが空席になっていた。どうやら自分が一番遅おそかったようだな……と彼は給きゆう仕じしていた女に外套を預あずけ、その席に向かった。

　彼の名はドライスディール。いかにも裕ゆう福ふくな豪ごう商しようといった感じで、『こちら側』の世界では巨きよ大だいな保ほ険けん会社を所有する業界の大物であった。海かい難なん事じ故こであれ戦争であれ、おおよそリスクというものが発生する場所には彼の影かげがちらつく。しかしこの場での彼の身分は『深紫の槍やり』の二つ名で呼よばれる盟主ロードスヴァルトムートの腹ふく心しんであり、ゲートの向こうにいる主人に代わって明日の『ハエレティーコールム会議』に出席するためにやって来たロードの代理人であった。

「遅いぜ、ドライスディール」

　席に座すわっていた男がにやにやと笑いながら言った。ドライスディールよりは少し若わかく見える三十代前半の風ふう貌ぼう。健康的に日に焼け、髪を短く刈かり込こんだ何だか反戦団体の活動家のようであったが、彼が人間界で生業なりわいにしているのはその正反対の仕事であった。半分ならず者の軍隊のような民間警けい備び会社を組そ織しきし、各国の政せい府ふからの密ひそかな要よう請せいで小うるさい団体を弾だん圧あつすることを得意としていた。各国の政府は、彼の組織のターゲットにされた活動家が時に永えい遠えんに行方ゆくえ不明になることは知っていたが、彼が『黄金の砦とりで』の名を持つ盟主ロードヴァルドレッドの片かた腕うでクェイクアスであることは知らなかった。彼がそれを通して各国の軍隊の中に自らの血を与あたえた者たちを送り込んでいることも。

「あの忌いま々いましい太陽に焼かれてしまう私は、昼の間は動けないのでな」

「言い訳わけは俺おれじゃなくてトゥロワヌ卿きようにした方がいいんじゃないのか？　お前が遅いってやきもきしてたそうだぜ」

　普ふ段だんなら絶ぜつ対たいにクェイクアスなんぞとは同席しないと決めているドライスディールは「ふん」と鼻を鳴らして聞き流し、席に腰掛けてパチンと指を鳴らした。

　給仕のメイドが真まっ赤かな液えき体たいの入ったボトルを抱かかえて走って来た。ただの人間にすぎぬ彼女はガタガタと震ふるえながらボトルの中の液体をドライスディールのグラスに注ついだ。彼女は知っていた。ボトルの中の液体が、自分と同じくここに連れて来られ、つい昨日まではここで給仕を行っていた仲間の少女の肉体から搾しぼり出されたものだということを。誰でもない、彼女がそれをやらされたのだ。この会合に出す『料理』のため、多くのメイドたちが処分された。目の前にいる男がちょっと食しよく欲よくを催もよおせば自分もこの場でこの男の胃い袋ぶくろに収おさめられることも彼女は知っていた。

　しかし幸運なことにドライスディールはここに来る前に食事を済すませており、給仕を無事終えると少女は飛んで逃にげて行った。

「それで……」ドライスディールはグラスの液体を一口呷あおると、誰にともなく訊たずねた。「いったい何の会議が行われるのだ？」

　テーブルの男たちが雑ざつ談だんをやめて一いつ斉せいにドライスディールの方を向いた。だが答える者はいなかった。ドライスディールと目が合った何人かが首を横に振ふった。

「これだけの者が雁がん首くびを揃そろえて誰も話を聞いてないというのか？」

「聞かされてないんだよ、誰も。お前が来るまでも腹はらの探さぐり合いをしていたところさ。何を恐おそれているのか誰も何も喋しやべろうとしない。知っていることがあれば喋ればいいのに。俺おれたちは仲間なんだから」

『仲間』という言葉に小さな失しつ笑しようが起こった。少なくともこいつクエイクアスは何も掴つかんではいないな、とドライスディールは思った。

　聞くところによればあのアルフェルムまで来ているのだという。トゥロワヌとは犬けん猿えんの仲で、数百年もトゥロワヌとは顔を合わそうともしなかったあの気き紛まぐれなロードが。そのことこそ、これがただならぬ事じ態たいであることを物語っていた。会議が開かれるのは明日の朝。それまで情じよう報ほうの収しゆう集しゆうにあたる必要がある。

「なあところで……」

　そんなことを考えていると、クェイクアスが席を立って近づいて来てドライスディールの肩かたに手を置いた。ドライスディールは煩わずらわしそうに「何だ？」と訊ねる。

「お前のところはこの前アルフェルム卿のご領りよう地ちで開かれた夜会に誰も出席しなかったそうじゃないか」

「それがどうかしたか？」

「いやな、アルフェルム卿のお誘さそいは断ことわりながらトゥロワヌ卿の呼よび出しには応おうじるっていうのは、二人のロードに対応の差をつけることになるんじゃないかって思ってな」

　クェイクアスはわざとらしいまでの大声で言った。さすがにこれには広間にいた者たちがぎょっとしてドライスディールに注目する。

「貴き様さまは何が言いたい？　この間アルフェルム卿が開いた夜会はただの戯たわむれの催もよおしだが、今回のは八百年ぶりに開かれた『ハエレティーコールム会議』だ。しかも今回は八百年前とは違ちがい、この世界におられぬロードの配下の者も出席を求められた。だから私は何を置いてでも飛んで駆かけつけた。何か貴様に詰なじられねばならぬことがある？」

「詰ってなどいないさ。ただ、お前らスヴァルトムート卿配下の者たちがどういう考えをしているか知りたいだけでね」

　ドライスディールの持ったグラスが砕くだけ散り、彼はゆらりと立ち上がった。

「……我わが主人の名を出したからにはそれなりの覚かく悟ごがあるのだろうな？」

　ドライスディールの瞳ひとみに、先さき程ほどの給仕の少女がいたら失神してしまうであろうぞっとするような色が浮うかんだ。その迫はく力りよくにクェイクアスは気け圧おされるが、すぐに我われを取り戻もどし、ドライスディールを睨ねめつける。ロード直属の二人の魔ま族ぞくが放つオーラが反応し合い、ずっずっずっという不気味な音が広間全体から響ひびき始めた。

「……よさぬか小こ僧ぞうども」

　しわがれた声が不ふ愉ゆ快かいそうに言った。声の主は白はく髪はつの老人であった。一いつ触しよく即そく発はつであったドライスディールとクェイクアスは借りて来た猫ねこのようにおとなしくなり「申し訳わけありませんラダーヴィ卿」と頭を下げた。

「『卿』はよせ。わしはロードの方々とは違って『卿』と呼ばれる身分ではない」

　ラダーヴィと呼ばれた老人はうんざりとしたふうに言った。彼の主人は『氷ひよう壁へきの青せい竜りゆう』の名を持つ、十二人のロードの中で最上位にいる男ファン・デ・ネルヴェ。ゲートの向こうにいるファン・デ・ネルヴェの代理人たるラダーヴィもまた最上位のロードの腹ふく心しんに相応ふさわしい強大な力を持ち、こちら側の世界でトゥロワヌに次ぐ勢せい力りよくを誇ほこっていた。この老人の機き嫌げんを損そこねたら二人ともこの島ごと消え去ってしまうだろう。

　ラダーヴィはパンと手を叩たたき、広間にいる全員に向かって語りかけるように言った。

「十二人のロードの方々は本来相あい容いれぬ仲。その配下である我々もまた同じで、この世界でもそれぞれに領地を作り、普ふ段だんはこうして顔を合わせることもない。中には気に食わぬ者もいるだろう。ドライスディール。クェイクアス。お前らが代理人を務つとめるスヴァルトムート卿きよう配下とヴァルドレッド卿配下の領地は隣となり合わせになっていて、境きよう界かいを巡めぐって争いをしているのも知っておる。だがここは話し合いの場だ。お前らの諍いさかいを持ち込む場ではない。もしトゥロワヌ卿に恥はじをかかせるような真ま似ねをしたなら、卿が手を下すまでもなくこのわしが貴き様さまらを焼き尽つくしてくれようぞ」

　クェイクアスは黙だまって頷うなずいて自分の席に戻り、ドライスディールも席に腰こし掛かけた。

「……しかしラダーヴィ殿どの。いったいトゥロワヌ卿は何の目的で我々を集めたのでしょうか？　しかも前回の会議のときは我々は呼ばれず、三人のロードだけで全すべてを決定されたのに」

「さあどうだかな」

　ラダーヴィは横を向き、隣となりに座すわっていた男に話しかけた。

「お前は何か聞いておらぬか、イレウスよ」

「いえ、残念ながら何も」

　とイレウスは即そく答とうした。トゥロワヌ、アルフェルムと共にこの世界に残った『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』の片かた腕うでの男。数百年前より彼の主人が姿すがたを消しているため、彼もまた代理人として明日の会議に呼ばれていた。

「ほう……珍めずらしくこの前の日本での夜会に出席したそうだから、てっきり何か情じよう報ほうを仕入れて来たのではないかと思っていたのだが」

「さすがお耳が早い」イレウスは笑え顔がおを崩くずさずに言う。「しかし私は何も存ぞんじておりません。……もしかすると、我々が確かく保ほするゲートがこのままレディ・キィの血を受けずに開けば、再ふたたびこの地にグランマスターが降こう臨りんし、『向こう側』の秩ちつ序じよが戻る。トゥロワヌ卿もこちら側の王などではなく、ただの十二人のロードの一人に戻られる。そこらへんに関して色々と話しておきたいことがあるのではないでしょうか？」

　歯に物が挟はさまったような言いように乾かわいた笑いが起こり、広間にいたトゥロワヌ配下の魔族たちが顔色を変えた。「『真紅の貴婦人』が亡なくなられてからはお前のところはずいぶんと冷れい遇ぐうされていたからな」クェイクアスが口元に皮ひ肉にくな笑みを浮かべながら言う。

「私はそんな意味で言ったのではないですよ、クェイクアス。トゥロワヌ卿は秩序を何よりも重んじる方だ。もしこの世界にいる魔族たちが勝手に動けば、ゲートを開くという悲願も叶かなわなくなるでしょう」

　イレウスの言葉に他の代理人たちはやや鼻白んだ様子だった。「よく言うぜ」とクェイクアスが言った。『真紅の貴婦人』がいなくなった後の、トゥロワヌによる彼女の配下の者たちへの締しめ付けは弾だん圧あつさながらだった。

「いや、私はトゥロワヌ卿による統とう括かつに何ら文もん句くなどありません。むしろ文句があるのは貴方あなたの方ですな」

「俺に、だって？」

　そこまで言ったところでイレウスは、クェイクアスではなく天井の方を見つめながら言った。

「我わが主人は生きてらっしゃる。この世界のどこかで必ずな」



　──と、その光景を水すい晶しよう球きゆうに映うつし出して眺ながめている影かげがあった。

　修しゆう道どう院いんの最上階にある一室。モン・サン・ミッシェルが観光客に開放されているときもそこだけは誰だれも立ち入らせず、地上百数十メートルの所から眼がん下かに見下ろしている。そこはこの修道院の主あるじたるトゥロワヌの私し室しつであった。

　机つくえの上には水晶球が置かれ、そこには魔族たちが集まった広間を天井からの視し点てんで映し出していた。広間中央のロード代理人たちのテーブルに座っていた男がまるでこの水晶で広間を覗のぞいていることを知っているかのようにこちらを向き、言った。「我が主人は生きてらっしゃる。この世界のどこかで必ずな」と。

「……いい度ど胸きようだね、イレウス」水晶球を覗いていたアルフェルムは楽しそうな笑みを浮かべて言った。「私の夜会を台無しにしておきながら、こうしてしゃあしゃあとやって来るなんて。……もっとも、もし来なかったら『自分らがアレを仕し掛かけた』と認みとめたようなものだけど」

　水晶球の中でイレウスは「それでは私は一足お先に」と席を立った。イレウスはまた天井を──こちらの方にちらりと目をやって、口元を歪ゆがめてみせてから広間を出て行った。

「……あいつは完全に気づいているみたいだねえ」アルフェルムが水晶球を撫なでると電でん源げんを落とすかのように水晶の中に映った映えい像ぞうが消えた。「ねえ、どうするつもりだい、トゥロワヌ？」

「何をだ？」

　部屋の暗がりの中から野太い声がした。静かな声だったが、その野太い声はぴりぴりと空気を揺ゆらした。

　アルフェルムは暗がりの中にいる大だい嫌きらいな男を見るのも嫌いやといった感じに視線を逸そらしたまま、机の上にひょいと腰こし掛かけた。

「君のやった全すべてをイレウスの奴やつは気づいている、と言っているんだよ」

「よく分からぬな」

「とぼけるのもいい加か減げんにしたまえ」

　アルフェルムは水晶球を手に取り、小さく何かを唱えた。するとそこには一つの城しろが映し出された。



    

  
    
      「見えるかい？」アルフェルムは風船を飛ばすように、水晶球をトゥロワヌとの間へと漂ただよわせた。「エンカーナシオン城じよう……八百年前、我われ々われが会議を開いた場所だ。私と君と、そしてあの女がね。あれを最後にあの女は忽こつ然ぜんと消えた。いいかい、トゥロワヌ。私は放ほう蕩とう者ものであっても愚ぐ昧まいではない。君がやったんだよ。君が前のハエレティーコールム会議のときあの女を……」

「アルフェルム」トゥロワヌがぴしゃりと遮さえぎった。「私にはお前が何を言っているかさっぱり分からぬ。お前が何を想像して私を詰なじっているのかさっぱり分からぬが、くだらぬことを言って私と敵てき対たいするのは得ではないな」

「私を脅おどしているつもりかな？」

　アルフェルムがトゥロワヌの方を向いた。空中を漂っていた水晶球にぴしりとヒビが入り、床ゆかに落ちて砕くだけ散った。しかし暗くら闇やみの中から響ひびいてくる野太い声に一いつ切さいの揺らぎはなかった。

「いや、友人としてお前と喧けん嘩かはしたくないと言っているだけだ」

「友人ねえ……」アルフェルムは嘲ちよう笑しようを浮かべた。「君に『友人』と呼よばれる日が来るとは思わなかったよ。自分の立場が危あやうくなると誰しも友人を探さがしたがる。割われた地面に吸すい込こまれようとする自分に手を差し伸のべてくれる友人をね」

　アルフェルムはたっぷりと皮肉をまぶして言ったが、トゥロワヌの表情に変化はなかった。

「時にアルフェルムよ。お前は、もしお前の空想が真実だったとき、自分がどう動くかもう決めているのか？」

「……何だって？」

「自じ己こ申しん告こくの通りお前はどうしようもない放蕩者だが、確たしかに愚昧という言葉からほど遠いところにいる男だ。そんなお前が今日の今日までその空想を思い浮かべなかったとは私には思えぬのだが、違ちがうかな？」

　沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　確かにアルフェルムは『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』が歴史から姿すがたを消した時期とあのハエレティーコールム会議の因いん果が関係については何度も考えていた。

　ロードによる、より上位のロードの封ふう印いん──

　それは偉大なる君主グランマスターの作った秩ちつ序じよへの反はん抗こうに他ほかならない。さすがのアルフェルムといえど嫌けん悪おを覚えずにはいられなかった。

　だが、生きつ粋すいの軍人であり、秩序を何よりも好むこの男がそれを敢あえて犯おかしたとするなら、それは相当の覚かく悟ごをもってのことだろう。ゲートが開いた後にその罪つみで処しよ刑けいされることさえこの男は覚悟している。この男はそれを分かった上であの女を封印した。グランマスターや他のロードたちと分かたれ、この世界で誰もあの女を抑おさえる者はいない。あの女の狂きよう気きはこの世界を気き紛まぐれに崩ほう壊かいさせかねないのだ。

　だからアルフェルムは、おぼろげにそれに気づいていながらトゥロワヌを問い詰つめたりしなかった。あの女がいなければそれでいいと。

「……さあね」長い沈黙の後アルフェルムは言った。「この世界には空が落ちて来たらどうしようかと空想して悩なやんだ男がいたそうだ。だけどそんなの無む駄だな時間じゃないのかな？　だってそもそも前ぜん提ていが空想なんだからさ」

「いい答えだ」

「勘かん違ちがいしないでくれ。別にお前に媚こびたわけじゃないよ。私はね、あの女にだけは二度と会いたくないんだよ。絶ぜつ対たいにね」

「『あの女』とは誰を指しているか知らぬが、私はお前が少し好きになったぞ」

「反へ吐どが出るね」

　アルフェルムは机つくえから降おりて部屋の出口へと向かった。明日のハエレティーコールム会議は荒あれそうだ。イレウスの奴やつはトゥロワヌの背はい信しんを暴ばく露ろするつもりであろうか？　もしそれが明らかにされればトゥロワヌはもう開き直るしかない。ロードの力をもって他のロードの配下の者たちを黙だまらせ、イレウスらあの女の配下の者を皆みな殺ごろしにする……。しかし向こうもそうなることは分かっているはずだ。では奴はなぜここに現れたのだ？

　アルフェルムは足を止めて訊たずねた。

「勝算はあるのかな？　きっと明日は君にとって生まれてから一番重要な日となるよ。……もちろん君の身を案じてなんかいないけど」

「何のことか分からぬな」

「とことんまでとぼけるんだねぇ」アルフェルムは苦く笑しようしてから部屋の奥おくにあるベッドに目を移うつした。「それとも、その女が『勝てる』と言っているのかな？」

　ベッドの上には一人の女が腰こし掛かけていた。あられもないネグリジェ姿すがたで首輪を付けられているが、トゥロワヌが性せい欲よくを処しよ理りするために捕つかまえて来た人間の女ではなかった。

　話には聞いていたが凄すさまじいものだな……とアルフェルムは眉まゆを顰ひそめた。

　女は絶ぜつ望ぼう的なまでの闇やみの中にいた。目を潰つぶされ、喉のどを焼かれ、味覚も聴ちよう覚かくも嗅きゆう覚かくさえも奪うばわれていた。全すべてはこの女の持つ夢ゆめ見みの力を強めるためだった。この女はトゥロワヌに預よ言げんを与あたえるとき以外は誰ともコミュニケーションを取ることさえ許ゆるされない。もちろん自ら命を絶たつことを防ふせぐため舌したも抜ぬかれている。『向こう側』の世界でさえも極きわめて稀き少しような夢見の力にいかなる悪あく影えい響きようを与えるか分からぬためまだ使徒にはされていなかったが、老いが夢見の力を衰おとろえさせると判はん断だんしたらトゥロワヌは自分の使徒とすることだろう。つまりこの女は皮ひ膚ふ感覚以外の全てを奪われた無む明みようの暗闇の中で、何の希望もないまま、ただトゥロワヌに預言を与えるためだけに生き永ながらえさせられているのである。

　アルフェルムは女に憐あわれみを覚えた。多くの人間を食くらい、弄もてあそび、破は滅めつさせてきた彼が人間などに憐れん憫びんを感じるなどめったにないことだった。発狂してもおかしくない孤こ独どくの中にいるはずなのに、彼女の顔には確かな知ち性せいの光があることが逆ぎやくに憐れだった。

「……殺してやろうだなんて考えるなよ、アルフェルム。我われ々われにとってこの女は必要だ」

　気づくとトゥロワヌは女の側そばにいた。そしてそれが自分の所有物であることを示しめすように首輪を掴つかむ。この男は『夢ゆめ見み師し』を渡わたさぬためなら自分とも本気でやり合うだろう。

「だといいけどね。おやすみ。君のために素す晴ばらしい明日が来ることを祈いのってるよ」

　今度こそ部屋を出て行こうと思ったとき、不意に女の手が動いた。トゥロワヌとアルフェルムに緊きん張ちようが走る。だが二人のロードのオーラに晒さらされながらも女は平然とトゥロワヌの手を取ると、指で彼の手の平に何かを書き込んだ。声を奪われた彼女はそうして言葉を伝えるしかできないのだろう。

　それを終えると彼女はアルフェルムの方を向き──アルフェルムが見えるかどうか以前に存そん在ざいに気づいてなさそうなのに──にっこりと微笑ほほえんだ。

「……彼女は何て？」

「さあ……どういう意味か私にもよく分からぬが……」トゥロワヌの眉み間けんに深い皺しわが刻きざまれていた。「『選せん択たくを誤あやまらないようにね』だそうだ」

　　　　◇




　女王との会談を終えた薫たちはバッキンガム宮殿を後にし、ヒースロー空港近くのホテルに宿を取った。

　とは言っても休んでいる時間はあまりない。魔ま族ぞくが活発になる夜を避さけ、かつ人目につかぬよう明け方を狙ねらってモン・サン・ミッシェルへと潜せん入にゆうする手て筈はずになっている。今もすぐ横の空港ではＳＡＳが出発の準じゆん備びをしてくれている。数時間も仮か眠みんしたらすぐに飛び立たねばならなかった。

　最上階のワンフロアを借り切った一室で、薫とギーエンはベッドにごろんと転がっていた。電気は消していたが眠ねむ気けは訪おとずれなかった。

「まあ……兄あに貴きには迷めい惑わくを懸かけちまったな……」

　ギーエンは過か去この話を始めた。

「俺おれのダチがよ、どっかのクソ魔族に使徒にされちまったんだ。あいつは高校時代の一番のダチだった。けど使徒にされちまい、自分の恋こい人びとを食った。俺はそれを目もく撃げきしちまって、あいつから狙ねらわれることになった。結局俺はあいつを殺すことになり、使徒の存在を知らねえロンドン市し警けいのお巡まわりどもに殺さつ人じん犯はんにされちまって、俺はイギリスから逃にげ出したのさ。兄あに貴きはお陰かげで殺人犯の兄貴ってことで冷や飯を食わされた。ま、警察の末まつ端たんの連中は魔族なんて知らねえし、殺人犯なのは違ちがいねえしな」

「……違うよ、それは」

「かもしんねえな。けどそうじゃねえかもしれねえ。確たしかなのは俺があいつを殺したってことさ。……俺さ、あいつに殺された女の子のことが好きでさ、彼氏になったのがあいつじゃなかったら諦あきらめたりはしなかった。ダセエ話だが『恋こいと友ゆう情じようのどっちを取るか』ってやつさ。俺は八方美人のいい子ちゃんになったのさ。けどその結末がアレじゃよ、なんつーかさ、やり切れねえよなぁ……」

「その友達を咬かんだ魔族は？」

「さあな。レイニーの姐あね御ごに殺されてなけりゃ、まだどっかで生きてんだろ。生きてんならいつか殺すさ、俺が」

「手伝うよ」

「アホ、おめえに手伝ってもらうようになっちゃ俺も終わりだぜ」ギーエンはシーツの中から中指を出しておっ立ててみせた。「んでよ、おめえ、本気でそんな所に行くつもりなのか？」

「ん……まあ」

「長谷川のジジイにモン・サン・ミッシェルにトゥロワヌがいることを今は報ほう告こくできねえ理由は分かった。けどよ、勝手にそんな所に行くだなんて完全に懲ちよう罰ばつモンだぜ」

「ギーエンが『内ない規きを守れ』だなんていつもとは逆だね」

「俺は笑い話をしてんじゃねえんだぜ。こりゃ『内規』じゃねえ。『軍規』だ」

　ギーエンは厳きびしい口く調ちようで言った。その通りだった。薫は沈ちん黙もくした。

　風で窓まどがガタガタと揺ゆれていた。明日は雨になりそうだ。そういえばこうしてギーエンとベッドを並ならべて話をしたことが以前にもあったっけな……と薫は思い出した。そう、ソフィア・リヴィエールを護ご衛えいしたときのことだ。真澄が仲間たちと喧けん嘩かをして出て行ってしまい、その後ギーエンとベッドに横になりながら話したのだ。あのときは雨が窓を揺ゆらしていた。身体からだの芯しんまで凍こおりつくような冷たい十二月の雨が。

「ジジイに報告したら止められるのが分かってんだろ？」

「……うん」

「じゃあ何で行くんだよ」

「ギーエンは反対なの？」

「当たりめえだろ？　俺はその『落丁の一頁ページ』とかいうのが何なのか知らねえし、『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』がどうこうって言われてもピンとこねえ。それに何と言っても、女王が夢ゆめに見ただけっつーのが気に食わねえ。いいか、俺はビビってるわけじゃねえぞ。知り合いを見み捨すてるわけでもねえ。魔ま術じゆつ師しが俺たちの想そう像ぞうもつかねえ力を持ってるのも分かってる。けどよ、そんな曖あい昧まいな情じよう報ほうを信じて行動するにしちゃあ、リスクがでかすぎるんだよ。ミイラ取りがミイラになる可か能のう性せいだって高たけぇんだぜ？」

「でもさ……」

「『でも』何だよ」

　まただ、と薫は苦笑いした。ハッキリ主しゆ張ちようせずに「でもさ」と異い論ろんだけ呈ていし、相手に「『でも』何だよ」と叱しかられる。よくルーシアとの間でやってしまうやり取りだ。肝かん心じんなところで自分は相手と揉もめることを恐おそれている。主張することで相手と完全に対立することが怖こわいのだ。

「でもさ、やっぱり僕ぼくは行くよ」でも今日はなぜか続きが言えた。「司し祭さいに報告するならしてもいいよ。でも僕は司祭に止められても行くよ」

　そのときドアがノックされた。「薫さん……起きてますか？」ルーシアの声だった。ベッドを這はい出してドアを開けると、パジャマ姿すがたのルーシアが枕まくらを抱かかえて立っていた。

　薫と視し線せんが合うとルーシアは視線を逸そらすように俯うつむいた。彼女は口を噤つぐんで話そうとしない。女王に会い外げ道どう祈き祷とう書しよの話を聞いてからというもの彼女はずっとこの調子だった。薫は「どうしたの？」と促うながした。

「あの……お父様が来てるんです。それで薫さんにお会いしたいと」

「僕に？」

　ルーシアは何か気まずそうにコクリと頷うなずいた。

「分かった、会って来るよ。ルーシアの部屋にいるの？」

「はい。あの……」ルーシアはおずおずと言う。「もしお父様がわたしがモン・サン・ミッシェルに行くことに反対しても、わたしは絶ぜつ対たいに行くって言っておいてください」

　早口にそうまくし立てるとルーシアはパタパタと廊ろう下かの奥おくの方へと走って行ってしまった。「ルーシア！」薫は追おうとしたが、薫の肩かたをギーエンが掴つかんだ。

「俺が行くぜ。あの様子で街に出て行かれちゃたまったもんじゃねえからな。おめえはルーシア・パパと会って来な。……なあ、薫。おめえがモン・サン・ミッシェルに行くのはあいつのためか？」

「……そうかもしれない」

「そっか。じゃあ俺も一いつ緒しよに行ってやるよ。兄あに貴きも行くことだしな」

　ギーエンはそう言って去って行った。

　薫はグレンヴィル卿きようと会うためルーシアが泊とまっている部屋へと向かった。ノックして部屋に入ると、キースと共に口くち髭ひげを蓄たくわえたスーツ姿の男だん性せいがソファに腰こしを下ろしていた。

「はじめまして、深ふか津つです」

「スローンヴェリー伯はく、アルフレッド・グレンヴィルです。よろしく」

　彼は席を立ち、握あく手しゆを求めてきた。キースは「では私は外で」と部屋を出て行った。

「こうしてお会いするのは初めてですな。あの子からの手紙で聞いているので初めて会った気はしませんが」

「そうですね、僕もルーシアから……あ、いや、お嬢じようさんから話を聞いています」

「『ルーシア』と呼よびつけにされて結けつ構こうですよ。貴方あなたのような若わかい人に娘むすめを『お嬢さん』とか言われると逆ぎやくにむず痒がゆい。……それで、あの子は私をどう言ってましたか？」

「あ、いや、その……」

「どうせ『口うるさくって心しん配ぱい性しようの親おや馬ば鹿か』というところでしょう？」

「そこまでは……」

「まあ女の子の父親というのはそんなものですよ」

　グレンヴィル卿は穏おだやかに笑った。ルーシアから聞いていた印象ではまさにその『口うるさくって心配性の親馬鹿』といった印象──ぶっちゃけ怒おこりっぽいときのルーシアをそのまま男性にしたような印象──だったのだが、目の前の男性は物静かで、仕草の一つ一つからも洗せん練れんと知性を感じさせる人物だった。

「そろそろ本題に入りましょうか」

「明日のことですね？」

「もちろん」

「反対なんですか？」

　もちろん……と即そく答とうするかと思ったが、グレンヴィル卿はしばし沈ちん黙もくしてから答えた。

「正直言えば反対です。私はあの子が貴方の元に派は遣けんされるときも大反対しました。貴方を前にしてこんなことを言うのは何ですが、異い教きよう徒との元などに可愛かわいい娘を行かせてなるものかと抵てい抗こうしました。ですが最終的には女王が勅ちよく命めいを出す形であの子の派遣が決まりました。が……今思うと女王には何かが見えていたのではないかと思っています」

「夢ゆめ見みの力ですね」

「ええ。たまたまあの子が選ばれたというのを私は信じていません。女王は最初からあの子を指名するつもりだったような気がしてならないのです。そして今回の任にん務むです……」グレンヴィル卿は一度言葉を切った。「今回の任務、外道祈祷書に関することではないのでしょうか？」

　極きわめて秘ひ密みつ裏りの話であったので薫は言葉に詰つまった。だがその沈黙は自白したも同じだった。グレンヴィル卿は「やはりそうですか……」と呻うめくように言った。

「先さき程ほどあの子と話したのですが、『今の』あの子が私にあんなに逆さからうのは初めてでした。何か酷ひどく思い詰めているようで……。あの子がいつか立ち向かわなければならないことだとは分かっているんですが、やはり父親としては心配なのですよ」

　グレンヴィル卿は肩を竦すくめた。

「でもあの子は絶対に行くでしょう。私にできることは、貴方に『娘をよろしく頼たのむ』と頭を下げることだけです」

「いいえ、僕はルーシアに何度も助けられています。だから今度は僕がルーシアを助けます。そしてアイリスやクラウディアさんを助けて帰って来ます」

「……あの子はいい人の所に派遣されたようですな」グレンヴィル卿はようやく相そう好ごうを崩くずした。「あの子は日本ではどうですか？」

「どっちの彼女も元気です。学校にもすっかり解とけ込こんでいるし。そういえば今度友達とキャンプに行くそうです」

「ほう……あの子に友達ができたのですか。何せあのような身体からだですから表に出すこともできず、ずっと家に閉とじ込めてばかりだったのですが、間ま違ちがっていたのかもしれませんな」

「学校で変身するとちょっとマズい感じになるけど、それはそれで何かごまかせるものです」

「苦労をかけているようですな」

　とそのとき、廊ろう下かの奥おくの方から何かをぶん投げる音が聞こえてきた。エレベータ前にソファの置かれたホールがあったから、そこの何かだろう。「このバカトゲっ！　よくも人が抵てい抗こうしないと思って散々殴なぐってくれたわねっ！」「な、何だよてめえいきなり凶きよう暴ぼうに……うおっ、痛いてぇだろっ」どうやらもう一人のルーシアに変身したようである。

「止めてきますね。向こうに行く前にギーエンがぼこぼこにされちゃう」

「苦労かけます」

　グレンヴィル卿は笑った。薫は笑えみを返し、壮そう絶ぜつな喧けん嘩かが始まっているホールの方へと歩き出した。



    

  
    
      　ＡＣＴ．３　深遠へと潜る者たち、策謀する者たち






　薫かおるたちを乗せたバンはブルターニュとの境さかいに近いサン・マロ湾わんへ続く道を走っていた。太陽はまだ昇のぼり切っておらず薄暗く、昨夜遅おそくから降ふり始めた霧きりのような小雨のせいで視界は悪かった。だがモン・サン・ミッシェルから見つからないよう潜せん入にゆうするにはもってこいだった。

「あとどれぐらいですか？」

　助手席のエドモンドに訊たずねると「もう少しだ」と少し眠ねむたそうな声が返ってきた。

　あれから薫たちは、ほとんど寝ねる間もなくイギリス軍のセスナ機で海かい峡きようを越こえてフランスに渡った。車の中にいるのは五人。後部座席には薫とルーシアとギーエン、助手席のエドモンド。ここまでがモン・サン・ミッシェルに潜入するメンバーで、そしてキースがハンドルを握にぎっている。

　ふと気づくとルーシアはネックレスで首から掛かけたアミュレットをじっと見つめていた。それはイギリス陸軍ＳＡＳSpecial Air Serviceの装そう備びの一つで、『帰き還かんの宝ほう石せき』と呼よばれている。厚あつい岩がん盤ばんに閉とざされた地下深くからは通つう常じようの電波は届とどかないので、先せん遣けん隊たいはこれによって生せい存ぞん確かく認にんの波動をイギリスまで送る仕掛けになっている。上にいる連中が連中だから生存確認は極きわめて短い波動を定時に送っていたが、二日前に魔族たちがモン・サン・ミッシェルで何かを始め魔ま導どう防ぼう壁へきを張はったため、連れん絡らくは途と切ぎれていた。

　もちろん妨害に負けたからではなく、それに魔力を注ぐ人間が誰だれもいなくなったために生存確認の波動が来なくなったことも十分に考えられた。だが彼女の眼まな差ざしはそのことに想そう像ぞうが向いてしまっているようにしか見えなかった。

「生きてるよ、絶ぜつ対たいに。クラウディアさんが死ぬはずないもの」

「……別にあんなクソババアの心配なんてしてないわよ」

　彼女はアミュレットを服の中に戻もどした。今日の彼女はいつものローブの下にイギリス軍のアーミールックといういでたち。薫とエドモンドもその格かつ好こう。ただしギーエンだけは流りゆう儀ぎを崩くずさず相変わらず革かわジャンのパンクス・スタイルで、さっきもエドモンドとそのことで喧けん嘩かしたばっかりだ。

「もうすぐ着くみたいだけど、あんたの方は準じゆん備びできてる？」

「だいたい」

　薫はＳＡＳが用意してくれたリュックをポンと叩たたいた。中には携けい帯たい用の食料と水、ロープやハーネスといった登山に使う道具と、寝ね袋ぶくろなどのキャンプ用具が一通りコンパクトにまとめられて入っている。半分は触さわったこともないような道具だったが、ＳＡＳのマニュアルをバンの中で読み、おおまかな使い方は頭の中に叩き込んだ。

「ルーシアの魔ま術じゆつがあるんだったらランタンとオイルは置いて行った方がいいかな？」

「休むとき暖だんを取るのに持って行った方がいいわね」

「長く……かかるのかな？」

「さあね。リュックの中に入っている食料は二日分、飲料水は三日分だけだからいずれにせよ三日半がデッドラインってとこね。人間が水なしで活動できるのは半日が限げん度どだから。それ以上いたら二重遭そう難なんになっちゃうわ」

　車は減げん速そくして路ろ傍ぼうに停とまった。「着いたぞ」と運転していたキースが言い、薫たち四人はバンから降おりた。そこはまだモン・サン・ミッシェルの数百メートルも手前だった。周囲にはモン・サン・ミッシェルまでをつなぐ道路以外は何もなく、だだっ広い草原が広がっている。霧きり雨さめの中に微かすかにモン・サン・ミッシェルの修しゆう道どう院いんの尖とがった屋根が見えた。

「さ、急ぐぞ。こっちだ」

　先遣隊の潜入のときに途と中ちゆうまで同行したエドモンドがＧＰＳ携帯を見ながら草原の中を歩き出した。「ったく、命令すんじゃねえよ、クソ兄あに貴き」などとぶつぶつ言いながらギーエンがエドモンドの後を着いて行き、霧雨の中に消えた。

　少し離はなれた所には『ルレ・サン・ミッシェル』という観光客のための有名な高級ホテルがあり、ここには魔族のお供ともをして来たがモン・サン・ミッシェルには泊まり切れなかった使徒たちが何人か宿しゆく泊はくしているのが確かく認にんされている。こんな所でいつまでも姿を晒さらしているわけにはいかない。

「じゃ、わたしたちも行きましょうか」とルーシアが言ったとき、車の運転席からキースが薫のことを呼よんだ。彼は同行を許ゆるされておらず、このまま帰き還かんすることになっている。薫に代わってルーシアが「何よ？」と訊たずねるが、キースは「いえ、小こ僧ぞうにちょっと言っておきたいことが……」と言葉を濁にごした。どうやらルーシアには聞かれたくない話らしかった。薫は「ちょっと待ってて」と言って彼の方へと向かった。

「小僧、私にはお嬢じよう様さまが少し冷静さを欠いているように見える」

　キースはそう切り出した。冷静さを欠いている、とは彼が主人のルーシアに使うにしてはずいぶんな言葉だった。

　ルーシアより十歳さいほど年上の彼は、ルーシアが生まれたときから彼女に仕えるためだけに育てられた。まだ彼が薫ほどの年ねん齢れいだった頃ころから遊び相手としてルーシアの家に出入りし、ルーシアの中に外げ道どう祈き祷とう書しよが入った後、その秘ひ密みつを他言できぬよう『契けい約やくの呪じゆ縛ばく』の術を掛かけられて正式に彼女の従じゆう者しやとなった。以来、多くの従者がルーシアに仕えては、秘密を知りそうになって解かい任にんされてきたが、キースだけはずっと彼女に仕え続けている。

　薫が断だん片ぺん的に知っている二人の関係はそれぐらいだ。『契約の呪縛』は黒魔術で、限かぎりなく呪のろいに近い強きよう烈れつな呪文らしいが、敢あえてそれを受け入れたことを本人がどう思っているか、またルーシアがどう思っているか薫は知らない。ただ彼はどんなときでも、自分の人生をルーシアに捧ささげることに何の躊躇ためらいも後こう悔かいも抱いだいていないように見えた。

「あの書が関かかわっているのだな？」

　キースもグレンヴィル卿きよう同様、そのことを言い当てた。薫は「はい」と頷うなずいた。

「……私は何か嫌いやな予感がしてならぬ。外道祈祷書などという物に、それを持つお嬢様が近づいていいのか……いや、そもそも人間がそれに触ふれていいのか……。小僧、お嬢様が無茶をしないようよく見み張はっていて欲ほしい。いざとなったらそんな物は諦あきらめ、先遣隊を救出して戻って来てくれ。お嬢様をよろしく頼たのむ」

「分かりました」

　キースは薫に握あく手しゆを求めてきた。握手をするとキースは「ああ……ただしあの女め狐ぎつねは置いてくるんだぞ」とかなり本気の顔で言い、走り去って行った。

「……何の話をしてたの？」

「『お嬢様をよろしく頼む』だって」

「何よ、キースの奴やつ。いつまでも人のこと子こ供ども扱あつかいしちゃってさ」

　ルーシアは頬ほおを膨ふくらませてエドモンドたちの方へと歩き出した。薫も彼女の後を追って行った。

　霧雨の向こうから鳥の鳴き声のような音が鳴った。連れん絡らく用の笛の音だった。薫とルーシアはそちらへと走り出す。ギーエンとエドモンドが木の根元にしゃがみ込んで薫たちを手て招まねきしていた。

　草が生おい茂しげった地面に、よく見れば正方形の溝みぞが走っていた。一辺約一メートルほど。エドモンドはその正方形の内側の地面をほじくる。すると錆さび付いた扉とびらの取っ手らしき物が現あらわれた。

「手伝ってくれ。かなり重い」

　男三人が持ち上げると、ギギッ……と錆び付いた金きん属ぞくが軋きしむ耳みみ障ざわりな音と共に扉が持ち上がり、石いし造づくりの階かい段だんが見えた。冷たい空気とカビの臭においがぶわっと噴ふき出してきた。

　ルーシアはローブのポケットから魔ま導どうの力を封じたランタンを取り出し、中へと放った。急きゆう傾けい斜しやの螺ら旋せん階段が地下深くまで続いていた。昨夜女王の魔術で見たセント・マイケルズ・マウントの隠かくし通路とそっくりだった。

「エドモンドさんは先遣隊がここに潜せん入にゆうしたとき、どこまで同行したんですか？」

「ここまでだ。中には入らなかった。この下に何があるかはもう分からない」

　まずはルーシアが中に入り、続いて薫とギーエン。最後に入った二人が中から扉を持ち上げ、その隙すき間まからエドモンドが滑すべり込こんで扉が閉しまった。扉が閉まりルーシアの魔導のランタンだけになると、やけに暗く感じた。

「さあ、ここからが本番だぞ」

　　　　◇




　モン・サン・ミッシェル──。

　この小高い丘おかに造られた修しゆう道どう院いんの周囲には石造りの多くの民家が軒のきを連ねている。普ふ段だん、その中世の町さながらの景色けしきは観光客たちを喜ばせカメラのシャッターを切らせているが、今は観光客も住人も退たい去きよさせられ、ハエレティーコールム会議のためにやって来たロードの代理人たちとそのお供の使徒たちの宿泊に使われていた。

　小こ振ぶりな平屋に宿泊していた桂かつら木ぎ真ま澄すみは窓まどを開き、霧きり雨さめの立ちこめる街路を眺ながめた。

「会議は何時からだったっけ？」

　真澄はベッドに半はん裸らで横になっている美少年に訊ねた。さすがに全すべての来客一人ずつに家を用意することはできず、真澄はアルフェルムの使徒の一人と相部屋になっていた。見た目は十五歳さいぐらいの、金色の髪かみをした相当の美少年である。

「確たしか八時からだと思ったけど」

「あんがと」

「い、いや、別に大したことじゃ……」

　美少年は何だかどもった声で言った。彼は元はどこかの国の駐ちゆう日にち大使の息子むすこだったのだが、数年前にアルフェルムに見み初そめられて主人の欲よく望ぼうに奉ほう仕しする生き物と変えられた。今回の旅行に同行させてもらうぐらいアルフェルムに気に入られているだけあって別べつ格かくの美び貌ぼうを持つ少年なのだが、そのせいで他の使徒たちから例の八十年代の少女漫まん画がを地でいくいじめに遭あっていた。別にいじめられている者同士というわけではないが、そういうのが気に食わないので庇かばったら、何な故ぜか真澄に懐なついてしまい、昨夜も隣となりのベッドから妙みような秋波を送ってきたものだ。

（……ったくよせよ）

　背はい後ごからちらちらと自分の背せ中なかを盗ぬすみ見ている気配に真澄はため息をついた。もし使徒同士でできてしまおうものなら、アルフェルムから死よりも残ざん酷こくな罰ばつを受けることになる。実じつ際さい、それをでっち上げられて真澄は排はい斥せきされかけたこともあった。あの屋や敷しきは陰いん謀ぼう渦うず巻まく宮中……と言うか、愛あい憎ぞう渦巻く宦かん官がんたちの後宮のような場所であった。

　さてそんなことより……と真澄は背後の視し線せんを無視して腕うで時ど計けいを見た。午前七時を少し過すぎたところ。あと一時間ほどでロードとロードの代理人たちによるハエレティーコールム会議が開かれる。中世のごとき街を会議に出席する魔族やその従じゆう者しやたちがちらほら、丘の頂ちよう上じようの修道院に向けて歩いている。

　アルフェルムとトゥロワヌが顔を合わせるのは実に八百年ぶりのことだそうだ。

　議題に関する噂うわさが飛び交かっており、魔族たちはそれを詮せん索さくし合っていた。十二人のロードの下もとでその数だけの派は閥ばつに分かれている魔族たちは、この会議次し第だいでは自分らの権けん力りよくが削けずられたりあるいは奪うばわれたりするのではないかと気を揉もんでいた。

　自分を含ふくめアルフェルムの連れて来た使徒たちは「何か聞いてないか？」と何人もの魔族たちに訊たずねられた。何も聞いていない他の使徒たちは困こまったように首を捻ひねっていたが、真澄だけは想そう像ぞうがついていた。

『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』──

　もう数百年も歴史から姿すがたを消しているというのに、魔族たちはその名を口にすることさえ忌き避ひしている。先日のオークションを襲おそった首しゆ謀ぼう者しやと思おぼしき魔族はその配下の者であった。今日の出席者の魔族たちに訊ねられても真澄はとぼけたが、もうすぐ開かれる会議でその忌いまわしき名は魔ま族ぞくたちの社会を揺ゆるがすはずだ。

（どうするんだ我わが君きみは。あいつらを始末するのか……それとも……）

　その配下のうちの一人、ハーシュハイザーとかいう魔族こそ、真澄が十年間追い続けてきた両親の仇かたきだった。あの男を殺すために真澄はこれまでの全すべての人生を捧ささげ、アルフェルムの使徒となることさえ受け入れたのである。

「……真澄さん？」

　背後から美少年が不安そうな声を掛かける。真澄はびくっとして振ふり返った。

「何か危あぶない気配を発しているんだけど……大だい丈じよう夫ぶ？　真澄さんって、ときどきそういう怖こわい顔をするよね？」

「……何でもねえよ。俺たちも準じゆん備びをしとこうぜ」

　もちろん自分ら使徒ごときはハエレティーコールム会議とは何の関係もないが、アルフェルムが会議に退たい屈くつして抜ぬけ出して自分らに何かを命令するとかありそうだ。……何だよ、俺っていい使徒じゃねえか。真澄は苦笑いした。

　と──服を着き替がえた真澄が朝食のテーブルに着こうとしたときだった。

　真澄の視界に修道院へと向かう一人の男の姿すがたが飛び込んできた。真澄は硬こう直ちよくした。

「……どうしたの真澄さん？」

　美少年が怪け訝げんそうに訊ねるが真澄は硬直したままだった。真澄は穴あなが空くほどにその男を凝ぎよう視ししていた。その男は長い白はく髪はつをたなびかせて建物の陰かげへと消えた。

「てめえ、待ちやがれ！」

　美少年が「ね、ねえっ」と呼よび止めるのも聞かず、真澄は家を飛び出した。

　早朝の石いし畳だたみの街を走り真澄は男を追った。間ま違ちがいなかった。名前は知らないが、あのときハーシュハイザーと一いつ緒しよにいた魔族だった。

「おいっ！」

　道を曲がった所で追いついた真澄は怒ど鳴なりつけるように白髪の男を呼び止めた。不ふ快かいそうに振り返った男であったが、真澄の姿を見ると「ほう」と口元に笑いを浮うかべた。

「お前も来ていたのか」

「『来ていたのか』じゃねえだろうっ。我が君のパーティを滅め茶ちや苦く茶ちやにしておいて、よくもまあ来れたなっ。てめえは死にてえのか！」

　そしてこの男こそ、今回のハエレティーコールム会議の議題となっていたはずの男。みすみすこんな場所に来るだなんて、死にたいとしか思えない。

「ロードのお二人は私に対して何か誤ご解かいをされているようだから、訂てい正せいをしに来たのだ。むしろ、ロードの召しよう集しゆうを無視することの方が自殺行こう為いだな」

「しゃあしゃあとてめえはっ！」

　真澄は短い術言ワードを唱え異い空くう間かんから愛用の杖ロツドケラウズランブラを取り出すと、男に先せん端たんを向けた。攻こう撃げき用の術言ワードはまだ唱えていなかったが、真澄の迸ほとばしるほどの憎ぞう悪おを吸すって、ケラウズランブラが小さな稲いな妻ずまを発生させていた。

「あいつはどこだっ。てめえと一緒にいたあの大男はっ」

　真澄が全身に殺気を漲みなぎらせているというのに、男は軽けい蔑べつしたような薄うすら笑いを浮うかべたままだった。

「ああ、ハーシュハイザーのことか。奴やつは今日は来ておらぬ」

「どこにいるっ」

「なぜ答えねばならない？」

「奴は……奴は俺の親父おやじとおふくろを俺おれの目の前で食いやがったからだっ」

「それがどうしたというのだ？」

「な……」

　真澄は絶ぜつ句くする。

「餌えさを二匹ひきばかり食くらったからといって、なぜ我われ々われが貴き様さまらに謝しや罪ざいしなければならぬのだ？　しかもお前が白銀ミスリルの盟主ロードの使徒となるより前の話だろう？　珍めずらしい話でもあるまいに」

　真澄の瞳ひとみに狂きよう気きが宿った。かつて『イカれた下げ法ほう使つかい』と呼ばれていた頃ころの、魔族を見ると激げつ昂こうして飛び掛かっていた真澄の目であった。騒さわぎを聞きつけて周囲にモン・サン・ミッシェルに逗とう留りゆうする魔族や使徒たちが集まり始めていたが真澄の目には入っていなかった。

「……忘わすれてたぜ、こういう感覚を」真澄は術言ワードを唱え始める。アルフェルムの屋や敷しきの禁きん忌き魔ま術じゆつ書庫で学んだ強きよう烈れつな黒魔術。初めて相手の顔に緊きん張ちようが浮かんだ。「使徒連中と馴なれ合っちまったりして俺らしくなかったぜ。俺はてめえらを皆みな殺ごろしにするために生きているんだったよ」

　と、真澄が術を完成させようとしたときだった。

「……なに考えてんのよ、あんた」

　背はい後ごに唐とう突とつに気配が現あらわれた。女の声だった。え……と思う間もなく手刀が叩たたき込まれて手にしていたケラウズランブラを叩き落とされた。次の瞬しゆん間かん真澄は足を払はらわれてバランスを崩くずし、石畳に顔面から突つっ込んでいた。真澄の足を払った人物は間かん髪はつを容いれず真澄の上にのしかかり、腕うでを背後で固めた。いくら不意を突かれたとはいえ、体術にそれなりの自信を持つ真澄が抵てい抗こうする間もなく拘こう束そくされてしまった。

「ここをどこだと思ってるの？　漆しつ黒こくのロード、トゥロワヌ様のご領りよう地ちよ」

　冷れい酷こくな殺意に彩いろどられた冷たい声と噎むせ返るような色気。腕を掴つかむ革かわ手て袋ぶくろの感かん触しよく。真澄は地面に押おしつけられた体たい勢せいで首を捻ひねる。

「てめえは……」

　そこにはレザーのライダースーツに身を包んだ女がいた。褐かつ色しよくの肌はだとトゥロワヌの紋もん章しようが刻きざまれた眼がん帯たい。真澄はその女を知っていた。ヴァルデリー。以前一ひと悶もん着ちやくあった、トゥロワヌの使徒の女だった。

「失礼をいたしました、イレウス様」ヴァルデリーは白髪の男に頭を下げた。「この男はミスリルのロードのご意向を伺うかがった上で我われ々われで処しよ罰ばついたしますので、どうぞお怒いかりをお収おさめ下さい」

「警けい備びの者か？」

「はい。トゥロワヌ様の使徒でヴァルデリーと申します」

「このような男を野放しにしておくようではトゥロワヌ卿きようの警備もなってないと謗そしりを受けることになるぞ」

　ヴァルデリーは「いえ、これはマスターではなく、わたしの失しつ態たいにございます」ともう一度頭を下げた。イレウスと呼よばれた白髪の魔族は真澄に嘲ちよう笑しようを向けてから修道院へと向かって歩き出した。

「待てって言ってんだろっ」

　真澄は叫ぶが、ヴァルデリーの腕に力が籠こもり、肩で「ごきり」と嫌いやな音がする。肩が外はずされ激げき痛つうが走った。

「やめておきなさい、真澄。あのお方は今日の会議の出席者。これ以上騒いだら、あんたじゃなく、あんたのマスターの責せき任にんになるわよ」

　真澄の身体からだから力が抜ぬけていった。イレウスの姿が見えなくなるとヴァルデリーは真澄の上から降おりた。真澄は立ち上がり、自分で外された肩を入れた。ヴァルデリーはくいっと顎あごで修道院の方を指した。

「おとなしくついて来なさい。下へ手たな真ま似ねをすれば死ぬわよ」

　いつの間にかヴァルデリーの他ほかにも幾いくつもの剣けんのんな気配が人ひと垣がきの向こうから囲んでいた。真澄は黙だまってヴァルデリーの後に続いた。山さん頂ちようまで行くと、イレウスが向かった正門の方ではなく裏うら門もんから修道院へ入った。慌あわただしく給きゆう仕じたちが仕事をしている横を抜け、真澄は地下の一室の前に連れて行かれた。「入りなさい」ヴァルデリーはドアを開けて言った。

「……何だよここは？」

　てっきり牢ろう屋やに入れられると思っていたのだが、そこはどう見ても牢屋ではなかった。数メートル四方の狭せまい部屋で、脱ぬぎ捨すてた服が置いてあるベッドと、周囲にはささやかな調度。「わたしの部屋よ」ヴァルデリーは部屋に入って行き、蝋ろう燭そくに火を点つけてベッドに腰こし掛かけた。

「……何でてめえの部屋に来るんだよ。俺は牢屋に連れてかれるんじゃねえのかよ」

「そんなに行きたいなら案内してあげるけど、そこに入れられて生きて出て来た者はいないわよ。それよりわたしを抱だいていったら？　どうせ会議が終わるまで暇ひまでしょ？」

「てめえはそればっかだな」

　真澄は苦笑いしながら部屋の中に入りドアを閉しめた。もちろんこんな女に手を出すつもりはない。この女は主人への忠ちゆう誠せいと、殺さつ戮りくの愉ゆ悦えつと、セックスへの欲よく望ぼうでできているような危き険けん極きわまりない女だった。

「まずいんじゃねえのか？　会議のゲストに襲おそい掛かった男を放ほうっておいたんじゃ」

「別にいいわよ」ヴァルデリーはつまらなそうに言って顔を背そむけた。「どうせわたし、もうマスターから見み限かぎられているから」

　その言葉で真澄は部屋があまりに貧ひん相そうなことに気づいた。この女はトゥロワヌが紋章を下か賜しするほどの懐ふところ刀がたなでおまけに愛人も務つとめているはずなのに、ここはトゥロワヌがこの女を抱きにやって来るような部屋ではなかった。

「……俺のせいか」

　三か月前に起きた、高校の地下にあったケルベロスにまつわる事じ件けん。この女は不ふ思し議ぎな力を帯びたケルベロスの遺い骸がいを破は壊かいし、それに関かかわった人間を皆みな殺ごろしにするようトゥロワヌに命じられて日本にやって来たのだが、夢ゆめの中の世界で妹いもうと弟で子しのルーシアが殺されそうになったもので、結果的に真澄はこの女の任にん務むを邪じや魔ますることになったのである。

「そうね。貴方あなたのせいね」

「俺を誘さそって殺す気だったのか？」

「ただ誰だれかと寝ねたかっただけよ。他にすることもないし」

「あのトゥロワヌが殺さないで手元に置いておいてくれたんだろ？　怒いかりが解とければまた使ってもらえるってことじゃねえのか？」

「違ちがうわ。わたしは罰ばつを受けているの。もう永えい遠えんに愛してくださることはないのに、この命が尽つきるまで生き続けなくちゃいけないっていう罰……」

　ヴァルデリーは真澄に背を向けてベッドに横になった。艶なまめかしい身体からだのラインが身体に張はり付くようなライダースーツに浮うかび上がる。下には何も着けていないらしく、細やかな骨ほねの形や筋きん肉にくの筋すじまで革を通して見て取れた。男として生まれたのなら、どんな聖せい人じんであっても野や獣じゆうと化して組み付きたくなるような光景であったが、真澄は彼女に触ふれる気になれなかった。それはヴァルデリーを警けい戒かいしてではなかった。



    

  
    
      「わたしが使徒にされたとき、マスターは性せいの玩具おもちやとして楽しむためにわたしの身体を設せつ計けいしたの。わたしの血肉は全すべてが媚び薬やく。休まることなく発はつ情じようし続け、いつも男を求め続ける……。そうやって作られた女たちのほとんどは使い捨てだったけど、わたしは戦いでもマスターの役に立てたから側そばに置いてもらい、遊んでもらえた……。でももうわたしはマスターに声すら掛けていただけないの。ただ何の意味もなく生き続けるだけ。殺して欲ほしかったわ、マスターに」

　ヴァルデリーは真澄の方を向いた。片かた方ほうだけのその瞳ひとみは涙なみだに濡ぬれてはいなかった。ただ死人のように空くう虚きよだった。

「真澄。貴方も主人を持つ身なら分かるでしょ、この辛つらさが」

　分かんねえよ、と即そく答とうしようとした真澄だが、ふと考える。アルフェルムが自分を手元に置きながら、声さえ掛けなくなった日のことを。嫌きらわれ続けるブルームクイストよりも冷たい扱あつかい。一いつ切さいの興きよう味みを向けてもらえない永遠の時──。

「……分からねえよ。そんなもの分かるもんか」

　真澄はヴァルデリーから顔を背けて言った。

　修道院で鐘かねが鳴った。時計は七時半を指していた。あと三十分ほどで、魔族のこれからを大きく左右する会議が始まる。

　　　　◇




　野原にある入口から潜せん入にゆうした薫たちは長い螺ら旋せん階かい段だんを降おりて行った。

　ぐるぐると弧こを描えがきながら同じ光景の階段を降りていると、距きよ離り感覚というものが失われていく。薫は腕うで時ど計けいを見た。もう十分も降りていた気がしていたが、まだ入ってから五分と過すぎていなかった。距離感の喪そう失しつは時間感覚の喪失に直結するようだ。

　それからしばらく降りて階段が終わり小部屋に出た。五メートル四方ほどの狭せまい小部屋。降りた方向の真正面にドアがポツンと一つだけあり、ドアを開くと石いし造づくりの直線の道が続いていた。

「何もかもセント・マイケルズ・マウントの映えい像ぞうと同じね」

　ルーシアが言った。薫は「そうだね」と頷うなずいた。一行はドアを潜くぐって一直線の道を歩き出した。

　先頭はエドモンド。続いて薫とルーシア。しんがりにギーエン。ルーシアの用意して来た魔導のランタンはエドモンドの少し前をふわふわと浮いてついて行っている。

　真まっ直すぐに続く石造りの道は、湿しつ気けはあまりなく空気が乾かわいていた。ここらはもう海の下のはずだが、よっぽど厚あつい岩がん盤ばんの下にあるのだろう。

「何もかもが同じ。階段の作りだとか小部屋の具合だとか。数えてみたら階段の数さえ同じかもしれないわ」

　強い興きよう味みを覚えたらしいルーシアは、魔力を節約するために魔導のランタンを作ってきたというのに、術言ワードを唱えて自分用の新たな魔術の明かりを作り、しげしげと壁かべを眺ながめた。

「でもおかしな話よね」

「え……何が？」

「だってそうじゃない。あのだだっ広い部屋に『落丁の一頁ページ』があることが分かってるなら、わざわざレプリカセント・マイケルズ・マウントを作ったりしてないで、さっさと取って来ちゃえばよかったでしょ？」

「あ、そうか……」薫は少し考えてから言う。「あの広間までこの通路からほんの短い距離しかなかったんだから、あそこにあるとすると、何で先せん遣けん隊たいがそんなに時間がかかったのかも説明がつかないや。少なくとも先遣隊は二日間は探たん索さくを続けて、生せい存ぞんの信号を送って来たんだもんね」

「んなもんグダグダ考えてたってしょうがねえだろ、おめえら」と後ろからギーエンが言った。「もうすぐそこに行くんだから、否いやが応おうでも分かるだろうが」

「うっさいわね、このトゲトゲ頭は。あんたはもうちょっと物事を考えてから行動しなさいよ。そんなんだからあんたの頭はそんなトゲトゲになっちゃうのよ」

「髪かみ型がたは関係ねえだろ、クソ貴き族ぞく」

「いちいち人のことを呼ぶときに『ＳＨＩＴシツト』だの『ＦフＵア……』」さすがにＦで始まる四文字の単語は女じよ性せいのルーシアには口にできないようだ。「……そういうのをつけるのよしてよね。ほんとにパンクスって下げ衆すなんだから」

「てめえだってあのエロ女おんな魔ま術じゆつ師しを呼よぶときにいつも『クソ』をつけてんじゃねえか」

「あのクソババアは呼ばれて当然のことをやってきたからいいのよっ」

　二人の威い勢せいのよい啖たん呵かに挟はさまれて薫がオロオロしていると、先頭を歩いていたエドモンドが振ふり返りもせず言った。

「……いい加か減げんにしておけよ、ジョニー。この上に魔族が山ほどいるのを忘わすれたのか？」

『ジョニー』というのはギーエンの本名である。彼の弁べんによれば「俺はジョニー・ロットンよりシド・ヴィシャスの方が好きなんだよ」だそうで、ジョニー・ギーエンではなく勝手にシド・ギーエンと名乗っている。

「わ、分かってるよ、兄あに貴き。でもこのクソ貴族がくだらねえことをぺちゃくちゃと喋しやべってやがるからよ」

「グレンヴィルのお嬢じようさんの話は興きよう味み深ぶかい。だがお前の話はつまらん」

「そんな言い方はねえだろうがよ。それから俺のことを『ジョニー』って呼ぶのはやめろよ。そんなダセえ名前なんざ御ご免めんだぜ」

　エドモンドが足を止めて振り返り、ギロリとギーエンを睨にらみつけた。魔術師協会の重じゆう鎮ちんにも気き後おくれしない傍ぼう若じやく無ぶ人じんを絵に描かいたようなギーエンが「うっ……」と思わず後ずさる。

「いいな、ジョニー」

「わ、分かったよ」

　どうやらギーエンは相当に兄のエドモンドが苦手のようだ。

「それからグレンヴィルのお嬢さん。申し訳わけありませんがご講こう義ぎは一度中ちゆう断だんしてください。そろそろ着いたようです」

　道は行き止まりになり、一行は足を止めた。セント・マイケルズ・マウントと同じように壁かべ石いしに切れ目が走り、イギリス王家の紋もん章しようが付いた隠かくしスイッチがあった。

　薫はスイッチを押おす。床ゆかを擦こすりながら回かい転てん扉とびらが開き、短い階かい段だんが現あらわれた。階段の先もまた回転扉になっており、階段の一番上の段を探さがすと傍はた目めには石が落ちているようにしか見えないスイッチが見つかった。

　薫は壁に耳を当て、壁の向こうに耳を澄すました。イギリスのそれと構こう造ぞうが同じならば、もうこの向こうの通路はモン・サン・ミッシェルの修しゆう道どう院いんとつながっている。イギリスのそれの場合は長いこと地下スペースは誰だれも知らないままであったが、魔族たちはすでにここを発見していて、見回りの使徒がいないとも限かぎらなかった。

　壁の向こうは静まり返っていた。何の気配もない。薫はポケットの中から宝ほう石せき化かしたブラディミールを取り出して握にぎり締しめた。この剣つるぎは闇やみの者の接せつ近きんを知らせる。ただ、自分ブラデイミールにとって斬きるに値あたいする敵てきにしか反はん応のうしない我わが儘ままな剣ではあるのだが。

　反応はない。薫は仲間たちに目で合図をしてからスイッチを押した。ガリガリという石が擦れ合う大きな音と共に扉が開いていく。

「ちょっと……これってどういうこと？」

　ルーシアがポカンとして言った。ギーエンは通路に足を踏ふみ出し両側をキョロキョロと見み渡わたし、「何で道が二つに分かれてんだ？」と言った。

　初めてセント・マイケルズ・マウントとの差さ異いが出た。セント・マイケルズ・マウントでは扉の向こうは行き止まりの壁から一直線の道になっていたのに、こちらは通路途と中ちゆうの側そく壁へきが扉の出口になっていて、左右に道が分かれていたのである。

「おい、クソ貴族。どっちに行きゃあいいんだよ。何か偉えらそうに講こう釈しやくを垂たれてたんだから分かるだろ？」

「あんたねえ……」

　愛用のロッドを握にぎるルーシアの手に力が籠こもっていったが、それより早くエドモンドが「いい加か減げんにしろ、この馬ば鹿かが」とギーエンの頭に問答無用の鉄てつ拳けんを振ふり下ろした。

　エドモンドは自分のリュックから携けい帯たいＰＣを取り出した。開くと自動でディスプレイの電でん源げんが入り、そこに航こう空くうレーダーのような網あみ目めと真っ白な光の点が現れた。光の点はディスプレイに一直線のラインを引いていた。

　これは薫たちの移い動どうした座ざ標ひようを記録し続ける、言わばオート・マッピング装そう置ちであった。帰るときは光の点が記したラインを逆ぎやくにたどって行けばいい。ＰＣの中に、ルーシアが持つ連れん絡らく用のアミュレットと似た仕組みの魔ま導どうの宝石が埋うめ込こまれていて、それがＧＰＳの電波が届とどかないこの地下深くでも座標を把は握あくして記録している。

　エドモンドがキーボードを叩たたくと、薫たちが歩いて来たラインが消え、代わりに幾いくつかの光の点が現れた。先遣隊が安あん否ぴの信号を送って来た座標だった。

「どちらかと言えば右の方に近いな。垂すい直ちよく座標ではもっと下だが」

「少し傾けい斜しやがついていますね。確たしかに右側の方が下りになっています。反対側は登りの傾斜。こっちが地上から修道院に入るルートとつながっているって……あれ？」

「どうした？」

「地面に何かの跡あとがあります。ローラーの跡かな？　二本並ならんでる。何か重たい物を引きずったみたいな感じですね」

「何度も使われているみてえだな。それも傷きずが新しい。最近も使われたってこった。こんな所でのろのろしてるといつまた来るかもしれねえぞ」

「下に行ってみよう。小こ僧ぞう、扉を閉しめて回転扉の跡を消せ」

「はい」

　回転扉はどちら側からも閉められるが、隠しスイッチは極きわめて見づらい場所にあった。スイッチを押すとガリガリと床ゆかを削けずりながら扉が閉まり、薫は床にできた跡を靴くつで擦って消した。

　道はスロープのような緩ゆるやかな曲線を描えがいて長々と続いていた。床の傷は相変わらず続いている。百メートルほど来たところで道は終わり、粗そ末まつな木もく製せいの扉があった。

　薫は先さき程ほどのようにドアに耳を当てて耳を澄まし、ブラディミールの反応を探さぐる。とりあえず敵の気配はない。「行くよ」そう言ってドアを開いた。

　そこは小さな部屋になっていた。

「げ……何だこりゃ？」

「穴あな……みたいだね」

　小部屋の床にぽっかりと穴が空いていた。面積で言えば小部屋の床の半分以上。漢字の『回』のように中央に穴が空いていて、その周囲に足場のように床があるような状じよう態たいだった。

　ルーシアは魔導のランタンを床の穴に入れた。底は見えない。ルーシアはランタンを下へ下へと降おろしていき、ようやく床の底に着いた。ざっと二十メートルはある。そこは剥むき出しの地面があり、四方に空間が広がっていた。

「ここから降りて行ったみたいだな」エドモンドが穴の縁へりの部分を指差した。よく見ればそこには真新しい傷が付いていた。「ロープの鉤爪フツクの跡だ」

「でもよ、ロープが残ってねえぜ。切れちまって戻もどって来れなくなったのかな？」

「バーカ。大バカ。こんな所にロープを残して行ったら『誰か侵しん入にゆうしましたよー』って喧けん伝でんしているようなもんじゃないの」

「じゃあどうやって入って行ったんだよ。最後の奴は降りて行けねえし、戻って来れなくなっちまうじゃねえか」

「ホントにあんたってバカね。わたしたち魔術師にはそんな物は必要ないでしょ？」

「うっ……」ギーエンは言葉に詰つまる。「じゃ、じゃあてめえも使えるんだな」

「当たり前でしょ。簡かん単たんよ、それぐらい。浮ふ遊ゆうの呪じゆ文もんは得意なんだから」

「そこらへんにしておけ」エドモンドがうんざりした口く調ちようで間に入った。「では降りるぞ。お嬢じようさん、その魔術の準じゆん備びをして下さい」

「ちょっと待って。反対側も見て来ましょうよ」

「んでだよ。こっちに降りて行ったことは間ま違ちがいねえんだ。行ったってしょうがねえだろうが」

「バーカ。先遣隊が反対を調べないで降りちゃったかもしれないじゃない。女王陛へい下かも『神体のないレプリカ』とか言ってたじゃない。そこに『落丁の一頁ページ』があったら、任にん務むの半分は終わったようなもんでしょ。わたしが見て来るから、あんたらは先に降りてなさいよ」

「ちょ、ちょっとルーシアっ」

　薫が止めるのも聞かず、ルーシアは部屋を出て行ってしまった。

　残された男三人は顔を見合わせた。

「……仕方ない。お嬢じようさんの言うことにも一理ある。そっちも調べておこう」

　草原の隠かくし扉とびらからの横道の前を通り過すぎ、やはり百メートルほど進むと、下りの道の先にあったのと同じように粗末な木製の扉があった。さっきと同じように中の気配を探り、誰もいないことを確かく認にんする。

　が──

　扉を開けようとしたが、手が硬こう直ちよくして動かなかった。何かが違ちがう。この向こうには『何か』がある。寒気。悪お寒かん。得体の知れぬ不安感。そして息が詰まるような感覚。女王はこちらに『神体』があるのではと言った。しかしこれは『神体』などといった生なま易やさしいものではなかった。ただここにいるだけで吐はき気がしてくるような感覚。『何か』が扉の向こうに淀よどんでいるのを感じた。

「ねえ……開けなさいよ」

「う、うん……」

　薫は扉を開いた。

　漆しつ黒こくが広がっていた。セント・マイケルズ・マウントのときと同じだった。あまりに広くて光が届とどかないのである。

「同じ……なの？」

　ルーシアが呟つぶやく。しかし彼女の声はどこか自信なげだった。彼女は不安げに周囲をきょろきょろと見み渡わたしながら、身体からだを抱だき締しめる。そしてまた自信なげに「寒い……わよね？」と言った。気づけばギーエンもエドモンドも同じような仕草をしていた。

「ねえ……ギーエン。僕ぼくら、ここと同じ空間を知ってるんじゃないかな……」

「ああん？　おめぇらが女王に見せられたっていうセント・マイケルズ・マウントのことか？」

「違う……。僕らが出会ったときのミッションのことだよ」

「え？」と怪け訝げんそうな顔をしたギーエンだったが、薫の言わんとしていることに気づき「まさかお前っ」と声を上げた。

「……ルーシア。ランタンを僕に付けててくれるかな」

　ルーシアが頷うなずきパチンと指を鳴らすと、四人の周囲をくるくると浮遊していた魔導のランタンが薫の側そばへとやって来た。薫は広大な空間の中心へと歩き出した。

　ブロック状じように組み合わさった床ゆかが途と切ぎれ、石の段だんが見えた。ギリシャの神しん殿でんの基き底てい部分だけが残ったかのような巨きよ大だいな白はく亜あの台。「やっぱり……」薫は呟く。その声は震ふるえていた。薫は台の上に乗る。足の下から鼓こ動どうのような物を感じた。ドクン、ドクンと脈打ちながら、早くここを開けろとせっつく邪じや悪あくなる意思。しばらく歩くと台に真まっ直すぐな切れ目が走っていた。そう、この台に見える物は二つのパーツから成っている。台の切れ目から『何か』が溢あふれ出ているのを感じた。禍まが々まがしく、呼こ吸きゆうして吸すい込むだけで身体の中から腐くさっていくような感じがした。レイニーはこの溢れ出す禍々しい物を『瘴しよう気き』と呼よんだ。『向こう側の瘴気』と。

「……そうか……セント・マイケルズ・マウントはこれのレプリカだったんだ……」

「ねえ薫っ、これって何なの!?」

　ルーシアが追って来て訊たずねた。しかし薫は答えずに一人で呟く。

「この施し設せつが魔族に奪うばわれたとき、ここに『これ』があることを知る人たちがイギリスのセント・マイケルズ・マウントにここのレプリカを造ったんだ。いつかあの地下の道から侵入する必要ができたときのための訓練を行う場所を……」

「何一人で納なつ得とくしてるのよっ。ちゃんと説明をしなさいよっ」

「『ゲート』だよ、これは」

「えっ……」

「僕とギーエンは日本の廃はい屋おくになったホテルの地下でこれと同じ物を見ている。間違いない。これはゲートだよ。教皇庁が喪そう失しつしたままになっていた最後のゲートだ」

　絶ぜつ句くするルーシアの手を薫は掴つかんだ。

「ここを離はなれよう。ここにいると身体が冒おかされる。『ホテル・ヒプノシス』のゲートの近くに詰つめて警けい備びをしていた人たちは、このゲートの隙すき間まから漏もれる瘴気を吸すって精せい神しんに異い常じようをきたしかけた。しかもこのゲートは前のやつより溢れ出て来る物がずっと多い」

　薫はルーシアの手を引いて台の下へと向かって歩き出した。薫は自分で言った言葉の意味するところに震ふるえた。つまり、このゲートはもう開きかけているということであった。レディ・キィの血を垂たらさねばもう間もなく開いてしまうのだ。

（急がなくちゃならない。早くここにレディ・キィを連れて来なければ……）

　だがそれはそのレディ・キィである女じよ性せいに死を求めねばならぬということであった。あのゲートの上で死んでいったソフィア・リヴィエール。薫の手の中でゆっくりと命の火を消した彼女の身体の感かん触しよくまで思い起こされ、薫は吐はきそうになった。

　台を降り、薫がエドモンドにこれが何であるかを説明しているときだった。

「痛いたっ」

　薫は声を漏らした。

「どうしたの？」

「……まずい」

　薫が手の中に握にぎったままになっていたブラディミールが鋭するどい痛みを薫に与あたえたのだ。手を開くと赤い宝石が微かすかに光を放っていた。

「ルーシア明かりを消せ。誰か近づいて来ているっ」

「なっ……」

　声を上げそうになるのを堪こらえてルーシアは素す早ばやく明かりを消した。明かりが消え、真の暗くら闇やみが薫たちを覆おおった。微かすかにガラガラと何かを転がすような重い音が聞こえてきた。

　一同はハッとする。何かをローラーのついたトロッコのような物に載のせこちらに運んで来ているのだ。さっきの道にあったあのローラーの跡あと。つまり、まっすぐにこちらに向かって来ているのである。

「戻もどるぞっ」

　薫たちは元来た道を走り出した。扉を抜ぬけ、通路を走る。足音を殺すためそれほど速度は出せない。

　薫たちはどうにか侵入路の分ぶん岐き点てんまで戻って来た。まだ背はい後ごから足音は聞こえない。エドモンドは隠かくし扉のスイッチを押した。ガリガリっという大きな音が立ち、草原に続く道が現れる。エドモンドが「行くぞ」と顎あごでそちらを指す。

「ちょ、ちょっと待ってよっ。何でそっちに行くのよ。下に行かないとっ」

「馬ば鹿かかてめえはっ。一度戻って……」

　大声で喧けん嘩かを始めようとするギーエンの口を薫は塞ふさぎ、ルーシアに言った。

「一度戻って、ここにゲートがあることを報ほう告こくしなくちゃならない。僕らにとって何より重要なのは、ゲートを開かせないことだ」

「嫌いやよっ。今回は上う手まく潜入できたけど次は上手く入れるかどうか分からないじゃないっ。わたしは『落丁の一頁ページ』が必要なのよっ！」

　パンッ、と乾かわいた音が鳴った。エドモンドがルーシアの頬ほおを張はったのだ。

「いい加減にしろ。貴き族ぞくというのはそんな我わが儘ままなものなのか？」

　恐おそらくは頬を張られたことなどはないのだろうルーシアは、涙なみだを滲にじませた瞳ひとみでキッとエドモンドを睨にらみつけ、そして下りの道に向かって走り出した。

「ルーシア！」

「……仕方ない」エドモンドは舌した打うちして自分のリュックから携帯ＰＣを取り出した。「小こ僧ぞう、一いつ緒しよに行ってやれ。あのお嬢じよう様さまが捕つかまったら、このルートの存そん在ざいが上の連中に知られることになる。いいか、絶ぜつ対たいにこのルートのことは魔族たちに知られるわけにはいかないのだからな」

「分かってます」

「じゃあここでお別れだ。俺とギーエンは戻ってこのことを報告する」

「いや、俺も行くぜ。あのクソ貴族を一発殴なぐってやんねえと気が済すまねえ」

「……気をつけろよ、ジョニー」

　薫とギーエンはルーシアを追って下りの道を走り出し、エドモンドは隠し扉の向こうに戻って行った。

　行き止まりの小部屋に着いたとき、ルーシアは穴の前で術言ワードを唱えていた。

　薫はドアを閉め、耳を澄すます。例のローラーの音が遠くから微かすかに聞こえる。やはりこちらに向かって来ているようだ。薫はリュックから鉤爪フツクのついたロープを取り出し、床ゆかの継つぎ目に引ひっ掛かけた。

「ルーシア。僕とギーエンが先に降りる。ルーシアはロープを回かい収しゆうして降おりて来てくれ」

　ルーシアは「ふんっ」と顔を背そむけた。

「てめえなっ！」

　ギーエンが掴つかみかかろうとするのを、薫は間に入って止めた。

「ギーエン、お願いだから喧嘩するのは後にして。それと声が大きい」

「けっ」

　ギーエンは吐はき捨すてると、穴の縁へりに腰こし掛かけ、まるでバスタブに入るかのようにひょいと身体からだを穴の中に躍おどらせてロープに飛び移うつった。するすると身軽にロープを降りて行き、スタッ、と地面に着く音がした。

「今度は僕が行く。僕が下に着いたらすぐにロープを回収して降りて来て」

「言われなくたって分かってるわよそんなの。早く行きなさいよっ」

　今度は薫が穴の淵ふちに腰掛けてロープに飛び移り、降りて行く。

（……何だ、この臭におい……？）

　半分ほど降りると、何かツンと鼻を刺さす臭いがした。何だろうかと思ったが、今は考えている暇ひまはない。暗闇の中に微かにギーエンの姿すがたが見えて来ると、薫はロープを放して飛び降りた。

「ルーシア、早くっ」

　そう言っている間にロープが外されフックごと遥はるか上から落ちて来る。そして浮ふ遊ゆうの術言ワードを唱えたルーシアが身を躍らせた。

（え……？）

　ランタンと共に空から降りて来るルーシアは、ほとんど落下しているのと変わらない速度が出ていたのだ。

「ちょ、ちょっと……」

　彼女のためにスペースを空けていた薫だったが、落下地点に入って彼女を受け止めた。それでも勢いきおいを殺し切れず、二人は地面に転がった。

　ガシャン、という音がリュックの中でする。

（まさか……今の音……）

「あたたたた……もっとゆっくりふわふわ降りて来ると思ったのに……」

　ルーシアが腰をさすりながら言った。

「ちょ、ちょっと待ってよ。浮遊の呪じゆ文もんは得意なんじゃなかったの!?　どうやって戻もどるんだよ！」

「だ、だからそれは天然ボケ娘むすめになれば使えるようになるから問題ないでしょっ」

「なっ……」薫はさすがに絶ぜつ句くする。「そんな、ルーシアが性せい格かくがチェンジするのはいつになるか分からないし、一日とか二日とか空くこともあるじゃないか。食料と水に限かぎりがある以上、一度チャンスを逃のがしたらまた何日も待つとかできないんだよ!?」

「それは……そうだけど……」

「おいおめえらっ」岩いわ陰かげに隠かくれたギーエンが叫さけんだ。「何いちゃついてんだっ。早く隠れろっ」

　頭上ではゴロゴロという何かを転がす音がすぐ近くまで接せつ近きんしていた。ルーシアは魔ま術じゆつのランタンを消し、ギーエンが隠れている岩陰に走った。

　降りて来た穴に明かりが浮うかぶ。その光景は、暗くら闇やみの空にぽっかりと四角い明かりの窓まどができたようであった。ゴロゴロという音が止まった。何かを穴の手前まで押して来たようである。それを押してきた者は複ふく数すういるようで会話が聞こえるが、よく聞き取れない。しかし緊きん迫ぱくした様子はなく、何か楽しげだった。

「……ほら、餌えさの時間だぞ。しっかり食べな」

　こちらに向かってそう叫さけんだかと思ったら、上から何かがどさどさと降ふって来た。トロッコのような物で荷を運んで来たらしい。二十メートルもの高さから落ちて来たそれは、剥むき出しの地面に叩たたきつけられ、ぐちゃっと潰つぶれる嫌いやな音を立てた。

（な……！）

　微かすかに見えた。それは人間だった。あの高さから何人もの人間が突つき落とされたのだ。

　楽しげな声と共にゴロゴロという音が遠くに去って行くと、薫はそちらに駆かけ寄よった。

（……酷ひどい）

　三人、いや四人の人間が落とされ、下になった男だん性せいは頭ず蓋がい骨こつが砕くだけて脳のう漿しようを地面に撒まき散らしていた。その上に重なった全ぜん裸らの女性も落ちたときに首を捻ひねったのか、顔が反対方向を向いて目を見開いたままだった。

「連中、何を落としたの？」と魔術のランタンを再ふたたび灯ともして覗のぞき込こんだルーシアは、頭部のなくなった死体を思いっきり照らし出してしまい、「ひっ！」と小さな悲鳴を上げてから口を覆おおった。

　薫は四人の前にしゃがみ込んで調べた。

「助かった奴は……？」ギーエンが聞いてくる。

「ダメだ、全員死んでいる。でも落とされたときに死んだんじゃなく、ずいぶん前にもう死んでいたみたい。……それにしてもこれを投げ落とした連中、何か妙みようなことを言ってなかった？」

「ああ。確たしか『餌の時間だぞ』とか……」

「か、薫っ」

　ルーシアが悲鳴を上げた。暗がりの向こうから「ぐるるるる……」という低い唸うなり声を上げて何かが近づいて来ていた。薫たちはそれぞれの得え物ものを手にしながら後ずさる。これは人間や使徒などではない。獣けものの威い嚇かくの唸り声だった。

　薫たちはその唸り声の方から目を離はなさないように後こう退たいして行く。それに合わせるようにして、唸り声がじりじりと前進して来て姿を現した。

「……なんだ……ありゃ」

　ギーエンが言った。魔術のランプが照らし出したのは、狼おおかみの倍はある三匹びきの巨きよ大だいな四し足そく獣じゆうであった。

「信じられない……」ルーシアが呻うめいた。「あれ、火妖フエンリルよ」

「火妖フエンリルって？」

「ゲートが開いたとき『向こう側』の世界からやって来たっていう魔獣の一種。わたしたちの学校の地下にいたケルベロスもその一種よ。……でも魔術師協会ウチに伝わっている話だと、火妖フエンリルはケルベロスなんかよりずっとこちら側の環かん境きように合わなくて、すぐに死に絶たえちゃったって……」

　ガウッ、と火妖フエンリルが薫たちを威嚇して吼ほえた。その口からは炎ほのおが音を立てて噴ふき上がった。垂たれこぼれる涎よだれは燐りん火かとなって青白い炎を上げた。

「ここは餌えさ場ばだ。ほっときゃもっと集まって来る。どう見たってあの三匹の腹はらはあの四人の死体じゃ満タンにならねえぞ」

「薫っ、向こうに通路があるわっ」

　クソッ……と心の中で吐はき捨すてて薫は踵きびすを返した。あの四人の死体を獣どもの餌にさせるというのは我が慢まんならなかったが、あの獣たちを相手にするのは不ふ可か能のうだ。薫たちが立ち去ったのを餌の奪うばい合いに勝利したとでも思ったのか、闇やみの中から咀そ嚼しやく音おんが聞こえてきた。薫はたまらず耳を塞ふさいだ。

　　　　◇




　モン・サン・ミッシェルの修道院に鐘かねの音が響ひびき渡わたった。

　最さい頂ちよう部ぶ近くにある会議室にこの世界の闇の世界を統すべる魔ま族ぞくたちが集まっていた。漆黒ノワールのトゥロワヌ、白銀ミスリルのアルフェルム、そして他のロードたちの代理人たる配下の魔族たちである。

　が──

「クェイクアスはどうした？」

　トゥロワヌが言った。時間となったのに円えん卓たくテーブルに並ならんだ席は一つだけポツンと空き、部屋には十一人しかいなかった。

「分かりませぬ」

　ラダーヴィ──『氷ひよう壁へきの青せい竜りゆう』の名を持つ第一位のロードの腹ふく心しんの老人──が答える。

「人を呼よびにやらせましたが、どこにもおりませぬ。昨夜は何人も人間の女を連れ込んでいたらしいのですが、聞くところに依よればそいつらも共にいなくなったそうで。……お前は何か知らぬか、ドライスディール？」

　ラダーヴィは、昨夜もクェイクアスと揉もめた太っちょの魔族ドライスディールを見やった。

「……冗じよう談だんはよして下さい、ラダーヴィ殿どの。こんな場所で貴方あなたが考えているような真ま似ねをするほど私は愚おろかではありません。大方、どこかで女と酔よい潰つぶれているのでしょう」

　ふむ……と疑うたがわしげな視し線せんを向けてから、ラダーヴィはトゥロワヌの方を向いた。

「どうなさいますか、トゥロワヌ卿きよう？」

「議事進行は『氷壁の青竜フアン・デ・ネルヴエ』の配下たるお前がすべきことだ。お前が決めろ。ハエレティーコールム会議の場ではお前ら代理人もロードと同等の権けん利りを持っている」

「分かりました。ではクェイクアスはなしで始めさせてもらおうと思います」

　敬けい語ごは崩くずさずにラダーヴィは言い、そして「皆みなもそれでよろしいかな？」と円卓を眺ながめて言う。他の出席者は同意の拍はく手しゆをした。

（さて、これはどうしたものかな……）

　アルフェルムは涼すずしい顔をしながら何気なく三つほど隣となりの席にいる大だいっ嫌きらいな大男の横顔を眺めた。

（朴ぼく念ねん仁じんの奴やつ、やけに殊しゆ勝しようじゃないか。前回の会議のときは「ロード三人だけで決める。他の奴らの話など聞く意味などない」って言ってたくせにさ。相当追い詰つめられているのかな？）

「さて、会議を召しよう集しゆうしたトゥロワヌ卿から議題を提てい出しゆつしていただきたいと思いますが……」

　とラダーヴィがそこまで言ったところで「お待ち下さい」と手を挙げる者がいた。『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』の腹心であるイレウスであった。

「わたしはお前に発言は求めておらぬぞ？」

「いえ、私が話した方がよいのですラダーヴィ殿。私の話とトゥロワヌ卿の話は同じことのはず。そうですよね、トゥロワヌ卿？」

　皮ひ肉にくな笑えみを口元に浮うかべてイレウスは言った。議長のラダーヴィがトゥロワヌを窺うかがう。トゥロワヌは口を真一文字に結んだまま、顎あごで「言え」とばかりに促うながした。思いがけぬ展てん開かいに、アルフェルムとトゥロワヌを除のぞいた出席者の魔族たちがざわめき始めた。

「では失礼して」イレウスは立ち上がった。「我わが主人『真紅の貴婦人』がこの数百年姿を見せてないことはご列席の皆みな様さまもご存ぞんじかと思います。中には教皇庁の輩やから、あるいはあの裏うら切ぎり者の売女ばいたに殺されたなどと言う者もいます。……ですが我が主人はまだ生きています。その身体はこの世界から消えているためその名を発音することはできなくなっていますが、別の形に姿を変えて復ふつ活かつの日を待っているのです」

　ざわめきが大きくなる。ラダーヴィが「どういうことじゃ？」と訊たずねる。

「我が主人は人間の魔ま術じゆつ師しゾルアス・ソリヴィエに封ふう印いんされ、『外げ道どう祈き祷とう書しよ』と呼ばれる魔ま導どう書しよへと姿を変えました。その一頁ページでさえ、魔族でさえもみ込む力を持った魔導書……。それも当然です。それは我が主人なのですから」

　ちらほらとトゥロワヌとイレウスを見み比くらべる者が現あらわれていた。「確たしか外道祈祷書と言えば……」トゥロワヌがそれを集めていることは周しゆう知ちの事だった。

「皆さん」イレウスは両手を広げて言った。「私はこの会議の場を借りて告発します。トゥロワヌ卿は人間と結けつ託たくし、我が主人『真紅の貴婦人』を封じたのです」

　ざわめきは最さい高こう潮ちように達し、それぞれ隣となりの席の者と話し始め、会議ができなくなる。その中でトゥロワヌは微び動どうだにせずじっと座すわってイレウスを見つめていた。

「待て待て、お前ら静かにせぬかっ」ラダーヴィが声を張はり上げた。「あまりにも唐とう突とつ過すぎる。ロードが別のロードを、しかも上位の方を封印するなど考えたくもないっ。それは偉大なる君主グランマスターの統治に反旗を翻ひるがえす行こう為いに他ほかならぬ。そのような真似をしたというなら……」ラダーヴィはそこで自分が言い過ぎたことに気づいて咳せき払ばらいをした。「……トゥロワヌ卿、どういったことなのか話していただけないでしょうか？」

　ざわめきは静まっていき、全員がトゥロワヌに注目した。

「私は……」ゆっくりとトゥロワヌが口を開いた。「そのような話など知らぬ」

「何をとぼけてらっしゃるのですか？」意地悪くイレウスが言う。「貴方あなたが外道祈祷書を集めていることも、ゾルアス・ソリヴィエと親しくしていたことも誰だれもがご存ぞんじですよ。貴方が我が主人『真紅の貴婦人』を封印させたのでしょう？」

「……それはここで話すようなことなのか？」

「他のどこで話せと言うのです」

　イレウスが嘲ちよう笑しようする。

「私が言っているのは『真紅の貴婦人』の行方ゆくえの話ではない。あのお方が人間ごときに封じられたなどということを話し、あのお方に恥はじをかかせるお前の品ひん性せいについて話しているのだ」

　それまで滑なめらかに喋しやべっていたイレウスが口を閉とじ、トゥロワヌを問い詰つめる空気に満たされていた議場の空気が一いつ瞬しゆん冷える。「ほう……」とアルフェルムは少し感心した。心にも思わないことでも、とりあえず正せい論ろんを言って空気を変える。この朴念仁がこんな弁べん舌ぜつの術じゆつを持っているとは知らなかった。

「確たしかに私がハエレティーコールム会議を招集したのは『真紅の貴婦人』のことだ。私もまた『真紅の貴婦人』がゾルアス・ソリヴィエに封印されたことは掴つかみ、あのお方を復活させるべく書の断だん片ぺんを集めていた。あのお方の名めい誉よを疵きず付つけぬよう密ひそかにな」

「空々しいことを……。貴方が黙だまってそれを行ったのは我が主人の名誉どうこうの話などではなく、我われ々われに知られたくなかったからでしょう？」

「確かにお前らに知られると困こまると思っていた」

「認みとめるんですね？」

「認める？　ああ、確かに認めよう。だがそれはお前らに回かい収しゆうの邪じや魔まをされぬためだ」トゥロワヌは言葉を切り、会場を見み渡わたした。極きわめて効こう果か的な間であった。「私も告発をしよう。このイレウスは自らの主人を封ふう印いんして、書の頁を世界中に散らばした。私はあのお方を復活させるために書の回収を進めていたが、それを邪魔する者の存そん在ざいに気づかざるを得なかった。多くの情じよう報ほうを持っているはずのゾルアス・ソリヴィエの法脈を継つぐ者たちも次々と殺されていってな……やったのはお前だな、イレウス」

　会場が再ふたたび騒そう然ぜんとなった。イレウスは顔を真まっ青さおにしていた。しかしそれは嫌けん疑ぎが真実であったからではない。自らの主人を陰いん謀ぼうにかけたなどというデタラメな嫌疑をかけられた怒いかりであった。

「馬ば鹿からしいっ」イレウスは怒ど鳴なった。「密かに回収をしたのは貴方の妨ぼう害がいを受けるからです。ゾルアス・ソリヴィエの弟で子したちを殺したのも情報を得るための拷ごう問もんの末のこと。我ら配下の者が主人を封ずるなどあり得ません」

「ほう、ではロードである私が上位のロードを封ずるというのはあり得ることなのか？」トゥロワヌは珍めずらしく笑えみを浮うかべた。「私が密かに回収を進めたのは『自分らに知られたくなかったため』で、自分らが密かに回収していたことは『貴方に妨害されるから』だと言う。起こった事象は同じなのに、自分らに都合がいい解かい釈しやくばかりを披ひ露ろうするものだ」

　トゥロワヌの言葉にイレウスは反論できなかった。わざと誘ゆう導どうさせたな、とアルフェルムは心の中で笑う。朴ぼく念ねん仁じんめ、どちらも証しよう拠こを提てい出しゆつできないのは分かっていて、相手の理り屈くつをそのまま返してみせた。いったいこの朴念仁がどこでこんな弁舌を身に付けたのだ？

（そうか……これは夢あ見い師つの書いたシナリオか……）

　隣にいる者同士がざわざわと囁ささやき合い、会議ができなくなる。ラダーヴィが「ええい、静かにせぬかっ」と声を荒あららげたが効こう果かはなかった。

（だが、それでも弱い）

　アルフェルムは冷静に分ぶん析せきした。不利な所から追い上げてみせたからトゥロワヌが優ゆう勢せいに見えたが、公平に判はん断だんすればイレウスの方に理がある。『真紅の貴婦人』がいない以上トゥロワヌの方が立場が強く、イレウスらがトゥロワヌに邪魔をされぬよう密かに動いていたという方が遥はるかに説得力がある。いったい朴念仁めこの先どうする気だ……と思っていると、ドライスディールが挙手して言った。

「ラダーヴィ殿。正直私にはどちらの言っていることが本当なのか分かりませぬ。決を取っては如何いかがでしょうか？」

　ドライスディールが一いつ瞬しゆんトゥロワヌに視し線せんを送るのを見て、アルフェルムは合が点てんがいった。

（……なるほど、仕し込こんだか）

　アルフェルムは数を数えていった。トゥロワヌに賛同の色を見せているのは他に四人。そこに自分とトゥロワヌを入れれば六人。出席者が一人いないから六という人数は過か半はん数すうとなる。

（朴念仁め、多数派工作をした上で数を合わせるためにクェイクアスを消したか……。しかしまあ、こいつが『自分に票を入れるだろう』と私を信しん頼らいしているっていうのが気に入らないが……）

　ここで自分がイレウスに入れたらトゥロワヌがどんな顔をするか想そう像ぞうしアルフェルムは噴ふき出しそうになる。だがさすがにその後のことを考えるとそんな真ま似ねはできない。このままトゥロワヌが失しつ脚きやくし『真紅の貴婦人』が復ふつ活かつするようなことになれば、この世界が崩ほう壊かいせぬとも限かぎらないのだ。

（ま、今回は味方してあげるよ、トゥロワヌ）

　とそのときイレウスが手を挙げた。

「お待ち下さい。このような重要な案あん件けんを出席者が欠けた状じよう況きようで議決してよろしいものでしょうか？」

「確たしかに……まあ、それはそうじゃな」

　ラダーヴィが言った。彼がどちらに入れるかその表情からは分からなかったが、彼もまたイレウスの敗北を確かく信しんしているようで、些いささか面めん倒どう臭くさそうだった。

「まずはクェイクアス殿を捜さがし、もし彼の身に何かあったのだとしたら、再さい度ど新たな代理人を選出するという手順を踏ふむべきです。時間はかかりますが慎しん重ちように話し合っていただきたい。これは我々魔族の未来を変える議題なのです」

「……結けつ論ろんが変わるとは思えぬがな」

　トゥロワヌが言った。

　その顔には苛いら立だたしげな表情が浮かんでいた。

　その表情を見た瞬間、アルフェルムの背せ筋すじに冷たいものが走った。アルフェルムはハッとしてイレウスを見やった。追い詰つめられているはずなのに、イレウスの口元には微かすかな笑みが浮かんでいた。

（違ちがう！）

　アルフェルムはようやく自分の勘かん違ちがいに気づいた。

（クェイクアスを消したのは朴念仁じゃないっ。イレウスの方かっ！）

　だがどうしてだ？　そんなことをして時間を稼かせいで今さらどうなるという？　今のやり取りで、様子見だった者たちもトゥロワヌに乗ろうとしている。十二人揃そろえて決を取っても六対六にはならないだろう。奴やつの言う通りイレウスの奴が排はい除じよされるのはもう変えられないはずなのに、何を企たくらんでいるのだ……？



　と、その頃ころ『ゲート』のあるモン・サン・ミッシェルの地下深くでは戦いが繰くり広げられていた。

　いや、それはただの一方的な殺さつ戮りく劇げきだった。警けい備びをしていた使徒たちはほとんど何の抵てい抗こうもすることもできず次々と殺されていった。それもそのはず。相手はロードを除のぞけば屈くつ指しの力を持った魔族であった。戦いを愛する彼は最初は楽しげに剣つるぎを振ふるっていたが、ここの警備の使徒たちは彼の戦せん闘とうへの欲よく情じようを満たしてくれるどころか、任にん務むを放ほう棄きして彼に命いのち乞ごいまで始めた。彼は失望を覚えながら、淡たん々たんと警備の使徒たちを屠ほふっていった。

　警備兵たちを皆みな殺ごろしにしたハーシュハイザーは、身長ほどもある斬ざん馬ば刀とうについた血を拭ぬぐった。

「ほれ、急げ。時間がないぞ」

　彼の後ろから言ったのは小こ柄がらな黒ローブの男。トリプル・クラウンであった。

　ハーシュハイザーは何も答えず、始末した死体をトロッコに載せて奥おくへと続く道を歩いて行った。

　長いスロープを通り抜ぬけ小部屋に着く。ぽっかりと空いた井戸のような入口。トリプル・クラウンは浮遊の術言ワードを唱え始めた。

　ハーシュハイザーは始末した警備兵を穴の中に投げ込み、そして中へと降おりて行こうとしたとき穴の淵ふちにある小さな傷きず跡あとを見つけた。何か鉤爪フツクを掛かけるために付いた傷跡に見えた。それを指先で撫なで、ハーシュハイザーは口元に笑えみを浮うかべて呟つぶやいた。

「……来たか、教皇庁の小こ僧ぞうめ」

　　　　◇




　巨きよ大だいな狼おおかみたちから逃にげた薫たちは洞どう窟くつの中を走り続けていた。あの穴から降りた所にはひらけた広い空間があったが、薫たちが入って行った道はぐねぐねとうねった細い道だった。赤みがかった岩いわ肌はだと相あい俟まって、巨大な動物の小しよう腸ちようの中にいるような気がした。

「しっ……」

　先頭を走っていた薫は足を止めて後ろから来る仲間を制せいした。すると、タッタッタッ、と足音を立てて何かが横穴から近づいて来る。薫は宝ほう石せき化かしたブラディミールを手の中に握にぎって身み構がまえる。

　だが横穴から現あらわれたのは小型の生物であった。こちらに害を為なせるようなサイズの生き物ではなかったが、眼がん球きゆうが肥ひ大だい化かした奇き形けい種しゆの猿さるのような不気味な生き物だった。それは薫たちをフーッと威い嚇かくしたが、襲おそい掛かっても捕ほ食しよくされるのは自分の方と思ったのか、一目散に逃げて行った。薫たちは大きなため息をついた。

「ぞろぞろいやがるな、ちくしょう」

　ギーエンが吐はき捨すてた。あれから火妖フエンリルのような巨大な魔ま獣じゆうには遭そう遇ぐうしていないが、動物のフンだの、餌えさとして放ほうり込まれた人間の死体を引ひっ張ぱり込んで来たらしい白はつ骨こつ死体だのが転がっていた。あのとき遭遇した数すう匹ひきだけではなく、相当数の魔獣が中にいる。

「でもよ、何でこんなに『向こう側』の生き物がいやがるんだ？　地上にはめったにいねえのによ」

「ゲートがあるせいかもしれない。あそこから漏もれて来る瘴しよう気きがこの洞窟内に堆たい積せきして『向こう側』と近い環かん境きようになってしまってるのかも。……ねえ、ルーシアはどう思う？」

　とルーシアに訊たずねると彼女は「……知らないわよそんなこと。そうなんじゃないの」と身体からだを『く』の字に折り曲げて荒あらい息を吐きながら言った。薫は「少し休もう」とリュックを下ろした。ルーシアはぺたりと床ゆかに腰こしをついた。

「ったく、しゃあねえなあ、魔ま術じゆつ師しってのは」

「……何ですって？」ルーシアが顔を上げ、キッ、とギーエンのことを睨にらみつける。「専せん門もん分野ってものがあるじゃないの。体力馬ば鹿かのあんたと一いつ緒しよにしないでよ」

「なに逆ぎやくギレしてんだよ、このアホ。てめえが勝手に穴に向かうわ、降りて来たら降りて来たで『やっぱ今は浮ふ遊ゆうの魔術は使えません』だわ。てめえの身勝手や嘘うそのせいでこっちは散々迷めい惑わくしてんだよ」

「そのうち……使えるようになるわよ」

「ほう？　いつだよ」

「だから……そのうち……よ」

　ルーシアは消えそうな声で言って俯うつむいた。

「よしなよ。喧けん嘩かしてる場合じゃないだろ」

「ああそうだな。こんな女に付き合って体力を使うのも馬鹿らしいや。おい、薫。今の居い場ば所しよを確かく認にんしようぜ」

　薫は「あっ……」と力ない声を漏らした。

「な、なんだよ、そのヤバそうな声は？」

　薫はリュックからエドモンドに渡わたされた携けい帯たいＰＣを取り出した。嫌いやな予感は的中していた。携帯ＰＣはディスプレイが割われて液えき漏もれし、キーボードのボタンが幾いくつも欠けていた。リセットボタンを押してみたが、火花がパチッと散って、それっきり動かなくなった。落下して来るルーシアを受け止めたとき、勢いきおい余あまって地面に転げてぶつけてしまったに違ちがいなかった。

　ギーエンは「クソッ」と吐き捨てて壁かべを蹴けった。ルーシアはビクッと肩かたを震ふるわせ、そしてさすがに気まずそうに「だって……しょうがないでしょ」と呟いた。

「しょうがねえだと!?」

　ギーエンはルーシアに詰つめ寄よる。薫は「よしなってば」とギーエンとルーシアの間に入るが、ギーエンは薫を押おしのけてルーシアの胸倉を掴んだ。

「いいか、クソ貴き族ぞく。てめえのせいでこっちは二重遭そう難なん寸すん前ぜんだ。さっきの魔獣から逃げて来た道を覚えてっか？　何度も枝えだ分わかれしてて、こっちは逃げるのに精せい一いつ杯ぱいだったから目印だって付けてねえんだぞ？　魔ま導どう防ぼう壁へきがあるから救きゆう難なん信号も送れねえし、地図なしでどうやって戻もどるってんだよっ」

「だって……わたし……」

「ああん？　何だよ、ちゃんと言ってみやがれ」

「しょうがないじゃないのよっ！」ルーシアは涙なみだを滲にじませた瞳ひとみでギーエンの胸むねを突つき飛ばした。「わたしがどんな思いをしてきたかなんて、あんたなんかに分かるもんですかっ。絶ぜつ対たいに分からないわっ」

「な、なに泣いてんだよてめえは……。だいたいだな……」

「いい加か減げんにしろって言ってんだろ二人とも！」

　薫は声を荒あららげた。二人が驚おどろいて薫の方を見る。

「もう起きてしまったことを追つい及きゆうしたってしょうがないじゃないか。僕ぼく、そういうの嫌なんだよ。『自分が悪い』って自覚している人間を、許ゆるすつもりもなくいつまでも責せめたって何にもなんないだろっ」

「んな……だってよ、こいつ、逆ギレしやがってるしさ……。自分がやったことが分かってないからそんなキレ方すんだろ？」

「違うわよっ！　わたしだって自分が失敗したってことぐらい分かって……」

「じゃあルーシアもどうこう言うのはよしなよっ」

　薫は今度はルーシアに怒ど鳴なった。「な、何よ……」とルーシアは半歩後ずさる。

「ルーシアがクラウディアさんたちのことが心配なのも、あの書のことが気になっているのも分かっている。だけどルーシアが勝手なことをするたびに救出が遠のくんだ。『だってしょうがない』とか『わたしの気持ちなんて分からない』はもうナシだ」

「何よ……薫のくせに……」

「僕が僕だったら何だって言うんだよ」

　ルーシアは口を尖とがらせて顔を背そむけ、「わ、分かったわよ……」と呟つぶやいた。彼女にしては素す直なおな反はん応のうな方だった。

「僕らがすることに優ゆう先せん順位を付けよう」

　薫は考えながら喋しやべる。薫は他人を引ひっ張ぱって行くという経けい験けんがなかった。レイニーと共に旅をしたときも彼女の背せ中なかについて行っただけだし、この前のオークションのときも他人に流されてばかりだった。『ジャベリン』に新たな隊長が赴ふ任にんしてくるまで代理の隊長をしていたときも決して他人を引っ張って行ってはなかったし、考えてみれば中高生の頃ころから友達と一緒に街を歩くときもいつも誰だれかの後ろを歩いていた。

　でも今はもうそれもナシだ。自分が考え、自分が決めるのだ。

「……とりあえず僕らはこれからクラウディアさんたちを捜さがす。けど最優先は僕らの脱だつ出しゆつだ。リュックの中の食料と水が尽つきそうになったら迷まよわず脱出を図はかる。一番後回しにするのが『落丁の一頁ページ』の探たん索さく。二人ともこれでいいね？」

　ギーエンが言う。薫はルーシアの方を向いた。ルーシアはまだ膨ふくれっ面つらのままだったが、黙だまって頷うなずいた。

「じゃあ行こう。ここが僕らのゼロ地点だ」

　薫はリュックの中からチョークを取り出して地面にバツ印を描えがいた。このチョークもＳＡＳのツールで、魔ま術じゆつを唱えると反応して光を放つ。「ギーエン」薫は彼の名を呼よんでチョークを投げた。

「ギーエンが分かれ道をチェックして」

「なんで俺おれがそんな下したっ端ぱみてえなことをしなくちゃなんねえんだよ」

「手が空いているとまた喧けん嘩かを始めるからに決まってんだろ」

「けっ、しねえつってんだろ、このアホ」

　薫たちは再ふたたび洞どう窟くつを進み始めた。

　しばらく魔ま獣じゆうと遭そう遇ぐうすることもなく淡たん々たんと進んでいると、薫は「あれ……？」怪け訝げんそうな声を漏もらした。

「お、おい。何だよ。脅おどかすんじゃねえよ」

「風を感じたような気がしたんだけど……洞窟の中で風が吹ふくわけないし、勘かん違ちがいかな？」

「いや、勘違いじゃねえ。確たしかに風が吹いてる」

「別の出口？」

「分からねえ。でも行ってみようぜ」

　薫たちは走り出した。でこぼこした道を走り抜ぬけ、そして先の方からぼんやりとした光が見えてきた。吹き抜けて来る風はハッキリと肌はだで感じられるぐらいになっていた。

（外の光？　いや……それにしては暗すぎるけど……）

　洞窟が終わっていた。チューブを輪切りにしたように道が終わり、そこは断だん崖がい絶壁になっていた。断崖絶壁の向こうは地面を大きく刳くり貫ぬいたような窪くぼ地ち……いや、山で囲まれた盆ぼん地ちのようであった。薫たちが進んで来た道はそこをぐるりと囲む壁の側面に出ていた。

　眼がん下かには途と方ほうもなく広大な空間。数百メートルどころではなく、キロ単位の空間が地平線を作っていた。発光する物ぶつ質しつかそれとも魔術が掛かかっているのか、その窪地にある物は全体がぼんやりと光を放っていた。

「これは……」

　薫は唖あ然ぜんとしてそれを見つめた。

「地下都市……よ」

　ルーシアが答えた。

　そこにあったのはまるで地下に埋まい没ぼつした古代の都市だった。
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　街はどこまでも広く続いていた。

　それ自体がほんのりと発光する材質で作られていて地下でもそれなりの明るさがあったが、遠くまで行くと霞かすんで見えない。誰かが住んでいるような気配はなく、凍こおりついたように街は静まり返っていた。

　魔族の中には太陽の光に焼かれる種もいるのでそれらが居きよ住じゆうすることも考えて建けん造ぞうされたのだろう。規き模ぼは相当に大きく、軽く直径数キロ。中世ヨーロッパの建けん築ちく様式によく似にているが、それに当て嵌はめるなら首都クラスの規模がある。遥はるか遠く、静せい寂じやくの街の中心部には一ひと際きわ高い尖せん塔とうになった屋根が見えた。

「ここに魔族の王都を作るつもりだったのかな？」

「ああ、そんな感じだな。けどよ、こんなでけえ街をせっかく作ったんならトゥロワヌは何で使わねえでモン・サン・ミッシェルなんざに籠こもってんだ？」

　薫かおるは「分からない」と首を振ふった。建けん設せつ途と中ちゆうというより完成を見ぬまま放ほう棄きされたかのように見えた。

「ねえ、ルーシアは……」

　と振り返って聞こうとした途と端たん、ルーシアはぷいっと背せを向け「わたしが知るわけないでしょ」と言った。

「あのさっ、いい加か減げんに……」

「ほっとけよ、そんなクソ貴き族ぞく」ギーエンが吐はき捨すてるように言った。「あんなに魔獣が集まってんだ。こんな所に住んじゃいられねえだろうよ。それよりよ薫、これを見ろよ。どうやら先せん遣けん隊たいはここを降おりて行ったようだぜ」

　崖がけには真新しいボルト──登山でロープを掛かけるために地面に打ち込こむ杭くい──二つが刺ささり、補助ロープスリングは使わずに直接輪っか状になった下か降こう用ロープが下へと垂たれていた。薫たちが持って来た物と同じ、イギリス空軍の物だった。

「ねえ、ルーシア。あのさ、下を見たいからランタンを降おろして欲ほしいんだけど……」

「そんな腫はれ物に触さわるような言い方をしなくてもやるわよ」

　ルーシアは不ふ機き嫌げんに言って魔ま導どうのランタンを降ろしていった。断崖に沿そってランタンは下降し、数十メートルぐらい降りた所で真下にある家の屋根が見えた。そこでランタンをコントロールできる限げん界かいだったらしく、ルーシアはランタンを止め、術言ワードを唱えた。明かりが数倍の大きさとなり周囲を明るく照らす。地面が見えた。ざっと百メートルほどだろうか。彼女はランタンを手元に戻もどした。

「降りられそうだな。俺が先に行くぜ。おめえはそのクソ貴族を担かついで降りて来い。悪わりぃがそいつの世話をすんのはごめんだ」

「気をつけて。空を飛べる魔ま獣じゆうがいるかもしれないから」

「ビビらせんじゃねえよ、アホ」

　ギーエンは登山用具一式を取り出すと、手て袋ぶくろとハーネスを着け、ベルトのカラビナ──落下しないようロープに絡からませる輪──をロープに繋つなげると、何の躊躇ためらいもなくロープを伝って降りて行った。

　薫もリュックから自分の登山用具を取り出しながら、あらためて街を眺ながめた。

（広いな……とても一日や二日じゃ調べられない）

　薫たちはルーシアの人じん格かくが入れ替かわったときにしか上に戻れない。人格が入れ替わる間かん隔かくが半日から長いときは三日も同じ人格のままのこともある以上、次のタイミングを逃のがしたら食料と水が尽きるまでそっちにならないこともあり得る。ここから戻る時間も入れて、安あん全ぜん圏けんで使える時間はざっと半日というところだろうか。その時間内にクラウディアたちを発見できれば食料が尽つきるまで『落丁の一頁ページ』の探たん索さくを続けることもできるが、そうでなかったらただちに戻るべきだ。

　時間が限かぎられている以上、先遣隊クラウデイアたちの行動をトレースして探さがすのが最さい善ぜんの策さくだ、と薫は決めた。薄うす明あかりの中に幻げん想そう的に浮うかび上がる白はく亜あの城しろ。クラウディアが持ち前の捻ひねくれ思考を炸さく裂れつさせなければ、『落丁の一頁』探しはまずあそこからのはず。

　リュックの中でトランシーバが鳴った。

「おう、俺だ。下に着いたぜ。どーぞＯＶＥＲ」

「ちょっとギーエン……電波を使うのは危き険けんだってミーティングで打ち合わせたじゃないか。まさか上までは届とどかないだろうけどさ。どーぞ」

「うるせえ。通話で伝えときたいことがあるんだよ、こんちくしょう。どーぞ」

「そこで通話を切る必要はないだろ。最後まで話しなよ。どーぞ」

「じゃあ簡かん潔けつに言うぞ。下に死体がある。しかも一つじゃなくて二十も三十もある。ほとんどは白はつ骨こつ化かした古い物で、着ている物から言って中世の人間だ。……ただ妙みようなことによ、壁にしがみつくみてえにして死んでんだ。何か街から逃にげて来て、ここで息いき絶たえたって感じだ。んでもってその中に真新しいのが一つ。こっちはイギリス軍の軍人だ。死後硬こう直ちよくがだいぶ進んでて、死んでから丸一日以上は経たってる。俺の報ほう告こくは以上だ。どーぞ」

　薫は「傷きずは？」と訊たずねた。ギーエンは「気持ち悪わりぃな……」とぶつぶつ言って調べてから、「一つもねえ。魔獣に襲おそわれたんだと思ったんだが、他の遺い骸がいも『食われた』って感じじゃねえ」と答えた。

　何かぞくりという違い和わ感が薫の背せ筋すじを這はい上がった。

「……すぐに行くから気をつけていて。何か妙だ」

　薫は通話を切ってルーシアの方を向いた。ルーシアは自分のハーネスを腰に付けていた。先に自分とルーシアのリュックをロープで下に降おろすと、自分のハーネスと彼女のを短いロープで結び、「乗って」と背を向けた。ルーシアは躊躇ためらっていたが、「ほら」と促うながされておずおずと薫の背に乗った。

　薫は壁へき面めんに身を躍おどらせた。

　二人分の体重がかかり、ロープが手袋を嵌はめた手にギリッと食い込む。さすが軍用品だけあってグリップは素晴らしかったが、足場は予想以上に脆もろかった。気を付けなければならない。

「……ねえ、薫」

　残り半分ほどまで降りた所でルーシアが話しかけてきた。

「さっきさ……洞どう窟くつの中でわたしのこと怒ど鳴なったわよね？　あんたのパートナーになってもう三か月になるけど、あんたに怒鳴られたの、さっきが初めてだわ」

「それでむくれてたの？　気に入らないなら殴なぐってもいいよ。でも後にしてよ」

　薫は突つっ慳けん貪どんに言った。するとルーシアは消えそうなか細い声で「……そんな言い方しないでよ」と呟つぶやいた。

「え……？」

　薫は驚いた。彼女の方こそ、こんな弱々しい声で薫に口をきいたのは初めてだった。

「……自分が悪いって分かってるわ。でもさ、しょうがないじゃない。薫は『しょうがないとか言うな』って怒おこるけど、でもしょうがないじゃない。わたしがどれだけあの魔ま導どう書しよに苦しめられてきたかなんて貴方あなたには分からないわ。それもわたしの身体からだの中に入っているのは『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』の一部かもしれないのよ!?　わたしはそれが本当かどうか確たしかめなくちゃならないのよ！」

　彼女は声を荒あららげて言い切ると、黙だまり込んでしまった。彼女の身体が震ふるえていた。

「……そうだね。本当のところ、分からないのかもしれない」

　しばらく彼女は沈ちん黙もくし、そして「やっぱり薫はわたしのことが嫌きらいなのね……」と呟いた。薫に向かって言ったのではなく、返答など求めていないような呟きだった。

「そうじゃないよ。知ってると思うけど、僕ぼくさ、両親を魔族に殺されてるんだ。あのとき駅のホームで戦ったハーシュハイザーって奴やつだ。真ま澄すみさんはあのとき我われを忘わすれるぐらいに激げつ昂こうしたけど、僕はどこか冷静だった。僕は殺されたときの記き憶おくがないけど、真澄さんはそれを目の前で見せられた。だから僕らには心の一番深い部分では分かち合えない隔へだたりがあるんだと思う」

　薫が何か言うとすぐに言い負かそうとするルーシアだが、薫の背中にしがみついたまま黙って聞いていた。

「でも真澄さんの気持ちが理り解かいできないってことじゃないんだ。真澄さんがレイニーさんに絡からんだり、あいつハーシユハイザーを見たときに我を忘れたりするのを見て、どれほど真澄さんが復ふく讐しゆうへの憎ぞう悪おを持っているかは分かるんだ。それと同じで、芯しんの部分でルーシアの気持ちが分かるとか言ったら嘘うそになるけど、理解できないってことじゃないんだ。……ごめんね、自分の言ってることを自分で反はん芻すうしてみても綺き麗れい事ごとにしか聞こえないや」薫は苦笑いした。「でもさ、こういう自分は変えられないみたいなんだ。この前のオークションのときみんなに『優ゆう柔じゆう不ふ断だん』とか『甘い』とか散々言われてずいぶん悩なやんだんだけど、でも結局自分はこういうふうにしかなれないんだと思う。だからこの性せい格かくと付き合ってエスクードのエージェントをやってくよ。それからさっきのことだけど、もう怒ってなんかないよ」

「あのさ、薫……」

「何？」

「もし……もしも『わたし』のどちらかが……」

　何だかやけに切せつ実じつな口く調ちようだった。薫は黙って次の言葉を待った。だがルーシアはそこで「やっぱ何でもない……」と言葉を切り、そしてぐっと力をこめて薫の背中にしがみついた。背中に押おし当たる不ふ慣なれな柔やわらかな感かん触しよくに薫は真っ赤になった。

　下に着くと待っていたギーエンが「遅おせぇんだよ」と言った。

「うるさいわね、バカトゲ。二人で降りてんだから、遅くなるに決まってんじゃないの」

　ルーシアはすかさず言い返すと、壁かべ際ぎわに積み重なった死体を調べ始めた。

「確かにおかしいわね……傷きず一つなく死んでいるだなんて……。ねえ、薫。死体が重なっている奥おくの壁を見て。壁が埋うめられてるわ。……そっか、ここに大きな通り道があったんだわ。そりゃそうよね。これだけの街を建けん設せつするだけの資し材ざいを崖がけの上の洞ほら穴あなから下ろすだなんて無理だもの」

「何でわざわざ埋めたんだよ？」

「それをこれから調べるんでしょ、このバカトゲ」

　ルーシアはさくっと言い返して、胸むな元もとからアミュレットを取り出した。クラウディアら先せん遣けん隊たいが使っていたのと同じ、定時連れん絡らく用の物である。

「そんな物どうするの？」薫は訊たずねた。「モン・サン・ミッシェルには魔ま導どう防ぼう壁へきが張はられてるんだから、救きゆう難なん信号は届とどかないよ？」

「違ちがうわよ、先遣隊に向けて送るのよ」

「どういうこと？」

「もうっ、あんたもあんたで頭の回転が鈍にぶいわねえ。これを上まで届かないぐらいの極ごく低出力で信号を出しっ放しにするの。もし先遣隊のＰＣにまだバッテリーが残っていたら、わたしたちの存そん在ざいに気づいて向こうからコンタクトして来てくれるかもしれないわ。少なくともこんなだだっ広い所をしらみ潰つぶしに捜さがすよりはよっぽど可か能のう性せいがあるでしょ？」

「あ……そっか」

「しっかりしてよね、リーダーなんだから」

　と、ルーシアは信号を発信するための術言ワードを唱え始めた。

「……おい、薫。クソ貴き族ぞくの奴やつ、いったいどうしたんだ？」

「……分かんない」

　さっきまでの他人を拒きよ絶ぜつした刺とげ々とげしさがなくなり、ルーシアはいつものからっと明るい傲ごう慢まんお嬢じよう様さまに戻もどっていた。

「終わったわ。連れん絡らくして来てくれるといいんだけど。じゃ、まずはあの城しろに行きましょうか。……何よあんたら、何をヘンな顔してんのよ」

「べ、別に。……ねえ、ギーエン？」

「ああ。別に何でもねえ」

「そう。じゃあ行くわよ」

　ルーシアはスタスタと歩き出した。よく分からないが薫とギーエンは彼女を追って街のメイン・ストリートを歩き始めた。



　──三人が去った後の崖下でカタリという音が鳴った。崖下に積み重なった幾いく多たの骸がい骨こつからだった。一番上に覆おおい被かぶさるように重なっていたイギリス軍兵士の死体が滑すべり落ち、仰あお向むけに転がった。

　その表情は驚きよう愕がくに染そまり、呪のろわしげに崖の上を見つめているように見えた。

　　　　◇




　海に浮かんだ修道院モン・サン・ミツシエル──。

　かつては司祭が使っていた最上階近くの部屋で、アルフェルムは窓まどの外の景色けしきをぼんやりと眺ながめていた。

　昔この部屋からは、潮しおが満ち周囲の干ひ潟がたも全すべてのみ込こまれて海の中に孤こ立りつする幻げん想そう的な光景を特等の場所から見ることができた。まだこの世界に来たばかりの頃ころに目にしたその美しい光景を再び見ることだけを楽しみにして来たというのに、今は土が堆たい積せきして海は潮で満たされなくなってしまっていた。ここと陸地を繋つなぐ道路の近代的な姿すがたもアンバランスで気に食わなかった。

「……だからあの朴ぼく念ねん仁じんはダメなんだよ」

　アルフェルムは呟いた。下にあるゲートはもう間もなく開くだろう。そうすればここは偉大なる君主グランマスターの降こう臨りんした聖せい地ちとなる。再ふたたび一千年前のような魔族の完全統とう治ちの世界を自分が望んでいるかどうかはさておくとして、この無ぶ粋すいな光景は気に入らなかった。この騒さわぎが終わったら一言忠ちゆう告こくしてやるか……とも思ったが、どうせあの朴念仁は「必要ない」と一いつ蹴しゆうするに決まっていた。奴のそういうところも大嫌いだった。

「……どうかしたんですか？」

　少年の声がした。ベッドやソファの上には美しい少年が何人も全ぜん裸らで横たわり、アルフェルムの所作の一つ一つを食い入るように見つめていた。

「何でもないよ」

　アルフェルムは答える。彼らはアルフェルムの使徒ではなく、アルフェルムがフランスに来てから捕ほ獲かくした少年たちだった。昨夜まで彼らは男色というものに嫌けん悪お感さえ抱いだいていたが、アルフェルムの乗った車に引きずり込まれ、彼にしてみればほんのお遊び程てい度どの愛あい撫ぶを与あたえられたらあっと言う間に堕おちてしまった。今は頭の中の全すべてがアルフェルムのことしかない。何人かは連れて帰って使徒にしてあげようかな……などと楽しい夜を過すごしたのだが、今はアルフェルムは少年たちのことなどまるで忘わすれていた。彼にとって人間などその程度の刹せつ那な的な生き物にすぎなかった。

「あの、我わが君きみ……」

　ベッドにいた別の少年がアルフェルムを呼よんだ。アルフェルムはそちらを向く。少年はトロンとした目で何かを訴うつたえかけるようにアルフェルムを見つめていた。

　アルフェルムは席を立ち少年の方へと向かった。アルフェルムはベッドに腰こし掛かけ少年に手を伸のばす。昨夜人間相手ではあり得ぬ快かい楽らくを与えてくれた指先に、少年の顔が期待と欲よく情じように染そまる。

　が──その後アルフェルムが取った行動は少年が期待したようなものではなかった。アルフェルムは少年の首に無む造ぞう作さにその指を突つき入れた。

「私を『我が君』と呼べるのは私の所有物になった使徒だけだよ」

　おそらく使徒たちがアルフェルムをそう呼んでいたのを真ま似ねたのだろう。だがその行こう為いの代だい償しようはあまりにも大きかった。突き入れられた指先からアルフェルムの血管が触しよく手しゆのように伸び、少年の全身に食い込んでいく。触手と化した血管は少年の神しん経けいを抉えぐり、内ない臓ぞうを食い千切り、血を啜すすりながら少年をじわじわと破は壊かいしていく。少年は苦く痛つうに悲鳴を上げアルフェルムの腕うでを掴つかんだ。

「野の良ら犬いぬよ、誰だれが私の身体からだに触ふれていいと言った？　おとなしく死になさい」

　アルフェルムは血管を少年の脳のうに潜もぐり込ませた。少年の目がくるりと反転し、動かなくなった。アルフェルムは指を抜ぬいた。血がシーツに降ふり注ぐ。官かん能のうの瞳ひとみでアルフェルムを眺めていた少年たちはガタガタと震ふるえ、自分が魔ま王おうに魅みせられてしまったことにようやく気づいたようだった。

「舐なめなさい」

　血に濡ぬれた手をベッドにいたもう一人の前に持って行く。少年は身も世もないほど顔を涙なみだでぐしゃぐしゃにしながら彼の手に舌したを這はわせた。その姿を見てアルフェルムは自分が苛いら立だっていることに気づいた。アルフェルムは反対の手で少年の頭を撫なでながら優やさしく言ってあげた。

「怖こわがることはない。私の使徒になったら人間の血を啜るのは日にち常じようになるのだからね」

　ハエレティーコールム会議が中ちゆう断だんしてもう四時間ほどが経たっていた。

　会議に現あらわれなかったクェイクアスはまだ見つかっていない。見つかるはずはなかった。既すでに消され、死体は粉々にされてしまっているだろう。トゥロワヌもそれが陰いん謀ぼうであることに気づいたのだろう、クェイクアスの一いつ派ぱに新たなロードの代理人を選ぶよう命じたが、ここにいる僅わずかな者だけで決められるほどその地位は軽いものではなく、そちらでも権けん力りよく闘とう争そうが起こって混こん乱らんが続いている。

　それらの情じよう報ほうをアルフェルムにもたらしたのは、諜ちよう報ほう活動の名手であるブルームクイストではなく、真澄であった。このような異い郷きようの地であるというのに何らかのツテがあるらしい。アルフェルムはまた少し真澄が可愛かわいくなった。

　ちょうど少年がアルフェルムの手を舐め終えたときドアがノックされた。

「お時間をよろしいでしょうか、白銀ミスリルの盟主ロード？」

「……入りたまえ」

　アルフェルムの顔に微び笑しようが浮うかんだ。その声はこの騒そう動どうを引き起こした元げん凶きようであるイレウスのものであったからだ。

　部屋に入って来たイレウスは全ぜん裸らの少年たちを見て「……出直して来た方がよろしいでしたかな？」と奥おく歯ばに物が挟はさまったような口調で言った。アルフェルムは「いいや、構かまわない。退たい屈くつしてたんだ」と答え、少年たちを裸はだかのまま部屋から追い出した。アルフェルムの笑えみは牙きばが見えるほどになっていた。アルフェルムは別に事じ態たいの推すい移いに気を揉もんで苛立っているのではない。自分が関知しないところで進んでいく退屈さに辟へき易えきしていたのだ。悦かい楽らくを何よりよしとする者にとって『退屈』とは最大の罪ざい悪あくであった。

「それで何の用かな？」

「先日のオークションでの過あやまちをお詫わびしたいと思いまして」

「気にしなくていい。なかなか楽しかった」

「寛かん大だいなお言葉、ありがとうございます」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな物言いをするイレウスにアルフェルムはぞくぞくとした。自分が息を吹ふきかければ消しよう滅めつするほどの虫けらの分ぶん際ざいで、自分にこんな態たい度どを取ることが面おも白しろくてならなかった。アルフェルムは席を勧すすめ、二人は向かい合って座すわった。

「教えてもらいたいんだ、イレウス。何で君はそんなに余よ裕ゆうなんだろう？　君は今、とても危き険けんな綱つな渡わたりをしている。君は勝ち目はないように思えるんだけど」

「そうでしょうか？」

「あの朴ぼく念ねん仁じんが慌あわてていないことがその証左さ。あいつは切り札を持っている」

「夢ゆめ見み師し……でございますね」

「如い何かにも。奴やつは未来を握にぎっているに等しい。奴は君の負ける姿すがたの預よ言げんを受けているから慌てないのだよ」

「そのワリにはどこに行くにも尾び行こうが付けられて、煩わずらわしい限かぎりなのですがね」

「そりゃねえ。これ以上、君に妙みようなことをされてはたまらないからじゃないのかな？」

　部屋の外には物々しい気配が淀よどんでいた。イレウスを見み張はるためについて来た者たち。トゥロワヌの血を与あたえられた使徒の中でも指折りの殺しの専せん門もん家かたちだった。

「妙なこと、とは？」

「さあ、何だろうね。私には分からないけど」

　イレウスは返答はせずににっこりと笑った。アルフェルムも笑った。実に面白い。この男、何を心の支ささえにして自分にこんな余裕を見せるのだろうか。

　そのとき部屋の前にいる尾行の者によく知った気配が加わった。ドアがノックされる。

「入りたまえ」

　ドアを開けたのは真澄だった。イレウスの姿を見て真澄の顔に凄すさまじい憎ぞう悪おが浮うかぶが、真澄はそれをこらえて部屋へと入って来た。ドアを閉とじる瞬しゆん間かん、廊ろう下かに黒いレザースーツに身を包んだ眼がん帯たいの女が見えた。それは任にん務むに失敗してトゥロワヌの不ふ興きようを買い見み捨すてられた、奴の使徒のヴァルデリーであった。

　なるほど……とアルフェルムは納なつ得とくする。やけに有ゆう益えきな情じよう報ほうを持ち込んで来ると思ったら、真澄の奴め、あの牝メスとつるんで情報を収しゆう集しゆうしていたのか。

　部屋に入って来た真澄はアルフェルムの耳元で何かを耳打ちした。

「……イレウス、よくない知らせだ。どうやらトゥロワヌは出席者の大半の懐かい柔じゆうを終えたようだよ。議長役のラダーヴィが棄き権けんする以外はみんな君の死に票を投じるようだ。君もインターヴァルの間に出席者たちに色々と多た数すう派は工作をしていたようだが、どうも無む駄だに終わりそうだね」

「ご心配して下さってありがとうございます。ですが私の夢見師は別の預言をしておりましてね」

「……何だと？」

　そのような者がおいそれといるはずはないだろう……と言いかけたアルフェルムはそこでハッとした。トゥロワヌの飼っている夢見師を見たとき誰だれかに似にているとちらりと頭をよぎったのだが、それが誰であるかようやく思い出した。

「そうか……あのときオークションに来ていた人間の娘むすめはトゥロワヌの飼っている夢見師の縁えん者じやか」

「エレンディラ・パトルナーゼ。トゥロワヌ卿きようの元にいる娘オフィーリアの妹にございます。さて、彼女が見た未来とトゥロワヌ卿の夢見師が見た未来、どちらが正しいのでしょうな？」

「君の方の夢見師は何と言っているのかな？」

「『何と言っていたか』ですな。あの娘はもうこの世にはおりませぬ。姉がトゥロワヌ卿に暗黒の中に叩たたき落とされるのと引き換かえに力を増ましたのと同じに、あの娘は命と引き換えに力を強めました」

「君が殺したのだろう？」

「いえ、自らの意志にございますよ。あの娘の望みはトゥロワヌ卿の失しつ脚きやくと、そのことによって生き別れた姉を助けること。そのために自らの命を捨てました。不ふ憫びんな娘にございますよ」

　イレウスの口元が笑っていた。アルフェルムは初めてこの男に不ふ快かい感を覚えた。「行きたまえ」アルフェルムは手を払はらった。「何か気分を害してしまったようで」またしてもアルフェルムへの慇懃無礼な態度に真澄が殺意を見せるが、アルフェルムは真澄を制せいした。

　この男はここに何をしに来たのだ？　アルフェルムは眉み間けんに皺しわを寄よせた。てっきり票を集めるために自分に媚こびに来たのだと思ったら、この男、自分を怒おこらせるようなことばかりする。朴念仁に見み張はりを付けられて、できることも限られているだろうに……。

（……そうか、逆ぎやくか。この男、見張られて自由に行動できないことを逆さか手てに取り、出席者を次々と訪ほう問もんしてわざとあの朴念仁の注目を自分に集めさせているのか）

「……そういえばイレウス、君にはハーシュハイザーという仲間がいたねえ。確たしか私のパーティにも来てくれた」

　イレウスの足が止まった。相変わらず人を小こ馬ば鹿かにした笑え顔がおを浮うかべていたが、目だけは真しん剣けんなものに変わっていた。

「奴やつにも謝しや罪ざいをさせた方がよろしいでしょうか？」

「いや、そういうわけじゃないんだ。実はそいつは私の使徒と過か去こに色々とあってね」アルフェルムは足元に跪ひざまずいている真澄の顎あごを撫なでた。「一度話し合いたいと思っていたんだけれど、今、どこにいるのかな？」

「残念ながら今日は来ておりません。またそれは別の機会にでも」

「へえ、そうなんだ」

　アルフェルムは指先で真澄に合図した。真澄はこくりと頷うなずくと、イレウスを一ひと睨にらみしてから部屋を出て、ヴァルデリーと共にどこかへと歩いて行った。

　アルフェルムは微笑ほほえむ。あの有ゆう能のうなボウヤとあの淫いん女じよなら必要な情報を探さがし出して来るだろう。いいコンビじゃないか、真澄。どうやってそんな危あぶなっかしい牝メスを手なずけたんだい？　もしその牝の色いろ香かに迷まよって抱だいたりしてたんなら、今回の手て柄がらを全部チャラにしても払はらい足りないほどの罰ばつを受けるから気をつけるんだよ？

「……そうそう。一つ言い忘わすれていたことを思い出しました」イレウスがわざとらしく言った。「エレンディラからアルフェルム卿に伝言があったのです。人間などの言葉ですが、死の間ま際ぎわに遺のこした言葉です。聞いてやってくれませんか？」

「言いたまえ」

「『選せん択たくを誤あやまらないように』だそうです」

　その言葉にアルフェルムの表情が微かすかに強こわ張ばった。

　なぜならそれはトゥロワヌの夢ゆめ見み師しが自分に言った言葉とまったく同じであったからだ。

　　　　◇




　薫たちは崖がけの上から見えた城しろに向かって歩いていた。

　幅はば二十メートルもある街のメイン・ストリート。城に向かって一直線に延のびたその道には滑なめらかな石が敷しき詰つめられ、両りよう脇わきには完成すれば商店になったのであろう建物が軒のきを連ねていた。一区画ごとに水飲み場が設もうけられ、涼すずやかな音を立てて水が注ぎ込こまれている。水には潮しおの香かおりはしない。ここらはもう大地にだいぶ近いあたりにあり、地下水を引いた生活用水のラインがまだ生きているのだろう。さすがに飲んでみる気はしなかったが、いざとなればこれで渇かわきだけは癒いやせるかもしれない。

「ここにもあったわ……」

　すっかりいつもの調子に戻もどったルーシアが建けん設せつ途と中ちゆうの家を指差して言った。作りかけの階かい段だんを登ったままの格かつ好こうで倒たおれた白はつ骨こつの遺い体たいがあった。

「やっぱりこれも傷きずがないね」

「ええ……おかしいわ」

　街のあちこちに古い人骨が転がっていた。着ている物から言って、この街の住人ではなく、この街を建設していた当時の工員たち。人間なのか使徒なのかは分からない。魔ま獣じゆうが襲しゆう来らいして殺されたのかとも思ったが、奇き妙みようなことに人骨にはどれも傷一つなかった。街はまるで中世の時間のまま止まってしまったかのように静まり返り、動くものは何もない。

「おう、薫。そろそろまたトランシーバで呼よびかけてみたらどうだ」

「そうだね」

　薫はトランシーバを出して先せん遣けん隊たいが使っていたはずの周波数で呼びかけてみた。「こちら認にん識しきコードＩＪ‐１１４深ふか津つ薫。現げん在ざいそちらを捜そう索さくしています……」しばらく待ったが返答がなかったので薫は首を振ふってトランシーバをリュックに戻した。

「やっぱりダメみたい」

「ま、繰くり返しやってみようぜ。向こうの通信機が生きていりゃあ、どっかで返事をくれるさ」とギーエンはちらりとルーシアの方を向いた。「定時連れん絡らく用の宝ほう石せきとかややこしいモンなんざ使わなくたって、普ふ通つうにトランシーバを使えばいいんだよ」

「そんな単たん純じゆんなことを思いついたぐらいで偉えらそうにしないでよねバカトゲ。こんなハンディ・タイプじゃ、街中で試ためしてみないとならないじゃない。やっぱ魔ま導どうの方が確かく実じつよね」とルーシアは薫の方を向く。「ね、薫？」

　薫が「えーと……両方やればいいんじゃない？」と答えると、ルーシアとギーエンは「ふんっ」「けっ」と顔を背そむけた。さっきからこの調子なのだが、決していがみ合っているというわけでもない。

（……って言うか、人間を性せい格かくで大おお雑ざつ把ぱに五種類ぐらいに分類したら、ルーシアとギーエンって同じカテゴリーに分類される気がする……）

　メインストリートが終わり、城の前の広場へと出た。

「すごい……」

　ルーシアが息を飲んだ。壮そう観かんであった。そこは街まち並なみが途と切ぎれ、数百メートルに亙わたって白はく亜あの石いし畳だたみが敷き詰められていた。両脇には堀ほりが正方形に境きよう界かい線せんのように走り、身分低き者の住む街とは切り離はなされた特別な場所であることを示しめしていた。そしてその中心には城じよう壁へきに囲まれた城があった。ゴシック様式にも似にていたが、それはまるで繊せん細さいな幾き何か学がく模も様ようのように入り組み、そして普ふ通つうの建けん築ちく資し材ざいではその巨きよ大だいな重量を支ささえられるようには見えなかった。『向こう側』の超ちよう越えつ的な才さい能のうを持った建築家と、魔力の粋すいを集めた巨大な工芸品であった。

「やっぱり『落丁の一頁ページ』があるとしたらここよね……」

　三人は堀に架かけられた石の大きな橋を渡わたった。城門までざっと百メートル。色いろ違ちがいの石で幅二十メートルほどの道が作られ、その両脇には巨大な彫ちよう像ぞうが等とう間かん隔かくに城門の前まで並ならんでいた。

「これは……」

　薫は呻うめくように呟つぶやいた。右側の手前から二番目の所に立った彫像。その姿すがたを薫は知っていた。台だい座ざに刻きざまれた文字は消えかけていたが、最初の『ＡＬ──』だけ読めた。マントを羽は織おって気き障ざったらしく顎あごに手を当てたアルフェルムの彫像だった。

「薫、こっちにトゥロワヌもあるわ」

　左側のちょうど真ん中にある隆りゆう々りゆうとした男は、一度夢ゆめの世界で見たトゥロワヌに違いなかった。

「……四、五、六。片側に六つずつで、全部で十二体か……。これって十二人の盟主ロードの彫像？」

「そうね。これって序じよ列れつを表しているわ」ルーシアがトゥロワヌの像の台座を指差して言った。「ほらここ。『Ⅶ』の文字が刻まれてる。つまりトゥロワヌはロードの序列では七番目ってことよ。城の手前から交こう互ごにロードの序列の順に並んでいるの。……八、九……アルフェルムは十番目ってことね」

「この世界に残ったロードは二人とも後ろ半分ってことなのか……」

　あの二人でさえ人間たちでは歯が立たない。なのにゲートの向こうにいるロードたちはそれよりも格かく上うえの者ということなのか……。薫は絶ぜつ望ぼう的な気分になった。しかもその上には『偉大なる君主グランマスター』と呼ばれる絶ぜつ対たい的な王がいる。モン・サン・ミッシェルの真下にあったあのゲートが開いてしまえば、それらが再ふたたび降こう臨りんするのだ。

（いや……逆ぎやくに考えよう。残ったのが序列の低い奴やつらだけで僕ぼくらは助かったんだ。……もっとも、その二人にさえ僕なんかじゃとても勝てないんだけど……）

『二人』という言葉が心に引っかかった。

（そうだ……ゲートが閉とじたときにこの世界に残ったロードは二人じゃなくて……）

　ふと気づくとルーシアが像の一つの前で佇たたずんでいた。左側の前から二つ目。序列からすると三番目となる。それは他ほかのロードたちとはだいぶ違い、小こ柄がらな少女の姿をしていた。

「もしかしてそいつが……？」

「『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』。歴史から名前の消えたロード」

　そう言ってルーシアは台座のネーム・プレートを指差した。プレートは崩れてはいなかったが、イギリス女王の預言の書と同様にそこは空白になっていた。

　他のロードたちとは違って威い風ふう堂々とした作りではなく、ちょこんと両手を顎あごに当てて、道を通る者を微笑ほほえみながら見下ろすどこかお道ど化けた少女の像──。だが薫はその像にとてつもない悪お寒かんを覚えた。

（僕はこの子とどこかで……）

「……どこかで会った気がするの、この子と」

　ルーシアが言った。薫は驚おどろいて「えっ、ルーシアも？」と彼女を見る。彼女も目を瞬しばたたかせながら薫を見た。

「いつも側そばにいる気がするの……。どこかすぐ近くからわたしを見ているような気が……」

「僕もなんだ。いつも誰だれかと会っているんだけどそれが誰か覚えていない……ずっとそんな感覚があったんだけど、この像を見てやっと思い出した。僕、この子に会っている」

「わたしも会ってるわ……確たしか……そう、城しろの中……」



    

  
    
      「誰もいない寒々しい城？」

「そうっ、そうなの。……ああ、でも思い出せない。あと少しで何かが……」

「おいおいっ」ギーエンが声を上げた。「よせよおめえら。その小こ娘むすめはあの変態アルフエルムやトゥロワヌより遥はるかに格上の化物だぞ!?　そんな奴に遭あったら、俺おれら人間なんざその瞬しゆん間かんにこの世から消滅させられちまうってーの。それを二人して『いつも会ってる』とか気持ち悪わりぃこと言うんじゃねえよ。それより早く中に入ってみようぜ」

　とギーエンは城じよう門もんへと向かって行った。城門の扉とびらは開いたままで、内うち堀ぼりに架かった跳はね橋も下りていた。

「えっ……？」

　薫は声を漏もらした。橋を渡わたろうとするギーエンの足元で何か黒い影かげが蠢うごめいた気がしたのだ。「どうした？」とギーエンが振ふり返る。

「いや、気のせいかな。ギーエンの足元で……」

　そこまで言ったときだった。

「バカトゲっ、逃にげて！」

　ルーシアが叫さけんだ。気のせいではなかった。ギーエンの足元、内堀の中からべちゃりと音を立てて黒い物が這はい上がり、ギーエンに向けて手を──手の様な物を伸のばしたのだ。

「うおっ、な、何だこりゃ！」

　ギーエンがそれを避よけながら叫ぶ。内堀から這い上がって来たのは、ドロドロの黒い液えき体たい。それが生き物のように盛もり上がってギーエンに襲おそい掛かかって来たのだ。

　ギーエンは革かわジャンの袖そでに仕込んである釵サイを抜ぬいた。漢字の『山』の形をした、琉りゆう球きゆう古こ武ぶ術じゆつの武器である。ギーエンは自分に向かって来る液体の触しよく手しゆを釵サイで薙なぐが、水がばしゃんと切られただけで、すぐに元に戻もどってしまう。

「頭を下げなさいっ」

　ルーシアの手には光の槍やりが握にぎられていた。『戦乙女の槍ヴアルキリー・ジヤベリン』。精せい霊れい系けい以外ではさしたる攻こう撃げき魔ま術じゆつを持たない赤あか魔ま術じゆつ師しの中では例外的に強力な威い力りよくを持った攻撃魔術で、己おのれの魔力をそのまま破は壊かい力りよくへと変換して敵てきを破壊する。

　ギーエンが伏ふせると同時にルーシアは『戦乙女の槍ヴアルキリー・ジヤベリン』を放った。光の槍は水の怪かい物ぶつに穴あなを空け、瞬しゆん間かん的に蒸じよう発はつさせた。そのまま槍は半開きになった城門を半はん壊かいさせて城内に消えていった。

「今のも魔ま獣じゆう!?」

「違ちがうわっ。あれはマトモな生物なんかじゃない。あいつ、『戦乙女の槍ヴアルキリー・ジヤベリン』が当たったときエネルギーを吸すい取ったの。普ふ通つうの生物にそんなことできるわけないわ」

「魔ま導どうで作られたもの……ってこと？」

「疑ぎ似じ生命体ってところかしら。でもどうして未いまだにそんな物が動いているのかしら？　擬似生命体に命を吹ふき込んで動かすなんて魔術、そう長いこと動き続けるだなんて思えないんだけど……」

「……それはそいつが元々生きてないからじゃよ」

　ルーシアの言葉をしわがれた老人の声が継ついだ。

「何だおめえは？　もしかして先遣隊の奴やつか？」

「近づくなギーエン、そいつは危き険けんだ！　さっきの化物なんかよりよっぽどっ」薫はブラディミールの宝石を砕いて剣つるぎへと戻し切っ先を向けた。「なぜお前がここにいる、トリプル・クラウン！」

　そこにいたのは魔族のオークションのとき薫たちを散々翻ほん弄ろうしてくれた犯はん罪ざい魔術師『トリプル・クラウン』ことブレンティス・ストリックスランドであった。

「なぜと言われてもなァ」トリプル・クラウンはケタケタと笑う。「たぶんそれは君らと同じ理由なんじゃないかな」

　その瞬間、薫のすぐ横に気配が現あらわれた。吐はき気けがするほどの巨きよ大だいな威い圧あつ感。ギーエンが「危あぶねえっ」と声を上げる。威圧感の方を向いた薫の目に飛び込んで来たのは迫せまり来る刃は渡わたり二メートルもある巨大な斬ざん馬ば刀とうと、全すべてをみ込こむ嵐あらしのごとき殺意であった。

（間に合わないっ）

　水平に薙いできた相手の斬馬刀に薫は下からかき上げるようにブラディミールを合わせた。受け止めるためではない。この巨きよ躯くの魔族が放った一撃を受け止めるなど使徒でも不ふ可か能のう。腕うでごと粉々にされる。角度を付けて叩たたき、相手の刃やいばを弾はじくためだ。

　薫のブラディミールに弾かれて相手の斬馬刀は軌き道どうを上げ、薫の髪かみの毛をかすって通り過すぎて行った。だが百キロを超こえるであろう巨大な斬馬刀を弾いた勢いきおいでブラディミールは薫の手を離はなれ、城門前に居い並ならんだ彫ちよう像ぞうの一つ──トゥロワヌの像に突つき刺ささった。

「くっ」

　薫は転がって逃げ、起き上がった。数メートルを空けて薫はその男と向かい合った。両親を殺した男、ハーシュハイザーと。

「……やるな、小こ僧ぞう」

　ハーシュハイザーはその無ぶ骨こつな顔に笑えみを浮うかべた。薫はじりじりと間合いを広げ、トゥロワヌの像に刺さったブラディミールの方へと向かう。

「遠えん慮りよするな。拾え。待っていてやる」そう言ってハーシュハイザーは顔に走った傷きずを撫なでた。「覚えているか、この傷を。幼おさなき頃ころのお前がつけた傷だ。人間などに傷を負わされたことのないこの俺に、油ゆ断だんしていたとはいえお前のような小僧が傷をつけたのだぞ」

「……覚えてない。でもお前が父さんと母さんを食い殺したときにつけた傷だっていうのは知っている」

「悲しいな。俺は鏡を見るたびお前のことを思い出していたというのに」

　薫は応こたえず、ブラディミールを引き抜いた。手の中の退たい魔まの妖よう剣けんは好こう敵てき手しゆを見つけた歓かん喜きに震ふるえていた。

「薫……」ルーシアが薫の側そばに寄よって来て言った。「……逃げましょう。勝てる相手じゃないわ」

　薫は答えずハーシュハイザーとの間合いを狭せばめる。彼女に言われなくてもそんなことは分かっていた。腕わん力りよく、体力、スピード、経けい験けん値ち。何一つ取っても勝まさっているものはない。

「……なぜ父さんたちを殺した？」

「嵐あらしは道を選ばぬ、それだけのことだ」

「……どういう意味だ？」

「白銀の盟主アルフエルムが『外げ道どう祈き祷とう書しよ』の頁ページを隠かくしているという噂うわさがあってな。それを調べるために来ていた。そのとき腹はらが減へったから食くらった。それだけだ」

　ごく当たり前のこととして語る淡たん々たんとした口く調ちよう。「なぜその色の服を着たのか？」と問われ「何となく着たかったから」と答えるような言い草。その言葉に薫の中に、ぞわっ、という殺意が宿った。薫の憎悪を吸すってブラディミールに血管のような赤い筋すじが現れた。魔族を狩かる狂きよう気きの剣ブラディミールとその使い手は、初めて同じ感かん情じようで結ばれた。

「ふっ……あの日、お前を生かしておいた俺の目は曇くもっていなかったようだ。俺を楽しませろ、小僧。あの赤あか髪がみの殺さつ戮りく者しやから学んだ技わざを俺に見せろ」

「言われなくたって見せてやるっ」

　と、薫がハーシュハイザーに向かって行こうとしたときだった。

「……!!」

　薫は言葉を失った。心配そうな瞳ひとみで自分を見つめるルーシアが目に入った。彼女の足元にいつの間にか水みず溜たまりがあった。どす黒い色に染そめられたそれは、城じよう門もんの桟さん橋ばしから床ゆか石いしの割われ目を伝って続いていた。そしてそれはグググッと盛もり上がり、ルーシアへと迫せまる。

「ルーシア、頭を下げろっ」

　薫はルーシアへと向かって走った。「えっ……」と背はい後ごを振ふり返ったルーシアが凍こおりつく。ルーシアが邪じや魔まして剣を振るえなかった。薫はそのままルーシアを横に突き飛ばし、すかさずブラディミールを振り上げる。

　だが間に合わなかった。水の怪かい物ぶつはその触しよく手しゆを薫に巻き付けた。

「ぐああっ」

　薫は絶叫した。触ふれられた所から氷の刃を突き入れられたような痛いたみが走る。そしてそれは自分の中から『何か』を吸すい上げ始めた。一いつ瞬しゆんにして立っていられなくなり、薫は床ゆかに膝ひざをついた。

「薫っ！」

　ルーシアが『戦乙女の槍ヴアルキリー・ジヤベリン』で水の怪物を吹ふき飛ばした。しかし薫はそのまま床に倒たおれた。辛かろうじて意い識しきは保たもっていたが、もう立ち上がることさえできなかった。

「汚きたないわよ、トリプル・クラウン！　横から襲おそわせるなんてっ！」

「勘かん違ちがいしないでくれるかな、グレンヴィルのお嬢じようさん。そいつらを作ったのはわしではないぞ。『赤』の魔ま術じゆつ師しのお前さんは知らんじゃろうが、そいつは『死霊コープス』の中でも特にやっかいな『遺棄霊ヴエータラ』という連中でな。一度誕生してしまうといかなる力をもってしても消しよう滅めつさせることなどはできんのじゃ。……ほれ、見てみぃ。再さい生せいを始めておるぞ」

　ギーエンが駆かけ寄より、動けない薫を担かついで再生しつつある遺棄霊ヴエータラから離し、ルーシアはケルヴィムを構かまえて薫の前に立つ。

「ダメだ……ルーシア……今のルーシアたちじゃあいつらには勝てない……」

「あんただって向かって行ったじゃないのっ」

「そうだったっけ？　ごめん、忘わすれてた……」薫は無理に笑ってみせた。そしてルーシアの耳元に口を寄せた。「ルーシア、あれを使おう……あれってたっぷり魔力を溜ため込んでいるんだろ？　なら思いっきり出力を上げたら……」

　ルーシアは最後まで聞かず薫が言おうとしていることを理り解かいした。

「……バカトゲ。わたしが合図したら奴やつに背せを向けて、全速力で薫を担いで走って」

「お、おう。でもよ……」

　ハーシュハイザーがこちらに向かって歩いて来ていた。

「もうお前は俺とは戦えぬようだな……。残念だが、これもまた運命か」

　戦いが打ち切られたことに大いに失望しているようで斬ざん馬ば刀とうは構えてないが、かと言って見み逃のがすつもりもなさそうだった。

　ルーシアはローブのポケットから小さな塊かたまりを取り出した。それは洞どう窟くつの中で道を照らすのに使った魔ま導どうのランタンだった。

「食くらいなさいっ」

　ルーシアはそれをハーシュハイザー目め掛がけて飛ばす。ハーシュハイザーは「ふん」とつまらなそうに言って、斬馬刀を振り上げた。

「行くわよ、バカトゲ！」

　斬馬刀がそれを斬きる瞬間ルーシアは服の裾すそで顔を覆おおい、ランタンの出力を最大まで上げた。限げん界かいを超こえた出力に外がい殻かくが耐たえられなくなり、膨ぼう大だいな光を放って弾はじけ飛ぶ。城門前の広場全体が超ちよう新星のような光量に包まれた──。



　光が収おさまったとき、広場には薫たち三人の姿すがたはなかった。ハーシュハイザーは完全に両目を焼かれていて、魔族の回かい復ふく力りよくをもってしても視し力りよくが戻もどるまで数十秒を要した。ハーシュハイザーは癒いえた目を擦こすり、城門の方を見つめた。城門の向こうに小さく走っていく三人の姿が見えた。

「つまらぬ真ま似ねで戦いを穢けがしよって……」

　ハーシュハイザーは斬馬刀を握にぎり締しめ、大きく振りかぶった。その鋼はがねのような筋きん肉にくが硬かたく盛もり上がる。

「よせよせ」

　トリプル・クラウンが制せい止しした。じろり、とハーシュハイザーがトリプル・クラウンを睨にらむ。

「娘むすめには生きててもらわぬと困こまるのだぞ。そんな物をぶん投げられたら一たまりもないわい。イレウスから聞いてはおったが戦いに夢む中ちゆうになると何をしでかすか分からぬ奴じゃ」

　ハーシュハイザーは黙だまって剣つるぎを降おろした。彼にとって不本意な形ではあったが戦いは終わり、彼は元の無口で無む感かん情じような男に戻っていた。

「それで、あの娘を捕つかまえればよいのだな？」

「放ほうっておけ。追い詰つめて妙みようなことをされてはかなわぬ。それにどうせ今のままではあいつらも『落丁の一頁ページ』には近づけぬ」

　トリプル・クラウンは薫たちの消えた方を見つめて口元を歪ゆがめた。

「あの娘がもう一人の人格になるまではな」

　　　　◇




　薫たちは息を切らせて城しろまで続く塁るい道どうを走っていた。

　完全なる美の粋すいを集めて作られた庭園は今はかつての面おも影かげはなくなっていた。植えられていた芝や草木はとうに腐くさり果て、長い間手入れもされなかった周囲の建物や彫ちよう像ぞうは朽くちて崩くずれかけていた。城の庭に水を引く水路がどこかで破は損そんしてしまったのか、塁るい道どう脇わきの水路も道の途と中ちゆうにある噴ふん水すいもからからに乾かわいていた。

「おい、薫がおかしいぜっ」

　ルーシアとギーエンは足を止めた。ギーエンに担かつがれた薫はぐったりとしていて、身体からだは死人のように真っ白だった。

「薫っ！」

　悲鳴のような声を上げてルーシアが薫を揺ゆさぶる。だが薫はもうほとんど意い識しきはなかった。ただブラディミールだけは放さずしっかりと握っていた。

「やべえぞこりゃ！　どんどん身体から力が抜ぬけていってる。おい、クソ貴き族ぞくっ、てめえが何とかしやがれよっ。魔術師だろっ」

「無茶言わないでよっ。『黒』の……それも禁きん呪じゆで作られた化物にやられた傷きずなんてどうやって治したらいいか想像もつかないわよっ」

　と、そのとき薫の手が動き、ルーシアの袖そでを掴つかむ。口をぱくぱくとさせ、何かを伝えたいようだった。

「何だ、遺ゆい言ごんか!?」

「言っていいことと悪いことがあるでしょ、このバカトゲ！」ルーシアがギーエンの頭を叩はたいた。「ねえ、薫。どうしたの？　何が言いたいの？」

「追って……来ない……」

　消えそうなほど小さな声が薫の口から漏もれた。そういえば……とルーシアとギーエンが振ふり返る。城じよう門もんを潜くぐって二百メートルほど。さっき戦っていた彫像前の広場はもう小さくしか見えないが、そこには誰だれの姿すがたも見えなかった。

「……おかしい……『落丁の一頁』を取りに来たなら僕ぼくらが邪じや魔まなはずなのに……僕らを放置するだなんて……気をつけて、二人とも……」

「今はそんなこと言ってる場合じゃないわ。早くどうにかしないと、あんたが死んじゃ……」ルーシアは自分の口にした言葉に顔色を失う。「わたしがどうにかするっ。『もう一人のわたし』になったらきっとどうにかなるわ。だからお願い、それまで死なないでっ」

　がくり、と薫が意識を失った。ルーシアが悲鳴を上げる。

「落ち着けっ。まだ生きてる。気を失っただけだ。けどよ、こいつは本気でヤベえぜ」

「うっさいわねっ。わたしが何とかするって言ったらわたしが何とかするわよっ。どこか薫を寝ねかせられる場所に運んでっ」

「どこかって言われたって……」

　ルーシアとギーエンの視し線せんに城が入った。

　二人は失神した薫を担いで城の前までやって来た。扉とびらは固かたく閉とざされていた。ドアには錆さび付いたままの鎖くさりが掛かかっており、開けた形けい跡せきはない。

「んだよ面倒くせえな。何で開いてねえんだよ」

「えっ……開いてないですって？　ちょ、ちょっと待って……」

「あん？」

　ルーシアがギーエンを制せい止しするのと、ギーエンが無む理り矢や理り開けようと扉の取っ手を掴むのはまったく同時だった。

　その途と端たん、キーンッ、というハウリングのような音が響ひびき渡わたった。音量は次し第だいに上がっていき、耳を塞ふさがねばならないほどになる。

「な、何だこりゃっ!?」

「警けい報ほうよっ。だから止めたじゃないのバカトゲっ！」

「おめえが開けろって言ったんだろうがっ」

「先遣隊だってここを真っ先に調べそうなものなのに開いてないんだから、何かトラップが仕し掛かけられていて開けられなかったことぐらい想そう像ぞうがつくでしょっ」

「うるせえ、分かるような頭だったらパンクスなんざやってねえ。文もん句くあっかっ」

　二人はそこで口くち喧げん嘩かをやめた。床ゆかに敷しき詰つめられた石の隙すき間まから、黒い物が染しみ出してきた。それは重力を無視したように盛もり上がって人間の形を取っていく。

「さっきの死霊コープスのお仲間さんみたいね……。ケルヴィム、力を借りるわよ」

　ルーシアはケルヴィムを構かまえた。この杖つえは魔力を蓄たくわえるコンデンサー。そこにはもう一人のルーシアになっていたときに注入しておいた魔力がたっぷりと詰まっている。その魔力がルーシアの中に流れ込み、髪かみの毛がふわりと舞い上がった。彼女の手の平に『戦乙女の槍ヴアルキリー・ジヤベリン』が現れる。

「クソ貴き族ぞく、倒たおしきれるような量じゃねえぜ！」

「あんたは何もできないんだから黙だまって見てなさい」

　ルーシアは祈いのりながら力を解かい放ほうした。ルーシアの手から放たれた光の槍やりは多た弾だん頭とうミサイルのように分ぶん裂れつして死霊コープスたちに降ふり注ぐ。貫つらぬかれた死霊コープスが次々と消しよう滅めつしていく。

「全部撃うちきったら一気に逃にげるわよっ」

　ルーシアはケルヴィムから流れ込こむ魔力をダイレクトにエネルギーに変へん換かんし、『戦乙女の槍ヴアルキリー・ジヤベリン』を放つ。

　悔くやしいがもう一人の自分の魔力は凄すごい。自分では一週間かかっても満タンにできないほどの魔力をあっと言う間に杖に注入してしまう。これだけ放ってもまだ魔力が残っている。だが、いくら膨ぼう大だいな魔力が蓄えられているコンデンサーだとはいえ、実じつ際さいにそれを使う電球にあたるのはルーシア本人だ。先さき程ほどのランタンと同様、巨きよ大だいすぎる電力を流し込めば電球は切れてしまう。

（いえ……構かまわないわ。薫はわたしを庇かばってこんなふうになっちゃったんだもの……）

　お願い、もって。

　ピシリっ、と音が鳴った。ケルヴィムから鳴ったのか、それとも自分自身の身体からだが悲鳴を上げていたのかは分からなかった。

「おい、クソ貴族っ。それ以上は無理だ。後は俺おれが何とかするから行くぞっ」

　薫を担かついだギーエンが城庭に向かって走り出す。わたしも行かなくちゃ……と走り出したルーシアだったが、足がもつれた。ルーシアはそのまま地面に倒れ、手から滑すべり落ちたケルヴィムが床にぶつかって粉々に砕くだけた。

　マヌケね、わたし……ルーシアは苦笑いする。歩く力まで全部使っちゃうだなんて。

「何やってやがんだよっ」

　ギーエンが引き返して来る姿がぼやけた視界に見えた。うっさいわね、バカ。マヌケなのは自分でも分かってるから、さっさと行きなさいよ……。そう言ったつもりだったが言葉にはならなかった。最初の方に吹ふき飛ばした死霊コープスが再さい生せいしようとしていた。

「貴方あなたたちっ、こっちよっ！」

　そのときだった。唐とう突とつに女じよ性せいの声がした。声の方を向くと、城じよう壁へきの下の方、ポッカリと空いた穴あなから人の顔が見えた。「おめえは!?」ルーシアもギーエンも知らない、泥どろと埃ほこりにまみれた十代半ばの少女だった。

「そんなのいいから、早く追い払はらって来てっ」

「待ってくれ。動けねえ奴やつが二人もいるんだ。俺だけじゃ運べねえっ」

「……しょうがないわねえ」別の女性の声がする。「まったく、出で来き損そこないなんだから」

　少女の横から赤いローブをまとった女性が面倒くさそうに這はい出して来た。彼女は懐ふところから動物の物と思おぼしき骨ほねを取り出すと、砕くだいてルーシアたちがいる方へとばらまいた。骨の落ちた所にいた死霊コープスが、呪のろわしげな声を上げながらずるずると逃げて行く。『モーゼの十じつ戒かい』で海が割われるかのように道ができた。

「お、おめえは……」

　ギーエンはあんぐりと口を開く。

「しばらくはもつわ。早く運びなさい、トゲトゲ」

　そう言って女性はルーシアの足元まで歩いて来ると、倒れて動けないルーシアの前にしゃがみ込み、にんまりと笑った。

「ほ～ら、このドジ娘むすめ。『助けて下さいお師し匠しよう様さま～』って言ってごらんなさ～い」

「だ、誰が言うもんですかこのクソババア。だいたいあんた、今使ったの黒くろ魔ま術じゆつじゃない。『赤』のわたしたちがそんなの使っていいと思ってんの!?」

「いいでしょ、緊きん急きゆう事じ態たいなんだから。助けてもらったくせにルーシアちゃんって態たい度どでか～い。なんかムカつく～」

　クラウディア・マルゼスは動けない愛まな弟で子しのほっぺたを、むに～、と抓つねった。

　　　　◇




　ルーシアはクラウディアともう一人の女の子に肩を貸してもらって穴を通り抜けた。そこを抜けると下は石造りの廊下になっていた。どうやら城の地下の天井が崩れて城壁の間に入口を作っていたようだ。

「おい、急ごうぜ。さっきの奴が追って来るぜ」

　ギーエンが言う。だがクラウディアは首を振ふって言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。追っては来ないわ。あれはあの場所で死んだ人間の魂たましい。あの場所に拘こう束そくされているから、他ほかの場所には出ないわ」

「……何なの、あれは？　死霊コープスとか遺棄霊ヴエータラとか言ってたけど」

「遺棄霊ヴエータラ……。そんなものまで出て来たの……」クラウディアは嘆たん息そくした。「黒魔術によって人間の霊れい魂こんを現げん世せに繋つなぎ止めたものをまとめて『死霊コープス』って呼よぶんだけど、この街にいる奴らは禁きん呪じゆで作られたとびっきりタチの悪い輩やからよ。アレが誕たん生じようしてしまったらもうどうしようもないわ。未来永えい劫ごう自分が死んだ場所に住みついて、新たな犠ぎ牲せい者しやを仲間としようとするの。永えい遠えんの苦しみを分かち合うためにね……」

「永遠の苦しみって……」ルーシアはハッとする。「じゃあ薫はっ！」

「エナジー・ドレインを食くらっているわ。奴らは人間の生気を吸すい上げるとき、相手を動けなくするため自分の身体からだの一部を流し込むの。運良く生気を吸い尽つくされなくても、その毒が入っちゃうと次し第だいに身体の中で増ぞう殖しよくしていき、結局命を落としてあいつらと同じ死霊コープスになってしまうわ」

「ちょ、ちょっと何を冷静に言ってんのよこのクソババアっ！　薫が死んじゃうじゃないのっ。何とかしなさいよっ」

「ああもう、相変わらずうるさい子ねー」

　クラウディアは掴つかみ掛かかって来るルーシアのおでこに、ピシッ、ピシッ、ピシッ、とデコピンを三連発した。

「これを治せるのは黒くろ魔ま術じゆつ師しだけよ。運がいいわね薫ちゃんは。まだ二人ほど黒魔術師が生き残ってるわ。教きよう皇こう庁ちようの人間は大だい嫌きらいみたいだけど、ま、こんな時だし治してくれるんじゃないかしら？」

「他にも生き残ってんのがいるのか？」とギーエンが訊たずねる。

「ええ。わたしとアイリスに、黒魔術師が二人と、イギリス軍のマーティン軍ぐん曹そう。それから……」とクラウディアはルーシアに肩かたを貸かしている女の子に目をやった。「彼女を入れて三人ほど民間人が生き残っているわ」

「民間人？」

「あんたらもあの餌えさの穴あなから降おりて来たんでしょ？　餌として放り込まれた人の中には生きたまま落とされた人もいてね。死霊コープスに追われて地下城内ここを逃にげ回っていたから、わたしたちよりずっとここには詳くわしいわ。わたしたちも危あぶないところをこの子に助けてもらったの。あんたらの声に気づいて抜ぬけ道に案内してくれたのもこの子なんだからお礼を言いなさいよ」

「わたし、ニコールよ。よろしく」

　とルーシアに肩を貸していた少女は微笑ほほえんだ。ギーエンは「あんがとよ」と言った。

「でもよかったぜ。こんなに生きてんなら来た甲か斐いがあったってもんだ。とりあえず薫を治ち療りようし次し第だい『落丁の一頁アレ』の探たん索さくは中ちゆう断だんして上に戻もどろうぜ」

　そうギーエンが言った途と端たん、それまで楽しそうに喋しやべっていたクラウディアの顔が曇くもった。その表ひよう情じようにルーシアはぞっとする。どんなときも余よ裕ゆうを崩くずさないこのクソババアがこんな顔をするのは見たことがなかったのだ。

「せっかく来てくれたところを悪いんだけどさ……」クラウディアは引きつった笑いを浮うかべて言った。「一度ここに降りちゃったらもう出れないみたいなのよね、誰も」

　　　　◇




　目を醒さました薫の目に飛び込んできたのは、瞳ひとみを赤くしたルーシアの顔だった。

「薫っ！」ルーシアが薫の胸むねに飛び込んで来た。「無茶するんじゃないわよこの馬ば鹿かっ」

「ご、ごめん……」

　自分の胸の中で泣くルーシアをどうしていいか分からず、とりあえず反はん射しや的に謝あやまってしまった。

　薫は部屋を見み渡わたした。地ち下か牢ろうとして使われていた部屋だろうか、薄うす暗ぐらく狭せまい石いし造づくりの部屋だった。魔術の明かりが浮かんでいて、床ゆかには魔ま方ほう陣じんが描えがかれている。部屋にはルーシアとギーエンの他にも合わせて十人ほどの人間がいた。「あっ……」赤いローブをまとった二人の女じよ性せいを見て薫は声を漏もらす。若い方の女の子が「薫、お久ひさしぶりー」と手を振り、大人の方が肩を竦すくめてみせる。クラウディアとアイリス・グレアム──いや、今はイギリスの名門貴き族ぞくショーエンワイス家の息女である。

「合流……できたんだ」

「体調はどうだい？」

　ちょっと太めの黒ローブの魔術師が聞いてきた。

「あ、はい。ちょっと気分が悪いけど、動けるみたいです。……貴方あなたは？」

「メルオット・ブラウニング。君らより先に入った部隊パーテイの生き残りだよ。君が死霊コープスに食らったのはエナジー・ドレインって言ってね。死霊あいつらは人間の生気を吸うとき……」

「……魔術講こう義ぎなんかしているときじゃないだろうが」

　そこまで言ったところで部屋にいたもう一人の黒ローブの魔術師が不ふ機き嫌げんそのものの顔で言った。薫と目が合うと男はつまらなそうに顔を背そむけた。

「彼はラモン・ハワード。僕ぼくと同じ『爛らん士し』の黒魔術師だ」

「ブラウニングさんが貴方を助けてくれたのよ」

　ルーシアが顔を上げて言った。ルーシアは周囲の視し線せんでようやく薫に抱だきついていた自分に気づいたらしく「や、やめてよね、異い教きよう徒との分ぶん際ざいで」と薫を突つき飛ばした。薫は「あたたたた……」と起き上がり、ブラウニングに礼を言った。

「『異教徒』にお礼を言われるなんて思わなかったよ。それも黒魔術師の僕がね」黒ローブの魔術師はそのローブの色とは似につかわしくない人ひと懐なつっこい笑みを浮かべた。「他のメンバーも紹しよう介かいしよう」

　ブラウニングは部屋にいる人間たちを紹介していった。先せん遣けん隊たいでは四人の魔術師の他にイギリス軍のマーティンという軍ぐん曹そうが生き残っていた。それから民間人が三人。トゥロワヌが飼かっている魔ま獣じゆうの餌えさとして放ほうり込まれた人間で、小さな魔獣を狩かって飢うえを満たしていたが、水だけは手に入らず、ここまで降おりて来たところで戻もどれなくなったそうだ。

「戻れなくなったってどういうことですか？」

　その言葉に薫以外の全員は沈ちん黙もくした。

「どうしたんですか……？」

「薫……わたしたちね、もうここから出られないみたいなの……」

「わたしから説明するわ」クラウディアが言葉を次いだ。「簡かん単たんに言うとね、この街には『禁きん呪じゆ』による呪のろいが掛かけられているのよ。この街で死んだ者は死霊コープスとなり、生きた人間を死霊コープスとして引きずり込む。崖がけの下の山ほどの死体を見たでしょ？　一ひと度たびここに足を踏ふみ入れた人間が外に出ようとすると、大量の死霊コープスが一いつ斉せいに襲おそって来るのよ。ここから逃にがさないようにね」

「閉へい鎖さ空間みたいなものですか？」

「ま、形はね。ただ閉鎖空間には空間を成立させている核かくとなる『鍵かぎ』があって、それを壊こわすことで製せい作さく者しや以外にも空間を壊せるんだけど、ここは捕とらえた獲え物ものはもう逃がさないの。トゥロワヌをもってしてもその呪いは解とけず、ここまで造った街を遺い棄きしたみたいね」

「じゃ、じゃあ、出る方法は何もないってことなんですか？」

「術者の掛けた呪いを力ちから技わざで消しよう滅めつさせれば、あるいは。ただね、その呪いを掛けたって奴やつが問題なのよね。なにせわたしの知る限かぎり、人間でありながら魔族の領りよう域いきの魔術を身につけた怪かい物ぶつだから」

　クラウディアは苛いらついたようにぼりぼりと頭を掻かいた。

「誰だれなんですか？」

「ゾルアス・ソリヴィエ」

「確たしか昔の魔ま術じゆつ師し協会のトップですよね？」

「へえ、詳くわしいじゃないの」

　そう、薫はケルベロスの夢ゆめの世界で『ＺＯＳＯ』ことゾルアス・ソリヴィエを見た。天てん井じようの覗のぞき穴あなから見ると、奴とトゥロワヌが何やら話し込こんでいた。人間の身でありながらトゥロワヌと対等に付き合っているように見えた。

「『力技』でどうこうと言うからには、何か呪いを解くための手て懸がかりがあるんですか？」

「あるわ。ルーシアの力を使って試ためしてみたいことがあるの。正直、女王がルーシアを捜そう索さく隊たいに入れてくれてホント助かったわ」

「……よせっ」と声を上げたのはハワードだった。「全員でやってみたけどとてもダメだった。あれは手が出せぬ」

「じゃあ他ほかに何の方法があるっていうのよ？」

「だからっ」声を荒あららげるが、ハワードの声は消しよう沈ちんしていった。「……他は他だ」

「あんたホント口だけちゃんね～。臆おく病びようでもブラウニングちゃんの方がよっぽど役に立つわ。……薫ちゃん、ルーシア、それからブラウニングちゃん。一いつ緒しよに来てちょうだい」

「……やめるんだ」ハワードが侮ぶ辱じよくされた怒いかりを噛かみ殺して言った。「もう夜になる。分かってるだろう？　夜になれば死霊コープスたちが山ほど沸わいて出る。この魔ま方ほう陣じんから出たら死ぬようなものなんだよ」

　薫は「どういうことですか？」と聞く。腕うで時ど計けいを見ると夕方の四時。確かに表では太陽が落ちている時じ刻こくだった。

「今はぽつぽつと出しゆつ没ぼつするぐらいだけど、夜になるとあの死霊コープスが山ほど溢あふれ出るのよ。この魔方陣がなけりゃ寝ねることさえできないわ。わたしたち、昼の間は探たん索さくを行い、夜にはここで休んでいたってわけ」

「ならハワードさんの言う通り、昼間まで待った方がいいんじゃないですか？」

「そうもいかないのよ」クラウディアは薫の耳元に口を寄よせた。「ルーシアが『あっち』になったときの魔力に頼たよりたいのよ。そろそろ戻る頃ころでしょ？　魔族も追って来てるそうだし、タイミングを逸いつしたら次はいつになるか分からないから、できるときにやっときたいの」

「……分かりました。行きましょう、クラウディアさん」

　薫は立ち上がった。身体からだはまだ少し重かったが十分に戦えそうだ。ギーエンとルーシア、イギリス軍人のマーティンも立ち上がり、最後にアイリスが「はーい、わたしも行きまーす」と手を挙げながら元気よく立ち上がる。すっかり魔術師のローブが板について別人のように見えたのだが、ここらへんは相変わらずのようで薫は笑ってしまった。

「ちょ、ちょっと待てお前らっ」

「あー、ハワードちゃん。貴方あなたにもやってもらうことがあるわ。ここで民間人の皆みなさんと一緒に震ふるえててちょうだい」
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　薫かおるたちは地下の廊ろう下かを走っていた。

「また来るぞっ。邀よう撃げきの準じゆん備びをっ」

　死霊コープスの存そん在ざいにアンテナを張はり巡めぐらせていたブラウニングが叫さけぶ。

「アイリスっ、今度はあんたの番っ」

「はーい、お師し匠しようさまっ」

　アイリスは準備していた術言ワードを発動させる。彼女の手の中に円えん盤ばん状じようのオーラが出しゆつ現げんし、道の角から現あらわれた三体の死霊コープスを切せつ断だんした。ブラウニングに依よれば、赤の魔術師が使える魔術の中で死霊コープスに有ゆう効こうなものは数えるほどしかない。ルーシアの『戦乙女の槍ヴアルキリー・ジヤベリン』と並ならんでアイリスが使った『モーレルヴィルの円盤』はその数少ない魔術の一つだ。

「入門して間もないのによくそんなものを使えるようになったわね、貴方」

　ルーシアがちょっと悔くやしそうに言う。

「へへ、凄すごいでしょ、ルーシアちゃん」

「あのねえ、同い年だからってわたしの方がずーっと姉あね弟で子しなんだから、『ちゃん』はよしてよね」

「えーっ、でもルーシアちゃん、前にそう呼よんでって言ってたよー」

「だからそれはもう一人の……」ルーシアは口を噤つぐむ。「……もういいわ。好きなように呼べばいいじゃないの」

「はーい」

　この組み合わせもなかなかに面おも白しろいことになってる。これでルーシアが天然さんな方に変わったりしたらとてつもないカオスが訪おとずれるんじゃないかと薫は思ったが、まあそこらへんをどうにかするのはクラウディアの役やく割わりだ。

「次、来るぞっ」

　ブラウニングが言う。床ゆかに転がっていた中世の騎き士し鎧よろいに死霊コープスが宿り、ぐらぐらと動き出す。「はい、次はあんた」クラウディアがルーシアに言う。

「分かってるわよ、バーカ、バーカ」

　反はん抗こう的に答えてからルーシアは『戦乙女の槍ヴアルキリー・ジヤベリン』を放はなった。壁かべを破は壊かいしながら『戦乙女の槍ヴアルキリー・ジヤベリン』は騎士鎧ごと死霊コープスを粉々にした。

「アイリス、次の術言ワードは準備できてる？」

「ちょっとキツい……です。もうだいぶ使っているから……」

「分かったわ。走りながらでつらいでしょうけど休んで魔ま力りよくを回かい復ふくさせて。薫ちゃん、次は貴方がやって。いくら防ぼう御ぎよを張り巡らせても触さわられたらただじゃ済すまないから気をつけなさい。治ち療りようをしてる暇ひまはないんだからね」

「はい」

　薫は居い合あいのようにブラディミールを下げ段だんに構かまえた。

　パーティは全部で六人いる。薫とギーエンの戦せん闘とう隊たい、ルーシアとクラウディアとアイリスの赤あか魔ま術じゆつ師し、そして死霊コープスの攻こう撃げきを防御できる黒魔術師のブラウニング。イギリス軍人のマーティンには三人の民間人の護ご衛えいに残ってもらった。

　一時的にでも死霊コープスを撃げき退たいできる術を持つルーシアとアイリス、それからブラディミールを持つ薫が順に邀撃にあたった。クラウディアとブラウニングは命令を飛ばしているだけではない。死霊コープスのエナジー・ドレインに対抗するための防御魔術プロテクシヨン・フロム・イービルを共同でパーティ全体に張り巡らせているのだ。先さき程ほどの部屋の魔ま方ほう陣じんと似にたものであるが、魔方陣を使ってではないので魔力をひっきりなしに消しよう費ひしており、それはルーシアやアイリスより遥はるかにキツいはずだった。どんな時もチェシャ猫のような笑え顔がおを崩くずさないクラウディア・マルゼスともあろう者が、汗あせで額ひたいをびっしょりと濡ぬらして魔力と体力の消しよう耗もうに耐たえていた。

　現れた死霊コープスを薫が一刀の下もとに斬きり捨すてた。

「おい薫、次は俺おれにやらせろっ。俺だけ何もやってねえのがすっげームカつく」

「無理だよ、ギーエンの釵サイは対魔コーティングされているだけであいつらには通用しないんだから」

「てめえの剣つるぎを貸かせっ。根こん性じようがあれば何とかならあな」

「……無理」

　この剣ブラデイミールは所有者以外が触ふれれば手をズタズタにされるのだ。「うるせえ、いいから貸せつーんだ……」とギーエンがそこまで言ったところで、ルーシアとクラウディアが続け様に両側から、パーン、パーン、とギーエンのトゲトゲ頭を叩はたいた。自分も叩かねばならないと思ったらしいアイリスがワン・テンポ遅おくれてぺしんとギーエンの頭を叩いた。

「面白いね」ブラウニングが笑って言った。「教きよう皇こう庁ちようや『赤』の人たちはいつもこんな楽しい感じなの？　『黒』の僕らは……まあ、死体とかそういう物を扱あつかうのもあるせいかもしれないけど、もっと殺さつ伐ばつとしててね。何か羨うらやましいな」

「あのトゲトゲに関しては教皇庁でも例外ですので勘かん違ちがいなさらないで下さい。あとこれは想そう像ぞうでしかありませんが、こんな面白いのはクラウディア一門だけだと……」

　パーン、とルーシアの鉄てつ拳けん制せい裁さいが薫の後頭部を直撃した。ブラウニングは「ははは」と声を上げて笑った。

「着いたわ。あそこよ」

　クラウディアが指差して言った。彼女が指差した所まで行くと、一行は足を止めた。

「ブラウニングちゃん、ここで待つわ。あんたは魔方陣の準じゆん備びをして」

「分かりました、マルゼス導どう士し」

「どれくらいかかる？」

「術言ワードを準備するのも入れて十五分。とりあえず簡かん略りやく版ばんを描えがいて、マルゼス導士にキープしてもらいながら上位版アドバンストに描き変えていきます。簡略版ができるまで十五分ほどもたせてもらえば……大だい丈じよう夫ぶですか？　だいぶお疲つかれのようですが」

「まっかせておきなさい。……ルーシア、アイリス。通路の両側を固めて。薫ちゃんは二人のサポート。トゲトゲはそこらでグレてなさい」

　てきぱきと指し示じを出し、クラウディアはさっきまではブラウニングと二人がかりで作っていた防御魔術プロテクシヨン・フロム・イービルをパーティの周囲に張はり巡めぐらせた。彼女の額から滝たきのような汗が流れ出る。本来これは『黒』の魔術。不ふ慣なれな魔術を使うだけでも術者には大変な負ふ担たんがかかることぐらい薫でも知っている。それをここに来てから『黒』の二人に教えてもらっただけでしっかりと使いこなすとは、『法士』昇しよう格かくの最年少記録レコードを持つ『天才クラウディア・マルゼス』の面めん目ぼく躍やく如じよというところであった。

「でも……どこなんですか？」

　何も見当たらないので薫が周囲を探さぐろうとすると、「触らないでっ！」というクラウディアの鋭するどい声が飛んだ。

「そこの壁かべが隠かくし通路になってんのよ。石でも投げてみなさい、通り抜ぬけるから。でも絶ぜつ対たいに触っちゃダメ。先遣隊わたしたち四人がかりで開かい封ふうに挑いどんでもまるで通用しなかったわ。そこに触ふれたら消しよう滅めつ……いえ、それだけじゃ済まないかもしれないわ」

「す、すいません」

　気づくと薫の横にルーシアがいた。ルーシアはその隠し通路をじっと見つめていた。

「あるわ……」

　ルーシアは手をグッと胸むねに当てた。外げ道どう祈き祷とう書しよの頁ページが焼きついているあたりを。

「感じるの……この向こうに何かがあるのを」

　　　　◇




「何だと言うのだ、あの女め狐ぎつねめっ」

　地ち下か牢ろうの部屋でハワードは苛いら立だたしげに吐はき捨すてた。天才だか何だか知らないが『赤』の女なんぞにこんな侮ぶ辱じよくをされるなど、貴き族ぞくとして生きてきて初めてのことだった。

「いい加か減げんにしたまえ」マーティンが言った。「私には魔ま術じゆつのことは分からないが、ここから脱だつ出しゆつするためには何かしなければならないのは確たしかだ。それに君が恥はじるべきなのはマルゼス導士に侮辱されたことではなく、民間人の前でそのような怨えん嗟さの言葉を吐はき散らしていることじゃないのか？　それは君だけではなく、名門貴族ハワード家の名を汚けがしていることになる」

　ハワードはハッとし、顔を羞恥の色に染そめて俯うつむいた。「すまん……みっともないことを口走ってしまったようだ」

「いずれにせよ、全員が行くことはできんのだ。この魔ま方ほう陣じんを保たもてる黒魔術師のどちらかが残らねばならなかった。君がすべきはここにいる三人を無事地上に送り届とどけ……」

　そこでマーティンは言葉を切った。

「どうした？」

「いや……ニコールがいないんだ」

　ハワードは部屋を見み渡わたした。さっきまでは三人いたはずの魔ま獣じゆうの餌えさとして放ほうり込まれた民間人は男二人だけになっていた。城しろ前まえでの戦いで窮きゆう地ちに陥おちいっていた薫たちを見つけた少女ニコールの姿すがたがなかった。ハワードは男二人に訊たずねるが、男たちは「俺たちも気づかなかった」と首を振ふった。

「見て来よう」

　ハワードは立ち上がった。正直言えばこの魔方陣から出るのは怖こわかったが、彼は自分が貴族であることを思い出していた。貴族には貴族であることの責せき任にんがあった。

「お、おいっ、よしてくれよ」二人の民間人の片かた方ほうが言った。「あんたがいなくなったら魔方陣これはもたないんだろ!?　放っておけよ、あんな女」

「馬ば鹿かを言え。婦ふ女じよ子しを見み捨すてるなどという真ま似ねができるものか。私がいなくなってもしばらくはもつだけの魔力を注いで行く」

「やめてくれっ」もう片方が立ち上がってハワードの肩かたを掴つかんだ。「あの女は気持ち悪い。あんな得体の知れない女は放っておけよっ」

「得体の知れない、だと？　一いつ緒しよにこんな所に放り込まれた仲間をそんなふうに……」

「違ちがう。あいつは俺らがここに来るより前からいたんだ。城の中をよく知っていて、俺たちも死霊コープスに追われて逃にげているところを助けてもらったんだ」

　ハワードは背せ筋すじに冷たいものを感じた。あんな女の子が一人でこんな迷めい宮きゆうの奥おく底そこで何日も生き延のびていただって!?　ここには食料さえないのに……。

　そのときガチャリという重い金きん属ぞくの音がした。

　音の方を振り返ったハワードが見たのは大人の身の丈たけほどもある巨きよ大だいな塊かたまり──迫せまり来る斬ざん馬ば刀とうであった。次の瞬しゆん間かん、ハワードの肉体は真っ二つに切せつ断だんされていた。ハーシュハイザーの斬馬刀に二つに切断されたハワードの身体からだはピンボールの玉のように弾はじけ飛び、片方は壁かべの染しみとなり、もう片方は男の一人を巻まき込んで肉にく塊かいと変えた。

「黒くろ魔ま術じゆつ師しはこいつともう一人だったな、トリプル・クラウン？」

　拳けん銃じゆうを抜ぬくマーティンをまるで意に介かいさずハーシュハイザーは訊たずねる。

「うむ。それはそれでいいのだが、ちと間違っているところがあるのぉ」

「何だ？」

「わしの『トリプル・クラウン』という渾あだ名なは教きよう皇こう庁ちよう、魔術師協会、そしておぬしらに指名手配になったから付いたものであって、おぬしらの指名手配は解とけてしまったから『ダブル・クラウン』というのが適てき当とうではないかと思うのじゃ」

　ひゃはははは……とトリプル・クラウンは気味の悪い大笑いをする。

「なるほど。ではそう呼よぼう。それでもし教皇庁か魔術師協会が滅ほろんだのなら『シングル・クラウン』か？　それとも『ア・クラウン』か？」

「……おぬしは戦いにしか面おも白しろ味みを見つけられぬ者のようじゃのぉ」

　マーティンが拳銃を発はつ射しやした。トリプル・クラウンとハーシュハイザーに交こう互ごに数発ずつ。だがハーシュハイザーに当たった弾たまは彼の鋼はがねのような肉体を微かすかに揺ゆらすだけで終わり、トリプル・クラウンを狙ねらった弾は物理の法則を無む視しした曲線を描えがいて逸それ、廊ろう下かの壁に食い込んだ。

　どすっ、と斬馬刀の先せん端たんがマーティンの胸むな板いたに突つき刺ささった。剣つるぎはそのままマーティンの血を啜すすり始め、柄つかを経へてハーシュハイザーの身体へと流れ込こんで行く。血を吸すい終わるのを待つまでもなくマーティンは絶ぜつ命めいした。

「ダブル・クラウンよ。あの小こ僧ぞうの傷きずは癒いえたと思うか？」

　ガタガタと震ふるえる最後の一人に刃やいばを突き立て、血を啜りながら訊ねる。

「……面めん倒どうじゃから『トリプル・クラウン』でよいわい」彼はつまらなそうに言った。「黒魔術師がいたならエナジー・ドレインの傷ぐらいは癒いやせるじゃろうて。どこまで回かい復ふくしているかは分からぬがの」

「治ってなければお前が癒せ。やはりあの小僧とは真正面からやり合いたい」

「……イレウスがお前を嫌きらっているのがよく分かったわい」

　多くの人間を辟へき易えきとさせてきた黒魔術師は、心底呆あきれたような顔で言った。

　　　　◇




　死霊コープスを避さけるための魔ま方ほう陣じんは完成し、薫たちはその中でルーシアがもう一人のルーシアとなるのを待っていた。

　時間はもう夜の七時。先さき程ほどから城じよう内ないを彷徨さまよう死霊コープスがここに現あらわれては、魔方陣とブラウニングの魔術に撃げき退たいされて呪のろわしげに去って行く。聞いたところに依よれば、深夜になればもっと上級の死霊コープスたちが現れ、魔方陣を破やぶろうと攻こう撃げきを仕し掛かけてくるのだという。

「たぶん、この道は城内に通じているんだと思うわ」クラウディアが言った。「上から城内に入ろうとしたんだけどどこも死霊コープスが山ほど配置されているし、地下の廊ろう下かからも城に通じている道は見つからなかった。ニコールちゃんも上に通じている道は知らないそうよ。もしかするとそこにあるのはここの封ふう印いんじゃなくて……」彼女はそこで言葉を切った。

「……クラウディアさん。正直なところを聞かせて下さい。クラウディアさんは『落丁の一頁ページ』なんて代しろ物ものに人間が手を出していいと思いますか？」

　クラウディアはちらりとルーシアを見た。ルーシアは黙だまって俯うつむいていた。

「もし縁えんがなかったら、わたしは『外げ道どう祈き祷とう書しよ』にさえ近づかなかったわ。あれは悪魔の書よ。研究すればするほど何も分からず、巨大な混こん沌とんの渦うずであることだけがはっきりとしてくる……。許ゆるされるならわたしの持ってる一頁も捨すててしまいたいぐらい」

　ブラウニングが驚おどろいて「マルゼス導どう士しは外道祈祷書の頁をお持ちなんですか!?」と訊ねる。クラウディアは日本に滞たい在ざいしているときにテレビで見て学んだのか、両手の親指を立てて突き出して「いえ～い」と往おう年ねんの俳はい優ゆうの持ちギャグをやってみせた。

（縁か……）

　クラウディアは女王と同じ言葉を使った。彼女の言う『縁』というのは、ルーシアの中にある外道祈祷書の除じよ去きよをクラウディアの師し匠しようであるイリュストレ師がルーシアの両親に依い頼らいされたことを指している。ルーシアがクラウディアに弟で子し入りしたのもその『縁』だ。イリュストレ師は別の研究の最中に命を落とし、ルーシアの外道祈祷書の研究はクラウディアが引き継ついだ。彼女は別の頁を求めてフィンランドへと赴おもむき、その事じ件けんで薫とクラウディア、そしてアイリスは出会った。考えてみればルーシアが薫の元に派は遣けんされて来たのも、女王が外道祈祷書を持った少女を薫に預あずけたのかもしれない。一冊さつの書が奇き妙みようなぐらい『縁』で人と人を結びつけていた。

　ルーシアが席を立った。

「ルーシア。聞いていきなさい。貴方あなたは知らなくちゃならないことよ」

「別に逃にげるんじゃないわ……」ルーシアの額ひたいには汗あせの粒つぶがびっしりと浮ういていた。「強い魔ま術じゆつを使える状じよう態たいになりそうなのよ」

「……行きなさい。薫ちゃんもついて行ってあげて」

「ちょ、ちょっと。危き険けんですよっ」

　ブラウニングが慌あわてて制せい止しするが、クラウディアは彼を制し、ローブの袂たもとから動物の骨ほねを取り出して薫に渡わたした。城の前の戦いで使った物で、この魔方陣と似にた効こう力りよくが封ふうじ込められており、死霊コープスを怯ひるませるぐらいはできる。

　薫はそれを受け取って、先に行ったルーシアを追って行った。

　二人の姿すがたが見えなくなるとブラウニングはクラウディアに訊たずねた。

「……マルゼス導士。どういうことなのでしょうか？　『強い魔術を使える状態』と言いますが、大変失礼ながらあの子にはさしたる魔術の才さい能のうはないように思えます。そちらのショーエンワイスのお嬢じよう様さまは正真正しよう銘めいの神童ですが、あの子は『法士』になるのがせいぜいといったところ。いえ、グレンヴィルの家名がなければそれも無理だったでしょう。我われ々われ四人がかりで手が出せなかったこの結界をあの子が破やぶれるとは到とう底てい思えません」

「聞かないであげて。誰だれにも知られたくない秘ひ密みつはあるの。あの子の師匠として、いえ……一人の人間としてお願いします」クラウディアは立ち上がった。「ブラウニング爛らん士し。どうかこのことは誰にも喋しやべらないであげてください」

　クラウディアは礼節に則のつとり深々と礼をした。ルーシアが変身する前に部隊を二つに分けて移い動どうしたのは、彼女の秘密を知る者を少しでも減へらしたいという思いからだった。ブラウニングは自分より三つも上位の魔術師に頭を下げられてしまい、慌てて「貴方がそうまでおっしゃるなら……」と言った。

　愛まな弟で子しと薫が消えた方を見つめクラウディアは心の中で呟つぶやいた。

　戦いなさい、ルーシア。貴方はこの運命と向き合うしかないんだから。

　　　　◇




　薫とルーシアは角を曲がった所で並ならんでしゃがみ込んだ。彼女の額には汗がびっしりと浮かび、呼こ吸きゆうは荒あらい。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「いつものことよ……分かってんでしょ……」ハァハァと息を吐はきながら言う。「……まったく、くるなら早くしてよ。あんたが出て来ないと何も始まらないんだから……」

　沈ちん黙もくが訪おとずれた。いつもは彼女は人じん格かくが変わるところを見られるのを極きよく端たんに嫌きらう。二重人格者である秘密を知られたくないからであり、人格が変わるときの姿を見られることそのものへの羞しゆう恥ちもあるのかもしれない。

「……ねえ」

　ルーシアが口を開いた。

「崖がけを降おりているときに言いかけたことの続きを聞いて」

「もしも『わたし』のどちらかが……ってやつ？」

　ルーシアはこくりと頷うなずいたが、それっきりまた口を閉とざしてしまった。その弱々しい表ひよう情じように続きを促うながすこともできず、薫は彼女が喋るのを待った。

「あのとき……」ルーシアはやっと口を開いた。「オークションでトリプル・クラウンにさらわれた後ね、あいつが連れていたキキってホムンクルスの女の子が言ってたの。『わたし』のどっちかは『書』が作り出した仮かり初そめの人格だって……。書を抜ぬき出したら消しよう滅めつしてしまうって」

　薫は絶ぜつ句くする。「で、でも……」

「信じなかった。いえ、信じたくなくって図書館に籠こもって今まで以上に必死に書のことを調べたわ。でも女王様の預よ言げんで全部説明がつく気がするの。もし書が分ぶん割かつされた『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』の肉体ならば、わたしの中のもう一つの人格は書に残っていた『真紅の貴婦人』人格の残ざん滓しじゃないかって」

　薫は言葉を挟はさもうとしたが、「黙だまって聞いて！」と彼女は声を荒あららげた。彼女の瞳ひとみには涙なみだが浮いていた。ぼろぼろと零こぼれ、それは止まらなくなった。

「貴方と今喋っているこのわたしはもしかすると最初からどこにもいなかった人間……いえ、『真紅の貴婦人』の人格の影かげかもしれないの。わたしの中から書がなくなれば貴方とはもう会えなくなるかもしれないの。ねえ……薫。わたし消えたくない。貴方とずっと一いつ緒しよにいたい。でも『あの子』が消えてしまうのもイヤ。あの子とわたしと貴方でずっとずっといたいの。薫、わたしはこの書をどうしたらいいの？　どうしたらわたしはこの書から逃げられるの!?」

　薫はルーシアを胸むねに抱だき締しめた。女の子に触さわるだなんてとてもできないと思っていたのに、自然に彼女を抱き締めていた。ルーシアは薫の胸の中で嗚お咽えつを漏もらした。身体からだを震ふるわせながら激はげしく泣き咽むせんだ。

「一緒にいるよ……ずっと。僕ぼくとルーシアともう一人のルーシアの三人でずっと一緒にいよう」

　その言葉を聞いて安心したかのように、ルーシアは「くぅっ！」と大きく身体を跳はねさせた。ずずずっ、と彼女の肌はだに焼き付いた外げ道どう祈き祷とう書しよが動き出し、蛇へびのようにのたくって彼女の中に入って行く。そしてもう一人の彼女が姿すがたを現あらわした。

「あ……その、どうもです」

　いつもなら「あははは～、ど～も～」などと言って現れる彼女は、何だか照れ臭くさそうに言ってぺこりと頭を下げた。どうやら今のことをちゃんと記き憶おくしているようだ。ちらちらと薫を窺うかがっていたルーシアは、意気込んで言った。

「あ、あのっ、今のはプロポーズと受け取ってよろしいでしょうか!?」

「よくない」

　薫は即そく答とうし、控ひかえ目にペシッとルーシアのおでこを叩はたいた。ルーシアはおでこを押おさえながら「むう～」と言った。

「でも一いち応おうお父さんに聞いてみる？」

　　　　◇




「じゃあ頼たのむわね、貴方あなたたち」

　クラウディアは二人の弟で子しに向かって言った。

「まずはアイリスが『解かい封ふうの天体球』を作るわ。ルーシアはそれを、その天然ボケパワーで増ぞう幅ふくさせてちょうだい」

「はーい。お任まかせください～」「分かりました～」

　何だかステレオのスピーカーのようにアイリスとルーシアは答えた。

　アイリスが術言ワードを唱える。彼女の前に歯車を複ふく雑ざつに組み合わせたようなトゥール・ビヨンのような機き構こうが出しゆつ現げんする。「あの子、簡かん単たんにやってるけどね、僕だったらあれを編あむのに一時間はかかるよ」とブラウニングが感心したように薫に説明した。

「じゃあルーシアちゃん、後はおねがーい」

「はーい」

　ここから脱だつ出しゆつできるかという瀬せ戸と際ぎわだというのに、二人の天然ボケデュオは軽～く言った。だが魔ま術じゆつだけはお遊びではなかった。アイリスの後を継いだルーシアが『解封の天体球』に力を注ぐと、それはみるみるうちに歯車やゼンマイを増ふやしていき、複雑極きわまりない巨きよ大だいな物体へと変へん貌ぼうしていく。いったいどうなっているのか、騙だまし絵のように三次元ではあり得ない構こう造ぞうをしているように見えた。ブラウニングが「凄すごい……何だこの子たちは」と唖あ然ぜんとして呟つぶやいた。

　カタ……カタカタカタと音を立て、抜ぬけ穴あな全体に広がった『解封の天体球』は今度は物凄い速度で折り畳たたまれていき、やがてただの錠じよう前まえと変わった。

「では……開けます……」

　ルーシアの手には鍵かぎが握にぎられていた。ルーシアはそれを鍵穴に挿そう入にゆうした。

　かちゃり──

　ごく当たり前のような音と共に鍵は開き、魔術によって作られた錠前は地面に落ちて消え去った。その瞬しゆん間かん、数メートルの通路にしか見えなかった抜け道はガラスに映うつった幻げん像ぞうのように砕くだけ散り、大理石が敷しき詰つめられた道と、その先の階かい段だんが現あらわれた。

「ふうっ……」

　ルーシアは糸が切れるように崩くずれ落ちた。「ルーシア！」薫は声を上げて駆かけ寄よった。

「あ、大だい丈じよう夫ぶです。魔力の大半を使い果たしちゃったみたいで……」

「よくやったわね、ルーシア。貴方はホントにいい弟子よ」

　クラウディアが言った。ルーシアは嬉うれしそうに微笑ほほえんで「ぴーす」とＶサインを作ってみせた。

「これでＺＯゾＳＯソの呪のろいは解とけたんでしょうか？」

「いや、まだだ」薫の問いにブラウニングが答える。「死霊コープスはまったく減へってない。この先に行ってみないといけないみたいだ」

「ブラウニングちゃん、中に死霊コープスはいる？」

「いないみたいです。ただ……上う手まく言えないんですが、『ここ』はここであってどこでもないような……何か異い常じような空間のような気がするんです」

「そうね……わたしも何か異様なものを感じるわ。……パーティを二つに分けましょう。わたしと薫ちゃん、それからアイリスが中に行くわ。残りの三人はここで待っていてちょうだ……」

　そこでクラウディアは言葉を切った。言葉を失った、というのが正せい確かくかもしれない。

「……どうして貴方がここにいるの？」

　来たのとは反対の道。誰も行ってないはずの道から一人の少女が姿を現したのだ。足音も立てず、いきなりそこに現れたかのように。

　ニコール。餌えさとして放ほうり込まれた民間人の一人。

「危あぶないよ、ニコール」

　と彼女に向かって行こうとする薫の腕うでをクラウディアが掴つかんだ。

「おかしいでしょ、薫ちゃん。わたしたち、ここまで来るのに何なん匹びきの死霊コープスと戦ったっけ？　抜け道を知ってたって、魔術も使えない女の子が一人で来られるような距きよ離りじゃないわ」

　確たしかにそうだった。薫はブラディミールを抜いて身み構がまえた。他の者たちも戦せん闘とう態たい勢せいを取る。しかし当のニコールは逃にげようともせず、優やさしげに微笑ほほえんだ。

「思った通り素す敵てきな顔ね、薫君。でも声から想像していたよりは少し華きや奢しやな感じかな？」

「いったい君は……」

　薫の言葉を反対方向からの足音が消した。振ふり返った薫の顔が憎ぞう悪おに歪ゆがむ。薫はブラディミールをその巨きよ躯くの男に向けた。

「嬉しいぞ、小こ僧ぞう」ハーシュハイザーは口元に笑みを浮うかべた。「傷きずは癒いえたようだな。これで思う存ぞん分ぶん戦うことができる」

「わしの相手はおぬしかな、クラウディア・マルゼス？　おぬしと会うのは久ひさしぶりじゃが、少しは成長したか見せてもらおうかのぉ」

「余よ計けいなお世話よ、ストリックスランド導どう士し」

　やや引きつった顔で言いながら、クラウディアは術言ワードを唱え始めた。

　戦いが、始まった。

　　　　◇




　薫は怒ど号ごうを上げてハーシュハイザーへと向かって行った。

　憎悪を吸すい込こみブラディミールが禍まが々まがしく輝かがやく。ハーシュハイザーは野の武ぶ士しのような面つらに楽しそうな表ひよう情じようを浮かべ斬ざん馬ば刀とうを構えた。

（まともに戦っても勝てない……）

　それは最初から分かっている。相手とは肉体能のう力りよくがまるで違ちがう。喩たとえるならこちらはフルマラソンを数時間かけて走るのに、向こうは秒単位で走り切るようなもの。いや、ひょっとするとこの男はコンマ単位で走り切るかもしれない。

　単純な徒と競きよう走そうでは絶ぜつ対たいに勝てない。しかし同じ競きよう技ぎで戦わなくちゃいけないわけではない。何なら走らせなければいいのだ。

「うおおおおっ！」

　薫はブラディミールを振り下ろした。壁かべに接せつ触しよくして火花を散らしながら異い形ぎようの刃やいばがハーシュハイザーへ向かう。ハーシュハイザーは斬馬刀を上じよう段だんに構え直し受け止めた。鉄の塊かたまりのような肉体が微かすかに戦慄わなないた。

　ハーシュハイザーの筋きん肉にくが始動する。薫はその僅わずかな動きで相手がどう動くかを読んだ。力ずくで薫を弾はじき飛ばそうとしてくる瞬しゆん間かん、薫は身体からだの力を抜ぬく。虚きよを衝つかれハーシュハイザーは前のめりになる。薫は奴やつの首くび筋すじ目め掛がけて剣つるぎを振るった。斬馬刀は間に合わない。

　が──ハーシュハイザーは反対の手で首筋を覆おおった。ブラディミールが奴の腕うでの骨ほねまで達し肉を焼く。だがブラディミールは奴の腕に食い込んで動かない。

　ハーシュハイザーは手の力を抜いた。ブラディミールが抜ける。

「いいぞ、小僧。もっと俺を楽しませろ。俺はお前が戦士となって俺の前に戻って来るのを十年待ったのだからな」

　ハーシュハイザーは何事もなかったかのように斬馬刀を両手で構えた。暴ぼう虐ぎやくの嵐あらしのごとく膨ふくれ上がる闘とう気きに薫はごくりと唾つばを飲み込んだ。



    

  
    
      「小僧、今度はこちらからいくぞ」



　──クラウディアとトリプル・クラウンの戦いは、薫とハーシュハイザーを挟はさんで行われていた。

　攻こう撃げきの呪じゆ文もんがお互たがいの仲間の横を通り抜けて相手へと向かう。

　クラウディアは一人で戦っているのではなかった。奴と同じ黒くろ魔ま術じゆつ師しのブラウニングに防ぼう御ぎよを任まかせ、自分は専もつぱら攻撃を行う。実じつ質しつ二対一なのだが、いったいどうやっているのか、奴は一人でクラウディアの攻撃呪文を消しよう滅めつさせながら攻撃を仕掛けてくる。さすがは『円えん卓たくの十二席』の一人ね……とクラウディアは引きつった笑みを漏らした。

　だがクラウディアには勝算があった。一いち応おう、自分らとトリプル・クラウンは均きん衡こうを保たもっている。このまま均衡状じよう態たいを保ちながら、先さき程ほどの開かい封ふうで魔力を使い果たしたルーシアとアイリスの回かい復ふくを待つ。そうすればバランス・シートは一気にこちらに傾かたむく。

（問題は薫ちゃんの方ね……）

　ハーシュハイザーの剣けん撃げきに圧おされ、薫はじりじりと後こう退たいしていた。いや、あの男を相手に一いつ瞬しゆんにして身体が吹ふき飛ばされないことを凄すごいと褒ほめるべきなのだが、息もつかせぬ剣けん圧あつに薫は反撃の糸口さえ掴めないように見えた。

（薫ちゃん、殺されるわね……）

　クラウディアは術言ワードを唱えながら努つとめて冷静に分ぶん析せきした。薫ではハーシュハイザーには勝てない。問題は第二ラウンド。トリプル・クラウンを倒たおした後、どうやってあいつハーシユハイザーに挑いどむかだ。ハーシュハイザーを前にしたら自分やブラウニングの魔術など何の役にも立たないだろう。可か能のう性せいがあるとすればルーシアだけ。あの子の魔力を最さい大だい値ちでハーシュハイザーに叩たたき込み、後は自分が何とかする。それしかない。

「マルゼス導どう士し！」ブラウニングが声を上げた。「レディ・グレンヴィルの開けた道が閉とじつつありますっ」

　結界が解とけて現あらわれた道は再ふたたび元の変へん哲てつもない地下道にじりじりと戻りつつあった。

　トリプル・クラウンとハーシュハイザーがちらりと抜け道の方を見た。

　その動作にクラウディアは違い和わ感を覚えた。あの二人はこの道のことを知っている。

　何かがおかしい。こいつらが現れたタイミングはあまりにちょうどよすぎる。まるでルーシアがもう一人の人じん格かくになればここを開けられることを知っていたようではないか。これを開けられるのはわたしたちの中ではルーシアのみ。魔術師協会全体を探さがしたっていない。女王がルーシアを送り込んだのは夢ゆめ見みの力でそれを覗のぞいたからだということは想そう像ぞうできるが、トリプル・クラウンたちはそれを見み越こしてやって来たように思えた。

（まさか女王が内通者!?）

　いや……とクラウディアは首を振ふる。それはあり得ない。クラウディアは女王をよく知っている。おおよそ善ぜん人にんというものが大だい嫌きらいなクラウディアでさえ一目置いている真に高こう貴きなる人物だ。

（タイミングが合いすぎてる。何もかも。計算されたみたいに……）

「クラウディアさん！」

　薫の声でクラウディアは我われに返った。気づくと薫とハーシュハイザーがすぐ目の前まで来ていた。

「通り抜けます、頭を下げていてっ」



　──薫はハーシュハイザーと剣を撃うち合わせながらクラウディアたちと交こう錯さくする。びゅんびゅんと振り回されるブラディミールと斬馬刀を魔術師たちは頭を下げてやりすごす。二つの豪ごう剣けんが削けずった石の破は片へんと火花が降ふり注ぐ。

「……クラウディアさんたちには当てるな」

「当てたらどうするというのだ？　お前が俺にどんなペナルティを与あたえられるという？」

　ハーシュハイザーが笑う。薫は全身を汗あせで濡ぬらし、奴の重い剣撃を弾き続けたため腕にはもうほとんど感覚がない。なのに相手にはまるで疲ひ労ろうの色が見えない。

「もし当てたら『この下へ手たクソ』って言ってやる」

「面おも白しろい小こ僧ぞうだ」

　薫とハーシュハイザーは頭を下げた仲間たちの横を通り抜ぬけて行った。

　かちゃ、という金きん属ぞく音おんがした。ギーエンがそっと釵サイを構かまえ、ハーシュハイザーを狙ねらっていた。

「余よ計けいなことをするな、ギーエンっ。こいつは僕ぼくがやる！」

「だ、だけどよ、お前一人じゃ無理だぜ」

「うるさいんだよっ。僕がやるって言ってんだろ！」

　ギーエンは釵サイを手にしたまま困こまり果てたような顔をし、ハーシュハイザーは微かすかな侮ぶ蔑べつと失望を顔に浮うかべた。

（笑いたければ笑ってろ……）

　薫はそのまま後こう退たいを続けた。さっきまでそこにいたはずのニコールの姿すがたはない。何者なんだろう……。気にはなるが、今はそんなことは後回しだ。自分がこの男をどうにかしなければならない。

（後は運次し第だいか……。運に身を任まかせるなんて僕の趣しゆ味みじゃないけど、しょうがない。僕にはそれぐらいしかこいつに勝つ方法はないんだ……）

　薫は後退を続けＴ字路に出た。薫はハーシュハイザーの後ろにいたものを見てこみ上げる安あん堵どを隠かくした。

「お前なんかに負けるかっ。絶ぜつ対たいに負けないっ！」

　薫はわざと逆ぎやく上じようした子こ供どものように喚わめき散らし、残りの体力の全すべてをかけて渾こん身しんの一いち撃げきを放った。だがハーシュハイザーは冷れい笑しようを浮かべながらそれに斬馬刀を合わせる。斬馬刀は大きく弾はじかれ、奴やつの身体からだがガラ空きになる。重い一撃に奴の身体が微かに揺ゆらいだ。

（この瞬しゆん間かんを待ってたっ！）

　薫はブラディミールを捨すてた。

「何ッ!?」

　ハーシュハイザーの顔に戸と惑まどいが浮かぶ。薫はそのままハーシュハイザーに全身の体重を乗せて体当たりした。先さき程ほどの一撃でバランスを崩くずしていたハーシュハイザーは、一歩、いや、二歩だけ後ろに下がる。

　そこには死霊コープスがいた。死霊コープスは歓かん喜きの声を上げながらやって来た獲物ハーシユハイザーを触しよく手しゆで飲み込んだ。触手がずぶずぶと潜もぐり込み、ハーシュハイザーの筋きん肉にくにおぞましいまでのどす黒い線が現れた。ハーシュハイザーは苦く痛つうに怒ど号ごうを上げ、手から斬馬刀が落ちた。

（後は……）

　薫は床ゆかを蹴けってそこからできるだけ遠くに飛ぶ。もう身体は動かなかった。薫は残る力を振ふり絞しぼって、先程クラウディアから預あずけられた骨ほねを砕くだき、自分にふり掛かけた。もうこれで本当に品切れ。何もない。後は仲間たちがトリプル・クラウンを倒たおしてくれることを祈いのるばかりだ。

　が──

　薫は呆ぼう然ぜんとその光景を見やった。城じよう門もん前で触ふれられたとき自分は一瞬で動けなくなったというのに、ハーシュハイザーは自分の身体に指を突つっ込むと、その触手を引きずり出してしまった。奴の手に炎ほのおが起こり、死霊コープスの触手を焼く。その後ハーシュハイザーは自分の肉体に指を突き入れ、肉体に入り込んだエナジー・ドレインの触手を完全に消しよう滅めつさせた。

「いいセンスだ」

　ハーシュハイザーは斬馬刀を拾い、薫に歩み寄よって来る。薫は芋いも虫むしのようにじりじりと後退する。薫にできるのはもうそれぐらいだった。

「あのトゲトゲの援えん護ごを拒こばんだり、俺の前で激げつ昂こうしてみたりしたのは全部演えん技ぎだったのだな。完全に騙だまされたぞ」

「……違ちがうね。お前は他ほかの誰だれにも殺やらせない。僕が殺してやるって決めてたんだよ」

　まるで真ま澄すみさんのようだ、と自分で思った。だけどこれはただの負け惜おしみだった。もう自分には何もできない。

「きゃあああっ！」

　ルーシアの悲鳴が響ひびいた。薫が殺されようとしているのを見ての悲鳴ではなかった。トリプル・クラウンがクラウディアと交戦しながらこっそりと得意の影かげの魔ま術じゆつを使いブラウニングを捕とらえたのだ。巨きよ大だいな影の手がブラウニングを締しめ上げる。ばき……ばき……という聞くに耐たえない音が響き、ブラウニングはあまりにもあっけなく握にぎり潰つぶされた。

「……向こうも終わりのようだな」ハーシュハイザーはちらりとブラディミールに目をやった。「何人かその歴代の所有者とやり合ったが、お前が一番よかった。ただお前はその剣つるぎの真の力を使いこなせていないのが残念だ。もしお前がその力を引き出せていたのならもう少しいい勝負ができただろう。知っているか？　その剣が誰の所有物であったかを」

「レイニーさん……だろ？」

　ブラディミールとはかつてその剣を使っていた人物の名が剣の名として伝わったもの。初代の所有者、レイニー・ブラディミールの。

「違う。その剣は元は『向こう側』にあった物だ。あの女が『偉大なる君主グランマスター』に『向こう側』に連れて行かれたときに手にした物。元はグランマスターの所有物だ。だから人間のお前が使いこなせるような物ではないのかもしれんな」

　ハーシュハイザーは斬馬刀を振り上げた。

「お前が死ねば剣は所有者を替かえる。あの神父からお前に替えたように、また新たな所有者へと移うつる。願わくばそれがあの女に戻もどることを祈ろう。それが一番面おも白しろい。……楽しませてくれた礼を言おう。せめて貴き様さまの血肉は俺おれの一部としてやろう」

　そのときであった。

　ひゅん、という空気を切る音がした。

　聞きなれた音であった。ハーシュハイザーはその巨体に似に合あわぬ反はん射しや速度で後ろに下がる。奴がいた場所に突き刺ささっていた物があった。ピアノ線のように細い鋼こう線せんに結ばれた金きん属ぞく錐すい。

「悪いがその剣とは相あい性しようが悪いのでな。わたしはこれで十分だ」

　凍こおりつくような、それでいて艶なまめかしい女性の声。ひゅん、と音を立てて金属錐が天てん井じようへと消える。次の瞬間、天井が崩くずれた。

　発光材で作られた城しろの塁るい道どうの破は片へんを鳥の羽のようにまといながら、黒きスーツと赤い髪かみをはためかせ、彼女は舞まい降おりた。

　レイニー・ブラディミール。赤き髪の殺さつ戮りく者しや。

「レイニーさん、どうして!?」

「用あってイギリスまで来ていた。そこでエドモンドの奴がお前らの救援を要請したと聞いて、ここに駆かけつけた。どうやら間に合ったようだな」

　ハーシュハイザーの闘とう気きが膨ふくれ上がった。薫と戦っていたときとは比くらべ物にならないほどの闘気と歓喜。「やっと会えたな」ハーシュハイザーは斬馬刀を構かまえた。

「お前は？」

「ハーシュハイザー。『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』の僕しもべ。俺はお前に求愛にも似た思いを持っていたのだぞ。いつかお前と殺やり合いたいと」

「残念ながらわたしがお前に与あたえてやれるのはこの金属錐と苦く痛つうだけだな」

　レイニーも金属錐を構える。

「それで十分」

「いいだろう、存ぞん分ぶんに味わわせてくれよう」

　それが合図であった。

　ハーシュハイザーは先さき程ほどとはまるで違う凄すさまじい剣けん撃げきでレイニーを攻せめる。壁かべがガリガリと削けずられ、カンナ屑くずのように飛び散る。

　だがレイニーはそんなものにはまるで圧おされない。直撃すれば人間など粉々の肉にく塊かいに変える斬馬刀を──何と──しなやかな脚あしから放たれる蹴けりで弾はじきながら金属錐を操あやつる。薫の目では追うことさえできぬ速度で金属錐がハーシュハイザーを襲おそう。奴は敏びん捷しように身体からだを動かしてそれをギリギリのところで躱かわすが、身体には細かな傷きずが次々と刻きざまれていく。超ちよう越えつ者しやと、さらにそれを超越する者の戦い。薫にできることなど何もなかった。

「ハーシュハイザー！」老人の声が響ひびいた。「せっかく開いた扉とびらが閉しまってしまうわい。さっさと来ぬかっ」

「……仕方ないか」

　ハーシュハイザーは苦く渋じゆうに満ちた顔をすると、レイニーの金属錐を結ゆわえる鋼線を腕うでに絡からませた。グンッ、と引ひっ張ぱられレイニーの動きが止まる。しかしその代だい償しようは大きく、鋼線はハーシュハイザーの腕を半分輪切りに斬きり裂さいた。

　ハーシュハイザーは剣の切っ先を下に向ける。その先には薫がいた。レイニーの顔が強こわ張ばる。だがハーシュハイザーは薫を殺そうとしたのではなかった。剣の先せん端たんを薫に引ひっ掛かけ、レイニーに目掛けて飛ばしたのである。

「くっ」

　レイニーはその胸むねで薫を抱だき止めた。それによりハーシュハイザーを拘こう束そくしていた鋼線がたわんだ。ハーシュハイザーは斬馬刀で鋼線を断たち切ると、クラウディアたちがいるＴ字の向こうに走り出した。

　レイニーはハーシュハイザーを追う。レイニーはスーツのポケットから新たな鋼線を取り出し、金属錐に結わえる。だがその間にハーシュハイザーは仲間たちの下もとへと到とう着ちやくしてしまった。ハーシュハイザーは斬馬刀の切っ先をルーシアに向けた。

「わたしに人ひと質じちなど意味をなさぬ。たとえここにいる全員が殺されようと、わたしはお前を屠ほふる」

「やめてくれ、レイニーさんっ！」薫が叫さけぶ。

「そうかな？」ハーシュハイザーが言う。「お前はさっきあの小こ僧ぞうを受け止めた。俺が噂うわさに聞いていた『殺さつ戮りくのレイニー』なら、小僧ごと俺を殺しただろうに」

　レイニーが一瞬言葉に詰まる。

「それとな、俺は別にこの小娘を人質に取るつもりなどない」

　とすっ──

　その音は呆あきれるぐらいに軽いものだった。

　そしてルーシアの絶ぜつ叫きようが響いた。ハーシュハイザーの斬馬刀が深々とルーシアの腹はらに突つき刺さっていた。

「かはっ……」

　ルーシアの口から血が噴ふき出る。服に物もの凄すごい速度で赤い染しみが広がっていく。

「わたしの弟で子しに何するのよっ！」クラウディアが悲鳴を上げた。「やめなさいよ！」

「邪じや魔まだ、女」

　ルーシアの腹に斬馬刀を突き刺したままハーシュハイザーが腕を払はらう。「危あぶねえっ！」ギーエンがクラウディアに飛びつき、すんでのところでハーシュハイザーの丸太のような腕がクラウディアの頭上を通り過ぎて行った。

「あ……あう……薫さ……ん」ルーシアの力ない声が響く。その声は別の口く調ちように代わっていく。「薫……たすけ……て」押おしのけられているはずのもう一人のルーシアの口調に。

　突き刺された斬馬刀に蛇へびのような影かげが現あらわれた。外げ道どう祈き祷とう書しよの文字列であった。傷きず口ぐちからずるずると書の頁ページが吸すい上げられ、そして完全にハーシュハイザーの剣つるぎの中に移うつった。

「我わが主あるじよ。お力をお借りします」

　その声に呼こ応おうするように刃やいばの上で文字列が魔ま方ほう陣じんを描えがいた。ハーシュハイザーが大きく息を吸い込み、剣を振ふるう。

「!!」

　レイニーの顔が驚きよう愕がくに染そまる。剣から放たれた衝しよう撃げき波はは巨きよ大だいな刃の形となり、天井を吹ふき飛ばしながらレイニーへと迫せまった。逃にげ場はなかった。「くっ！」レイニーは結ゆわいたばかりの鋼線を自分の両腕に巻まきつけ、両腕を自分の前に翳かざして衝しよう撃げきに備そなえる。衝撃波の直撃を受けレイニーは吹き飛ばされ、弾だん丸がんのような速度で壁かべに激げき突とつした。

「レイニーさんっ！」

　煙けむりの中からレイニーが起き上がる。スーツはボロボロになり、口元から真っ赤な血が滲にじんでいた。

「また会おう、赤あか髪がみの殺さつ戮りく者しやよ。次に会うときはこの書の力は使えぬであろう。お互たがい心行くまで殺し合えるとよいな」

　ハーシュハイザーはトリプル・クラウンと共に抜ぬけ穴あなの中に消えた。

「ルーシア!!」

　薫は彼女に駆かけ寄よった。薫は絶ぜつ句くする。深い傷きずだった。腹を貫つらぬいた傷は内ない臓ぞうと背せ骨ぼねをめちゃくちゃにしていた。口元から血を、瞳ひとみから涙なみだを流しながら、ルーシアは口をぱくぱくとさせる。

「ダメだっ、死ぬなルーシアっ！　友達とキャンプに行くんだろっ。僕ぼくと君ともう一人の君でずっと一いつ緒しよにいるって言ったじゃないか！」

「……いない……の」

　ルーシアがうつろな目で言った。

「……わたしの中に……あの子がいないの……。わたしの中からあの子が奪うばわれちゃったの……」

　ルーシアは激はげしく吐と血けつし、薫の顔に血がかかる。「返して……あの子を返して……イヤよ……あの子がいないなんてイヤ……」ルーシアの瞳はもう薫を見ていなかった。

「どきなさい薫っ」

　クラウディアが薫を突き飛ばし、ルーシアの前で術言ワードを唱え始めた。治ち癒ゆの呪じゆ文もんだった。フィンランドのときは先輩魔術師マーガレツトに「治癒魔法も使えない未み熟じゆくなお嬢じようちゃん」とからかわれたクラウディアだが、しっかりと身につけていたようだった。「わたしも手伝いますっ」とアイリスが同じ呪文を唱える。ルーシアの腹はらの傷がじりじりと塞ふさがっていくが、ルーシアの顔からは血の気が失われていく。

　ハイヒールの音がした。レイニーはボロボロになったスーツを脱ぬぎ捨すて、ブラウス姿すがたになっていた。

「薫、この二人の女はお前の知り合いか？」

　唐とう突とつに向けられた奇き妙みような質しつ問もんに薫は戸と惑まどった。

「ええ……知り合いですが」

「お前ら、教皇庁の採さい血けつ検けん査さは受けたことがあるか？」

　場の空気とはまるで違ちがう質問に、クラウディアが激げつ昂こうした。

「わたしもこの子も受けたことないわよっ。だから何だって言うの!?　わたしの弟子が死に掛かけていることよりも重要なことなの!?」

「わたしのやるべきことに敢あえて優ゆう先せん順位をつけるならそうなる」

　レイニーの即そく答とうに場の空気が凍こおりついた。

「……氷の女っていう噂うわさは本当のようね。それから聞いてたよりもよっぽどイヤな女」

　クラウディアは吐はき捨てて治癒を続けた。だがルーシアの容よう態だいはどんどん悪くなっていくように見えた。

「お師し匠しようさま、考えがあります」とアイリスは背せ負おっていたリュックを開いた。「これを使いましょう」

　アイリスが取り出したのは二枚まいのガラスに挟はさまれた書の頁ページ。フィンランドで回かい収しゆうした外道祈祷書の頁であった。

「おばあちゃんは重病だったけど、これの力で生命を保たもってました。もしかするとこれをルーシアちゃんの中に入れれば……」

「危き険けんすぎるわ」クラウディアは首を振ふった。「書に取り込こまれて命を落とした人間は星の数ほどいるわ。いくら書の所有者であったからって、他の書を入れたりしたら……」

　クラウディアは薫の方を向いた。

「薫、お願い、奴やつからあの子の書を取り戻もどして来てっ。行ってくれる……わよね？」

「当たり前です」

　とハーシュハイザーたちが消えた抜ぬけ道を見た薫は言葉を失った。さっきまで大理石の通路があったのに、今はほとんど元の地下道に戻ってしまっていた。

（どうにかしないと、このままじゃルーシアが……）

　びくん、と薫の手に脈動が走った。握り締めたブラディミールに呼ばれた気がした。

（そうかっ、ブラディミールならあいつと同じようにっ）

「アイリス、マーガレットさんの書を貸してくれっ」

「……よせ、薫。奴ならまだしも、それは人間の身で制せい御ぎよできるようなものではない」

「そんなことは分かってますっ。でも僕はルーシアを失いたくないんだっ」

　ガラスに包まれたそれを受け取って床ゆかに置くと、それにブラディミールを突つき刺さした。

　ずずっ、と外げ道どう祈き祷とう書しよの文字列が動き始め、先さき程ほどのハーシュハイザーのようにブラディミールの中に入って来る。ブラディミールの黒い刃やいばの中で書の文字列は白銀と変わる。完全に入りきったところで文字列は幾き何か学がく模も様ようを描えがき始め、そして魔ま方ほう陣じんにも似にた形を取ったところで静止した。

　薫は震ふるえた。おぞましいほどの力がブラディミールの中で鬩せめぎ合っていた。グランマスターの持ち物でありながら魔族を殺すことを喜びとする狂きよう気きの剣つるぎ。その剣がこの世界では最も斬りたいと願っているであろう『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』の一頁ページ。できるのだろうか？　こんな禍まが々まがしき二つの力を自分が制せい御ぎよするだなんて。

　薫はもうほとんど元に戻ってしまっている抜け道に切っ先を向けた。激はげしく鬩ぎ合う二つの力は、その持ち主である薫にさえ及およぶ。剣を握にぎった手から何かが薫の中に入り込んで来る。所有者をも狂気の世界に引き込もうとするブラディミールの意思なのであろうか？

（いいから黙だまって僕に従したがえ、ブラディミール！）

　ブラディミールが凪ないだ海のようにおとなしくなった。

　薫はブラディミールを振ふり下ろした。

　火花が散る。剣は左右の壁ごと封じられた抜け道を斬きり裂さいた。抜け道の空間に亀き裂れつが入っていた。その亀裂の向こうには大理石が敷しかれた城の光景が見えた。

「行くぞ」

　レイニーがそこを通り抜ける。薫は未いまだ禍々しきオーラを放ち続けるブラディミールを鞘さやに収おさめた。

「ルーシア……」

　薫はもう意い識しきのないルーシアの手を握った。手にはまったく力は入っていなかったが、まだ温ぬくもりがあった。薫はその手をぐっと握り締め、言った。

「僕が取り返すよ。君の命と、もう一人の君を」

　　　　◇




　短い大理石の道を通り抜け、薫とレイニーは階かい段だんを登った。

「ここは……外から見えたあの城しろの中なのか？」

　レイニーが怪け訝げんそうに言った。

　そこは長い廊ろう下かだった。床には滑なめらかな石が敷しかれ、壁かべには浮うき彫ぼりにされた彫ちよう像ぞうが蝋ろう燭そくの灯ともった燭しよく台だいを握ってどこまでもどこまでも並ならんでいた。神話をモチーフにした彫像にも見えたが、よく見ればどれも角や牙きばを生やした異い形ぎようの怪かい物ぶつであった。足元では人間の男女が踏ふみにじられ、苦く悶もんに満ちた表ひよう情じようで怪物たちに許ゆるしを乞こうている。マトモな神しん経けいではない城じよう主しゆが君くん臨りんする城なのか、それとも異い端たんの神々を祀まつった神しん殿でんなのか──。

「……レイニーさん、聞かせて下さい。なぜレイニーさんはイギリスにいたんですか？」

　レイニーはちらりと薫の方を見たが、また正面を向いた。

「偶ぐう然ぜんなんかじゃないでしょう？　レイニーさんが無意味な行動なんか取るはずがない。でもレイニーさんがイギリスにいたのは僕らを助けるためなんかじゃない。僕に隠かくした別の理由でだ。貴方あなたは何かを隠している！」

「……嫌きらわれたものだな、わたしも」レイニーは走りながら薫の方を見ずに言った。「まあいい。嫌われるのには慣なれている。お前との関係も他の者たちと同じに戻っただけということだ」

　皮ひ肉にくの色はなかった。ただの現げん状じよう認にん識しき。何の感情も籠こもっていない声。クラウディアから罵ば倒とうを浴びせられ、薫からもそれとさほど変わらない言葉をぶつけられてもなお変わらない声こわ色いろだった。

　不意に薫の胸むねにソフィア・リヴィエールが遺のこした言葉が甦よみがえった。

『お願い薫……彼女レイニーの心を助けてあげて……』

　本当は人間でありながらそれを隠し、契けい約やくを終えぬ苦しみに耐たえながら一千年の夜を過すごしている孤こ独どくな女じよ性せい。ずきり、と薫の胸が痛いたんだ。そう、薫はそれに魅みせられたのだ。薫ははっきりと自覚した。レイニーの秘ひ密みつを知ったときに胸に去来した思い。あれは初はつ恋こいだった。

「……すみません」

「何を謝あやまる？　わたしは感情を捨すてた女だ。あのときルクレシアの身を案じてやるのが最も人間らしいということは分かっている。だがわたしには目的がある。そのためにわたしは生きてきた。わたしは誰だれに罵ば倒とうされても傷きずつかない。遠えん慮りよなく罵ののしるといい」

　薫は「すみません……」と消えそうな声で繰くり返した。

　惚ほれたはずの女性に向けた『傷つけるための言葉』。それは逆ぎやくに薫に返ってきていた。そういえば誰かに聞いたっけ……と薫は思い出す。ブラディミールの剣けん士しの前ぜん任にん者しやであった養父はレイニーとレディ・キィのことを巡めぐって一度だけ激はげしくぶつかり合ったことがあるという。その後も養父は彼女と共にいたそうだが、自分はどうなのだろうか？

　捨てられるとか、振ふり向いてもらえないとか、そういうことではなかった。彼女は誰の手も届とどかない。そんなことは最初から分かっている。ただ、自分に何かを隠したままの彼女と一いつ緒しよにいることがたまらなく嫌いやだった。

「……お前がそれほど望むなら言おう。だがお前はそれに耐たえられるか？」

「え……？」

「わたしはあの雨の高こう架か下したでお前にレディ・キィの秘密……自らの命を絶たたねばゲートを閉じられぬという秘密を話すとき、お前の決意を聞いた。これはそれと同様の苦く痛つうをお前にもたらすだろう。それでも耐えられるか？」

「言って……下さい。レイニーさんが何と言おうと僕はソフィア様の死を真正面から見届けた。そして僕はエスクードに入ることを決めた。その決意は揺ゆらいでいない」

「よかろう。……あのオークションの後、エレンディラという女がわたしの元を訪たずねて来た。彼女は『夢ゆめ見み師し』。未来を見通す力を有する。彼女は言った。当代のレディ・キィは、薫、お前の出会った女の中にいると」

　薫の足が止まった。ぞっ、と全身の血が凍こおりついた。

「それで……僕の学校や以前の学校の女生徒の血を調べていたんです……か……」

「そうだ。だがお前の高校の中にはいなかった。中学も小学校もできる限かぎり遡さかのぼって調べたがいなかった。考えてみれば『知り合い』というのはすこぶる曖あい昧まいだ。情を交かわした相手を指すのか、それともただ一度すれ違ちがった者まで含ふくめるのか……。わたしはそれを確たしかめるためイギリス女王の元を訪ねた」

「『夢見』の力……ですね？」

「そうだ。彼女は僅わずかながら夢見の力を持っている……わたしのことはあまりよく思ってないがな。だが返って来た答えは同じだった。お前の知り合った女の中にいると。そんな折、エドモンドが戻もどり、お前らが窮きゆう地ちに陥おちいっていることを知った。だからわたしは来た。別にあの二人の採さい血けつ検けん査さをするためではない。お前がわたしに必要だからだ」

「すみ……ません」

「何度も謝るのだな、お前は」レイニーは小さく笑った。「だがわたしはあの二人を調べる。そしてあの二人のどちらかがレディ・キィであればその側そばに仕え、護まもり、そしてゲートを閉とじるために死を求める。お前が邪じや魔まをするならお前を殺す。わたしはそうやって生きてきた。もしお前の知り合いだという理由で考えを変えたら、わたしが今まで死を求めてきた女じよ性せいたちを裏うら切ぎることになる。お前はどうする？　わたしの邪魔をするために戦うのか？」

　薫は首を横に振ふろうと思った。その女性が命を絶たねばソフィアが命を捧ささげたことも無意味になってしまう。だが身体からだが固まってしまったように動かなかった。どうしていいか分からなかった。

「後にしよう。お前のような男にこの『選せん択たく』はつらすぎるだろう」

　二人はまた走り出した。会話はなかった。薫の中にもうレイニーに対するわだかまりはなかった。だが、どうすればいいか分からなかった。アイリスやクラウディアがレディ・キィだとしたら……。

　道が終わっていた。そこには両開きの扉とびらがあり、そこからは光が漏もれていた。それを見た瞬しゆん間かん、薫は思い出した。

「レイニーさん……ここは夢ゆめの中です」

「夢の中、だと？」

　全すべて思い出した。薫はここで何度も彼女と会ったのだ。『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』その人と。

「そうよ、薫君」

　背はい後ごから女性の声がした。

　二人は弾はじかれたように振り返る。だがそこにいたのは『真紅の貴婦人』ではなかった。ニコール。薫を助けてくれたあの少女だった。

「君は……いったい誰なんだ？」

「分からないの？」

　クスリと笑ってニコールはどこからともなくサングラスを取り出して掛かけた。「あ……」と薫は小さな声を漏もらす。

「まさか、エレンディラさん!?」

「そう。十年ぐらい前の姿すがたになっているけど、面おも影かげがあるでしょ？」

「どうして……これはどういうことなんですか!?」

「わたしね、もうこの世にはいないの」

「えっ？」

「イギリス女王の夢を操あやつるために、夢の世界の住人となったの。貴方あなたたちがここに来たのは、わたしが女王に預よ言げんを与あたえたから。ルーシアちゃんが必要だったのよ、ここの封ふう印いんを解くためには……そして『真紅の貴婦人』を解放するためには」

「なぜそんなことを！」

「わたし、姉がいるの」

　ニコール──エレンディラは壁かべに寄より掛かかって言った。

「姉のオフィーリアはね、トゥロワヌに囚とらわれているの。両の目を奪うばわれ、声を奪われ、耳を奪われ、匂においを奪われ、両りよう脚あしの腱けんを切られて自由に動くこともできず、無む理り矢や理りに食事を与えられて生き永ながらえさせられているの。ただトゥロワヌに預言を与えるために。姉さんに比くらべればわたしなんてまだ幸せな方かもしれない」そこでエレンディラはくすりと笑った。「薫君のことをこうして見ることができたし」

「『真紅の貴婦人』の解放とそれがどう関係するって言うんですっ！」

「それしかないの。トゥロワヌが失しつ脚きやくする以外に方法は。わたし、姉さんを助けるためなら何でもできた。魔ま族ぞくと共きよう謀ぼうし、ティシェーラなんてエロガキに身体を弄もてあそばれ……。でも耐たえたわ。姉さんを助けるために。……でも薫君がね、ルーシアちゃんにすがり付いている姿すがたを見たら初めて後こう悔かいしたの。今さらもう遅おそいかもしれないけど……」

　エレンディラは寂さびしそうに笑った。

「わたしは罰ばつを受けるわ。夢を支し配はいする『真紅の貴婦人』の側そばにいるからこうして具ぐ現げん化かできているけど、もうすぐそれも叶かなわなくなり、完全に消しよう滅めつするわ。でもわたしの意い識しきは消えない。この夢の世界で永えい劫ごうの苦痛に嬲なぶられ続けるの。……でもいいの。それがわたしの犯おかした罪つみの罰だから」

　エレンディラは薫の手を握にぎった。その手はもう半分透すき通っていた。

「ごめんなさい、薫君。でも一つだけ我わが儘ままを聞いてちょうだい。『真紅の貴婦人』の復ふつ活かつを止めて。夢の世界であの女の断片に触れて分かったの。あの女は現世に解き放っちゃいけないわ。それからもし……もし薫君がわたしたちを憐あわれんでくれるのなら、オフィーリアをトゥロワヌの手から解放してあげて」

「勝手な娘むすめだな」レイニーは言った。「だが『真紅の貴婦人』であろうが、トゥロワヌであろうが、我われ々われは倒たおさねばならぬ」

　エレンディラはちらりとレイニーに目をやってから薫の方を向いた。

「薫君、その人のこと好きなの？」

「えっ……」唐とう突とつな質しつ問もんに薫は戸と惑まどう。「い、いや、あの……」

「そうなんだ。素す敵てきな人を見つけたのね」

　そんな言葉を残してエレンディラの姿は消えていった。そして薫の前に両開きの扉が立ち塞ふさがった。

　レイニーは扉に手を掛けた。

　その扉が開く瞬しゆん間かん、薫はエレンディラの声を聞いた気がした。



「いいことを教えてあげるわ、薫君。貴方にはもうすぐ『選せん択たく』が待っている。それはとても辛つらい選択。どちらを選んでも貴方が幸せになることのない選択が……」

　　　　◇




　そこは図書室だった。どこまでも続く山のような書しよ架かが聳そびえ立ち、そして部屋の中央には丸テーブルと三つの椅子があった。

「レイニーさん、僕はここで『真紅の貴婦人』に会いました」

「どこにいた？」

「あのテーブルの……」

　薫は言葉を切った。迫せまり来る暴ぼう風ふう雨うのごとき気配を感じたからだ。書架の上から飛び降おりたハーシュハイザーが、そのまま体重を乗せて斬ざん馬ば刀とうを振ふり下ろして来る。

「うおおおおっ！」

　怒ど号ごうを上げて薫はブラディミールを構かまえた。ギンッ、という音を立てて二つの剣つるぎが打ち合い、火花が散る。

　受け止めた。華きや奢しやな青年が、己おのれの体重と剣の重量で数百キロはあるハーシュハイザーの一いち撃げきを。薫の足元で大理石の床ゆかにピシリとヒビが走るが、腕うでの方は何ともない。薫はハーシュハイザーの斬馬刀を弾はじき返し、ブラディミールを一いつ閃せんした。ハーシュハイザーは跳ちよう躍やくしてそれを躱かわす。

「……ほう、貴き様さまも我わが主人の力を得たか」

　ハーシュハイザーは脇わき腹ばらを押おさえながら言った。薫の一撃を躱し切れず、先せん端たんが腹はらを抉えぐっていた。

「薫」レイニーが薫の肩かたに手を置いた。「トリプル・クラウンを止めろ。奴やつが『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』を解かい放ほうしようとしている」

「分かりました」

　薫とレイニーは同時に走り出した。薫は書架の森へと、レイニーはハーシュハイザーへと。ハーシュハイザーの横を抜ぬけようとする薫に向けハーシュハイザーが斬馬刀を振り上げる。が、その刃やいばには既すでにレイニーの鋼こう線せんが巻まきついていた。



    

  
    
      「どうした？　わたしと思う存ぞん分ぶん殺し合うのではなかったのか？」

　レイニーは両腕を翼つばさのように広げた。風もないのに髪かみの毛がふわっと揺ゆれ、両手の爪つめが全すべて鋭するどく伸のびた。レイニーは壮そう絶ぜつな笑えみを浮うかべた。

「さあ来い、鋼はがねの男よ。我わが名はレイニー・ブラディミール。歴史上ただ一人闇の王グランマスターの血を受けた女。このわたしの牙きばと爪が与あたえる苦く痛つうの味を教えてくれようぞ」

　戦いの狂きよう気きに染そまったハーシュハイザーさえも一瞬たじろぐほどの威い圧あつ感。薫は何かが彼女の中で蠢うごめいているのを感じた。

「……行かせていただきます。『グランマスターの姫ひめ君ぎみ』」

　ハーシュハイザーは礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。ハーシュハイザーはレイニーの中にグランマスターの姿すがたを見ていた。

　レイニーはちらりと薫を見た。

「わたしを見るな、薫。ここから先のわたしはただのケダモノだ」



　背はい後ごで巻まき起こる凄すさまじい戦いの音を聞きながら、薫は書架の森を走った。

（どこにいる……トリプル・クラウン）

　奴を止めねばならない。奴は『真紅の貴婦人』を復ふつ活かつさせようとしている。それはトゥロワヌやアルフェルムより遥はるかに上の盟主ロード。その百に分ぶん割かつされた頁ページはフィンランドの森を穢けがし尽つくし、それを剣に取り込こんだハーシュハイザーにレイニーに対たい抗こうする力を与あたえた。しかもそれは百に分割されたうちの一つ。全てが揃そろえば人類に……いや、レイニーの力をもってしても倒たおせるとは思えない。

　不意に、ぞわっ、という悪お寒かんが剣から伝わって来る。

（足元だ、我わが所有者よ）

（足元よ、薫くん）

　二つの声が薫に危き険けんを告げた気がした。

「うおおおっ！」

　地面をかき上げるように薫はブラディミールを一いつ閃せんした。足元から迫せまっていたトリプル・クラウンの影かげの魔ま術じゆつ──先さき程ほどブラウニングを無む惨ざんに握にぎり潰つぶした影の手をブラディミールが斬きり裂さいた。そのままブラディミールから迸ほとばしった衝しよう撃げき波はは本ほん棚だなを大きく抉えぐって穴あなを空けた。薫は紙かみ吹雪ふぶきのように降ふり注ぐ本の頁の中、そこを走り抜ける。

「出て来い、トリプル・クラウンっ！　『真紅の貴婦人』を復活させるというのなら僕はお前を殺すっ！」

　散らばった本の頁を踏ふみ鳴らす音がした。

「威勢がいいのぉ、教皇庁の小こ倅せがれよ」

　薫は現あらわれた黒ローブの老人に刃を向けた。闘とう気きが刃の先せん端たんから飛び、トリプル・クラウンの頬ほおを抉った。

「ほう、これはこれは。まるで別人のようじゃのぉ」

「ある意味、お前のお陰かげさ」薫は油ゆ断だんなくトリプル・クラウンを見つめる。この男は隙すきあらば何か仕し掛かけてくる。「そこでエレンディラさんに会った」

　トリプル・クラウンから笑いが消える。

「エレンディラさんは僕に『真紅の貴婦人』を復活させないでくれと言った。そして姉を助けてくれと」

「身勝手な娘むすめじゃの」

「ああ。だけど僕はその言葉通りにする。もしお前が『真紅の貴婦人』を復活させようというなら、僕はお前を殺す」

「ふうむ、困こまったのぉ。わしの中にはイレウスが編あんだ『呪じゆ言ごん虫ちゆう』が入っておってのぉ。今こうしている姿も奴は監かん視ししておるのじゃ。もし奴を裏うら切ぎるような真ま似ねをすれば、わしの中で『呪言虫』は暴あばれ、わしの肉体も精せい神しんもぐちゃぐちゃにされてしまうんじゃ。それでもやめろと言うのかのぉ。嘘うそではないぞ。『呪言虫』の苦く痛つうとはそりゃまあすごいもので……ん、なんじゃいそれは？」

　薫は胸むねで十字を切っていた。

「悪いが時間がない。お前にしてやれる祈いのりはこれだけだ」

「なるほどなるほど」トリプル・クラウンは、ひひひひっ、と耳みみ障ざわりな笑いをする。「おぬしを舐なめておった。あのときの甘あまったれよりはだいぶマシになったようじゃ。これはわしに勝ち目はない。諦あきらめて斬られることにしよう」

　言うが早いかトリプル・クラウンは薫に背せを向けた。

「なっ……」

　さすがに薫は面めん食くらった。いくら何でも無む抵てい抗こうな人間を背中から斬りつけるという真似は薫にはできなかった。

「まだまだ冷れい徹てつになり切れぬようじゃのぉ」

　トリプル・クラウンは笑う。罠わなかっ、と薫は身み構がまえるが、トリプル・クラウンはそのまま書しよ架かの間の道を歩き始めた。

「お、おい……」

「来い、教皇庁の小倅よ。面おも白しろい物を見せてやろう」

「面白い物？」

　トリプル・クラウンは答えずそのまま歩き出した。そして十数メートル、壁かべ際ぎわまで歩いた所で足を止め、振ふり返った。

「ほれ、そんな所にいないでこっちへ来い。わしのような年とし寄よりを怖こわがっておるようじゃトゥロワヌには勝てぬぞ」

　薫は周囲を警けい戒かいしながら奴やつの方へと歩いて行った。

（……あれは）

　あと十メートルという所で薫は足を止めた。

「それはいったい誰だれの死体だ？」

「決まっておるじゃろう？」トリプル・クラウンは壁にもたれるようにして死んでいた黒ローブの白はつ骨こつ死体を撫なでた。「史上最高の魔ま術じゆつ師し、ゾルアス・ソリヴィエじゃ」



　レイニーの足元ではハーシュハイザーが倒たおれていた。片かた腕うでと片かた脚あしを斬られ、全身は彼の主人の名のように真しん紅くに染そまっていた。

「どうだ？　我わが刃やいばの味、思う存ぞん分ぶん堪たん能のうしたか？」

　似につかわしくないサディスティックな口く調ちようでレイニーは言った。ばき……ばきばき……と彼女の『中』で奇き妙みような音がする。さっきまではさほど破やぶれてはなかった彼女のブラウスはボロボロになり、肌はだが露ろ出しゆつしていた。だが彼女自身にさほどの出血はない。まるで、ブラウスは彼女の肉体が別の形に変わって千切れたように。

「怪かい物ぶつめ……」

　ハーシュハイザーは言った。

　彼女の中で響ひびいていた奇妙な音が止まる。レイニーは何事もなかったかのようにブラウスを直すと、スーツのポケットに手を伸のば……そうとしたが、スーツは先さき程ほどボロボロになり、ポケットに入れていた『カパーラの火の花』の煙草たばこも吹ふき飛んでしまっていた。レイニーはその美び貌ぼうの眉み間けんに微かすかな皺しわを寄よせ、つまらなそうに「外に出るまでおあずけか」と言った。彼女はいつもの氷の美女に戻っていた。

「ハーシュハイザーよ。貴き様さまは薫と真澄の親の仇かたきだそうだが、わたしはわざわざお前を薫たちに討うたせてやるような真ま似ねはせぬ。すぐに排はい除じよする。貴様は危き険けんだ」

「褒ほめ言葉として受け取っておこう」

「別に褒めてなどおらぬ」

　レイニーは鋭するどい爪つめを伸ばしながらハーシュハイザーへと向かう。

「……苦しくはないのか、レイニー・ブラディミール？」

　本名を呼よばれ、レイニーの足が止まった。

「苦しいとも。今もわたしの身体からだの中で『あいつ』の血が暴あばれている」

「お前と小こ僧ぞうがいれば、トゥロワヌを倒せるやもしれん。そうすればゲートはまた固く閉とじられる。だが……それをすれば貴様は愛する主人に会えぬのだぞ？」

「愛してなどおらぬ。ただ咬かまれただけだ。犬に咬まれたのと変わらぬ。ただ違ちがうのは、わたしは奴の血のお陰かげでお前らと戦う力を得たということだ」

「本当かな？　確たしかお前は十二年間『向こう側』の世界に拉ら致ちされていたのだったな。グランマスターの牙きばを与あたえられ、しかし血を飲むのを拒こばみ、それから十二年間、どんな夜を与えられた？　この世で最も高こう貴きなるお方の寵ちよう愛あいというのはどんなものであった？　そして十二年後、隙すきを見てあの剣つるぎを奪うばい、愛したお方を斬きって逃にげたとき何を思った？　もうグランマスターとの夜は帰って来ないのだと後こう悔かいしなかったか？　今お前はそれをまた味わえる分ぶん岐き点てんにいるのだぞ」

「くだらぬ」

　レイニーはぴしゃりと言った。レイニーの冷たい瞳ひとみは、こっそりと斬ざん馬ば刀とうに手を伸ばしていくハーシュハイザーの動きをしっかりと捉とらえていた。

「奴がわたしに何をしたか知りたければ、わたしが奴を地じ獄ごくに叩たたき落とすまで待って訊ねるといい」



「教皇庁の小こ倅せがれよ」トリプル・クラウンは言った。「わしはのぉ、ある目的があって外げ道どう祈き祷とう書しよを求めておった。人からすればきっとどうでもいいつまらぬ理由じゃ。『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』が復ふつ活かつすればそれが叶かなう、と今でも思っておる。きゃつを復活させた恩おん賞しようを野の良ら犬いぬのように求めるつもりじゃ」

「いったいそれは？」

「お前には関係のないことじゃ」トリプル・クラウンはローブの袂たもとから一冊さつの本を取り出した。「だがわしはいつの間にか、ＺＯゾＳＯソの魔術を破ることに同じ魔術師として快かい楽らくを覚えるようになってきた」

　表題のない一冊の真紅の本。薫の全身の毛が逆さか立だった。これが『落丁の一頁』なのか？　薫の手の中でブラディミールが発狂せんばかりに暴あばれていた。

「それを放せ！」

「断ことわる」

　トリプル・クラウンは書に手を掛かけ、薫をからかうように撫なでてみせた。薫は間合いを計はかる。奴やつまで十メートル。もし頁ページを開くだけで『真紅の貴婦人』が解かい放ほうされるのなら、衝しよう撃げき波はを飛ばしてもとても間に合わない。

「わしはの、このゾルアス・ソリヴィエを心より尊そん敬けいする。この男は天才じゃ。わしは奴が如い何かなる策さく謀ぼうをもって『真紅の貴婦人』を封ふう印いんしたか知った。第一回ハエレティーコールム会議の晩ばん、奴は赤あか髪がみの殺さつ戮りく者しやを招まねき入れ、多くの魔ま族ぞくの血肉を供く物もつとして魔ま方ほう陣じんを完成させた」

「あの城しろの地下の魔方陣……」

「そうじゃ。そして『真紅の貴婦人』を一冊の本に封じたが、ただそれを集めただけでは復活せぬよう、最後の一頁を特別な場所に隠かくした。誰が名付けたか知らぬが『落丁の一頁』とは上う手まく言ったものじゃ。元よりあの頁は現げん世せには存そん在ざいしてなかったのじゃ」

「その本の中か？」

「まあ……」トリプル・クラウンはにんまりと笑った。「そんなものかのぉ」



　ハーシュハイザーは斬ざん馬ば刀とうを握にぎった。そして倒たおれたままの体たい勢せいで身体からだを弓のように絞しぼり、振ふりかぶった。「無む駄だな真似を……」レイニーは憐れん憫びんにも似にた瞳ひとみでハーシュハイザーを見下ろした。

「ときにレイニー・ブラディミールよ。お前はなぜ生かされていると思う？」

「……わたしが誰かに生かされているだと？」

「トゥロワヌとゾルアス・ソリヴィエが我わが主人を封じたとき、お前はその場にいた。だがお前は殺されなかった。なぜトゥロワヌはお前を殺さなかったと思う？　……いや、実を言えばお前を殺さなかったのはトゥロワヌではない。ゾルアス・ソリヴィエがトゥロワヌを制せい止ししたのだ。いざというときに我が主人を封じた嫌けん疑ぎをお前に向けさせる、とでも言いくるめたのだろう」

　あの塔とうのてっぺんの部屋での戦い。レイニーは『真紅の貴婦人』を斬り付け、その隙すきにトゥロワヌは『真紅の貴婦人』を封印した。彼女の反撃を受けたレイニーは気を失い、気がつくと半はん壊かいした塔のてっぺんの部屋に倒れていた。そこにトゥロワヌの姿すがたはなく──

　──彼女の手にはブラディミールだけがあった。

「……お前は何を知っている？」

「すぐに分かる」

　ハーシュハイザーは倒れたままの体勢で斬馬刀を投げた。それは激はげしく回転しながらレイニーとはまったく違ちがう方向へ唸うなりを上げて飛んで行く。レイニーの鋭えい敏びんな感覚はその先にいる薫とトリプル・クラウンを捉とらえていた。

「薫っ、逃にげろっ！」



　逃げろ、というレイニーの声がした。ハッとして薫は床ゆかに伏ふせる。何かが轟ごう音おんを立てて接せつ近きんして来るのを感じた。次の瞬間、薫の真上をハーシュハイザーが投げた斬馬刀が通り過すぎて行った。

　飛び散る本と書しよ架かの残ざん骸がいの中、薫の目にトリプル・クラウンが書を開こうとする姿が見えた。

「させるかっ！」

　薫はブラディミールを構かまえ、トリプル・クラウンへと向かって行った。間合いはあっと言う間に詰つまる。間に合ってくれ、頼たのむ。しかしトリプル・クラウンは書を開いた。そして薫に見せつけるように頁を向ける。まだ間に合うのか!?　『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』が復ふつ活かつした気配はない。薫は刃やいばを本へと向け、走った。

　トリプル・クラウンの口元に笑えみが浮うかぶ。それを見て薫の心に違い和わ感が這はい上がる。

　自分は何かとんでもない間違いをしようとしているのではないか？

　刃が本に突つき刺ささった。

　トリプル・クラウンごと本を貫つらぬいた、と思った。だが本は貫かれていなかった。切っ先がピタリと本に触ふれた状じよう態たいで制止していた。

「かかったな」

　次の瞬間、ブラディミールに異い変へんが起こった。アイリスの書の頁がそのまま書の中に吸すい込こまれていくのだ。薫はブラディミールを離はなそうとする。だが固まったかのように微び動どうだにしない。這うような音を立てて何かが近づいて来た。床に蛇へびのような影かげが見えた。それは文字列の連なった物──ハーシュハイザーの剣に宿っていた頁であった。

　それだけではない。文字列が、書が、四方八方より集まり、次から次へとトリプル・クラウンの持つ本に集まって来る。それは百に分ぶん割かつされた頁であった。

「……教えてやろう、教皇庁の小倅よ。ここは現世と『落丁の一頁』がある空間を結ぶための部屋じゃ。エレンディラは全てを見てはいなかった。『真紅の貴婦人』の復活にはもう一つ必要な物があったのじゃよ。それがお前の持っているその剣じゃ」

「ブラディミールが!?」

「そうじゃ。なぜゾルアス・ソリヴィエはトゥロワヌにあの女を殺させなかったと思う？　奴はあの女に預あずけたのじゃよ。『落丁の一頁』が封ふうじられた物を。この世で最も安全な者の元に」

　ずずずっ、というおぞましい感かん触しよくが手に走った。ブラディミールの奥おく深ぶかい所から『何か』が引きずり出されて来る。ブラディミールが獣けものの断だん末まつ魔まにも似にた声を上げていた。薫は必死にブラディミールをトリプル・クラウンの持った書から引き離そうとするが、触ふれ合った切っ先は微動だにしない。

　トリプル・クラウンの手にした書にブラディミールの切っ先から血のような真しん紅くの液えき体たいが染しみ出る。それはインクのように次々と文字へと変わり、書の頁ページへと変わっていった。

「さあ、少年よ。喝かつ采さいをもって迎むかえるがいい。『真紅の貴婦人』の、いや……」トリプル・クラウンは間を空けた。最後の文字が書の末まつ尾びに並ならんだ。「……盟主ロードアロマの降こう臨りんじゃ」



　この世から消えたはずの名が発音された。



　トリプル・クラウンの持っていた書が弾はじけ飛ぶ。飛び散った百の頁が渦うずを巻まき、その中心にゆっくりと一人の少女の姿すがたが現あらわれていく。薫はその渦の中に小さな可愛かわいらしい唇くちびるを見る。それは三日月のようにニンマリと笑い、何かを薫に言った。音は聞こえなかったが、何と言ったか薫には分かった。

　──ようやく外の世界で会えたわね、薫くん。

「薫、どけっ！」

　駆かけつけたレイニーが叫さけび、金きん属ぞく錐すいを放った。薫のこめかみの横を通り抜ぬけ、渦巻く外げ道どう祈き祷とう書しよめがけて金属錐が向かう。

　が、それは渦の寸すん前ぜんで静止した。レイニーは金属錐を引こうとするが、糸は張はり詰め、まるで見えない手に掴つかまれたかのように固まる。

「邪じや魔まよ、レイニー」はっきりとした声がした。「どっかに行って。わたし、貴方あなたが嫌きらいなの。だって貴方の色ってわたしの色と同じなんですもの。なんか真ま似ねされてるみたい」

『真紅の貴婦人』は──いや、盟主アロマは無む造ぞう作さに手を払はらった。衝しよう撃げき波はが図書館の書架を粉々に破は壊かいしながらレイニーへと向かい、レイニーは荒あら波なみに飲み込まれる木の葉のごとく吹ふき飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられて気を失った。

　空間が崩ほう壊かいしていた。崩くずれ落ちる天井や書架の中、一人の少女が笑いながら薫を見つめていた。ゴシック調の真まっ赤かなドレスに身を包んだ十代前半──に見える──少女。あのケルベロスの夢ゆめの中で出会った少女であった。アロマは優やさしく微笑ほほえんだ。

　薫は恐きよう怖ふを無む理り矢や理りに飲み込んでアロマに斬きりかかった。十分に体重を乗せた渾こん身しんの一撃だった。だがアロマはブラディミールの剣を無造作に掴んでしまった。

　アロマの手の中からすうっと一ひと筋すじの血が流れ、用を終えた白紙の頁の上に降ふり注いだ。薫はもう一度斬りかかろうとするが、アロマに掴まれた刃はまったく動かなかった。

「やめなさい、ハーシュハイザー」

　アロマが言った。薫の背はい後ごには斬馬刀を振ふり上げたハーシュハイザーがいた。

　ぐいっ、と薫は引っ張られた。薫はアロマの胸むねの中に引き寄よせられた。柔やわらかな絹きぬの感かん触しよくと甘あまい香こう水すいの香かおりが薫を包んだ。

「ねえ……キスしましょ、薫くん」

　アロマはそっと薫の唇くちびるに自分の唇を重ねた。全身を貫つらぬく強きよう烈れつな官かん能のうと恐怖に薫の意い識しきが遠のいていく。

　だがその唇の感触は、何かとても懐なつかしい感じがした。

　　　　◇




「おい、エロ魔術師、いったいこりゃ何なんだよ!?」

　と困惑し切った声でギーエンがクラウディアに言う。封ふう印いんの扉とびらの中に入って行った薫たちを待っていると、突とつ然ぜんにガラガラと天井が崩れ落ち始めたのだ。

「わたしに分かるわけないでしょっ」

　クラウディアは瀕ひん死しのルーシアの治ち療りようをアイリスに任まかせ、崩れる天井から自分らを守るため魔術の結界バリアを張った。シャボン玉のような皮ひ膜まくがクラウディアたちを包む。

（でもいったい何が……）

　少なくともここの空間が元に戻もどったのは確たしかである。通路を閉とざしていた封印の空間が消え去り──黒魔術師ではない彼女にはハッキリとは分からないが──地ち下か廊ろうを徘はい徊かいしていた死霊コープスの気配もなくなった。この地下都市に掛かけられていた呪のろいが解とかれたということなのだろうか？　薫たちが『落丁の一頁』の回かい収しゆうに成功したのだろうか？

　ともあれここを脱だつ出しゆつする方法を考えねばならない。この瀕死のルーシアを担かついで表まで出るなんてことが自分らだけでできるだろうか……。

「おいっ、誰だれか来るぜ！」

　崩れ落ちる通路の土つち煙けむりの向こうから三つの影かげが現あらわれた。

　それを見たクラウディアは言葉を失った。薫とレイニーを肩かたに担かついだハーシュハイザー。後に続くトリプル・クラウン。そしてゴシック調のドレスに身を包んだ一人の少女であった。その全身から立ち上る呼こ吸きゆうさえできぬほどの禍まが々まがしい気配に、クラウディアはそれが『真紅の貴婦人レデイ・ルージユ』であることを直感した。

　真紅の貴婦人はクラウディアたちの目の前までやって来た。クラウディアは結界バリアを保たもったまま攻こう撃げきのための術言ワードを唱え始める。だが唇が震ふるえて術言ワードが上う手まく紡つむげない。

「どいてちょうだい、お師し匠しようさま」

　聞いたこともない口く調ちようと声。心しん臓ぞうを鷲わし掴づかみにするような恐怖。だがその声はどこか懐かしさがあった。

「貴方あなた、まさか……」

　真紅の貴婦人はルーシアの前にしゃがみ込んだ。そして瀕死のルーシアの頬ほおをいとおしげに撫なでた。

「可哀かわい想そうに、もう一人のわたし。さぞ痛いたかったでしょうね……」

　真紅の貴婦人はちらりとハーシュハイザーを見る。

「……罰ばつはお受けします」

「そうね。そのうち殺してあげるわ」さらりと言って真紅の貴婦人はルーシアに手を翳かざした。「十年間ありがとう、もう一人のわたし。貴方の中にいてとても楽しかったわ。貴方の身体からだを借りて薫くんと学校に行ったり、街を駆かけ巡めぐったり……。十年間、宿を貸かしてもらったお礼をするわ」

　真紅の貴婦人の手が光った。ルーシアの傷きずがあっと言う間に塞ふさがっていき、白はく蝋ろうのようであった顔に赤みが戻ってきた。

　そして真紅の貴婦人はすっと手を上げた。少女がルーシアを治ち療りようする姿すがたを呆ぼう然ぜんと見つめていたクラウディアたちの身体が何らかの力で引ひっ張ぱられる。視し界かいがブラック・アウトし、水平感覚が奪うばわれ、船ふな酔よいのような吐はき気を覚える。それが収おさまったときクラウディアたちは夜空の下にいた。昨夜から降っていた雨は激はげしい豪ごう雨うと変わっており、大おお粒つぶの雨がクラウディアたちを濡ぬらした。



    

  
    
      「ここはモン・サン・ミッシェル!?」

　クラウディアたちがいたのは海に浮うかぶ孤こ島とうへと続く道の前だった。あの地下から一いつ瞬しゆんにして移い動どうしたのだ。クラウディアは唖あ然ぜんとする。空間を移動する魔術は、クラウディアの知る魔術の理論上は存そん在ざいしないはずなのに。

「行きましょ、ハーシュハイザー。みんなが待ってるわ」

　真紅の貴婦人はモン・サン・ミッシェルへと通じる道を歩き始めた。ハーシュハイザーは肩に担かついでいたレイニーと薫を無む造ぞう作さに地面に置いて、彼女について行く。

「待って、貴方っ！」

　クラウディアは真紅の貴婦人を呼よび止めた。「真紅の貴婦人と口をきける身分か、女よ」ハーシュハイザーが冷たい殺意を滲にじませて斬ざん馬ば刀とうを構かまえる。

　なぜか真紅の貴婦人は自分らを見み逃のがしてくれたのだ、このまま逃にげるべきなのは分かっていた。だがクラウディアはどうしても聞きたかった。

「貴方は……貴方はルーシアなの？」

　真紅の貴婦人が振ふり返った。

「いいえ、わたしの名はアロマ。薫くんとその赤あか髪がみの女に伝えておいてちょうだい。今度はもっと楽しいことをして遊びましょう、ってね」

　　　　◇




　モン・サン・ミッシェルの客室で待っていたアルフェルムは真澄と『念』を使った会話をしていた。先さき程ほど命じた調ちよう査さの報ほう告こくである。

「見つかりました」と真澄は言った。「クェイクアスの死体は、トゥロワヌ卿きようが地下で飼かっている魔ま獣じゆうの餌えさにされていました。ゲートの警備をしていた兵士も一いつ緒しよに殺されて、刻まれて餌になっていました。残った肉にく片へんに『インテグラル・サイコメトリー』をすれば、ハーシュハイザーの仕し業わざであることはすぐに分かると思います」

「ご苦労だったね、真澄。後でご褒ほう美びをあげよう」

　一瞬だけ間を置いて真澄は「……ありがとうございます」と言った。アルフェルムはその微び妙みような間が面おも白しろくて口元に笑えみを浮うかべた。

「……それで我わが君きみ。ヴァルデリーがこのことをトゥロワヌ卿に報告したいと申しておりますが、よろしいでしょうか？」

「いいよ。点数を稼かせがせておやり」

　まあ、あの朴ぼく念ねん仁じんがあの淫いん売ばいを許ゆるすことはないだろうけど、と心の中で冷たく呟つぶやいた。

「我が君、私はこの後は何をすればいいでしょうか？」

「何もしなくていいよ。これであいつらの破は滅めつは決まったからね」

「ですが奴やつとイレウスの他ほかにアロマとかいう奴の部下はいないのですか？」

「いないよ。変わり者だったからね。ま、私も部下を持たないからあの女のことをどうこう言えた……」

　そこでアルフェルムは言葉を失った。真澄が今、『アロマ』の名を発音したことに気づいたのである。

「……アロマ」

　アルフェルムはその名を呟いてみた。その存そん在ざいがこの世から消えてから誰も発音することができなくなっていたはずの名前を。アルフェルムは口を覆おおった。胃の奥おくから吐はき気が込こみ上げてきた。

　アルフェルムは部屋を出て会議室へと駆かけ出した。

　会議室に着いたアルフェルムは愕がく然ぜんとした。そこには自分以外の出席者が揃そろっていた。部屋は半はん壊かいしていたが、出席者たちは微び動どうだにせず椅い子すに座すわり、その二人を凝ぎよう視ししていた。ズタボロになって床に転がるトゥロワヌと、それを冷たく見下ろすアロマの姿を。

「ああ、やっと来たのね。遅おそいわよアルフェルムちゃん」アロマがにっこりと笑った。「待ってたのよ。相変わらず貴方あなたってホントにずぼらなんだから」

　そう言ってアロマはトゥロワヌの側そばにしゃがみ込み、トゥロワヌの髪を掴つかんだ。「ぐうっ……」とトゥロワヌの口から空気が抜ぬけるような音がする。もはやトゥロワヌは自分で動くことさえできぬようだった。

「こいつは自分より上位の盟主ロードを封ふう印いんするという大たい罪ざいを犯おかしたの。知っていたかしら？」

「おぼろげに……ですが」

「へえ、そうなんだ」真紅の瞳に冷笑を浮かべながらアロマは言った。「でね、こいつを処しよ刑けいしようと思うんだけど、『偉大なる君主グランマスター』の不在のときにはロードを始末するには他のロード全員の合意が必要なんだって。……なのよね、ラダーヴィ？」

　議長役のラダーヴィが恭うやうやしく頷うなずく。しかし冷静沈ちん着ちやくなラダーヴィの額ひたいは汗あせでびっしょりと濡ぬれていた。

「貴方以外の出席者たちはもうみんなわたしに賛さん成せいしてくれたの。後は貴方だけ。ね、アルフェルムちゃん。どうするか聞かせて？」

　全員がアルフェルムに注目した。アロマが先程とはうって変わった楽しそうな表情で自分を見ていた。側に控ひかえたイレウスが嘲ちよう笑しようをこらえていた。そしてトゥロワヌが無言の瞳で自分を見つめていた。

（なるほど……このことだったのか……）

　アルフェルムは夢見師が自分に告げた預よ言げんを思い出した。

　このシチュエーションは偶ぐう然ぜん作られたものではない。アロマはわざと自分が遅れて会議にやって来るよう計はからったのだ。自分が同意しようとしまいとアロマは主しゆ犯はんのトゥロワヌを処刑するだろう。残るは、おぼろげながらトゥロワヌの策さく謀ぼうに気づいていた自分の処しよ遇ぐう。この屈くつ辱じよく的てきな状況でアロマに屈服して生を得るか、それともプライドを選んでトゥロワヌともども消しよう滅めつさせられるか──。それが二人の夢見師が自分に言った「選択を誤らないでね」という預言の意味であった。

　アロマの恐怖に飲み込まれていたアルフェルムの口元に、初めて笑みが浮かんだ。それは何とも彼らしい悠ゆう然ぜんとした笑みであった。

（……ま、一いつ緒しよに死んであげるよトゥロワヌ。お前みたいな無ぶ粋すいな奴やつと一緒に死んだって後々まで語られるのはちょっと不ふ愉ゆ快かいだけどさ）

　アルフェルムが自分の死を決定付ける言葉を口にしようとしたとき、それまでじっと自分を見つめていたトゥロワヌが「アルフェルム……」と口を開いた。彼の口から零こぼれ出た言葉は、アルフェルムの知るトゥロワヌの像とはまるで掛かけ離はなれたものだった。

「アルフェルム。頼む、助けてくれ」

　その弱々しく憐あわれな口調に出席者たちから失笑が起こった。だがアルフェルムだけは違ちがった。ずくり、とナイフが胸むねに突つき刺ささったような感覚を覚えていた。

（……なぜだ？）

　この男は命いのち乞ごいをしたのではない。この屈辱的な状況にいる自分を救おうとしたのだ。「みっともないねえ、君は。素す直なおに死になよ」そんな言葉を口にできる状況を作ってくれたのだ。なぜこんな真ま似ねをする？　いずれにせよアロマは己を殺すのだから、せめて堂々と死んでいくことこそこの男の最さい期ごの望みであろうはずなのに。なぜ嫌きらい合っていた自分などのために恥ち辱じよくに塗まみれた惨みじめな死を選ぶ？

「……興ざめ～。つまんないことしないでよトゥロワヌちゃん」

　トゥロワヌの髪かみを掴んでいたアロマの腕うでが光った。トゥロワヌが絶ぜつ叫きようし、トゥロワヌの身体が灰となっていった。アルフェルムはトゥロワヌが消しよう滅めつするまでその光景を黙って見つめた。

「マスター!!」

　女性の悲ひ痛つうな絶叫が聞こえた。会議室の扉とびらに真澄とヴァルデリーの姿があった。

「よせっ！」

　真澄がヴァルデリーを羽は交がい締じめにする。ハーシュハイザーが斬ざん馬ば刀とうを抜ぬいて前に出る。

「殺してやるっ、殺してやるわっ！」

　ヴァルデリーは片かた方ほうの瞳ひとみから涙なみだを流しながら、まるで子こ供どものようにじたばたと暴あばれた。

　彼女の絶叫が途と切ぎれた。真澄の膝がヴァルデリーのみぞおちに食い込んでいた。ヴァルデリーは気を失い、真澄はそれを抱だきとめる。ハーシュハイザーと真澄が睨にらみ合った。

「……下がりなさい、真澄。お前はここに相応ふさわしい者じゃない。いま大事な会議の最中だから、そいつハーシユハイザーとの話し合いは後にしなさい」

「分かり……ました」

　真澄はヴァルデリーを抱かかえて去って行った。

「生き延のびたわねえ、アルフェルムちゃん」アロマが言った。「ねえ、アルフェルムちゃん。トゥロワヌちゃんはどうして貴方あなたを庇かばったのかしら？　貴方たちって嫌い合ってたんじゃなかったっけ？」

「さあ……私にも分かりません」

　アルフェルムとトゥロワヌの間にあったやり取りが理解できなかった他の出席者たちが困こん惑わくの表情を浮かべた。

「もしかしてトゥロワヌちゃんって貴方のことが好きだったんじゃないの？　それとも貴方がトゥロワヌちゃんを好きだったのかしら？」

　アルフェルムは笑いもせず「ご冗談を」と言った。アロマは「ま、別にどうでもいいけど」と言い、手についたトゥロワヌの灰はいをぱんぱんと叩はたいた。

「来なさい。貴方とお話があるの。この世界をどうするか、とかね」

　アルフェルムは黙ってアロマに従したがって会議室を出て行った。

　　　　◇




　モン・サン・ミッシェルの最上階。トゥロワヌの部屋。

　一人、夢ゆめ見み師しオフィーリアはベッドに腰こし掛かけていた。

　オフィーリアはアロマの復ふつ活かつを感じ取っていた。そのことによりアロマの住まっていた夢の世界が消え去り、そこにかろうじて存そん在ざいを留とどめていた姉のエレンディラが永遠の苦痛の世界に引きずり込まれたことも感じ取っていた。そしてトゥロワヌが死したことも。

　全すべては預よ言げんの通り。いや、トゥロワヌを失しつ脚きやくさせるためにエレンディラが仕組んだ通りであった。オフィーリア自身もそれを手伝い、自分をこのような姿に変えたトゥロワヌを破滅へと導くべく今日の会議に関して偽いつわりの預言を与えた。

　しかし、果たして姉はこれから後のことまで預言していたのだろうか？

　オフィーリアは自分が解かい放ほうされないことを知っていた。間もなくここにアロマがやって来て自分を所有する。そしてアロマは自分にこの世界の命運を決めるあのことについて訊たずね、自分はそれを伝える。トゥロワヌには黙っていたが、あの死の貴婦人からは隠かくし通すことはできない。自分は告げる。当代のレディ・キィが誰かを。

　そこから先の未来はまだオフィーリアにも見えていない。

　未来は二つに枝えだ分わかれしている。

　それを決めるのは自分でもアロマでもない。

　──薫君……。

　オフィーリアは夢の中で妹を通じて知った少年の名を、声を失った唇くちびるで紡つむいだ。

　──いずれにしても貴方はとてもつらい運命を歩むことになるわ。



    

  
    
      　エピローグ　そして僕は途方に暮れる






　窓まどの外は雨が降ふっていた。「十一月Novemberの雨rain」の曲のような悲しげな雨だった。薫かおるが部屋に入ったとき医い務む室しつのベッドに横たわったルーシアは、黙だまって窓に打ち付ける雨あま粒つぶを見つめていた。

　薫たちはイギリスに戻もどっていた。先せん遣けん隊たいで生き残った生せい存ぞん者しやはたった二人だけ。しかも真紅の貴婦人アロマの復活を許ゆるしてしまったことの失望がイギリスを、そして教きよう皇こう庁ちようを包んでいた。遅おくれてイギリス入りをしていた長は谷せ川がわ司し祭さいは「嘆なげくな。我われ々われは君を責せめられぬ」と言ってくれたが、結局のところ自分がアロマ復活を許してしまったのは違いなかった。薫にとってただ一つ救いだったのは、アロマに治ち療りようされたというルーシアがこうして生きていてくれたことだった。

　薫はルーシアのベッドの前に腰掛けた。ルーシアは窓の外を向いたままだった。十一月の雨が静かに窓を揺ゆらしていた。

「……わたし、このままイギリスに残るわ」

　ルーシアはポツリと言った。

「え……？」

「力がね、なくなっちゃったの」

　ルーシアは薫の方を向いて力なく笑うと、「見て」と言って手を伸のばし、小さく術言ワードを唱えた。彼女がよく使う、明かりを照らすだけの魔ま術じゆつ。だが手が輝かがやいて力が集まり始めたところで、風船から空気が抜ぬけるように魔術の光は消しよう滅めつしてしまった。

「ほらね。こんな簡かん単たんな呪じゆ文もんも使えないわ。わたし、もう役立たずなの……」

　ルーシアは顔を伏ふせた。瞳ひとみに涙なみだが浮うかび、ぽた、ぽた、とシーツに落ちる。

「……昔から何となく分かってたわ。わたしに魔術の才さい能のうなんて何にもなかったって。ただあの子の……わたしの中に入ったアロマの書の力を借りていっぱしの魔ま術じゆつ師しのつもりになっていただけ……。こんなわたし、貴方のパートナーでいられないでしょ？」

　二年間だけ嫌いや々いや付き合ってあげるのよ──。いつも傲ごう慢まんにそう言っていた少女は涙を溢あふれさせた。

「……そんな言い方ルーシアらしくないよ」

　薫は彼女の手を掴つかんだ。

「だってわたしの魔力はなくなっちゃったのよっ!?　どうしろって言うのよっ！」

　ルーシアは悲鳴のように叫んで手を振ふり払はらおうとする。だが薫はその手を強く握にぎった。

「元からあったものに戻もどっただけだろ？　ルーシアにはまだ力は残ってる。なのに『自分には才能がない』とか諦あきらめるなよ。僕ぼくは何度もルーシアに助けられてきた。だからこれからも助けてよ」

「わたしと……一いつ緒しよにいてくれるの？」

「当たり前だろ、あのときも言ったじゃないか。もう一人の君はいなくなっちゃったけど、一緒にいてよルーシア。一緒に戦ってよ。それからまた一緒に学校に通おう」

　彼女の顔に安あん堵どの表情が浮かんだ。

　と、そのときだった。ノックもなくガチャリとドアが開き、赤あか髪がみの美女が部屋に入って来た。

「薫、ちょっと来い。レディ・キィのことで話がある」

　薫はハッとする。レイニーは『自分と知り合っていた者』の採さい血けつ検けん査さをしようとしていたのだ。

「まさかアイリスかクラウディアさんが……」

「出てってよっ！」ルーシアが怒りに顔を染めて叫さけんだ。「あんたなんて大だいっ嫌きらいよっ！　あんたみたいな冷たい女、顔も見たくもないわっ」

「別にお前に好すかれようとは思っていない」

「何ですって!?」

　激げつ昂こうして立ち上がろうとするルーシアを薫は抑おさえた。

「僕、話してくる。僕らは知らなくちゃいけないんだ」

　アロマが復ふつ活かつしたとはいえ勝負はまだついていないんだ……と自分を鼓こ舞ぶするように薫は心の中で言った。アロマは一度人間の手によって封ふう印いんされている。絶ぜつ対たいに勝てない相手じゃない。しかし『ゲート』が開いてしまったら話は別だ。だから自分らは是ぜが非ひでもアロマより先にレディ・キィを確かく保ほしなければならないのだ──その女じよ性せいに死が待っているとしても。

　薫はレイニーと共に部屋を出た。閉まったドアに部屋の中からルーシアが投げた枕まくらがぶつかる音がした。

「どちらもレディ・キィではなかった」

　レイニーはそう切り出した。

「そう……なんですか……」

　薫は微かすかな安堵を覚えた。

　だがレディ・キィは自分の出会った中にいる。そう預よ言げんされている。

「でも、レイニーさんも言ってましたけど、僕が『出会った女性』というのはどういう範はん囲いなんですか？　それこそ街ですれ違った人とかも入れたら探しようがないです」

「『出会っている』というからにはもっと親しくなった人間だろう。……そうそう、もう一つあの女は条件を言っていた。その女性とお前は出会っているが、わたしとは出会っていないそうだ」

「レイニーさんとは出会っていない？」

「あまり数が減ったとは思えぬがな」レイニーは苦にが笑わらいした。「いずれにせよ順番に探していくしかあるまい。あの女エレンデイラは言っていた。必ず最後に見つかると。それが預言ならば、その通りになるだろう。お前は嫌いやだろうが、お前の知り合った女を思い出せる限りリスト・アップしろ。それを順番に……どうした、薫？」

　薫は口を半開きにしたままレイニーを見つめていた。

（このことだったんだ……）

　直感──いや、そうではない。薫もまた夢ゆめ見み師しから預言を受けていた。『どちらを選んでも幸せになることのない選せん択たくが待っている』と。薫はそれを、トリプル・クラウンを巡めぐる戦いの中で、奴やつを騙だまして殺さねばならないという選択のことかと思っていたが、そうではなかったのだ。

（このことだったんだ。エレンディラさんはこのことを言っていたんだ……）

「レイニーさん……」薫はやっと言葉を発した。その声は震ふるえていた。「レイニーさん。貴方は自分の血を『パトグロスの石せき碑ひ』に垂たらしたことはありますか？」

「あるはずなかろう。わたしが闇やみの血を持っているのは誰だれでも知っている」

「闇の者かを試ためすためではないです」

「じゃあ何だと言うのだ」

「レイニーさん……自分自身に対して『自分と出会っている』と言いますか？」

「だからお前は何を……」

「だからっ！」

　薫は叫ぶようにレイニーの言葉を遮さえぎった。薫はレイニーの肩かたを掴つかんだ。薫の身体からだはガタガタと震えていた。言葉が出なかった。言葉に鋭するどい刺とげが生えていて、一言発するたびに喉のどが切り裂さかれるようだった。

「だから……レディ・キィは貴方なんですよ」

　レイニーの表ひよう情じようが凍こおりついた。

「何を馬ば鹿かな。レディ・キィはこの世界に生まれた人間の中に誕たん生じようする。わたしは人間などでは……」

　そこでレイニーはハッとする。

「そうです……貴方はまだ『契約』を終えていない人間だ」

　レイニーの口元が微かすかに震ふるえていた。彼女は牙きばで自分の指先を裂くと、その血をハンカチに染しみ込こませ、黙だまって薫に渡わたした。

　薫はそれを長谷川司祭に「これを調べてくれませんか？」とだけ言って渡して戻って来た。薫とレイニーは廊ろう下かで並ならんで待った。彼女は何も喋しやべらなかった。重い沈ちん黙もくが横たわっていた。間ま違ちがいであってくれ、と薫は思った。

　しばらくして足音が駆かけて来た。長谷川司祭と数人のエージェント。司祭の顔は驚きよう愕がくに染そまっていた。

「薫君っ、これをいったいどこで手に入れた!?」

　それは通告と同じであった。脚あしから力が抜けていき、薫は壁かべにもたれた。

　何てことだ……と薫は思った。先程自分がレイニーにそうしたように、長谷川司祭が肩を掴んで「いったいこれは誰の血なんだっ」と叫んでいたが、薫は上うわの空でそれを聞き流した。彼女は偉大なる君主グランマスターに咬かまれながらも『契約』を終わらせず、レディ・キィとして『ゲート』を閉じた自分の妹との約束を守るために一千年に亙わたってその苦しみに耐たえてきた。なのに今度はその役目が彼女自身に回ってくるなんて。

　くくっ……と笑い声が聞こえた。

　レイニーだった。彼女は笑っていた。

「……なんということだ。こんなことに気づかないとはわたしも焼きが回ったものだ」

　レイニーの笑い声は次し第だいに大きくなり、レイニーは天を仰あおぐように顔を覆おおって哄こう笑しようした。それはあまりに悲しい哄笑だった。「まさか……」と長谷川司祭は唖あ然ぜんとして呟つぶやいた。

「しかしまあ、なんとも傑けつ作さくな巡り合わせだ。このわたしがレディ・キィとはっ。運命の女め神がみはよっぽど悪戯いたずらがお好きとみえる！」





──了



    

  
    
      
　あとがき






「あのですね、リッチー・セクソンが凄すごいんですよ。身長が２０３ｃｍもあるんですけど、どうやっても打率が身長を超えないんですよっ。そのくせ年ねん俸ぽうは15億なんですよっ」

「へえ、それって凄いんだ」

「い、いや、凄いと言えばある意味桁けた外はずれに凄いんですが……」

　とある日の私と現担当Ｍ女史の噛かみ合あわない会話。もちろん年俸15億で打率２割前後というのは詐さ欺ぎの領域です。そのくせ常に大振りでＨＲを狙ねらっては三振と併へい殺さつを量産する、シアトル名物の超絶不良債さい権けんです。まあ奴が好きか否いなかと聞かれれば大好きなんですが。

　前担当さんはＭＬＢに詳しかったのですが、Ｍ女史はスポーツに興味ゼロ。これはいかんと（よく分からないですが）思った私は、Ｍ女史をＭＬＢフリークにすべく、原稿などを送るときにメールでＭＬＢの四よ方も山やま話ばなしの連載を始めました。たとえばこんな感じです。



【今日のＭＬＢ　第○回／血の気の多い男たち】

　ＭＬＢには伝統として報ほう復ふく死球があります。たとえばチームメイトが怪け我がをしかねないダーティなスライディングを受けたとき、「そんな汚いプレイをするんじゃないぞ」と警告を込めて、それをやった奴が打席に立ったときにぶつけたりします。

　こういう抑よく止し力りよくとしての意味合いもありますが、単純にやられたらやり返すというのもあるし、大差で勝っているチームが盗とう塁るいをしたりすると「勝敗はもうついているんだから、敗者を辱はずかしめるな」ということでぶつけられるなんてのもあります。

　しかし中には「ムカついたんでぶつける」という投手も少なからずいます。最近の人ではペドロやクレメンスなんかがそうですが、過去の大選手の中にも無茶な人がいました。

　ボブ・ギブソンの恐ろしさは相手チームにも浸しん透とうしていて、ベテランが新人に「いいか、ギブソンと対戦するときには決して睨にらみつけたりするな。ぶつけられるぞ。運良くＨＲを打ってもはしゃいだりせず、黙ってベースを一周するんだ」と警告するぐらい。

　あるときなど、さしたる成績を残しているわけでもないのにギブソンだけはやけに得意にしている相手のバッターに腹を立て、「あいつみたいな二流野郎が俺の球を打つこと自体がムカつく」と言って、何の理由もなくぶつけました。そ、そんな無茶な。

　極きわめつけはアーリー・ウィン。あるとき自分の息子むすこと裏庭で野球をしていたとき、息子がベースに覆おおい被かぶさる『ダイブ』の構えをしたら、ムカついて顔の側にビーン・ボールを投げたそうです。息子相手の草野球でもその調子ですから実際の試合では言わずもがなです。

　そんな彼に新聞記者が呆あきれて「あんたの母親がバッターでもそんな攻せめ方をするのか？」と聞いたら、彼の答えは──

「彼女が何割打っているかにもよるな」

　アンタ、３割打ってたらぶつけるんかいっ。



　とまあＭＬＢネタは山ほどあるんですが、頁ページ数も少なくなってきたので本編の話を。

　本書『ＬＡＤＹ　ＳＴＡＲＤＵＳＴ』は如何いかがだったでしょうか？　書いた小説が本になるときには、「果たして楽しんでもらえるだろうか？」と、いつも期待と不安が入り混じった複雑な感情が去来するのですが、本書での展開は『エスクード』シリーズを始めたときから──『煉れん獄ごく』の１巻を書いている段階から決めていたものであり、これが私の構想した『エスクード』という物語の全体像なので、その感もひとしおです。

『終幕の淑女』の登場で物語は終幕へ向けて大きく動き出します。本書でのレイニーさんの言葉を借りるなら、どこか『傍ぼう観かん者しや』であった薫かおる君は物語の当事者となり、彼にとって切実な物語へとシフトしていくことでしょう。佳境に入った『エスクード』シリーズ。どうぞ最後までお付き合い下さい。それでは次回作で。

貴子潤一郎　



    

  
    
      しやく熱ねつのエスクード２

LADY STARDUST



貴たか子ね潤じゆん一いち郎ろう
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